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例 言

１．本書は、平成７・９・１０年度に北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設工事用地内において、

財団法人北海道埋蔵文化財センターが発掘調査を実施した、千歳市キウス４遺跡の埋蔵文化財

発掘調査報告書である。

２．本書には、平成７・９年度に調査した F地区計３，９８４�、平成１０年度に調査したうちの G地区

計３，６９０�についての調査結果を掲載する。

３．発掘調査および報告書の作成は、第２調査部第１調査課（平成１１年度より第２調査部第２調査

課）が行った。

４．各章・節・項の執筆担当者は、文末の記名によって示した。遺構の図版作成、執筆等は、原則

的に、現地で遺構を担当した調査員がそれぞれ分担した。なお、記名は省略したが、各遺構出

土遺物の記述は遺物整理担当者が分担した。

５．整理作業の担当は下記のとおり。

土器：土肥研晶 石器：新家水奈 データ整理：石井淳平 写真：中山昭大

自然遺物：高橋和樹

６．諸科学的な鑑定・分析・同定等については、下記の方々、機関に依頼し、報告や執筆をお願い

した。ご尽力いただいた関係各位に深く感謝申し上げます（順不同・敬称略）。なお、漆製品

・赤色顔料分析は『キウス遺跡�』に掲載予定である。

石製品原材産地同定：藁科哲夫（京都大学原子炉研究所）

漆製品・赤色顔料分析：小林幸雄（北海道開拓記念館）

ツノ貝化石の鑑定：赤松守雄（北海道開拓記念館）

アスファルト分析：小笠原正明（北海道大学）
１４C年代測定：�地球科学研究所

動物遺存体：高橋 理（千歳サケのふるさと館）・太子夕佳（札幌国際大学）

炭化植物種子：吉崎昌一（札幌国際大学）・椿坂恭代（北海道大学埋蔵文化財調査室）

７．石材鑑定は、資料調査課花岡正光の鑑定、指導を得て、新家水奈がとりまとめた。

８．地形や遺構、遺物の出土地点等の測量は、平成７年度は�シン技術コンサルに、平成９・１０年

度は�アジア航測に委託、協力を得て、各調査員がそれぞれ素図を整理、図面を作成した。

９．遺物・記録類は整理及び報告書作成後、北海道教育委員会が保管する。

１０．調査にあたっては、下記の機関および方々の指導ならびに協力を得た（順不同、敬称略）。

文化庁 岡村道雄・岸本直文、奈良国立文化財研究所 埋蔵文化財センター、北海道教育委員

会 大沼忠春・千葉英一・田才雅彦・工藤研治・西脇対名夫・宗像公司、北海道海開拓の村

野村 崇、北海道開拓記念館 赤松守雄・平川善祥・山田悟朗・小林幸雄・右代啓視、北海道

大学 林 謙作・菊池俊彦・小杉 康・天野哲也・椿坂恭代・小笠原正明、札幌国際大学 吉

崎昌一、札幌医科大学 乗安整而、琉球大学 石田 肇、国立科学博物館 松村博文、国立歴

史民俗学博物館 阿部義平・春成秀爾・西本豊弘・設楽博己・辻 誠一郎、札幌大学 木村英

明、東京都立大学 山田昌久、東京大学 宇田川 洋・安斎正人・佐藤宏之・熊木俊郎、明治

大学 石川日出志・矢島國雄、千歳市埋蔵文化財センター 大谷敏三・田村俊之・豊田宏良・

松田淳子・久原直利・遠藤昭浩、千歳サケのふるさと館 高橋 理、恵庭市教育委員会 上屋

真一・松谷純一・森 秀之・佐藤幾子・長町章弘、北広島市教育委員会 遠藤龍畝、標津町教

育委員会 椙田光明、斜里町 金盛典夫、斜里町教育委員会 松田 功、芦別市星の降る里百

�



年記念館 長谷山隆博、旭川市教育委員会 斎藤 傑・瀬川拓郎・友田哲弘、深川市教育委員

会 葛西智義、小樽市教育委員会 石川直章・青木 誠、余市町教育委員会 乾 芳宏、仁木

町教育委員会 嶋井康夫、伊達市教育委員会 大島直行・青野友哉・小島朋夏、名寄市教育委

員会 氏家敏文・鈴木邦輝、札幌市埋蔵文化財センター 加藤邦雄・上野秀一・羽賀憲二・仙

庭伸久・秋山洋司、江別市教育委員会 直井孝一・園部真幸・野中一宏・稲垣和幸、石狩市教

育委員会 石橋孝夫・工藤義衛、苫小牧市教育委員会 佐藤一夫・宮夫靖夫・工藤 肇・赤石

慎三、富良野市教育委員会 杉浦重信・澤田 健、帯広百年記念館 北沢 実・山原敏朗、虻

田町教育委員会 角田隆志、平取町教育委員会 森岡健治・長田佳宏、八雲町教育委員会 三

浦孝一・柴田信一・横山英介、今金町教育委員会 寺崎康史、函館市教育委員会 田原良信・

佐藤智雄、七飯町教育委員会 石本省三、南茅部町教育委員会 阿部千春・福田裕二・山口

敦・小林 貢、松前町教育委員会 久保 泰、上ノ国町教育委員会 松崎水穂、稚内市教育委

員会 内山真澄、オホーツクミュージアムえさし 高畠孝宗、紋別市教育委員会 佐藤和利、

常呂町教育委員会 武田 修、羅臼町教育委員会 涌坂周一、浦幌町教育委員会 後藤秀彦、

奥尻町教育委員会 木村哲郎、釧路市埋蔵文化財調査センター 西 幸隆・松田 猛・石川

朗、青森県立郷土館 鈴木克彦、青森県埋蔵文化財調査センター 福田友之、東北町教育委員

会 古屋敷則雄、八戸市教育委員会 村木 淳、八戸市博物館 小笠原善範、岩手県文化振興

事業団埋蔵文化財センター 中川重紀・星 雅之、宮古市教育委員会 竹下將男・鎌田祐二、

道立アイヌ民族文化研究センター 古原敏弘、東北歴史資料館 小井川和夫・須田良平、東北

学院大学 佐川正敏、東北福祉大学 芹澤長介、同志社大学 森 浩一、青山学院大学 田村

晃一、市川考古博物館 堀越正行・領塚正浩、日野市教育委員会 藤井和夫、道都短大 鈴木

正章、秋田県埋蔵文化財センター 牧野覧美・五十嵐一治、鷹巣町教育委員会 奥山一絵、福

島県文化センター 鈴鹿良一・山岸英生、鹿児島県歴史資料センター黎明館 牛ノ濱 修、国

学院大学 中村 大、仙台市富沢遺跡保存館 斎野裕彦、宮崎県埋蔵文化財センター 松本

茂、甲府市教育委員会 山崎雅恵、中村五郎、浦辻栄治、高橋正勝、宮 宏明、小柳リラコ、

乾 哲也

記号等の説明
１．遺構の表記には、以下の記号を用いた。

P：墓壙・土壙・土坑・柱穴・フラスコ状ピット F：焼土

２．掲載した実測図等の縮尺は、原則的に以下の通り。

遺構 １：４０ 基本土層断面 １：４０ 遺構配置図 １：１０００ 付図 １：１００

土器実測図 復元個体 １：４ 土器拓影図 １：４ 土製品実測図 １：２

遺構出土の土器拓影図 １：２

石器実測図 剥片石器・石製品 １：２ 礫石器 １：３

３．土層の色調は『新版標準土色帖』（小山・竹原１９６７）を使用し、カラーチャートの番号を付し

たものがある。

４．土層の記述には、下記の記号・略称を用いた場合がある。

Ta－a：樽前 a降下軽石堆積物

Ta－c：樽前 c降下軽石堆積物

En－a：恵庭 a降下軽石堆積物

軽石・パミス：特に示していない限り恵庭 a降下軽石堆積物
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� 調査の概要

１ 調査要項

事 業 名 ：北海道横断自動車道（千歳～夕張）埋蔵文化財発掘調査

委 託 者 ：日本道路公団北海道支社

受 託 者 ：財団法人北海道埋蔵文化財センター

遺 跡 名 ：キウス４遺跡（北海道教育委員会登載番号 A－０３－９２）

所 在 地 ：千歳市中央２０８‐２ほか

調査面積 ：平成７年度 Ｆ地区 ３６４�

平成９年度 Ｆ地区 ３，６２０�

平成１０年度 Ｇ地区 ３，６９０�

調査期間 ：平成７年９月４日～１０月２５日

（現地調査） 平成９年５月６日～１０月２８日

平成１０年５月６日～１０月２８日

２ 調査体制（各年次当時）

平成７年度 第２調査部 部 長 鬼柳 彰

北海道教育庁生涯学習部文化課 主 査 千葉 英一（調査指導現地

派遣）

第２調査部第１調査課 文化財保護主事 藤原 秀樹（発掘担当者）

文化財保護主事 佐藤 剛（発掘担当者）

平成９年度 第２調査部 部 長 鬼柳 彰

第２調査部第１調査課 課 長 高橋 和樹（発掘担当者）

主 査 谷島 由貴（発掘担当者）

文化財保護主事 中山 昭大（発掘担当者）

文化財保護主事 新家 水奈

文化財保護主事 佐藤 剛（発掘担当者）

文化財保護主事 土肥 研晶

文化財保護主事 芝田 直人

文化財保護主事 石井 淳平

平成１０年度 第２調査部 部 長 鬼柳 彰

第２調査部第１調査課 課 長 高橋 和樹（発掘担当者）

主 任 土肥 研晶（発掘担当者）

文化財保護主事 中山 昭大（発掘担当者）

文化財保護主事 新家 水奈

文化財保護主事 芝田 直人

文化財保護主事 石井 淳平
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３ 調査の経緯

北海道横断自動車道（千歳～夕張）建設工事に係る埋蔵文化財の保護については、昭和６２年１０月

２３日付で日本道路公団札幌建設局長より北海道教育委員会教育長あてに事前協議書が提出され、国

指定史跡キウス周堤墓群付近に千歳東インターチェンジが計画されていることから、北海道教育庁

生涯学習部文化課により、急ぎインター予定地付近の埋蔵文化財所在確認調査が実施された。これ

により、国指定史跡キウス周堤墓群や周知の埋蔵文化財包蔵地キウス７号周堤墓は路線にかからな

いことが確認された。一方、予定地付近の林地内に４基の新たな周堤墓（現 X－a～d）が発見さ

れ、これらについては現状保存する方向で合意が得られた。翌昭和６３年４～５月には横断道の全線

を対象とする所在確認調査が実施され、範囲確認調査を必要とする包蔵地が１９か所に及ぶことが確

認された。この時点で、千歳東インター予定地付近には、周知の埋蔵文化財包蔵地キウス４遺跡が

広く分布しており、広範囲にわたる範囲確認調査が必要と判断された。

キウス４遺跡の範囲確認調査は、平成３年度から平成８年度まで、地権者の同意を得られた地区

から順次行われ、後半は発掘調査に並行して進められた。平成３年度から平成４年度に繰り返し実

施された範囲確認調査によって、インター予定地には、周堤墓や土壙墓、盛土遺構が広く分布し、

台地西端の低湿地にも遺物の包含を確認、キウス４遺跡が国指定史跡キウス周堤墓群にも類似する

重要な遺跡であることが予測された。道路公団は、４基の新たな周堤墓（現 X－a～d）の保存を

図って、ぎりぎりに配置、線形を変更した路線やインターの設計をこのうえ変更することは極めて

困難であるとし、文化課との間で、盛土を橋梁に変えるなど、現実的に可能な工法上の変更につい

て、検討が重ねられた。

平成５年度には、文化庁記念物課の指導を得て、遺構や遺物の分布状況を詳細に把握するために、

４２，０００�を対象とする試掘調査が計画され、文化課の指示により、（財）北海道埋蔵文化財セン

ターがトレンチ調査を主体に３，３８０�を掘開する事前発掘調査を実施した。その結果、遺跡の西方

には住居跡群が、東方には９基の周堤墓（X－１～９）が群在し、中間には住居跡群を挟んで南北

に別れた２条の長大な盛土遺構が存在することが確認された。この事前発掘調査の概報は平成６年

３月に、本報告『キウス４遺跡』（道埋文センター１９９７）は平成９年３月に発行されている。

この事前発掘調査結果に基づいて、文化課と道路公団との協議が継続され、管理ヤードをイン

ターチェンジの外へ移したり、盛土工事の一部を橋梁に変えるなどの設計変更により、可能な限り

これら９基の周堤墓の現状保存を図ることが決定された。

なお、この９基の周堤墓のうちには、『千歳遺跡』（千歳市教委１９６７）に示された８・９・１０号の

３基の環状土籬が含まれている可能性が高いが、掲載の略図から正確な対応関係を見極めることは

難しい。この３基の環状土籬は、その後の耕作によって土籬が消滅し、地表面からの観察ではその

位置を特定できなくなり、登載が抹消されたいきさつがある。また、周堤墓と認知された９基のう

ち X－８・９の２基は、その後の発掘調査で直線状盛土の一部であることが判明して、欠番となった。

横断道建設工事に伴うキウス地区の発掘調査は、平成５年度以降、キウス７遺跡、キウス５遺跡

と主に計画路線の東方から進められてきており、キウス４遺跡の本格的な発掘調査の開始は、平成

８年度以降と見込まれていた。ところが、インターの工事進行を急ぐ公団側から、平成７年度途中

に、とくに急ぐ本線部分の橋脚・橋台工事地区の調査を先行するよう強い要望が出された。これを

受けて９・１０月の２か月間、文化課から千葉主査が調査指導のため現地派遣されるとともに、キウ

ス５遺跡を調査中の第２調査部第１調査課から、藤原・佐藤の２名を割いて、キウス４遺跡の調査

に対処することが決まった。（藤原は平成８年度に文化課へ転出、佐藤も平成１０年度に第１調査部
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第４調査課へ異動した。）

平成７年度の調査では、橋脚・橋台にかかる A・B・C・D・E・Fの６地区計２，４２９�を発掘した。

F地区では北側盛土遺構、土壙墓、焼土群などを調査した。盛土遺構は、北側盛土遺構の東側部

分で、多量の遺物や焼土を検出した。

D地区からは、予想外の新たな周堤墓（X－１０）の西側半分が発見され、直線状盛土や道跡の一

部も確認された。

平成８年度には、第２調査部第３調査課の半分が入って、本線西側インターボックス部分３，９３０

�（L地区）を発掘し、旧河道や北側の盛土遺構の一部、住居跡１軒、多数の焼土などを調査、平

成９年度に報告書『キウス４遺跡（２）』（道埋文センター１９９８）を刊行した。

平成９年度には、東方のキウス７遺跡、キウス５遺跡の発掘調査がほぼ順調に進むなか、工事面

積の大きなインター建設をかかえるキウス４遺跡には、第２調査部第１調査課と第３調査課の２課

が投入された。第１調査課では、大きくは２か所、平成７年度調査の C地区と D地区との中間６，１４０

�（ここも D地区のうちに含め一括して D地区と呼称する）と、F地区西の隣接地３，６２０�（ここ

も F地区のうちに含め一括して F地区と呼称する）を発掘したほか、E地区の南北２か所、ラン

プウェイを支える橋脚部分（北側を E１、南側を E２地区と呼称する）各１１０�を調査した。調査

面積は計９，９８０�である。

平成９年度調査の F地区では、縄文時代後期後葉の北側盛土遺構、建物・柱穴群、土壙墓、フ

ラスコ状ピット、焼土群、縄文時代後期前葉の竪穴遺構などを調査した。盛土遺構は北側盛土遺構

の東半部南寄りを調査し、多量の遺物や焼土を検出した。建物は巨大な主柱穴をもつ４本柱の掘立

柱建物と、小形の主柱穴、出入り口、壁柱穴をもつ、小形の建物が存在する。F地区の南半ではこ

れらの建物を構成する柱穴を１０００基以上検出した。

D地区では、周堤墓 X－１０の残る東半分や、X－１１の工事区内にかかる南半部、直線状盛土や道

跡などを調査し、新たにやや小型の周堤墓４基（X－１２・１３・１４・１５）を検出した。また、工事の

境界線にかかる周堤墓 X－５の北端部を地層断面で確認、観察したほか、一部だが、X－１１の東に

隣接する、やや小型の周堤墓 X－１６の存在を確認した。周堤墓以外にも、単独の墓壙や焼土が少な

からず検出されている。

E２地区からは、D地区から延びる道跡の続きが検出されている。

調査第３課では、平成８年度調査の L地区の西隣り４，７５０�や（担当課相互の調整不足のため、

平成７年度に調査した東端の A地区と重複するが、ここも A地区と呼称する）、ランプウェイ関連

のH地区６４０�、K地区２００�、そして管理ヤードの I地区５，４００�を発掘調査した。

平成９年度調査の A地区は、大部分が低湿部で、縄文後期の水場遺構のほか、縄文早期末から

前期にかけての集落跡が発見されている。H地区と K地区からは、住居・建物跡を構成する多数

の柱穴群などが検出されており、I地区では南側の盛土遺構の一部や２基の大型の貯蔵穴、１２基の

墓壙などが調査され、旧石器時代の細石刃も得られた。これらの成果は、平成１０年度発行の報告書

『キウス４遺跡（３）』（道埋文センター１９９９）にまとめられている。

さらに、発掘調査のタイムリミットを迎えた平成１０年度には、第２調査部第１調査課と第３調査

課、第４調査課の３課が投入され、残る全ての調査区１８，９４０�を発掘した。

第１調査課では、F地区西隣りの G地区３，６９０�や、料金所から国道３３７号への接続路、調整池、

配水管埋設工事区などからなる J地区のうち、J１・３～５地区３，５２０�、計７，２１０�の調査を分担

した。G地区では、北側の盛土遺構の東半部北寄りを調査、F地区から続く多量の遺物や焼土を検
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出したほか、盛土より下位の層位でも多数の焼土や、８基の単独の墓壙、縄文後期初頭の竪穴遺構

６基などを検出した。J地区では、古い用水路に真中を切られた周堤墓が１基（X－１７）、道路下に

埋もれて発見された。幸い内部の墓壙は掘り込みが深く、壙底部は破壊を免れていた。この周堤墓

についても、保存が可能か否か、文化課と道路公団の間で協議がもたれたが、すでに計画変更の余

地はなく、工事区を外れる部分も含めて一部調査区を拡張し、周堤墓の全域を発掘調査した。

第３調査課は、I地区西隣りの R地区４，２４０�と、J２地区１，３４０�の、計５，５８０�を調査した。R

地区では、南側の盛土遺構の主体部を掘り、多量の遺物や焼土を検出した。盛土には微細な各種の

遺物が含まれるため、全てを袋詰めにした後、水洗選別作業を実施することになるが、量が厖大で、

水洗選別作業の大半は平成１１年度に繰越しとなった。盛土遺構の下には低湿部が続き、少なからぬ

木製品が良好に遺存していた。R地区の西には、後述する Q地区に連なる建物や柱穴群が検出さ

れている。これらの調査成果のうち、盛土遺構下で検出された、建物、柱穴などは平成１１年度発行

の報告書、『キウス４遺跡（６）』（道埋文センター１９９９）にまとめられている。

J２地区では、縄文早期から擦文時代にいたるまでの遺物が散在し、８０か所に及ぶ焼土が検出さ

れたほか、近代に属するらしい掘建柱の建物跡があり、付近からは寛永通宝が採集されている。J

２地区の発掘は第３調査課が担当したが、その調査結果は、J１・３～５地区ともども J地区とし

て一括して第１調査課が編集し、平成１１年度発行の『キウス４遺跡（５）』（道埋文センター１９９９）

報告書に掲載した。

第４調査課は、R地区西の Q地区３，９２０�と、G地区西の A２地区２，２３０�の、計６，１５０�を調査

した。Q地区では、耕作のため表層土の大部分が失われて柱穴のみの確認だが、３０軒以上の住居

・建物跡が検出されたほか、土壙墓８基、大型の貯蔵穴６基、多数の土壙や焼土などが調査されて

いる。

A２地区は、平成９年度調査の A地区と一体の低湿地で、上層の旧河道からはアイヌ文化期の木

製品などが、下層の低位段丘面には A地区から続く縄文早期末から前期にかけての集落跡があり、

木製品や多量の流木などが見られた。A２地区の成果は、平成１０年度発行の報告書『キウス４遺跡

（４）』（道埋文センター１９９９）として刊行されており、Q地区の成果は平成１２年度発行の報告書。

『キウス４遺跡（７）』（道埋文センター２００１）。

本報告書には、主に北側盛土遺構、建物・柱穴群の分布域を中心とする地区の調査結果をまとめ

て掲載する。具体的な対象地区は、平成７年度に第２調査部第１調査課が文化課千葉主査の調査指

導を得て実施した、橋脚・橋台工事に係る A～Fの６地区のうち F地区、平成９年度に第１調査

課が調査した D・E１・E２・F地区のうち F地区、そして平成１０年度に第１調査課が調査した G

・J１・J３～５地区のうち F地区である。 （石井淳平）
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図１ 年度別調査区と周辺の地形
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図２ キウス４遺跡の集落構造（縄文時代後期後葉）
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４ 位置と周辺の地形

北海道の空の玄関である新千歳空港。ここから北へ１２�ほど向かうと、真新しい高速道路に行き

当たる。千歳市から道東方面へ伸びる北海道横断自動車道である。そこは、千歳市と長沼町を結ん

で南北に走る国道３３７号線との交差地点で、インターチェンジが設けられている。キウス４遺跡は、

このインターチェンジに当たる部分で、国道の西側に南北約３００m、東西約４００mの範囲で広がる。

「千歳市中央」の字名をもつが、千歳市街からは約８�離れている。

北海道の中西部には、日本海と太平洋を結ぶ標高２５m以下の低地があり、「石狩低地帯」あるい

は「札幌苫小牧低地帯」と呼ばれている。この低地帯の東側には、北海道中部を南北に走る夕張山

地があり、西側にはその前山として馬追丘陵がある。この丘陵は千歳市、空知地方の長沼町、由仁

町、胆振地方の追分町、早来町の南北にまたがり、標高は１５０m前後、延長３０mにおよぶ。丘陵の

最高点は馬追山（２７３m）である。丘陵西側の斜面と扇状地（標高１０～５０m）には、縄文時代の多

くの遺跡が分布する。丘陵の西斜面を刻む小河川のひとつにキウス川があり、その両岸の段丘には

縄文時代早期から近世アイヌ期にかけての広範な時期のキウス遺跡群が立地する。キウス４遺跡の

標高は８～１８m、西へ向かって低くなる緩斜面となっている。

馬追丘陵の西側は、現在では大部分が水田や畑地として利用されている。だが、戦前までは長都

沼（オサツトー）、馬追沼（マオイトー）をはじめとする大小の沼があり、豊富な水量を湛えてい

た。また、支笏湖を水源とする千歳川、夕張山地から流れ出る夕張川、嶮淵川などは屡々氾濫した

ため、溢れ出た水が流入して住民は長い間水害に苦しめられていた。しかし、昭和２６～４４年の国営

潅漑排水事業により長都沼、馬追沼一帯の埋立て、河川の切り替えにより耕地が造成され現在のよ

うな姿に成っている。 （石井淳平）
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図３ 北海道假製五万分の一図「長都（おさつ）」の一部（１８９６年発行）
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図４ 「漁（いざり）」の一部（１９１０年発行）
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５ 周辺の遺跡

図５は、北海道教育委員会の埋蔵文化財包蔵地カードと、千歳市教育委員会作成の『千歳市埋蔵

文化財包蔵地分布図』（１９９６）をもとにしたキウス４遺跡周辺の遺跡分布図である。これらの遺跡

の時代・時期の特色は、発掘調査等によりその内容が比較的明らかなものをもとに記述すると、次

のようになる。

＜旧石器時代＞丸子山遺跡で恵庭 a降下軽石層（En－a）の上・下から遺物が出土している。下層

は約２万年前と推定できる石器群で、黒曜石製のスクレイパーのほかには定形的なものに乏しい。

上層は細石刃を伴う石器群で、黒曜石と頁岩を素材とする。また、キウス５遺跡 C地区・キウス

７遺跡でも細石刃期の石器が出土している。

＜縄文時代早期＞キウス５遺跡 A地区から遺物が多量に出土している。前葉のものは、暁式土器、

貝殻条痕文土器である。後葉のものは、東釧路�式土器、コッタロ式土器が多い。住居跡は、暁式

期のものがキウス川上流の段丘上で、東釧路�式期・コッタロ式期のものが下流の段丘上で検出さ

れている。また、キウス７遺跡でもコッタロ式期の住居跡・土壙墓が見つかっている。早期末葉は、

キウス４遺跡で中茶路式期・東釧路�式期の遺物が出土しており、A地区（平成９年度）と A２地

区では住居跡が検出されている。

＜縄文時代前期＞キウス５遺跡 B地区には、キウス川旧河道沿いの斜面上に綱文式期の集落跡が

あり、石鏃・石錐・つまみ付きナイフ・石斧などが副葬された土壙墓も検出された。キウス４遺跡

A地区（平成９年度）・A２地区でも綱文式期の集落跡が見つかっており、ほかに花積下層式・静

内中野式に相当する時期の土器・木製品も出土している。

＜縄文時代中期＞丸子山遺跡で、天神山式期あるいは萩ヶ岡２・３式期の環壕が見つかっている。

また、同遺跡では北筒式期の住居跡が検出された。キウス５遺跡では、B地区に北筒式期の集落、

C地区に柏木川式期の集落が確認されている。キウス４遺跡・キウス７遺跡でも柏木川式期の住居

跡が検出されている。

＜縄文時代後期＞前葉は余市式・タプコプ式の住居跡や土壙が、キウス４遺跡・キウス５遺跡 A

地区・キウス７遺跡・丸子山遺跡で見つかっている。キウス４遺跡 Q地区では、入江式とタプコ

プ式が共伴して出土する土壙が検出された。中葉の手稲式期・ホッケマ式期は、キウス５遺跡 A

地区やキウス７遺跡で住居跡・埋甕などが確認されている。キウス４遺跡では、手稲式期の壺形土

器が埋納された土壙が検出された。後葉の堂林式期には周堤墓が多数構築された。国指定史跡キウ

ス周堤墓群をはじめキウス４遺跡、丸子山遺跡などで計３２基が検出されている。未確認ではあるが、

キウス２遺跡にも周堤墓が存在する可能性がある。キウス４遺跡では、周堤墓のほか、同時期の住

居跡・掘立柱建物跡、南北の盛土遺構、道跡、水場遺構、低湿地などが確認されており、大量の遺

物が出土している（図２）。また、キウス１遺跡でも、住居跡や盛土と考えられる遺構が検出され

ており、キウス周堤墓群に対応する集落の存在が想定される。

＜縄文時代晩期＞

キウス５遺跡 A地区・キウス７遺跡で、大洞 A古期の土壙墓が多数確認されている。キウス５

遺跡 A地区では、石鏃が覆土中に撒かれた土壙墓や、多量の炭化材や割られた矢柄研磨器が出土

した火葬墓、大洞 A式相当の壺が置かれた火葬墓など多様な葬制が見られる。

＜続縄文時代＞キウス５遺跡 A地区・キウス７遺跡で、大狩部式期の住居跡や後北 C２－D式期の

土壙などが検出されている。キウス４遺跡 A２地区では、旧河道から恵山式土器と木製品が出土し

た。また、丸子山遺跡でも恵山系の土器が少量出土している。
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＜擦文時代＞丸子山遺跡では、８世紀頃と推定される住居跡や建物跡、土壙などが確認された。キ

ウス５遺跡 A地区では、壙外から鍬先の出土した墓壙が検出された。キウス５遺跡 C地区には、

中央部に炉のある平地住居があり、その南側の山林中には擦文時代の住居跡と考えられる凹みが複

数見られ、土器片が散乱している。

＜アイヌ文化期＞オサツトー１遺跡では、内耳鉄鍋、斧、刀子、キセルなどの副葬された墓壙が見

つかっている。キウス５遺跡 A地区には太刀の副葬された墓壙がある。キウス７遺跡では沢づた

いの道跡と柱跡群が検出され、ガラス玉も出土している。キウス４遺跡 A２地区では旧河道より多

数の木製品が出土した。トプシナイ１遺跡では釘状の鉄製品が採集されている。ケネフチのチャシ

は面崖式で一条の堀を有する。

以上のように時期別に概観した遺跡を、人々の生活範囲という平面でとらえてみる。遺跡の分布

は、�丸子山古砂丘、�キウス川流域、�ケネフチ川流域に大別できる。このうち、最近の発掘調

査により遺跡の状況が比較的明らかなのは、�・�の地域であり、�は不明な部分が多い。

旧石器時代は、�にその中心があったようであるが、�の付近まで活動の範囲が及んでいた形跡

が見られる。縄文時代早期は、前半が�のうちキウス川上流に中心があり、後半から末葉にかけて

次第に下流（キウス４遺跡側）へ拡大していくようである。前期前半は、�のキウス川右岸の段丘

上に２か所集落が確認されており、このころから小規模な集落が何か所かに分かれて存在するよう

になったらしい。中期中葉から後葉にかけて、�では環壕が掘られた後に集落が営まれ、�でも同

時期の集落が見られる。

後期前葉から中葉は、�の各地で集落が成立する。後葉になると、�・�の地域で周堤墓が構築

される。特に�では、キウス川下流（キウス４遺跡）から北側のモウシ川の川筋（キウス周堤墓群

・キウス１遺跡）へ中心が移動していくようである。晩期前葉から中葉にかけては、キウス付近で

人々の活動の痕跡は未だ確認されていない。晩期後葉には、�のキウス川段丘上に墓域が見られる

が、集落跡などは確認されていない。

続縄文時代は、�で住居跡・墓壙などが確認されており、この付近が中心であった可能性が高い。

擦文時代には、�で８世紀ごろの集落が確認されたほか、�のキウス川段丘上にも集落が存在して

いたと考えられる。アイヌ文化期になると、ケネフチのチャシが営まれたように、人々の生活範囲

は広く�・�・�の各地に及ぶようになる。 （石井淳平）

１１



図５ 周辺の遺跡（国土地理院発行２万５千分の１地形図「長都」を使用）
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表１ 周辺の遺跡一覧

No. 遺 跡 名 種 別 時 期 発 掘 調 査 歴 等 文献 No．等
６１ アンカリトー１ 遺物包含地 縄文晩期 削平。
６２ アンカリトー２ 集落跡 縄文前・後・晩期、続縄文、擦

文
竪穴住居跡が１軒みられた。一部削平。

６８ 丸子山 周堤墓２基、集
落跡・環壕

縄文後期 １９９０～１９９３千歳市教委。消滅。旧称丸子山。３８

７６ キウス１号周堤墓 周堤墓 縄文後期 １９６４大場利夫・石川徹。１９７８測量調査。１９７９
国指定史跡。

３～５・８・９

７７ キウス２号周堤墓 周堤墓 縄文後期 １９６５大場利夫・石川徹。１９７８測量調査。１９７９
国指定史跡。

３～５・８・９・
１２９

７８ キウス３号周堤墓 周堤墓 縄文後期 １９７８測量調査。１９７９国指定史跡。 ３～５・８・９
７９ キウス４号周堤墓 周堤墓 縄文後期 １９６５石川徹外縁部。１９７８測量調査。１９７９国

指定史跡。
１・３～５・８・９

８０ キウス５号周堤墓 周堤墓 縄文後期 １９７８測量調査。１９７９国指定史跡。 ４・５・８・９
８１ キウス６号周堤墓 周堤墓 縄文後期 １９７８測量調査。１９７９国指定史跡。 ４・５・８・９
８２ キウス７号周堤墓 周堤墓 縄文後期 １９５０頃 河野広道。 ８・９・１２
（８３）キウス８号周堤墓 周堤墓 縄文後期 全壊？１９８７道教委試掘確認により１９８８登録

抹消。キウス４内に存在か？
３・８

（８４）キウス９号周堤墓 周堤墓 縄文後期 全壊？１９８７道教委試掘確認により１９８８登録
抹消。キウス４の X－６か？

３・８

（８５）キウス１０号周堤墓 周堤墓 縄文後期 全壊？１９８７道教委試掘確認により１９８８登録
抹消。キウス４の X－４か？

３・８

８６ キウス１１号周堤墓 周堤墓 縄文後期 １９７８測量調査。１９７９国指定史跡。 １・３
８７ キウス１２号周堤墓 周堤墓 縄文後期 １９７８測量調査。１９７９国指定史跡。 １・３
８８ キウス１３号周堤墓 周堤墓 縄文後期 １・３
８９ キウス１ 集落跡 縄文後・晩期 １９６４大場利夫・石川徹。 ８
９０ キウス２ 周堤墓５～６基 縄文後期 航空写真のソイルマークによる推定。
９１ キウス３ 遺物包含地 縄文後期
９２ キウス４ 周堤墓２０基・集

落跡・盛土ほか
縄文早・前・後・晩期 擦文、
アイヌ

１９９３・１９９５～１９９９（財）道埋文センター
（整理中）。１９９５千歳市教委。

１０・１８・２０・２９・３１
・３５・３６

９３ キウス５ 集落跡・墓 低
湿地ほか

旧石器、縄文早～晩期、続縄文、
擦文、アイヌ

１９９４～１９９８（財）道埋文センター。１９９６～
１９９７千歳市教委。

１１・２２・２４・２６・２７
・３２・３３・３７

９４ キウス川 遺物包含地 縄文後期
９５ 中央目黒 遺物包含地 縄文後・晩期
１０２ ケネフチのチャシ チャシ跡 アイヌ １９３５原田二郎・近藤義雄。 ２・１２９
１０３ トプシナイ１ 遺物包含地 アイヌ
１０４ トプシナイ２ 遺物包含地 縄文中・後期
１０５ トプシナイ３ 遺物包含地 縄文後・晩期 １９２２頃 河野常吉・福元寅太郎 遺物採集

か？ 一部削平。
６

１０６ イカベツ１ 遺物包含地 続縄文
１０７ イカベツ２ 遺物包含地 縄文前・後・晩期、擦文
１０８ ケネフチ１ 遺物包含地 縄文早期
１０９ ケネフチ２ 遺物包含地 縄文後期
１１０ ケネフチ３ 遺物包含地 縄文早・晩期、擦文
１１１ ケネフチ４ 遺物包含地 縄文中期
２４２ キウス６ 遺物包含地 縄文晩期
２６１ ケネフチ６ 集落跡 縄文早期、擦文
２６５ キウス７ 集落跡・墓ほか 旧石器、縄文早・中～晩期、続

縄文、擦文、アイヌ
１９９３～１９９８（財）道埋文センター。 ２１・２２・２５・２８・３４

・３７
２６９ オサツトー１ 遺物包含地・墓 縄文早・中・後・晩期、アイヌ １９９３（財）道埋文センター。 ２１

２７５ キウス８ 遺物包含地 縄文中・晩期 一部開削。
＊遺跡 No．は、北海道教育委員会の埋蔵文化財包蔵地カード登載番号による。
＊遺跡の位置は、千歳市教育委員会 １９９６ 『千歳市埋蔵文化財包蔵地分布図による』
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６ 調査区の設定

（１）調査区の設定

キウス４遺跡の発掘調査区は、平成７年度に、北海道横断自動車道（千歳～夕張）のセンター杭

STA１２８と STA１２９とを結ぶほぼ東－西の直線を基軸に、４×４mメッシュの区画として設定され

た。この基軸をMラインと呼称し、Mラインに平行する４m毎のラインには、北から南へそれぞ

れ大文字のアルファベットを付して順に表記した。これと直交する北－南の方向には、STA１２８を

１００、STA１２９を１２５とする４m間隔のラインを設定、西から東へ順にそれぞれアラビア数字を付し

て表示した。このアラビア数字で示す直線は、真北に対して１９°０３′２０″東偏する。

グリッド名は、北西の交点におけるアルファベットとアラビア数字とによって表記し、さらに４

×４mメッシュを細分して２×２ メッシュに４分割するときは、北西から反時計回りに小文字

のアルファベット a・b・c・dを付加して、小グリッドを表示した。

基準杭の平面直角座標系第 系による座標値は、以下のとおりである。

STA１２８（M－１００）X＝－１２４，３１７．２３０５Y＝－４３，６５９．０５７４

STA１２９（M－１２５）X＝－１２４，３４６．６０３８Y＝－４３，５６３．４７０３

（石井淳平）

（２）調査地区の区分

各年次の発掘調査の対象地区は、工事の優先順位や投入可能な調査体制によって、そのつど決定

されたため、結果的には図１に示すように、大小さまざまな形状に分割された。分割された各調査

地区内でも、さらに施工順位や工期等によって、部分的に調査を先行させる地区があったり、また、

工事の設計や施工計画そのものにも細かな変更があって、年次途中で調査地区に若干の変更や追加

があったりもした。このような制約下で、例えば F地区の調査が１９９５年と１９９７年に分割して行わ

れ、低湿地に続く北側盛土遺構西側は１９９６年には第２調査部第３調査課が調査を行っている。この

間、調査員の交替もあるなど、状況がやや錯綜し、必ずしも相互の連絡調整や引継ぎがうまくいか

なかったところもある。

本報告書では、F・G地区の調査結果をまとめて報告する。 （石井淳平）
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図６ 調査区グリッドの呼称

７ 遺構と遺物の分類

（１）遺構

報告書に記載した遺構の略号は P、SP、Fを用いた。P、SPは人為的な掘り込みに対して用い

た略号で、直径と深さにより区別した。直径が２０
、深さ５０
を一応の目安とし、それ以上を P、

それ以下を SPとした。なお、現場では全て Pを用いていたが、他の調査区との名称の統一を図っ

たため、名称を変更してある。Fは焼土である。また、盛土遺構は平成８年度の L地区で調査さ

れた N盛土の続きという意味から、現場段階では頭に Nをつけて「N１４層」のように呼称してい

た。しかし、今回調査した F・G地区では、耕作による撹乱が激しく、層の連続性を確認すること

が困難であったため、N盛土をブロックとして認識することができなかった。そのため、報告で

は Nを盛土と呼び替え「盛土１４層」のように改めた。

盛土遺構

En－aローム起源の黄褐色土、�層土起源の暗褐色土、�b層起源の黒褐色土を主体とし、焼土

や多量の遺物を含む土層を人為的な廃棄行為による堆積層と判断し、このように呼称した。近年全

国で調査例の増えている盛土遺構と同様に、廃棄場、祭祀場、場の区画などの機能を持つものと理

解している。遺物包含層や後述する SE層とは、上記の機能を満たす場としての意識をどの程度感

じるかにより区別した。相対的な区分である。
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ＳＥ層

南北の盛土遺構に挟まれた空間に分布する、遺物を多量に含む暗褐色土、黒褐色土の堆積層であ

る。人為的な堆積層の可能性があると判断し、通常の遺物包含層とは区別する意味でこのように呼

称した。盛土遺構と区別した理由は、盛土遺構は廃棄場というニュアンスで使用されることが多い

のに対し、SE層は積極的な廃棄行為ではなく放置、遺棄といった行為の結果、形成された可能性

が高いと判断したことによる。盛土遺構との性格の違いを反映させる目的で呼び分けた。平成１０年

度調査の Q・R地区でも検出されており、同じく SE層と呼称している。

建物

上屋構造の存在を想定した遺構をこのように呼称した。住居という名称を用いなかったのは、今

回の調査で検出した一連の建物の中には居住するための施設とは考えにくい大型の建物が含まれて

いるためである。これらの大型の建物と一般的な居住施設との境界を明瞭にすることができなかっ

たため、上屋構造の存在を想定した遺構に全てこの名称を用いた。

柱穴

平面形が円形または楕円形で、埋め戻しの痕跡のある遺構を柱穴と呼称した。墓壙とは抜き取り

痕、柱痕の有無、平面形の違いで区別した。平面形は長幅比がおよそ１．５以下のものを柱穴と認定

した。

墓壙

平面形が円形または楕円形で、埋め戻しの痕跡のある遺構を墓壙と呼称した。柱穴とは抜き取り

痕、柱痕の有無、平面形の違いで区別した。平面形は長幅比がおよそ１．５以上のものを墓壙と認定

した。

フラスコ状ピット

平面形が円形で、直径２．０m前後で、下端の直径が上端のそれを上回り、断面形がフラスコ状に

なる土壙をフラスコ状ピットと呼称した。

焼土

一定の範囲をもつ赤褐色、暗赤褐色などに変色した土壌のうち、変色が被熱に起因すると判断し

たものをこのように呼称した。その場で焼成されたものも、廃棄されたものも含む。その場で焼成

された焼土と、廃棄された焼土との区別は、均質な土質で、上部ほど赤みが強く下部に行くに従い

漸移的に周囲の土層の色に同化していくものをその場で焼成された焼土、変色した土壌がブロック

状に混ざり合い、周囲の土層との境界が明瞭であるものを廃棄された焼土とした。

竪穴遺構

規模が大きく、浅い掘り込みをこのように呼称した。土壙とは主に規模、深さで区別し、竪穴住

居の竪穴部分になりうるものを竪穴遺構とした。
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土壙

人為的な掘り込みのうち、用途不明で形態的な特徴のないもの。

ローム質埋土の土壙


層上面で検出した円形の深い穴で、埋土が純粋な En－aロームであることからこのように呼

称した。この穴については、人為的な掘り込みか否かは不明のまま、土壙という名称を用いている。

（石井淳平）

（２）土器

土器は縄文時代早期に属する資料を�群とし、以下順次前期、中期、後期、晩期を�群、�群、

�群、�群とした。続縄文時代のものは�群、擦文時代のものは	群である。

�群 縄文時代早期に属する土器。

ａ類 ：貝殻腹縁圧痕文、条痕文が施された土器群。

ａ－１類：物見台式、暁式に相当するもの。

ａ－２類：虎杖浜式、沼尻式に相当するもの。

ｂ類 縄文、撚糸文、絡条体圧痕文、組紐圧痕文、等が施された土器群。

ｂ－１類：東釧路�式に相当するもの。

ｂ－２類：コッタロ式に相当するもの。

ｂ－３類：中茶路式に相当するもの。

ｂ－４類：東釧路�式に相当するもの。

�群 縄文時代前期に属する土器。

ａ類 ：胎土に繊維を含み、厚手で縄文の施された丸底、尖底の土器群。

ａ－１類：綱文式土器に相当するもの。

ａ－２類：春日町式、静内中野式に相当するもの。

�ｂ類 ：円筒土器下層式、植苗式、大麻�式に相当する土器群。

群 縄文時代中期に属する土器。

ａ類 ：円筒土器上層式、萩ヶ岡１・２式に相当するもの。

ｂ類 ：天神山式、柏木川式、北筒式に相当するもの。

ｂ－１類：天神山式に相当するもの。

ｂ－２類：柏木川式に相当するもの。

ｂ－３類：北筒式、ノダップ�式、煉瓦台式に相当するもの。

�群 縄文時代後期に属する土器。

ａ類 ：余市式、入江式、手稲砂山式に相当するもの。

ｂ類 ：ウサクマイ C式、手稲式、�澗式に相当するもの。

ｃ類 ：堂林式、御殿山式に相当するもの（口縁部や頸部に刻みが施される資料は堂林式の古手

として扱う）。

�群 縄文時代晩期に属する土器。

ａ類 ：大洞 B式、上ノ国式に相当するもの。

ｂ類 ：大洞 C１式、大洞 C２式に相当するもの。
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ｃ類 ：大洞 A式、大洞 A’式に相当するもの。

�群 続縄文時代に属する土器。

	群 擦文時代に属する土器。 （土肥研晶）

（３）石器

器種別の大分類にとどめ、細分は行っていない。整理作業で使用した分類の名称及び、報告の際

の概ねの掲載順は以下の通り。なお、平成７年度出土分の分類については千葉英一が行った。

黒曜石製の異形石器は剥片の長い方の計測値を長さとした。

剥片石器

石槍またはナイフ

石鏃

石錐

つまみ付きナイフ

スクレイパー

Uフレイク（使用痕のある剥片）

Rフレイク（加工痕のある剥片）

フレイク・チップ（黒曜石の剥片・細片）

フレイク（黒曜石以外の剥片）

ピエス・エス・キーユ（剥片の上下両端に加撃痕と摩滅痕があるくさび形石器）

石核

原石（黒曜石）

礫石器

石斧

石斧原材

すり石

石鋸

たたき石

台石

石皿

砥石

石錘

礫

石製品

玉

垂飾

異形石器

アスファルトの帯痕付礫と原材
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ミニチュア石器

オロシガネ状石製品

石棒

その他（腕輪、ツノガイ化石、岩偶、磨かれた石など） （新家水奈）

８ 基本層序

キウス４遺跡の基本土層は以下の通りである。

�層：表土（Ta－a軽石混じりの黒色土）・耕作土。層界明瞭。

�層：樽前山起源の降下軽石堆積物（Ta－a）。層界明瞭。

�層：黒色（１０YR１．７／１）埴壌土。新千歳空港関連遺跡の

「第�黒色土」に相当する。縄文時代晩期から中世の遺

物包含層。層界明瞭。

�層：樽前山起源の降下火砕堆積物（Ta－c）。層界明瞭。

�層：黒褐色（１０YR２／２）埴壌土。「第�黒色土」相当。縄

文早～晩期の遺物包含層。層界判然。層中に、盛土遺構

（周堤も含む）が確認された。その場合、盛土形成以後

（盛土の上）を�a層、盛土形成以前（盛土の下）を�

b層とした。盛土のないところは�a・�b層の区別を

していない。

�層：暗褐～褐色（１０YR３．５／４）埴壌土。漸移層、層界漠然。

縄文早期の遺物を含む。

	層：黄褐色（１０YR５／７）壌土。En－aの風化したもの。

層界明瞭。


層：恵庭岳起源の降下軽石堆積物（En－a）。

�層：支笏カルデラ起源の大規模火砕流堆積物（Spfl）。

（石井淳平）

９ 調査の方法

（１）調査手順と方法の概要

発掘調査は、耕作や様々な攪乱が及んだ�層と、�層の Ta－aを可能な限り重機で除去したの

ち、人力によって�層上面を検出し、�層の調査から開始した。現実には広い範囲で、耕作による

深い攪乱が	層までおよんでおり、�層は G地区の北側の一部と、F地区の南側の一部にのみ残

存していた。�層の遺構・遺物の調査終了後、�層を除去、�層の上面を検出する。続いて、盛土

遺構より上位の�a層を除去し、盛土の上面を検出する。盛土遺構�層（�黒層）の調査が終了次

第、�層の調査へ移行する。�層上面と�層上面、�層を掘り下げた最終面、さらに盛土遺構は、

１層除去するごとにそれぞれ地形面の測量を実施した。

図７ キウス４遺跡土層模式図
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この測量には、平板 CADを利用するケースが多かった。遺構の平面図やエレベーションの多く

も、同様に平板 CADを利用して、実測図を作成した。盛土遺構の実測には、計測用カメラも利用

した。

遺物の取上げに際しては、遺構出土遺物はもとより、包含層出土遺物についても、トータルス

テーション・システムを利用して、出土位置を記録し、データを一覧表に整理、遺物台帳を作成し

た。これらの測量や撮影、図化、データ編集などは、主に測量調査業務委託先から派遣された常駐

の技術者が従事した。

出土遺物の水洗、注記、一次的な分類作業、遺構土壌のフローテーション、水洗選別作業等は、

雨天日なども活用して、可能な限り現地で、調査に並行して実施した。 （石井淳平）

（２）盛土遺構の調査

本格的な調査の前に R、６５、６９、７３、７７、８１ラインにトレンチを設定し、基本的な層序、遺物の

出土状況を確認した。F地区の東側では「盛土縦断セクション」「盛土横断セクション」としたラ

インに沿ってトレンチを設定した。必要に応じて新たにトレンチを設定し、層の新旧関係を確認し

た。また、１層ごとに地形測量を行い、盛土の形成過程を等高線で復元した。

盛土遺構の土壌は全て層、グリッド単位に土嚢袋につめて回収した。回収した土壌は５�メッ

シュのフルイを通して洗浄し、微細な遺物や調査時に見落とした土器片などを回収した。土壌は全

て容積を計測した。掲載した盛土遺構の土量はこの数値を集計したものである。

調査区全体の平面図で１９９５年に調査した F地区東部に等高線が入っていないが、これは１９９７、

９８年は�b層上面と調査終了面である
層上面で地形測量を行っているのに対し、１９９５年は�b層

上面の地形測量を行っていないこと、地形測量を行った調査終了面が
層上面ではなく	層上面で

あることから、等高線をつなげることができなかったことによる。 （石井淳平）

（３）建物・柱穴の調査

柱穴は原則的に長軸方向で半裁し、断面観察と記録を行った。柱痕を確認するため、水平に掘り

下げる調査も行ったが、ほとんどの柱に抜き取りが行われており、柱痕を確認できるものは少ない

ことが判明したため、断面観察による抜き取り痕の確認に

つとめた。

柱穴配置から建物を認定する作業は原則的に現場で行っ

た。同一の建物と判断する基準は、配列した柱穴の平面形

がより正確な方形になること、柱穴の規模、深さ、埋土の

土質に差が少ないこととした。

建物の各計測値は図８に従って計測した。掲載した柱間

距離は各主柱穴間で計測した柱間距離の平均値で、主柱穴

の心芯間の距離を計測した。主軸方位は柱間距離を計測し

た線分の真北に対する角度の平均値である。真北を０とし、

時計回りに増加する。平均値を算出する際に、東西軸は９０゚

を減じてある。 （石井淳平）

図８ 建物計測値
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（４）遺構の記録

遺構は原則として平面図と断面図を作成した。ただし、SPに分類した小型の掘り込みは断面図

を作成していない。またこれらの小型の掘り込みは、下端のラインを実測せず、底面のレベルのみ

測量した。平面図の作成には主にトータルステーションを用い、その出力を原図とした。全ての断

面図および、微細な構造、遺物出土状況などは手書きで作成した。縮尺は１／２０を基本とし、微細

な構造や遺物出土状況などは１／１０で作図した。なお盛土３層の遺物出土状況は写真測量により作

成した。 （石井淳平）

（５）遺物の出土地点記録

遺物の出土地点記録は盛土遺構から出土した土器の接

合関係を重視し、可能な限りトータルステーションによ

る地点計測を行うこととした。ただし、調査期間の制約

から全ての出土遺物に対しトータルステーションによる

地点計測を行うことは不可能なため、一定の基準を設け

てトータルステーションによる地点計測と４m四方の

グリッド単位の出土地点記録を使い分けた。以下にその

基準を示す。

トータルステーションによる地点計測をしたもの

・長径が４．５
以上の土器片

・定型的な石器、石製品、土製品

・その他、特徴的な遺物（文様がはっきりわかる注口

土器片や土製品、大型の剥片）

・遺構出土の遺物（微細な剥片や土器片を除く）

４m四方のグリッド単位で出土地点を記録したもの

・長径が４．５
以下で特徴のない土器片

・非定型的な石器（剥片類、礫など）

基準とした土器片の大きさは、本格的な調査にはいる

前のトレンチ調査で得た土器片の大きさと、トータルス

テーションによる地点計測に要する時間をもとに調査期間から逆算して、長軸でおよそ５
以上を

目安に地点計測を行うこととした。実際の基準は図９に示した針金の輪を作業員に渡し、この輪を

通過できない遺物をトータルステーションによる地点計測の対象とした。なお、輪の内径は４．５


で、これは輪を作成するときに使った鉄パイプの外径が５
ちょうどではなく、４．５
だったため

である。 （石井淳平）

１０．遺構と遺物の概要

（１）遺構

盛土遺構・SE層、建物・柱穴群、墓壙、フラスコ状ピット、一括土器・集石、焼土群、竪穴遺

図９ 遺物の取り上げの基準に用いた輪
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構、土壙、ローム質埋土の土壙などを検出した。これらのう

ち、時期のわかるものは盛土遺構・SE層、建物・柱穴群、

墓壙、フラスコ状ピット、一括土器・集石、焼土が縄文時代

後期後葉、竪穴遺構、一部の土壙が縄文時代後期前葉である。

遺跡の主体は縄文時代後期後葉の堂林式土器の時代である。

盛土遺構は建物・柱穴群が分布するエリアを南北から挟む

ように位置する。人為的な堆積層で、焼土や炭化材、多量の

遺物を含む。盛土遺構の最も大きな役割は廃棄場であったと

推測するが、様々な儀礼を執り行う祭祀場としての機能や、

建物・柱穴群を外部と区画する境界帯としての機能もあった

と推測している。

今回の調査で検出した盛土遺構は北側盛土遺構のほぼ中央付近にあたる。北側盛土遺構は平成８

年度調査の L地区、平成９年度調査の・地区で一部調査を行っており、南側盛土遺構も平成９年

度の I地区、平成１０年度の R地区で調査が行われている。南北の盛土遺構から出土した土器が接

合するなど、キウス４遺跡の構造と盛土遺構の形成を明らかにする上で重要な調査成果が得られて

いる。

SE層は南北の盛土遺構に挟まれたエリアに分布する人為堆積層である。SE層の分布範囲には

表２ 検出遺構一覧

遺 構 検出数
建物（軒） ２１
柱穴（カ所） １０７３
土壙墓（基） １４
フラスコ状ピット（基） ３
焼土（カ所） ２２２７
竪穴遺構（基） ６
その他の土坑（基） ５７
計 ３４０６

図１０ キウス４遺跡 F・G地区遺構配置図
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�～	層が存在しないことから、広い範囲で削平された後、２次的に堆積しているようである。削

平された土の一部は盛土遺構へ排土されたものと考える。SE層の成因は不明であるが、建物・柱

穴群の分布範囲とほぼ重なって広がることから、建物の構築に伴う地業の可能性がある。

建物・柱穴群は２１軒検出した。４本の主柱穴で構成され、出入り口、壁柱穴をもつものも存在す

る。建物の規模は大小さまざまで、３つ程度に分化する。大型の建物の中には柱穴の深さが１．５m

を越えるものも存在する。小型の建物でも、壁柱穴で囲まれた部分の直径が１０m近くあり、規模

の大きいものが多い。これらの建物について、キウス４遺跡のこれまでの調査で、竪穴を確認した

ものはない。耕作による削平で消失した可能性や、竪穴が人為堆積層である SE層から掘り込まれ

ているため、確認できていない可能性もあるが、平地式の建物である可能性が高いと考えている。

墓壙は細長い楕円形のもので、１４基検出した。時期のわかる遺物が出土した墓壙は少ないが、周

堤墓で検出した墓壙と形状がよく似ていることから、後期後葉の時期であると判断した。周堤墓の

墓壙と異なり、副葬品などは出土していない。墓壙の長軸方向は北西－南東で、人骨が出土した墓

壙では、頭位方向は北西であった。

フラスコ状ピットは F地区西端で３基検出した。ほぼ等間隔に並んでおり、規模も一致するこ

とから、同時または、きわめて近い時期に使用されていたようである。機能停止後しばらく放置さ

れ、盛土遺構の構築に伴い、埋め戻されている。

一括土器・集石は盛土遺構、�b層上面で検出した。盛土遺構の土器は同一個体が散逸している

のが通常で、集中的に同じ場所に廃棄されたものは少ない。一括土器・集石は盛土遺構の廃棄のバ

リエーションを示すと思われる。

焼土群は�層や盛土遺構直下の�b層上面で検出したもので、１７７４カ所で確認した。トレンチな

どで検出し、層位が不明なものを含むと、１８００カ所を越える。盛土遺構の範囲と、焼土の分布範囲

はほぼ一致する。�b層に形成された焼土群と盛土遺構との間に、何らかの関係があった可能性が

高いが、盛土遺構に覆われた部分の焼土が浸食を免れたため残存した可能性も否定できない。

縄文時代後期前葉の遺構は用途不明の土壙と、竪穴遺構と呼称した浅い皿状の掘り込みである。

竪穴遺構は６基検出しており、P－１４０では、床面から土器囲い炉を検出した。

調査終了間際の
層上面で、埋土がほぼ純粋な En－aロームで、底面が�層に達する円筒状の

掘り込みを検出した。埋土に黒色土を全く含まないことから、En－aロームの形成後、腐植土が

形成するまでの期間に掘り込まれ、埋没したものである。この掘り込みが、人為的なものであるか、

自然の影響力により形成されたものであるかは不明であり、今後の課題であるが、このような掘り

込みは、キウス４遺跡 F・G地区だけでなく、キウス４遺跡 I地区、Q地区、キウス７遺跡でも検

出されており、キウス周辺に普遍的に存在するようである。 （石井淳平）

（２）遺物

出土遺物の分類別、層位別の集計は表３

に示すとおりである。

土器では、縄文時代後期後葉を代表する

�群 c類土器が、盛土遺構を中心に大量に

出土しており、土器全体の出土量の９９％以

上を占める。ついで、縄文時代後期前葉のタプコプ式土器が多く出土している。

石器では、黒曜石の剥片類が最も多い。定型的な石器では、石鏃が非常に多く、たたき石、砥石、

石斧などの比率が高い。

表３ 出土遺物一覧

層位 土器 石器 その他 合計
包含層 ２２０，１２７ ３２，０２６ ６５ ２５２，２１８
盛土遺構 ７５７，２３０ １２３，６８０ ４７８ ８８１，３８８
遺構 ９，７８８ ８，１９３ ５６ １８，０３７
合計 ９８７，１４５ １６３，８９９ ５９９ １，１５１，６４３

２３



土製品・石製品は、スタンプ形の土製品や、土玉、ミニチュア土器、貝輪を模して作られたと思

われる石製品、翡翠の玉類が出土している。また、土壙から、土器の製作に用いたと思われる、白

色粘土が出土しており、実験的に土器を製作したところ、盛土遺構や包含層から出土する堂林式土

器と非常に胎土や質感の似た土器ができあがった。

そのほか、A－２地区に続く G地区北西部では、５０口径弾のものと思われる、薬侠が出土してい

る。 （石井淳平）
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� 後期後葉の遺構と遺物

１ 盛土遺構・SE層

概要

今回報告する盛土遺構は平成８年度に一部調査を行った北側盛土遺構の東側の部分である。平成

８年度の調査において、N盛土として報告された盛土ブロックの続きにあたる（北埋調報１２４）。

現場では N盛土の続きという意味で、頭に Nを冠して「N○○盛土」と呼称していた。しかし、

盛土の単位として平成８年度調査の N盛土に含まれるものはごく一部であると判断したため、頭

に Nを付けず「盛土○○層」という呼称に改めた。また、平成８年度の報告と盛土遺構のライン

が異なっているが、これは平成８年度の調査で N盛土とされた盛土遺構の北側部分を、今回の調

査で検出したフラスコ状ピットの掘り上げ土であると判断したことによる。

今回の調査では盛土遺構を２２層に分層した。またそれらを主に土色の違いにより、

（１）黒褐色土主体の層

表４ 盛土遺構一覧

盛土名 分 類
平均層厚

（m）

面積

（�）

土量

（�）
土器 石器 合計

遺物点数／

土量（�）

�群 c類土

器重量（g）

重量／土

量（�）
ヤキ ステ 不明

盛土３４層 黒褐色土主体 ０．０５ １６３．０９ ７．７１ １４，６２３ ２，００５ １６，６２８ ２，１５６．６８ ４７，２４４ ６，１２８

盛土３５層 黒褐色土主体 ０．０９ ７８．８３ ７．０２ ３６，５５７ ５，６１７ ４２，１７４ ６，００７．６９ ９７，８７２ １３，９４２ ３ ３ １

盛土５層 黄褐色土主体 ０．１７ ２４４．８２ ４２．４８ ９５，９５７ １６，６３５ １１２，５９２ ２，６５０．６０ ２６８，３９３ ６，３１８ １７ １８ ５

盛土２６層 黄褐色土主体 ０．２４ ４３６．６５ １０３．４４ ７２，３５７ ９，１３２ ８１，４８９ ７８７．７９ ２７１，８７６ ２，６２８ ５ ８ ３

盛土２７層 黄褐色土主体 ０．１２ ５０．５９ ６．３０ １，３７０ ３５９ １，７２９ ２７４．６２ ５，３２０ ８４５ ９

盛土１７層 黄褐色土主体 ０．０７ ７３．４９ ５．２３ １，７４８ ２３３ １，９８１ ３７８．６７ ６，２１２ １，１８７

盛土２８層 黒褐色土主体 ０．０５ ５０．３０ ２．６４ ８２２ ９６ ９１８ ３４８．３２ ２，６４６ １，００４

盛土１９層 黄褐色土主体 ０．１３ ７５．５３ ９．７９ ３，２４３ ５７８ ３，８２１ ３９０．１２ １４，１５４ １，４４５

盛土２２層 黒褐色土主体 ０．１０ ２４．１２ ２．４０ ６３２ ５３ ６８５ ２８５．７７ ３，２１０ １，３３９ １ １

盛土１３層 黄褐色土主体 ０．１７ ５４５．７３ ９２．５７ １１９，３６６ ２３，０９１ １４２，４５７ １，５３８．９２ ４１４，１８４ ４，４７４ １７ ３４ １１

盛土２３層 黒褐色土主体 ０．０６ ２２．６３ １．２５ ４８３ ４８ ５３１ ４２５．８２ ３，１０７ ２，４９２

盛土３３層 黄褐色土主体 ０．１８ １１０．８０ ２０．４２ ３０，９４９ ４，９３８ ３５，８８７ １，７５７．８７ １１０，８０５ ５，４２８ ７ １３

盛土３６層 黄褐色土主体 ０．１８ ９６．１９ １７．３１ ４６，１４８ ７，６２３ ５３，７７１ ３，１０６．３５ １６１，２９９ ９，３１８ ３ ２５ ４

盛土１層 黒褐色土主体 ０．０５ １２０．４５ ６．４２ １５，４１２ ２，６１７ １８，０２９ ２，８０７．２９ ４２，６７７ ６，６４５

盛土２９層 黒褐色土主体 ０．０７ ３０．６８ ２．２３ ５１５ ５７ ５７２ ２５６．０４ １，３００ ５８２

盛土１４層 黒褐色土主体 ０．１１ ６８６．０８ ７７．３５ ７９，０９４ １０，４２０ ８９，５１４ １，１５７．３０ ２４７，５１３ ３，２００ ８ ７１ １０

盛土３層 黄褐色土主体 ０．０８ １３８．８４ １１．３０ ３１，２８６ ４，３５１ ３５，６３７ ３，１５４．１４ １１５，８２２ １０，２５１

盛土３０層 黒褐色土主体 ０．１０ ５８．２６ ５．６６ １，３６１ １８７ １，５４８ ２７３．６７ ３，９３５ ６９６ １３

盛土４層 黒褐色土主体 ０．１２ ６６５．６５ ７８．８６ １０３，８３８ １４，６４３ １１８，４８１ １，５０２．４６ ３７９，１１５ ４，８０８ １０ ２ １

盛土３１層 黒褐色土主体 ０．１７ ７４．２５ １２．６２ ２，６１７ ３４７ ２，９６４ ２３４．９１ １０，２８０ ８１５ ７４ １０

盛土３２層 黒褐色土主体 ０．０８ ４９．３６ ４．１７ １，３２２ ２０９ １，５３１ ３６６．８０ ５，３０８ １，２７２

盛土３７層 黒褐色土主体 ０．０２ ７８．８３ １．５９ ４０４ １３３ ５３７ ３３７．７４ １，３３５ ８４０

SE１層 整地層 ０．０８ ４８５．７２ ４１．０８ ３８，３５７ ８，００４ ４６，３６１ １，１２８．６９ ６７，３４３ １，６４０ ４

SE２層 整地層 ０．１５ ５２１．６８ ８０．６９ ３６，３４７ ９，４９８ ４５，８４５ ５６８．１５ ８５，５１７ １，０６０ ８

合 計 ６４０．５１ ７３４，８０８ １２０，８７４ ８５５，６８２ ２，３６６，４６７ ７９ ２７１ ４９

ヤキ＝その場で焼かれた焼土

ステ＝廃棄された焼土

２５



黒色土主体�
黄褐色土主体�

7000

6000

5000

4000

3000

2000

1000

0
(点／㎡)

黒褐色土主体の盛土�
黄褐色土主体の盛土�

盛�
土�
31�
層�

盛�
土�
29�
層�

盛�
土�
30�
層�

盛�
土�
27�
層�

盛�
土�
22�
層�

盛�
土�
37�
層�

盛�
土�
28�
層�

盛�
土�
32�
層�

盛�
土�
17�
層�

盛�
土�
19�
層�

盛�
土�
23�
層�

Ｓ�
Ｅ�
２�
層�

盛�
土�
26�
層�

Ｓ�
Ｅ�
１�
層�

盛�
土�
14�
層�

盛�
土�
４�
層�

盛�
土�
13�
層�

盛�
土�
33�
層�

盛�
土�
34�
層�

盛�
土�
５�
層�

盛�
土�
１�
層�

盛�
土�
36�
層�

盛�
土�
35�
層�

盛�
土�
３�
層� �

（２）黄褐色土主体の層

の二種類に大別した。

黒褐色土主体の層は�b層起源の黒褐色

土に En－aローム、パミスが混入したも

のである。黒褐色土主体だが、自然の�層

と比較すると明るい色調をもつ。黄褐色土

主体の層は En－aローム起源の黄褐色土

に、黒褐色土、En－aパミスが混入した

ものである。

盛土遺構の基本的な構造は上層から

黒褐色土主体（上層）→黄褐色土主体（中

層）→黒褐色土主体（下層）（図１１参照）

である。それぞれの層から出土する土器は

下層：エリモ B式～堂林式の古い段階。

刻みをもつ土器。

中層：突き瘤、沈線文をもつ堂林式の新し

い段階の土器。

上層：堂林式の新しい段階～御殿山式など

後期の最終末に位置づけられる土器。

である。出土する土器のほとんどは堂林式

の範疇で捉えられるものであり、盛土遺構 図１１ 盛土遺構層位模式図

図１２ 盛土遺構・SE層層位別遺物密度
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図１３ 後期後葉の遺構配置図

２７



62 63 64 65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88

65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75 76 77 78 79 80 81 82 83 84 85 86 87 88

65 66 67 68 69 70 71 72 73 74 75

76
77
78 79

80 81
82 83 84

85 86
87 88

C
D
E
F

G
H
I
J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S

J
K
L
M
N
O
P
Q
R
S

D
E
F
G

H
I
J
K
L
M
N
O
P

Q
R
S
T
U

2500�
2000�
1500�
1000�
500

単位＝点数／��

3500�
3000�
2500�
2000�
1500�
1000�
500�

（点数／�）�

500

500
1000

1000

10001000

1000

1000

1000

1000
500

500

1000
1500

1500

1500

1500

1500

1500

15001500

1500

2000

2000

20002000
2000

2500 2500

2500

2500

2500
2500

2500

2500

2500

1500

の造営期間は、ほぼ堂林式の存続期間と一致する。

上層の盛土３４層、３５層は�a層と盛土遺構との漸移層の可能性もあるが、出土する遺物量が通常

の包含層より明らかに多いため、盛土遺構として扱った。黄褐色土主体の盛土は間層に薄い黒色土

を挟み、遺物や焼土はこの薄い黒色土中から多く出土した。絶え間なく土砂の廃棄が行われたので

はなく、盛土の造成が行われる時期と、主に遺物や焼土が廃棄される時期が交互に繰り返されたよ

うである。盛土遺構で検出した焼土はその場で焼かれたものが７９カ所、廃棄されたものが２７１カ所、

不明が、４９カ所で、廃棄された焼土が６７．９％を占める。�層、�b層で検出した焼土のうち、廃棄

された焼土が占める割合がわずか６．５％であることと比較して、盛土遺構で検出した焼土は、廃棄

された焼土の割合が非常に高い。

盛土遺構から出土する遺物量は層ごとにかなりのばらつきがある（表４）。上層、中層の盛土は

高い遺物密度を示す。盛土３５層が特に高い遺物密度を示すが、盛土３４層、３５層などの最上層の盛土

は出土する遺物の破片が小さいためにこのような結果になったものと考える。全体的な傾向として、

図１４ 盛土遺構遺物密度図
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上層の盛土のほうが、出土する遺物の破片が細かく、出土量も多い。調査中にも感じていたことだ

が、廃棄のパターンが上層の盛土と下層の盛土では変化しているようである。また、盛土遺構の東

側に行くにしたがい、遺物密度は減少する傾向がある（図１４）。

また、盛土遺構は層ごとの土量の差も大きいが、調査者の土層認識の違いや、土層の変化の認識

の難易度に依存する部分が大きく、土量の差に考古学的な意味を与えることは難しいと考えられる。

SE層は調査区の南側で検出した En－aパミスを多く含む暗褐色土層を、通常の包含層と区別し

たものである。堂林期の遺物を多量に含むことから、人為的な堆積層であると判断し、当初は盛土

遺構と同じく、Nを頭に冠して、N８、N９、N１０と呼称していた。しかし、その後盛土遺構と同

様の機能・形成要因をもつとは考えにくいと判断したため、盛土遺構とは別のものとしてあつかっ

た。その際、N８を SE１層、N９と N１０を統合して SE２層とした。SE層の分布域には、後述す

る建物や、それを構成する柱穴が多数存在し、SE層の形成はこれらの建物・柱穴と何らかの関係

があると考える。 （石井淳平）
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図１５ セクションポイントの位置
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図１６ A－A′（F・G地区境界セクション）（１）
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図１７ A－A′（F・G地区境界セクション）（２）３３



図１８ B－B′（７７ラインセクション）（１）
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図１９ B－B′（７７ラインセクション）（２）３５



図２０ C－C′（平成７年度調査区西壁セクションとその延長）（１）
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図２２ D－D′（７３～７７ラインセクション）

図２１ C－C′平成７年度調査区西壁セクションとその延長（２）

３７



図２３ E－E′（７７～８０ラインセクション）
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図２４ F－F′（盛土縦断セクション）３９



図２５ G－G′（盛土横断セクション）
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図２６ H－H′（F地区南西壁セクション）４１



盛土３４層

概要

盛土遺構の北側を薄く覆う黒褐色土主体の層である。今回報告する盛土の層では最も新しい。�

a層との区別は、遺物の出土量と、En－aパミスとの混入度合いの違いによる。

焼土

検出していない。 （石井淳平）
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図２７ 盛土平面図（盛土３４層）
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盛土３５層

概要

盛土５層と３６層の高まりの間を埋めるように堆積する、黒褐色土主体の層である。全ての盛土の

層の中で、最も遺物の密度が高い。土砂の廃棄量が少なく、盛土５層と３６層の間のくぼみに、主に

遺物を主体とした廃棄が行われたようである。

焼土

７カ所で焼土を検出した。その場で焼かれた焼土と、廃棄された焼土の割合は同じである。

（石井淳平）
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図２８ 盛土平面図（盛土３５層）
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図２９ 盛土３５層詳細図
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盛土５層

概要

盛土遺構の中央付近に厚く堆積する黄褐色土主体の層である。黒褐色土や En－aパミスなどの

混入物が少なく、今回報告する盛土遺構の層の中でも最も純粋な En－aロームに近い。盛土１３層

との境界面で多くの遺物や焼土が出土した。

焼土

４０カ所で焼土を検出した。その場で焼かれた焼土と、廃棄された焼土の割合はほぼ同数で、規模

の大きい焼土はその場で焼かれた焼土が多い。

一括土器

一括土器５を検出した。口縁部が下に向いた状態で、一個体分廃棄されていた。 （石井淳平）
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図３０ 盛土平面図（盛土５層）
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図３１ 盛土５層詳細図
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盛土２６層

概要

盛土遺構の東よりの北縁を東西に長くのびる層である。平成９年度の調査では６層に細分してい

たが、微妙な土質の違いによる細分であったため、平成１０年度の調査時に統一した。黄褐色土主体

の層に分類したが、	層の En－aローム起源ではなく�層の漸移層を起源としているため、暗褐

色土が主体である。黄褐色土主体の層の中では遺物密度は低い。

焼土

１６カ所で焼土を検出した。廃棄された焼土の割合がその場で焼かれた焼土よりやや多い。盛土２６

層の東端で検出した F－３９１は廃棄された焼土で、非常に広い範囲に広がる。

一括土器

一括土器９を検出した。 （石井淳平）
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図３２ 盛土平面図（盛土２６層）
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図３３ 盛土２６層詳細図（１）
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図３４ 盛土２６層詳細図（２）
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図３５ 一括土器９（盛土２６層）
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盛土１７層

概要

調査区内の東端から盛土遺構南側の縁沿いに、南側に傾斜して細長く堆積する黄褐色土主体の層

で、北側の縁は削平を受けている。土色から、盛土５層、３６層と同時期である可能性がある。

焼土

検出していない。 （土肥研晶）

盛土２７層

概要

盛土２６層の下位に北向きに傾斜して堆積する黄褐色土主体の層で、土色が２６層よりやや暗い色調

であったため分層したもの。２６層を堆積方向で細分した層との一つと考えられる。遺物密度は低い。
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図３６ 盛土平面図（盛土１７層、２７層）
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図３７ 盛土２７層詳細図

焼土

９カ所で検出した。全て廃棄された焼土である。 （土肥研晶）
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盛土２８層

概要

盛土２７層の下位に北向きに傾斜して堆積する黒褐色土主体の層。２７層と同様に２６層を堆積方向で

細分した層の一つと考えられる。

焼土

検出していない。 （土肥研晶）

盛土１９層

概要

盛土１７層の下位に薄い暗褐色土の間層を挟んで堆積する黄褐色土主体の層で、堆積方向と傾きは、

ほぼ１７層と同じである。調査中に盛土５層を同様の間層を挟んで分層して扱っていたが（後に統合

図３８ 盛土平面図（盛土１９層、２８層）

５３



した）、１７層と１９層の関係もそれに近く、時間差はほとんどないと考える。遺物密度は低い。

焼土 検出していない。 （土肥研晶）

盛土２２層

概要

調査区の最東端に堆積する黒褐色土主体の層で、３０層の上に重なり南向きに傾斜して堆積する。

本層の上には、１７層が同じ方向に堆積する。遺物は少ない。

焼土

検出していない。 （土肥研晶）

盛土１３層

概要
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図３９ 盛土平面図（盛土１３層、２２層）
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図４０ 盛土１３層詳細図（１）
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図４１ 一括土器６・１０（盛土１３層）
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図４２ 盛土１３層詳細図（２）
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盛土遺構中央に位置し、広い範囲に広がる。黄褐色土主体の層に分類したが、	層の En－a

ロームではなく�層の漸移層起源の暗褐色土が主体である。盛土１３層の上面では多くの遺物、焼土

が出土した。盛土１３層の上面が一定の期間、盛土遺構の最上面であったようである。上面の遺物出

土状況と比較して層中にはそれほど大量の遺物は含まず、遺物密度は黄褐色土主体の層の中では少

ない部類にはいる。

焼土

６２カ所で検出した。数の上では廃棄された焼土が多いが、グリッド P８１付近の規模の小さい廃棄

された焼土を全てカウントしているためで、それらを除けばその場で焼かれた焼土が多い。

一括土器

一括土器６、８、１０を検出した。一括土器６、８はほぼ１個体分の土器が廃棄されていたもので

ある。一括土器１０は広範囲に遺物が広がっており、複数個体の土器が存在したが、復元できたのは

図示した１点のみである。 （石井淳平）

盛土２３層

概要

調査区東側２２層の下位に堆積する黒褐色土主体の層で、遺物は少ないが、時期は２２層と近いと考

えられる。

焼土

検出していない。 （土肥研晶）

盛土３３層

概要

盛土遺構の中央付近に位置する黄褐色土主体の層である。盛土３６層とわずかに重複しているが、

先後関係は不明である。層中に焼土を伴う黒褐色土の薄い間層を数枚はさんでいることから、短期

間の廃棄行為の結果堆積したのではなく、何度かの廃棄を繰り返して堆積したようである。遺物密

度は黄褐色土主体の盛土としては比較的低い。

焼土

２０カ所で焼土を検出した。廃棄された焼土の割合が高い。 （石井淳平）

盛土３６層

概要

盛土遺構の中央付近に位置する黄褐色土主体の層である。盛土３３層とわずかに重複しているが、

先後関係は不明である。盛土３３層と同様、層中に多くの焼土を伴う黒褐色土の薄い間層を数枚はさ

んでいる。同じように何度かの廃棄を繰り返して堆積したようである。遺物密度は盛土３５層、３層

に次いで高い。

焼土

３２カ所で焼土を検出した。ほとんどが廃棄された焼土である。 （石井淳平）
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盛土１層

概要

盛土遺構の西端に位置する黒褐色土主体の層である。盛土３層と、後述するフラスコ状ピットの

掘り上げ土の高まりの間を埋めるように堆積する。盛土遺構西側では最も新しい層で、遺物密度は

高い。土砂の廃棄があまり行われず、くぼみに遺物のみの廃棄を行ったようである。

焼土

検出していない。 （石井淳平）

図４３ 盛土平面図（盛土１層、２３層、３３層、３６層）
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図４４ 盛土３３層詳細図
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盛土２９層

概要

調査区の東端に位置する黒褐色の主体の層で、盛土３０層の上に重なる。遺物密度は低い。

焼土

検出していない。 （土肥研晶）

盛土１４層

概要

盛土遺構の南から中央にかけての広い範囲に広がる層である。より細かい廃棄単位に分層するこ

とが可能であるが、黒褐色土主体の層は土質や色調の差を認識しにくいこと、耕作による攪乱が著

図４５ 盛土３６層詳細図
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しく、層の連続性を確認することが困難であることから、大きな単位としてしか捉えることができ

なかった。西側に広がる盛土４層と遺物密度、土質が似る。遺物密度は下層の黒褐色土主体の盛土

の中では最も高い。

焼土

８９カ所で焼土を検出した。廃棄された焼土の割合が非常に高い。南半部分は耕作による攪乱が著

しく、焼土の多くが消失していた。 （石井淳平）

盛土３層

盛土遺構の西端に位置する黄褐色土主体の層である。耕作による攪乱が著しく、盛土遺構は畝の

部分に残存していた。遺物密度は盛土３５層に次いで高く、特に R６６～S６８にかけての区域は土器が

集中的に出土した。

焼土

検出していないが、付近の耕作土に多くの焼土が混入しており、本来は多数の焼土が存在してい

たようである。 （石井淳平）
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図４６ 盛土平面図（盛土３層、１４層、２９層）
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図４７ 盛土１４層詳細図
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図４８ 盛土３層詳細図
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盛土３０層

概要

盛土遺構北側の最下層に位置するが、周囲は削平が著しく、周囲の盛土層との関係は判然としな

い。構成する土壌は暗褐色土で、遺物は少ないが、時期は２６層に近いものと考えられる。

焼土

１５カ所で焼土を検出した。ほとんどが廃棄された焼土である。 （土肥研晶）

盛土４層

概要

盛土遺構西部分の最下層を広く覆う黒褐色土主体の層である。南西部分は耕作による攪乱が著し

い。西側に広がる盛土１４層と遺物密度、土層の性質が類似する。遺物密度は下層の黒褐色土主体の

盛土の中では盛土１４層に次いで高い。
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図４９ 盛土平面図（盛土４層、３０層）
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焼土

１３カ所で焼土を検出した。南西部分は耕作による攪乱が著しく、焼土の多くが消失していた。ほ

とんどがその場で焼かれた焼土である。 （石井淳平）

図５０ 盛土３０層詳細図
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図５１ 盛土４層詳細図
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盛土３１層

概要

調査区の東側に位置する盛土遺構の基礎となっている層の一つで、断面は山形に盛り上げた状態

で、最上部は削平されている。黒褐色土が主体の層で、この層を境に新しい盛土の堆積方向が南北

で異なり、南側には１９層、１７層が、北側には２７層、２６層が順番に重なる。遺物密度は全ての層の中

で最も低いが、小さい規模のはっきりしない焼土が多数重なるように検出された。

焼土

８４カ所で焼土を検出した。はっきりしない小さな焼土の多くを廃棄されたものと判断した。

（土肥研晶）
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図５２ 盛土平面図（盛土３１層、３２層、３７層）
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図５３ 盛土３１層詳細図

盛土３２層

概要

盛土３１層の北側�b層上面に薄く広がる、En－aパミスを多量に含む黒褐色の層。盛土３１層より

古い可能性が高い。層中に含まれる細かい土器片からは、図６２－１５が復元された。

焼土

検出していない。 （土肥研晶）

盛土３７層

概要

盛土遺構北側の最下層に位置するが、周囲は削平が著しく、周囲の盛土層との関係は判然としな

い。構成する土壌は暗褐色土で、遺物は少ないが、時期は２６層に近いものと考えられる。

焼土

検出していない。 （土肥研晶）
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SE１、２層

概要

盛土遺構の南側では�層から	層が存在せず、堂林期の遺物を多量に含む２枚の土層を確認した。

上層を SE１層、下層を SE２層とした。SE１層は�層に近い黒褐色土に En－aパミスが混入した

土、SE２層は�層に近い暗褐色土に En－aパミスが混入した土である。�層から	層が何らかの

理由で消失し、新たに２枚の層が堆積したものである。SE１層、SE２層は調査区の範囲を超えて

南側、西側へ広がる。平成９年度調査の K地区では耕作による攪乱で削平されているため確認さ

れていないが、同じく平成９年度調査のH地区で報告されたHM２が SE１、２層と同じ層である

可能性がある。さらに、平成１０年度調査の Q・R地区ではパミスを含む黒褐色土と暗褐色土の２層

を検出しており、今回の調査で検出したものと同じ土層であることを確認した。呼称も同じく SE

１、２層としている。

建物を構成する柱穴のうち、SE２層を切って掘り込まれているものが存在することから、少な

図５４ SE１層平面図
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くとも SE２層はいくつかの建物よりも古い時期に形成されている。出土遺物は中層、上層の盛土

遺構から出土する土器と同じ頃の、堂林式の新しい時期のものが多く出土している。さらに SE２

層除去後の
層上面に堂林式土器が廃棄されていたことから、SE２層は堂林式期以後に堆積し、

一部の建物の構築以前に堆積が終了している。

焼土

SE１層は４カ所、SE２層は８カ所で焼土を検出した。SE２層の焼土は全てその場で焼かれた

もので、SE１層の焼土の形成要因は不明となっているが、調査時の印象では、ほとんどがその場

で焼かれたものである。SE１、２層の分布範囲は後述する建物の分布範囲と重複し、これらの焼

土は建物に伴う炉跡の可能性が高い。 （石井淳平）
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図５５ SE２層平面図
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２ 後期後葉の遺物

（１）土器

平成７、９、１０年度のキウス４遺跡 F、G地区からは１，０９９，５３６点、総重量にして、約４トンの

後期後葉の土器片が出土した。このうち、口縁部や頸部に刻みを有する資料が「エリモ B式」に

相当するという意見もあるが、特徴的な部位を除くと、「堂林式」との区別が困難なため、まとめ

て後期後葉の遺物としてあつかった。また、後期末葉～晩期初頭相当と考えられている「御殿山

式」相当の遺物もこの数字に含まれている。これらの遺物の大半は、整地層を含む盛土遺構中より

出土したものである。図５６は、現地調査で、測点した、出土遺物点の全点に、盛土遺構と整地層の

線を重ねた図である。本地区は、昭和３０年代に行われたプラウによる客土の天地返しの撹乱を著し

く受けていた。遺物出土状況図からは、盛土遺構中の南北の N～R列、東西の６８～７３列にかけて、

きく削平され、盛土中央から、南西の方向に連なる遺物集中域が、分断されていると推測される。

図５６ 遺物出土状況図
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そのためか、削平された地域をまたいだ遺物の接合例もしばしば見られた。また、図には遺物が集

中して出土している箇所が散在している。これには、遺構の覆土中に落ち込んだ遺物が含まれてい

る。L７２付近の集中は、P－１３９の覆土上部に落ち込んだ盛土の遺物で、周りは遺物は、耕作で飛ば

され、やや深い位置のものが、残った状態である。P、Q列の６５、６６付近の、３か所の遺物集中は、

P－１２９、１３０、１３１の覆土上位に落ち込んだ遺物である。T列より南側に見られる遺物が集中する

箇所は、建物群の柱穴の埋土中に混入している遺物の出土状況である。建物３～５付近には、さほ

ど目立った集中ではないが、直径約１２mで環状に遺物が分布している。平成７年度に調査した F

地区の遺物密度が濃く現われているが、これは、７年度が全点測量したのに対し、平成９、１０年度

は大型の破片のみ測量した差である。出土した遺物を接合した結果、３００個体を越える土器が復元

できた。しかし、その接合内容は必ずしも現地調査での盛土の分層を反映するものではなかった。

これらの土器を報告するにあたり、盛土遺構の層位の新旧関係や土器の変化の様相を踏まえた上で、

遺物の大半を、盛土層位の上中下、の３つに分け、さらに、貼瘤文や爪形文などの、新しい文様要

素を持つ土器を最後に２つにまとめ掲載した。なお、本項に掲載した土器の実測図、拓本図のス

ケールは１：４で統一している。ミニチュア土器などは、土製品であらためて１：２で掲載してい

る。最初に掲載した土器は、北側盛土遺構のなかでは最も古手と考えられ土器で、主に盛土４、１４

層から出土したと判断された土器が主体である。中には、盛土２８～３２層の遺物も含まれるが、遺物

量が少ないため目立たないものとなった。掲載番号は、図６０－１～図９２－４５３で、口縁部や頸部に

刻みを有する土器の大半もこの中に含まれる。２番目は、主に盛土１３、２６、３３層から出土している

土器と判断したまとまりで、資料的には口縁部や頸部の刻みが無くなる時期に相当する資料と考え

られる。なお、接合の結果、上位から下位の層まで接合し、出土層位の判断に迷った土器もここに

含めたため、資料的には、いくぶんまとまりに欠ける内容となった。掲載番号は図９３－４５４～図１３５

－１０７４である。３番目は盛土１、３、５、３４、３５、３６層から出土した土器である。盛土遺構の中で

は上位の層なので、耕作による撹乱を受けているせいか復元された個体は少ない。SE１、２層の

遺物もここに合わせて掲載した。掲載番号は、図１３６－１０７５～図１６０－１５４９である。４番目は、文様

に貼瘤文を有する資料か、あるいはそれに相当する時期と考えた資料である。時期的にこれらの土

器が堂林式の範疇から分離出来るかについては、問題が残る。掲載番号は、図１６１－１５５０～１５７８で、

資料数は少ない。最後に掲載したのは、文様に爪形文や、三叉文、A状の突起などが現われる「御

殿山式」相当の土器である。掲載番号は、図１６２－１５７９～１６１１で、これも資料数は少ない。掲載し

た土器の大まかな特徴は一覧表にまとめた。表では、同一個体片と考えられる掲載番号の枠をはず

し、１～１６１１まで連番に載せ、層位には、接合した破片の出土した層をすべて記入した。調査区に

は出土したグリッドをすべてを、アルファベット順に載せた。ただし、南側盛土遺構と接合したも

のについては、グリッドではなく南側盛土遺構と記し、遺構の破片については、遺構名を記した。

器種は次の四つに分けた。１は頸部を有する鉢、２は頸部のない鉢、３は注口形土器、４はその他

の器種とした。器種ごとの各部位の名称は、口縁部、頚部、胴部、底部、台部と便宜的に分け、合

わせて図５７に記した。注口形には、ドーナツ状の胴部をもつ特殊な器種や、鉢に注口が付いた形も

含む。壺形土器は南側盛土遺構で少数が確認されているが、注口形土器との識別は、十分な破片が

そろわなければ困難で、ここに含まれている可能性が大きい。また、注口部が付けられる位置に孔

が空けられた単孔壺（掲載番号９９５）もここに掲載した。４には、片口形土器や、香炉形の土器等

が含まれる。香炉形については、後期後葉の在地の復元例が今のところ無く、香炉状の構造を口縁

部に持つ注口土器片である可能性も強いと考えている。この他に、R地区では、下部単孔土器も確
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認されている。器形は、縄文時代後期中葉からの、流れを、受け継ぐ内容だが、口縁が花弁状に開

き、胴上部が張り出す中葉独特の深鉢形土器はほとんど姿を消したと考えられる。突起単位には、

復元された個体にのみ突起の数を数字で記した。カッコ内の数字は推定数である。このうち、大小

の突起が交互に付されるものは、大きい突起の数のみを数え、波状口縁の波頂部の間に小突起が付

されるものについては、それを数えていない。突瘤文の有無には、口縁部に突瘤文のある土器に○

印記した。本地区からは、外側から刺突した土器が出土しなかったため、突瘤文はすべて内側から

のものを表す。地文の項目には、施文された縄文の分類を記した。後期後葉で使われる縄文のほと

んどが RLか LRまたはそれらを使った羽状縄文で、特に羽状を意識していないと考えられる施文

については、RL・LRと記した。その他の地文については具体的に記し、無文の土器については、

無文と記した。口縁部の刻み列については、その列の数を、口縁部の沈線については、口縁に併行

するものと、口縁にたいし平行に付されたものを合わせた本数を記した。ただし、突起部分にのみ

施される沈線文はこれに含めていない。頸部の刻み列については、その列の数を記した。頸部の沈

線は、そこに摩り消し帯を有する場合はその上下に施される場合が多いが、ここでは下位の沈線数

のみを数で記した。器面に施される文様は、ほとんど沈線文が用いられ、縄の圧痕はまったく見ら

図５７ 器形分類模式図
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れなかった。

ここでは代表的な文様を模試図化し、その番号を表に記した。なお、文様の記号は、縦横の順に

表記している。文様は、口縁部、頚部、胴部、底部、台部毎に記入し、０は、口縁部、頚部、底部

が無文の場合とした。特に底部では、沈線等で区画した上で無文帯を残した状態のものに限定した。

このような施文は、古手の深鉢形土器にしばしば見られる。１は、平行あるいは斜行する沈線文で、

１－１では、口縁部、頚部の沈線として数えられたものは、極力省いた。１－３は、数条の沈線が

束になった状態の文様であえる。２は、格子目文で、２－３、数条の沈線で格子目状に施文した文

様とした。３は、矢羽状に施された沈線で、３－２は、２条１組の単位のもの、３－３は、曲線的

なものとした。４は、鋸歯状の沈線文。後の多重の山形沈線文と重複部分もあるので、主に１～２

条の沈線で施文されたものに限定した。例外は、掲載番号９３１で、これは三重の鋸歯状沈線文と考

えられる。４－１・２は横位に、４－３・４は縦位の状態のものである。矢羽状の沈線が左右、鋸

歯状の沈線が上下にそれぞれ展開すると、同じ菱形の沈線文様となるが、この場合は、沈線の筆順

で区別した。５は、蛇行沈線文で、５－１は、横位、５－２は縦位に施されたものとし、５－３は

幅を持たせたものと、沈線化したものを兼ねた。５－４は、多重化した文様とした。６は、弧線文

とした。これも、多重の弧線文と重複する部分があるので、１～２条のものに限定した。７は、多

重の弧線文である。７－１は、上下の展開、７－２は大小の弧線の組合わせ、７－３は、弧線が向

かい合う状態の上下の展開、７－４は、互い違いに施文された状態のものとした。８は、山形沈線

文と弧線文の組み合わせで、８－２は、上下に展開した状態とした。９は、多重の山形沈線文で、

９－１は、頂部をそろえた施文や、ハの字状の文様、９－２は互い違いに施文されたもの、９－３

は大小の山形沈線を重ねたものとした。１０は、木葉文が、１～２単位で展開するもので、１０－２は、

木葉文が沈線化したもの。１１は、木葉文が３単位のものとした。１１－２は、それの沈線化した状態

で、１１－３は、さらに変化したものと考えた。１２は、木葉文を４～５単位用い構成された文様で、

１２－３は、沈線化した状態、１２－４は、１２－２の変化したものとした。１３～１７は入組帯縄文のモ

チーフを基調とする文様と考えている。１３は、文様の起点と終点が同じ縦線上に並ぶもので、１３－

２は、それが沈線化した文様、１３－３はさらに変化したものとした。１４は、左下がり、あるいは右

下がりの入組文様で、１４－２は、それの沈線化したもの、１４－３はさらに変化した状況とした。１５

－１は帯状縄文が入り組んだもの、１５－２は、それが沈線化した状態、１５－３は、角が付いたもの、

１５－４は簡略化が進み、数条のクランク状の沈線文となった状態とした。１６は、１５が変化し、渦巻

き状になったものと考える。１６－２は、それの沈線化した状態１６－３・４は、渦巻き文様が結合し

た状態とした。１７は、１５の文様が横につながった状態の文様で、１７－２はその沈線化した状態であ

る。１０以降の文様は、古い段階では、充填縄文が施される場合が多く、時期が新しくなるにつれ、

文様の沈線化が進み、さらに新しくなると、磨消文様が現われる傾向が見られる。表では、それぞ

れの文様の変異を推測し、破片資料においては、やや強引に解釈している部分もあるが、それでも、

当てはまらない文様や、特筆することがある場合は、備考に記した。

（土肥 研晶）
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図５８ 文様模式図（１）
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図５９ 文様模式図（２）
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表５ 後期後葉の掲載土器一覧表（１）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

１ 図６０ ２０ N４，N１４，焼土 M‐７１・７４，N‐６９・７０・７２，Q‐６９ １ ３１．９ ９．０ ３４．３ ５ 羽状 ２ ２ ２ ３ ０‐１
２ 図６０ ２０ N３，N４，�b S‐６７・６８，O‐６６ １ １６．７ ４．６ １２．９ （５） RL ２ ２ ２ ３ ０‐１ ２‐２
３ 図６０ ２０ N４ M‐７０，N‐７０・７７ １ ２５．４ ５ 羽状 ２ １ ０‐１

４ 図６０ ２０ N４，N１４，�b
M‐６８・７０・７１・７４，N‐７０・７１・７４，
O‐７０，P‐７２

１ ４９．０ ５ 羽状 ２ ２ ２ ３ １７‐１ １７‐１

５ 図６１ ２１
N５，N１３，N１４，N２６，N
３３，�b

J‐７９，K‐７８・７９，L‐７８・７９，M‐
７３～７８・８０，N‐７３・７５～８０，O‐
７５～７９

１ ２９．４ ９．３ ３２．５ ５ 羽状 １ ２ １ ２‐３ ０‐１ ２‐３

６ 図６１ ２０ N１３，N１４，N３３，N３６ L‐７４，M‐７５・７６，N‐７６，O‐７５ １ １５．１ ５．０ １３．６ ５ 羽状
７ 図６１ ２１ N１４ M‐７８，N‐７８ １ １８．７ ６．９ １６．４ ５ 羽状
８ 図６１ ２１ N４，N１４ L‐７３，M‐７１・７３，N‐７１・７４ １ １４．４ ５．１ １４．１ ５ 羽状
９ 図６１ ２１ N１４ O‐７４ １ ２４．３ ８．０ １９．３ ７ LR ２ ２ ８‐１ ０‐１ ８‐１ １‐１

１０ 図６１ ２１
N４，N５，N１３，N１４，N
２４，�，�，�b

H‐７８，L‐７５・７６，M‐７３～７５，N
‐７０・７１・７５～７８・８３・８４，O‐６９・
７３～７７・７９・８３，P‐７６・７７，R‐６９，
S‐７０

１ ４１．２ １０．２ ４５．０ ６ RL ２ ２ ２ ３ ９‐１ ０‐１ ９‐１ ０‐１

１１ 図６２ ２２
N４，N１３，N１４，N２６，N
３３，N３４，�，�

南側盛土遺構，K‐７６，L‐８１，M
‐７１・７６～７９，N‐７０・７６・７７・７９，
O‐６９・７３・７５・７６・８１・８２

１ ３９．５（１０．０）（４５．７） ５ RL・LR ２ ３ ４‐３ ０‐１ ４‐３ ０‐１

１２ 図６２ ２１
N４，N２６，�，�，�，�
a，�b

J‐７５・７６ １ １６．７ ５．４ １２．５ ５ RL

１３ 図６２ ２２ N１３，N１４，N３３，� O‐７３・７４，N‐７６ １ １９．２ ５ 羽状 ０‐１

１４ 図６２ ２２
N４，N１４，N２６，N３６，�，
�a

K‐７５・７７～７９，L‐７４，M‐７４・７７
・８１，N‐７４・７５・８１

１ ２１．４ ７．８ １５．８ 羽状 ２ ２ ９‐２ ０‐１ ９‐２ １‐１

１５ 図６２ ２２ N１３，N２６，N３２，�b M‐８２，N‐８２ １ ２４．６（５．７）（２７．１） ５ 羽状 ４ ４ ４ ９‐２ ０‐１ ７‐４
１６ 図６２ ２２ N４，N５，N１３，N１４ N‐６８・７３・７５～７８，O‐７２～７４ １ ３５．４ 羽状 １ ０‐１
１７ 図６２ ２３ N４，N１４，N２６ K‐７５・７６，L７５ １ ２１．７ ５ RL ２ ２ ０‐１

１８ 図６３ ２３ N４，N１４，焼土
M‐７０・７１，N‐６８・７０・７１・７４，R‐
６１，Q‐６９

１ ４６．１ ５ 〇 羽状 ２ ２ ３ ４ ０‐１

１９ 図６３ ２３ N３，N５，N１３，N１４，� M‐７６・７７，N‐７７・７８，O‐７４，P‐
７３

１ ４８．１ ６ 〇 羽状 ２ ２ ２ ３ ９‐２ ０‐１ ９‐２

２０ 図６４ ２３ N５，N１４，N２６，N３３ L‐７７・７８，M‐７６・７７ １ ２９．２ ５ 〇 羽状 ２ ２ ０‐１
２１ 図６４ ２３ N５，N１４，N３３ N‐７７・７８，O‐７７ １ １６．３ ５．０ １５．３ ５ 〇 羽状 １ １ ０‐１ ９‐２ ０‐１
２２ 図６４ ２３ N１３，N１４ M‐７６，N‐７７～７９，O‐７３・７４ １ ３１．３ ８．２ ２９．１ ５ 〇 LR ３ ２ ３ １５‐２０‐１１５‐２１‐１
２３ 図６４ ２４ N４，� M‐６８，N‐６８・６９，O‐６８ １ ３５．１ ９．２ ４０．１ 〇 羽状 ２ ２ ３
２４ 図６４ ２４ N４，� L‐７２・７３ １ １５．５ ７．１ １３．７ ４ 〇 LR ４ ９ １‐１ ０‐１ １‐１
２５ 図６４ ２４ N１４，N２６ L‐７９，M‐７７ １ ５．２ 羽状 ２ ３

２６ 図６５ ２４ N４，N１３，N１４，N３３，� M‐７６～７８，N‐７１～７８，V‐５９・
６１

１ ４７．７ LR ３ ３ ２ ３ ９‐２ ０‐１ ９‐２

２７ 図６５ ２５ N１３，N１４，�b N‐７５，O‐７５・７６，P‐７５ １ ４１．１ １０．０ ４８．２ 羽状 ２ ５ １３‐１ １３‐１
２８ ２４
２９ 図６５ ２５ N４，� M‐６９・７０，N‐７１ １ ２７．１ 羽状 １ ３ １７‐１ １７‐１
３０ ２５
３１ 図６６ ２５ N１４，N３３ L‐７８，M‐７７ １ ２４．７ 羽状 ２ ２ ３‐３ ０‐１
３２ 図６６ ２６ N１４，N２６，N３６ K‐７９，L‐７４，M‐７４ １ ２６．３ 羽状 ３ ３ １７‐２０‐１１２‐３
３３ 図６６ ２６ N１４，�b O‐７７ １ LR ２ ２ １ ２ ０‐１
３４ 図６６ ２６ N４ O‐７１・７２，S‐６１～６３ １ LR ２ ２ ２ ３ ９‐２
３５ 図６６ ２７ N１３，N１４ M‐７７，N‐８０ １ LR ３
３６ 図６６ ２７ N１４ N‐７６，O‐７４ １ ２２．６ 羽状 ２ １ ０‐１
３７ 図６６ ２７ N４，N１３，N１４ M‐７５，N‐６９・７０・７５，O‐７５ １ RL ３ ３ ７‐２ ０‐１ ７‐２ ０‐１
３８ ２７ ８．９
３９ 図６７ ２８ N４ M‐７１，N‐６６・６９・７０・７３ ２ ３４．３ 羽状 ４ １‐１
４０ ２７
４１ 図６７ ２８ N４，� L‐７１・７２ １ ２１．８ ５．９ １９．８ RL １
４２ ２８
４３ 図６７ ２８ N４ I‐７３，L‐７３，M‐７３ １ 羽状 ３ ５ １‐１ ０‐１ １‐１
４４ ２８
４５ 図６７ ２８ N４，� N‐６７・７０ １ LR ２ １
４６ ２８ １４．１
４７ 図６７ ２８ N２８ P‐８４ １ 〇 羽状 ２ ２ １ １ ０‐１
４８ 図６７ ２９ N１４ M‐７７，N‐７４ 〇 羽状 ２
４９ 図６７ ２７ P‐１３１，N４，N１４， M‐６７・７６，N‐７０～７２，O‐６８ １ 〇 LR ４ ７‐３ ０‐１
５０ ３０ N１９，�，�b ・６９・７１，P‐７１・８１
５１ 図６８ ２９ N１４ N‐７７，O‐７５ 〇 LR ２ ２ ９‐２ ０‐１

５２ 図６８ ３０ N４，N１４，N１７，� L‐７１，M‐７４・８１，N‐７１・７４・７５，
O‐６９・８２，P‐６８，Q‐６９

１ ４０．３ 〇 羽状 ２ １ ２ ０‐１

５３ 図６８ ２９ N４，� N‐７１・７２，O‐７２ １ ２７．３（９．４）（２４．２） 〇 羽状 ２ ０‐１
５４ ２９

５５ 図６８ ３０
N４，N５，N１３，N１４，N
２６，N３３

南側盛土遺構，L‐７９，M‐７７・
７８，N‐７４・７５・７７・７８，O‐７４・７５
・７８・８７，Q‐６９，R‐６６

１ ２５．８ 〇 羽状 ２ ２ ２ ３ １０‐１ ９‐２

５６ 図６８ ３０ N４，N１４，N３３，N３６ L‐７４・７５，M‐７４・７５ １ 羽状 ２ ０‐１１３‐２
５７ 図６８ ３０ N１３，N１４ M‐７７，N‐７７，O‐７９ １ 羽状 ２ ３ ０‐１
５８ 図６８ ３０ N４，N１４ M‐７４，N‐７２・７４ １ 羽状 ２ ３ ０‐１
５９ 図６９ ３０ N２６，�，�，�，�b I‐７８・７９，M‐７９，N‐８１ ２ ３７．０ 〇 羽状 １ １
６０ 図６９ ３０ N４ N‐７０・７３ ２ １７．９ ６．３ １１．２ 〇 羽状
６１ 図６９ ３１ N４ N‐７０ ２ １９．８ ６．５ １９．８ 〇 単節 R

６２ 図６９ ３１ N１３，N１４
M‐７４・７７，N‐７４・７６・７７，O‐７２
～７４

２ ３５．９ 〇 羽状

６３ 図６９ ３１ N１３，N１４，N３３
K‐８０，L‐７５，M‐７３，N‐７６・７７・
８３，O‐７４・７６

２ ２９．４ ９．３ ２６．４ 〇 羽状

６４ 図６９ ３１ N４，N１３，N１４，N２６
K‐７５，L‐７４・７７，M‐７７・７８，N‐
７６～７８・８２，O‐７７・７８・８０

２ １９．６ ６．８ １５．１ LR

６５ 図６９ ３１ N１３，N１４，N３３
M‐７６・７８・７９，N‐７５～７７，O‐７３
・７５

２ ３６．１ ８．４ ３２．５ 〇 羽状

６６ 図７０ ３１ N１３，N１４ M‐７７，N‐７６・８０・８１ ２ ３４．６ 〇 羽状
６７ 図７０ ３２ N４ N‐７１・７２ ２ ２６．０ ７．０ １３．５ 〇 LR
６８ 図７０ ３２ N４，焼土 N‐６９，Q‐６９ ２ ４３．１ 〇 羽状
６９ 図７０ ３２ N４，焼土 N‐７１，Q‐６９ ２ ２５．０ ８．２ １８．４ 〇 LR
７０ 図７０ ３２ 焼土 Q‐６９ ２ ３０．０ １０．２ ２２．２ 〇 LR
７１ 図７１ ３２ N４ L‐７２ ２ ２８．３ ７．４ ２６．０ 〇 LR
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表６ 後期後葉の掲載土器一覧表（２）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

７２ 図７１ ３３ N１４ M‐７６～７８，N‐７７ ２ ３３．８ １０．０ ３１．３ 〇 LR
７３ 図７１ ３３ �b O‐８７ ２ ３１．２ ８．０ ３０．２ 〇 羽状

７４ 図７１ ３３ N１３，N１４
M‐７７・７８，N‐７７・７８・８０，O‐８１・
８２

２ ３４．８ ７．０ ２８．３ 〇 LR

７５ 図７１ ３３ N５，N１４，N２６，N３３，N３４ L‐７７・７８・８０，M‐７６・７７，N‐７７ ２ ３３．４ ５ 〇 RL・LR
７６ 図７１ ３２ N１３，N２６，N３２，�b N‐８２，O‐８２ ２ １７．４ ６．６ １０．０ ４ 〇 LR
７７ 図７２ ３４ N３，N４，N１３ L‐７３，M‐７２・７３，N‐７１，O‐７６ ２ ３９．３（７．８）（３８．７） ５ 〇 LR
７８ 図７２ ３４ N５，N１４，N２６，N３３ L‐７９，M‐７５・７６，N‐７５，O‐７８ ２ ２１．４ ３．８ １５．３ ４ 〇 羽状
７９ 図７２ ３４ N１４，N３３ M‐７６，N‐７６・７７ ２ ２７．５ ５ 〇 羽状 ２
８０ 図７２ ３４ N１４，N３３ M‐７７，N‐７６ ２ １１．３ ４．７ ８．９ 〇 羽状 ２
８１ 図７２ ３４ N１４，N２６ M‐７７・７８ ２ １７．０ ５．５ １２．４ 〇 LR １

８２ 図７２ ３４ N４，N１４，N３６，� M‐７３，N‐６９・７１・７４・７５，O‐７０，
P‐７１

２ １７．７ ４．３ １０．４ ５ 〇 LR ２ ４‐３

８３ 図７２ ３５
N４，N１３，N１４，N２６，N
３６，�

L‐７９，M‐７１・７２，N‐６９・７４・７５，
O‐６８・６９

２ ４１．２ 〇 羽状 ３

８４ 図７３ ３５ N４，N１４ N‐７２・７３，O‐７５ 〇 羽状 １ １
８５ ３５
８６ 図７３ ３５ N４ L‐７２，M‐７３ 〇 羽状 １ １
８７ ３５
８８ 図７３ ３５ N１４ N‐７７ 〇 羽状 １ １
８９ 図７３ ３６ �b O‐６９ 〇 羽状 １ １
９０ 図７３ ３６ N４，N１４ N‐６９，P‐７４・７５ 〇 RL １ １
９１ ３６
９２ 図７３ ３７ N４，� N‐７１・７２，O‐６９・７０ ２ ３４．８ 〇 羽状 ２ ２
９３ ３６
９４ 図７３ ３６ N１４ M‐７７，N‐７７ ２ 〇 羽状 ２ ２
９５ 図７３ ３６ N４，�b N‐７０，O‐７１ 〇 羽状 ２ ２
９６ ３６
９７ 図７３ ３６ N１４ O‐７５ 〇 LR ２ ２
９８ 図７３ ３６ N４ Q‐６９ 〇 羽状 ２ ２
９９ 図７３ ３６ N４ S‐６５ 〇 羽状 ２ ２
１００ 図７３ ３７ N１４ M‐７８ 〇 RL ２ ２
１０１ 図７３ ３７ �，�a K‐７８，M‐７２ 〇 羽状 ２ ２
１０２ 図７３ ３７ トレンチ M‐７７ 〇 羽状 ２ ２
１０３ 図７３ ３７ N４ N‐６８ 〇 RL ２ ２ １‐２
１０４ 図７３ ３７ N１４ N‐７５ 〇 RL １ ２
１０５ 図７４ ３７ �，� K‐８３・８４ 〇 無文 ０‐１
１０６ 図７４ ３７ N４，�，�b L‐７３，S‐６７・７０ 〇 無文 ０‐１
１０７ 図７４ ３７ N４，N１３ M‐７２，N‐７２，O‐６９・７６ ２ 〇 LR
１０８ ３７
１０９ 図７４ ３７ N４，N１４ N‐６９・７４ 〇 LR・RL
１１０ ３７
１１１ ３８
１１２ 図７４ ３８ N４ M‐７１ ２ １９．５（７．０）（１４．４） 〇 羽状
１１３ 図７４ ３８ N４ M‐７１ ２ ２０．４ 〇 羽状
１１４ 図７４ ３９ N１４，N３３ M‐７５，N‐７６，O‐７６ ２ １６．５ 〇 羽状
１１５ 図７４ ３９ N１４ M‐７７ ２ １９．６ 〇 羽状
１１６ 図７４ ３８ N４ N‐６８ ２ ２５．１ ７．５ ２２．３ 〇 羽状
１１７ 図７４ ３９ N１３，N１４ M‐７６，N‐７５・７９，O‐７６・７７ ２ ２６．１ 〇 LR
１１８ 図７４ ３９ N１４ N‐７４ ２ ２６．９ 〇 LR ０‐１
１１９ 図７４ ４０ �b Q‐６９ ２ ２４．１ 〇 LR
１２０ 図７４ ４０ N１３，N１４ O‐８１ ２ ２７．５ 〇 LR
１２１ 図７５ ４０ N１４ O‐７４ 〇 羽状
１２２ 図７５ ４０ N１４ N‐７４ 〇 羽状
１２３ 図７５ ４１ N１４ M‐７７ 〇 羽状
１２４ 図７５ ４１ N１４ O‐７５ 〇 羽状
１２５ 図７５ ４１ N１４ O‐７４ 〇 RL
１２６ 図７５ ４１ N４ M‐７１ 〇 羽状
１２７ 図７５ ４１ N１４ M‐７７，O‐７７ 〇 羽状
１２８ 図７５ ４１ �b O‐７６，S‐６５ ２ 〇 羽状
１２９ 図７５ ４２ N４，N５，N２６ N‐６９・７０，O‐６９ ２ 〇 羽状
１３０ ４２
１３１ 図７５ ４２ N１４ M‐７７ ２ ３３．５ 〇 羽状
１３２ 図７５ ４２ N４ N‐７０ ２ 〇 羽状
１３３ 図７６ ４３ N１４ O‐７５ 〇 LR
１３４ 図７６ ４３ N４，N３６ N‐７２・７３ 〇 RL
１３５ ４３
１３６ ４３
１３７ 図７６ ４３ N４ O‐６７ RL
１３８ 図７６ ４３ N１４ N‐７６ 〇 RL
１３９ 図７６ ４３ N１４ O‐７７ 〇 RL
１４０ 図７６ ４３ N１４ M‐７７ 〇 LR
１４１ 図７６ ４３ N１４ N‐７４ 〇 LR
１４２ 図７６ ４３ N４ M‐７２ 〇 LR
１４３ 図７６ ４４ N１，N４ O‐６８，Q‐６７ LR
１４４ 図７６ ４４ N４ N‐６８ ２ 〇 LR
１４５ 図７６ ４４ � K‐８１・８２ ２ １７．１ ５．０ １２．０ 〇 LR
１４６ 図７６ ４４ N４ L‐７２ ２ 〇 RL
１４７ 図７６ ４２ N４，N１４，N３３ M‐７６・７７ ２ 〇 LR
１４８ 図７７ ４５ N４ N‐７０ ２ 〇 羽状
１４９ 図７７ ４４ N４ N‐６９ ２ 〇 LR
１５０ 図７７ ４５ N１３，N１４ P‐７５ ２ 〇 LR
１５１ 図７７ ４５ N１４ O‐７６ ２ 〇 LR
１５２ 図７７ ４６ N１４ N‐７４ 〇 LR
１５３ 図７７ ４６ N４ N‐７１ 〇 LR
１５４ 図７７ ４５ N４ M‐７０ ２ 〇 羽状
１５５ 図７８ ４５ N４，N１４ M‐７４，N‐７０・７４ ２ 〇 羽状
１５６ 図７８ ４６ N４ N‐７１ ２ 〇 LR １
１５７ 図７８ ４７ N４ M‐７０，N‐７０ ２ 〇 LR １
１５８ 図７８ ４６ N４，N１４ M‐７１，N‐７２・７４ 〇 羽状 ２
１５９ ４７
１６０ 図７８ ４７ N４，N１４ M‐７２・７４ 〇 羽状 ２
１６１ 図７８ ４７ N１４ L‐７７ 〇 羽状 ２
１６２ 図７８ ４７ N４，�b M‐７０，Q‐６９ 〇 羽状 ２

７９



表７ 後期後葉の掲載土器一覧表（３）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

１６３ 図７８ ４８ N１４ M‐７５ ２ 〇 羽状 ３
１６４ 図７８ ４８ N１４ M‐７５ ２ ３２．４ 〇 LR ３
１６５ 図７９ ４８ N４ L‐７２ 〇 羽状 ３
１６６ 図７９ ４８ N１４ O‐８１ 羽状 ３
１６７ 図７９ ５０ N４，N１４ L‐７１，N‐６８・６９・７３・７４ 〇 LR ３
１６８ ４９
１６９ ４８
１７０ 図７９ ５０ N４ L‐７４ ２ ２７．３ ８．０ ２５．８ 〇 羽状 ３
１７１ 図７９ ４９ N４ S‐６７ 〇 羽状 ４
１７２ 図７９ ４９ N１４，N２６ L‐７４・８０ 〇 羽状 ５
１７３ ４９
１７４ 図７９ ４９ N４，N１４，� L‐７２，N‐７０・７６・７７，O‐７４， 〇 LR ８ １‐１
１７５ ４９ P‐７２

１７６ 図７９ ５０ N３，N４，N１３，N１４，�b
M‐６８・７１・７４，N‐７０～７２・７４，R
‐６９

２ 〇 羽状 ４

１７７ 図８０ ４９ N４ L‐７２ 〇 LR ４ ６‐２
１７８ 図８０ ４９ N４ M‐７２ 〇 RL ２ １３‐２
１７９ 図８０ ５１ N１４，N３６ L‐７４・７５ 〇 LR ３ １‐２
１８０ ５１

１８１ 図８０ ５０ N１３，N１４，N２６，�a
K‐７６・７８，L‐７６・７７，M‐７５・７６，
N‐７７，O‐７５・７７

２ １８．８ 〇 LR １ ４‐３

１８２ 図８０ ５１ N４ T‐６５ 〇 LR １ ４‐３
１８３ 図８０ ５１ N１４ M‐７４ 〇 羽状 ３ ９‐２
１８４ 図８０ ５１ N４ L‐７２ 〇 LR ３ ７‐３
１８５ 図８０ ５１ N５，N１４ L‐７６ ２ 〇 LR ３ ９‐２
１８６ ５１
１８７ 図８０ ５１ N４ L‐７１ ２ 〇 LR ２ １２‐４
１８８ 図８０ ５１ N１４ R‐７２ 〇 LR・RL １ ２
１８９ ５１
１９０ 図８０ ５１ N４ N‐６９ 〇 羽状 ２
１９１ 図８０ ５１ N４ M‐７２ 〇 LR ２
１９２ 図８０ ５１ N１３ O‐７８ 〇 LR
１９３ 図８０ ５２ N１４ N‐７６・７７ 〇 LR ２ ９‐２

１９４ 図８０ ５２ N４，� 南側盛土遺構，K‐８０，L‐７１～
７３

１ 〇 羽状 ４
９‐１２
‐１

１９５ 図８０ ５２ N４ M‐７３ 〇 羽状 ２ １ ０‐１
１９６ 図８０ ５２ N４ M‐７３ 〇 羽状 ２ ０‐１
１９７ 図８０ ５２ N４ M‐７３ 〇 羽状 ４ １３‐３

１９８ 図８１ ５０
N５，N１３，N１４，N３３，�，
�

M‐７６～７８，N‐７５～７７，O‐６９・
７５・７９・８１，S‐６９

２ ２８．８（５．３）（２５．１） ５ 羽状 ２ ２ ９‐１

１９９ 図８１ ５３ N１４，N３３ L‐７６，N‐７４・７６・７７，O‐７６・７７ ２ ２４．８ ６．０ ２８．５ ５ 羽状 ２ ９‐３

２００ 図８１ ５３ N１３，N１４，N２６，� L‐７９，M‐７５～７８，N‐７３～７５・
７７，O‐７６・８１，P‐７７

２ ２５．６ ７．１ ２１．４ ５ 羽状 ２ ４‐３ ０‐１

２０１ 図８１ ５０ N１４，N２６ K‐７９，L‐７７，M‐７６・７７ ２ ２１．６ ７．８ １７．３ ５ LR ２ １７‐２
２０２ 図８１ ５３ N４，N１４，� M‐７４，N‐７１・７４，P‐７２ ２ ２１．０ ５ LR ３
２０３ 図８１ ５３ N４ L‐７２，M‐７０・７１，N‐７０ ２ ２５．３ ９．３ ２１．３ ５ LR ３
２０４ 図８１ ５３ N５，N１３，N１４，N２６，� M‐７８ ２ ２２．５（６．８）（２０．２） ５ LR
２０５ 図８１ ５３ N１４ M‐７７，N‐７４・７７，O‐８１ ２ １８．４ ５．８ １４．５ ５ LR
２０６ 図８２ ５４ N４，N１３，N１４，N３３ L‐７５・７６，N‐６９・７４・７６ ２ １６．７ ５．２ １１．３ ４ RL ３ ３ ９‐２
２０７ 図８２ ５４ N４，N１４，N２６ L‐７８，M‐７０・７８，N‐７０ ２ １５．９ ６．７ １２．４ （４） 羽状 ２ ９‐２
２０８ 図８２ ５４ N４，N１４，N２６，N３３，� K‐８０，L‐７７，M‐７２・７７ ２ １５．８（３．８）（１０．４） ５ 羽状 ３ ９‐１
２０９ 図８２ ５４ N１３，N１４，N２６ M‐７９，N‐７６，O‐８０ ２ １３．１ ５．７ １０．１ ５ RL・LR １ １ １２‐３
２１０ 図８２ ５４ N４，N５，N１３，N１４ N‐７０・７８・８０，O‐７５，Q‐６６ ２ １２．８（３．２）（８．７） ５ LR ３ １０‐１０‐１

２１１ 図８２ ５４
N４，N１４，N２６，N３３，�
b

J‐７８・７９，K‐７５，L‐７６・７７，M‐
７７，N‐７５

２ １３．６ ４ LR ２ ９‐１

２１２ 図８２ ５４ N４ M‐７２，N‐６９ ２ １１．６ ５．５ ９．３ 羽状 ２ ７‐１
２１３ 図８２ ５４ N１３，N１４，� L‐７７，O‐７５，P‐７４ ２ １１．０ ４．３ ８．０ ４ RL ２ ３‐１ ０‐１
２１４ 図８２ ５４ N１４ M‐７７ ２ １４．２ ４．７ ７．１ ４ 羽状 ２ １‐１
２１５ 図８２ ５４ N４，N１４ M‐７０～７２，N‐７０・７１・７４ ２ １３．７ ４．７ ７．８ ５ LR ２ ２
２１６ 図８２ ５４ N４ S‐６５・６６ ２ １３．４ ３．８ ８．９ LR ５ １‐１
２１７ 図８２ ５４ N１３，N１４，�，� L‐８２，O‐７４・７９ ２ １７．２ ５．９ ７．５ 羽状 ２１ １‐１
２１８ 図８２ ５５ N４，N１４，N３６ L‐７４，N７４ ２ １２．０ ４．１ ７．７ 羽状 ２ １‐１
２１９ 図８２ ５５ N１４ M‐７７・７８，N‐７８ ２ ９．１ ３．８ ７．６ 無文 ２‐３
２２０ 図８２ ５５ N１３，N１４ M‐７８，N‐７８ ２ １１．４ ３．０ ７．６ LR １ ２‐３
２２１ 図８２ ５５ N５，N１４，N３３，N３４ M‐７７ ２ ２２．４ ６．２ １３．３ RL・LR ２ １７‐１１‐１
２２２ 図８２ ５５ N４，N２６ L‐７１，M‐８３ ２ ８．８ （８） 無文 ２ ２‐１
２２３ 図８２ ５５ N４ L‐７４ ２ ６．０ １．６ ３．３ （４） 無文 ２ ６‐２
２２４ 図８２ ５５ N１４ M‐７６ ２ ９．５ 無文 ２ ９‐１

２２５ 図８２ ５５ N１３，N１４，� O‐７５～７８ ２
１３．５１
１．４

（４） 羽状 １ １ １５‐１１‐１

２２６ 図８３ ５６ N４，N１４，N２６，N３６ L‐７８，M‐７１・７８ ２ ２２．２ ６．１ １４．６ LR
２２７ 図８３ ５６ N４ M‐７１・７２ ２ １９．５ ６．３ １５．６ LR
２２８ 図８３ ５５ N４，� M‐６９ ２ １５．８ ６．９ １０．２ ５ RL
２２９ 図８３ ５５ N１４ O‐７３ ２ １３．７ ６．４ １０．６ 羽状
２３０ 図８３ ５５ N１３，N１４ M‐７４，N‐７４，O‐７５ ２ １３．４ ５．７ ８．６ LR・RL
２３１ 図８３ ５６ N１４ L‐７７，M‐７７ ２ １５．８ ５．９ １０．０ LR
２３２ 図８３ ５６ N４，N２６，�a L‐７７・７８，N‐７１ ２ １４．１ ４．０ ９．１ ４ LR
２３３ 図８３ ５６ N１４ N‐７７ ２ １１．１ ４．３ ６．２ LR
２３４ 図８３ ５６ N１４ O‐７５ ２ １１．０ ４．０ ６．７ 羽状
２３５ 図８３ ５６ N４ N‐７３ ２ １０．４ ５．４ ６．８
２３６ 図８３ ５６ N１４ N‐７４ ２ １０．４ ４．６ ５．７ LR
２３７ 図８３ ５７ N１４ M‐７５ ２ ７．５ １．７ ５．５ LR
２３８ 図８３ ５７ N１４，N３３ M‐７７，N‐７４ ２ １１．３ RL
２３９ 図８３ ５７ N１４ N‐７５，O‐７５ ２ １５．９（３．８）（７．８） LR
２４０ 図８３ ５７ N１４ M‐７６，N‐７６ ２ ２０．３ ５．３ ８．６ 羽状
２４１ 図８３ ５７ N１４ M‐７６，O‐７７ ２ １４．２ 無文 ０‐１
２４２ 図８３ ５７ N４ O‐６９ ２ １１．２ ４．８ ７．０ 羽状
２４３ 図８３ ５７ N１４ N‐７４ ２ ２２．５ ３．４ ７．４ 羽状
２４４ 図８３ ５７ N１４，N２６ M‐７８ ２ １５．０ １１．２ ４．３ LR
２４５ 図８４ ５８ N１３，N１４ O‐７４ １ ２５．８ 無文 １ １ ０‐１
２４６ ５８
２４７ ５８
２４８ 図８４ ５８ N４ N‐６８ 羽状 ２ ２
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表８ 後期後葉の掲載土器一覧表（４）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

２４９ 図８４ ５８ N１４ P‐７４ 羽状 ２ ２
２５０ 図８４ ５８ N１４ N‐７７ LR ２ ２
２５１ 図８４ ５８ �b S‐６８ 羽状 ２ ２
２５２ 図８４ ５８ N５ N‐７９ 無文 ２ ３
２５３ 図８４ ５９ N１４ O‐７５ 無文 １ １
２５４ 図８４ ５９ N１４ N‐７５ LR ２ ２
２５５ 図８４ ５９ トレンチ M‐７２ 羽状 ２ ２
２５６ 図８４ ５９ �b S‐６５ 無文 １ １
２５７ 図８４ ５９ N４，N１４，N２６ K‐７６・７９，M‐７２，N‐７２ LR ３ ２
２５８ ５９
２５９ ５９
２６０ 図８４ ５９ N１４ O‐７６ RL ２ ２
２６１ 図８４ ５９ N１４ L‐７８ RL ３ ３
２６２ 図８４ ５９ N１４ O‐７７ LR １ １
２６３ 図８４ ５９ N４ N‐７０・７２，R‐６８ RL ２ ２ ３‐３
２６４ ５９
２６５ ５９
２６６ 図８４ ５９ �b P‐７５ 羽状 １ １
２６７ 図８４ ５９ N３，N４ S‐６７・６８ 無文 ２ ３
２６８ ５９
２６９ 図８４ ５９ N１４ O‐７５ ２ １２．２ LR １ １ １２‐１
２７０ 図８４ ５９ N４ O‐６９，Q‐６７ 羽状 ３ ４
２７１ ５９
２７２ 図８４ ６０ N１４ N‐７７，O‐７７ RL ２ ２ ７‐２
２７３ 図８４ ６０ �b S‐６７ LR ２ ２ ７‐３
２７４ 図８４ ６０ N４ L‐７１，M‐７２ RL ２ ２ ４‐３
２７５ 図８４ ６１ N１４ M‐７８，N‐７７，R‐６５ RL ２ ２ ３‐１
２７６ 図８５ ６１ N４，�b M‐７１・７２，N‐７２，Q‐６９ ２ 羽状
２７７ 図８５ ６０ N３，N１４，�b K‐７７，N‐７４・８０ ２２．２ LR
２７８ ６０
２７９ 図８５ ６０ N１３，N１４ O‐７７・８０ ２ LR
２８０ 図８５ ６１ N１４，N３３ M‐７６，N‐７５・７６ ２ 羽状
２８１ ６０
２８２ 図８５ ６０ �b Q‐６６ LR
２８３ 図８５ ６２ N１３，N１４，�b N‐７５，O‐７８，P‐７６・７７ 羽状
２８４ 図８５ ６１ N１４ M‐７７ ２ 羽状
２８５ 図８５ ６１ N１４ N‐７４ ２ 羽状
２８６ 図８６ ６２ N１４ O‐７７ 無文 ０‐１
２８７ 図８６ ６２ N４ N‐７０ 無文 ０‐１
２８８ 図８６ ６２ N‐７２ 無文 ０‐１
２８９ 図８６ ６２ N４ N‐７３ 無文 ０‐１
２９０ 図８６ ６２ N１４ P‐７６ 無文 ０‐１
２９１ 図８６ ６２ N５，N１３，N１４，N３３，� M‐７５，N‐７４，O‐７４ ２ １２．４ LR
２９２ 図８６ ６２ N２ Q‐６５ ２ １１．４ ３．５ ６．４ 羽状
２９３ 図８６ ６２ N１４ M‐７６，N‐７６ ２ １４．０ ５．８ ９．４ 羽状
２９４ 図８６ ６２ N４ N‐７０ ２ １７．２ ４．８ ７．１ RL
２９５ 図８６ ６２ N４，N１４ M‐７０，N‐７２ ２ １２．９ ３．６ ８．６ LR
２９６ ６３
２９７ 図８６ ６３ N１４ N‐７５ 羽状
２９８ 図８６ ６３ N１４ N‐７７ LR
２９９ 図８６ ６３ N１４ M‐７７・７８ ２ １６．２ ６．５ １１．３ 羽状
３００ 図８６ ６３ N４ M‐７０ ２ １９．８ LR
３０１ 図８６ ６３ N４ N‐７１・７３，O‐６７ ２ １８．８ ７．０ １４．２ 羽状
３０２ 図８６ ６３ N４ N‐６９ ２ RL
３０３ ６４
３０４ 図８６ ６４ N１４ O‐８１ LR
３０５ 図８６ ６４ N４ S‐６５ 羽状
３０６ 図８６ ６４ N４ N‐６９ LR
３０７ 図８６ ６４ N４ M‐７１ 羽状
３０８ 図８６ ６４ N４，N１４，� M‐７１・７５・７７，N‐７２ LR
３０９ ６４
３１０ 図８６ ６４ �b Q‐６９ 羽状
３１１ 図８６ ６４ N４ N‐７２ RL
３１２ 図８６ ６４ N４ N‐６８・６９ RL
３１３ 図８６ ６４ N‐７２ 単節 R
３１４ 図８７ ６５ N４ M‐７０・７２ ２ 羽状 ２
３１５ 図８７ ６５ N４，� N‐６９，O‐６９ ２ 羽状 ２
３１６ 図８７ ６５ N４ L‐７２ ２ 羽状 ３
３１７ 図８７ ６５ N４ N‐６９ 羽状 ２
３１８ 図８７ ６５ N１３，N１４ N‐７５・７７，P‐８７ 羽状 ２
３１９ ６５
３２０ 図８７ ６５ N４ M‐７３ １ 羽状 ３
３２１ 図８７ ６５ N４，N２６ L‐７８，M‐７１，N‐７１，O‐６９ 羽状 ２ ２
３２２ ６５
３２３ 図８７ ６６ N４，� L‐７１，N‐６８・６９ LR ７
３２４ 図８７ ６６ N４，� M‐７２ ２ 羽状 ４
３２５ 図８７ ６６ N４，� M‐７３ 羽状 ６
３２６ 図８７ ６６ N４，� O‐６８ LR ２ １‐２
３２７ 図８７ ６６ N１４ M‐７６，N‐７７ RL ３ ７‐３
３２８ 図８７ ６６ N４，N２６，N３４，�， K‐７８，L‐７７・７８，N‐７０，O‐７０ ２ １９．０ LR ２ ４‐３
３２９ ６６ �a
３３０ 図８７ ６６ N１３，N１４ M‐７４・７５，O‐７４ 羽状 １ ４‐３
３３１ ６６
３３２ 図８７ ６６ N４ N‐７１ 羽状 ２ ９‐１
３３３ 図８７ ６６ N１４ N‐７４ LR ２ ８‐１
３３４ 図８７ ６６ N１４ N‐７４ LR ２ １７‐１
３３５ 図８７ ６６ N１４ O‐７９，P‐７７ 羽状 １‐２
３３６ ６６
３３７ 図８７ ６７ N４ L‐７２ ２ LR ２
３３８ 図８７ ６７ N４ N‐７１・７２ ２ ２１．０ 羽状 ２ ９‐２
３３９ ６７
３４０ ６７
３４１ 図８８ ６７ N４ L‐７２ ２ １３．１ LR ２ ７‐３
３４２ 図８８ ６７ N１４ M‐７７，N‐７５・７７・７８ RL ２ １７‐２
３４３ ６７
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表９ 後期後葉の掲載土器一覧表（５）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

３４４ 図８８ ６７ N４ O‐６９ 羽状 ２ ９‐２
３４５ 図８８ ６７ N４ M‐７１ LR ３ ６‐２
３４６ 図８８ ６７ N４，N１４ O‐６９・７５ 羽状 ２ １０‐１
３４７ ６７
３４８ 図８８ ６７ N４ N‐７１ LR １
３４９ 図８８ ６７ N４ N‐７１ LR
３５０ 図８８ ６７ N４ N‐７１ ２ 無文 ２ ９‐２
３５１ 図８８ ６８ N４，N１４，N３３ L‐７６，M‐７３～７５ ２ １４．０ ５．１ ９．９ 無文 ２ ９‐２
３５２ 図８８ ６８ N１４ M‐７７ ２ 羽状 ２ ７‐１
３５３ 図８８ ６８ N４，� M‐７０，N‐７０ ２ LR ３ ７‐４
３５４ 図８８ ６８ N４ N‐７１ ２ １２．４ ４．７ ５．４ 羽状 ２ ９‐２
３５５ 図８８ ６８ N４ L‐７２ LR ３ ２‐３
３５６ 図８８ ６８ �b O‐６６ LR ２ １０‐２
３５７ 図８８ ６８ N１４ M‐７６ 羽状 １

３５８ 図８８ ６８ N４ M‐７１・７２，N‐６８，O‐６８ 羽状 １
１４‐１
９‐２
１０‐１

３５９ ６８
３６０ 図８８ ６９ トレンチ M‐７７ ２ LR ２ ７‐３
３６１ 図８８ ６９ N４，N１４，N３６ K‐７４，L‐７４・７５ 羽状 ４ ９‐１
３６２ ６９
３６３ 図８８ ６９ N４ S‐６５ LR ５‐４
３６４ 図８８ ６９ N４，� L‐７２・７３・７６ ２ ２２．４ 羽状 ２ ９‐２
３６５ ６９
３６６ ６９
３６７ 図８８ ６９ N４，� M‐７０，N‐７０ ２ １３．１ ３．０ １０．５ 羽状 ５

３６８ 図８９ ７０
N４，N１３，N１４，N３５，�，
�

M‐７１・７７，N‐７４～７６・８０・８４，O
‐７５～７７・８０，P‐８１

３ ７．１ ４ 羽状 １ ２ １０‐１１４‐１

３６９ 図８９ ６１ N４，N１４，� L‐７１・７２ ３ ２．８ 羽状 １５‐１

３７０ 図８９ ７０ N４，N１３，N１４，N３２，N３３ M‐７９，N‐７６・７７，O‐７４～７６・８０・８２ ３ ５．５ 羽状 ２ ３ ０‐１１５‐２１‐１

３７１ 図８９ ７０ N１４ O‐７５ ３ ４．７ ３．２ １７．１ 羽状 １ １ １ ２ １６‐１０‐１
３７２ 図８９ ７０ N４，N１４，N３３ L‐７４，M‐７４，N‐７４・７５ ３ LR １７‐１１１‐１
３７３ 図８９ ７０ N４ R‐６８ ３ ７．１ ５．０ １７．０ 羽状 ２ ３ １２‐１
３７４ 図８９ ５７ N１４ M‐７５，N‐７７ ３ ８．０ ３．２ １８．７ ４ 羽状 ２ ２ ０‐１

３７５ 図８９ ７０ N４ L‐７２ ３
３．９
２．２

４ LR ２ ２
１０‐２
１２‐３

３７６ 図９０ ７１
N３，N４，N５，N１３，N１４，
N３２，�

M‐６８・７５，N‐６９～７４・７７，O‐７２
・７３・７６・８３，P‐７１，R‐６７・７２

３ （３．１）（２６．０） 無文 １２‐２

３７７ 図９０ ７１ N４ 南側盛土遺構，S‐６５ ３ 無文 １１‐２

３７８ 図９０ ７１ N３，N４
N‐６９・７０・７２・７３，O‐６８，Q‐６７，
R‐６７・６８，S‐６８

３ RL ２ ３ １０‐１

３７９ 図９０ ７１ N４，� L‐７２・７３ ３ LR １１ １６‐２
３８０ 図９０ ７１ P‐２，N１３，N１４，N３３ M‐７６～７８，N‐７７・７８，O‐７９ ３ ７．５ ４ LR １ １ ２ ０‐１ １７‐２
３８１ 図９０ ７１ N５，N９，N１４，N３３，� L‐７４，M‐７６・７７，N‐７７，O‐７６・８１ ３ LR ７‐１
３８２ 図９０ ７１ N４ M‐７１，N‐７０ ３ ２．６ RL ７‐３ ０‐１
３８３ 図９１ ７２ N４ L‐７２ ３ LR ２ １３‐３
３８４ 図９１ ７２ N１４ O‐７６ ３ ７．４ 羽状 ３ ０‐１１７‐２
３８５ 図９１ ７２ N４ N‐７１ ３ （２．５）１．４ ４．０ 無文 １ ０‐１ １０‐２
３８６ 図９１ ７２ N４ M‐７３ ３ 無文
３８７ 図９１ ７２ N４ M‐６９ ３ 羽状 ２ ３
３８８ 図９１ ７２ N３，N４ M‐７２・７３・７８，R‐６７ ３ LR ２ １４‐２
３８９ 図９１ ７２ N１３，N１４ O‐６６・７３・７５・７６ ３ 羽状 １ ７‐１１５‐２
３９０ 図９１ ７２ �b N‐８１ ３ １２．９ 羽状
３９１ 図９１ ７２ �，� I‐８２ ３ ７．８ 羽状 ２ ３ １７‐１
３９２ ７２
３９３ ７２
３９４ 図９１ ７３ N４，N１４ M‐７４・７７，N‐７４・７６，O‐６９ ３ LR ５‐３
３９５ ７３
３９６ 図９１ ７３ N４，� N‐６８～７０，O‐６９ ３ ６．２ 羽状 １ ２ ３ ０‐１
３９７ 図９１ ７３ N４ M‐７２ ３ LR
３９８ 図９１ ７３ N４ M‐７１・７３，N‐７６，S‐６８ ３ 羽状 ７‐１ ０‐１
３９９ 図９１ ７３ N１４ O‐７７ ３ 羽状
４００ 図９１ ７３ N１４ P‐７６ ３ LR １６‐１
４０１ 図９１ ７４ N４ S‐６５ ３ LR
４０２ 図９１ ７４ N４ R‐６７ ３ LR
４０３ 図９１ ７４ N１４ R‐７１ ３ LR
４０４ 図９１ ７４ N４ L‐７３ ３ LR
４０５ 図９１ ７４ N４ R‐６５ ３ LR
４０６ 図９２ ７５ N１４，N２６ M‐７５・８１ ３ ６．５ ５ LR ３ ３‐３
４０７ 図９２ ７５ N１３，N１４ P‐７４ ３ ６．０ ５ 羽状 ２ ２ １ ２
４０８ 図９２ ７６ N１３，N３２ N‐８２ ３ ３．８ （４） RL
４０９ 図９２ ７６ N４，� L‐７２・７３，N‐７３ ３ ６．４ ５ RL ８ １‐１
４１０ 図９２ ７６ N４ M‐７２ ３ ８．２ ４ LR ２ ０‐１
４１１ 図９２ ７４ N１４ M‐７６ ３ ８．２ 羽状 １ ０‐１
４１２ 図９２ ７４ N４ O‐６７ ３ ７．１ 無文 ２ １ ０‐１
４１３ 図９２ ７４ N４ R‐６８ ３ ５．９ 無文 ２ １ ０‐１
４１４ 図９２ ７４ N４，N１４ L‐７７，N‐７０ ３ ６．７ 無文 ２ ２ ０‐１
４１５ 図９２ ７４ N１４ L‐７８ ３ RL １ ２ ０‐１
４１６ 図９２ ７４ N１４ O‐７７ ３ ４．０ 無文 ０‐１
４１７ 図９２ ７４ � O‐６６ ３ LR ２ ２ １‐２
４１８ 図９２ ７４ N１４ P‐８１ ３ LR １ １ １ ２ ０‐１
４１９ 図９２ ７４ N４ S‐６６ ３ 無文 １ ２ ０‐１
４２０ 図９２ ７４ �b R‐６７ ３ 無文 ２ ２ ０‐１
４２１ 図９２ ７４ N４，� N‐６９，P‐７９ ３ LR １ １ １ １
４２２ 図９２ ７４ N４ O‐７６ ３ LR ０‐１
４２３ 図９２ ７４ N４ R‐６６ ３ 羽状
４２４ 図９２ ７４ N４ N‐７３ ３ 無文 ０‐１
４２５ 図９２ ７４ � M‐７１ ３ 無文 ０‐１
４２６ 図９２ ７４ N４ M‐７０ ３ LR １ ０‐１
４２７ 図９２ ７４ N１４ N‐７４ ３ 無文 ２ １ ０‐１
４２８ 図９２ ７４ �b Q‐７４ ３ RL １ １ ２ ０‐１
４２９ 図９２ ７４ �b P‐６６ ３ 無文 １ １ ０‐１
４３０ 図９２ ７６ N１４ N‐７８ ３ 無文 ２ １ ０‐１
４３１ 図９２ ７６ N１４ M‐７５・７７・７９，N‐７６，O‐７７ ３ 羽状 １ ７ １‐１

８２



表１０ 後期後葉の掲載土器一覧表（６）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

４３２ 図９２ ７６ N１４ K‐７６，M‐７７ ３ LR １０‐１
４３３ 図９２ ７４ N１４ P‐７４ ３ 羽状 １
４３４ 図９２ ７４ N４ N‐７３ ３ 羽状 １ ２ １０‐１
４３５ 図９２ ７４ N４ S‐６５ ３ 羽状
４３６ 図９２ ７４ N‐６８ ３ RL ２ ３
４３７ 図９２ ７４ N４ N‐７２ ３ LR ２ ３
４３８ 図９２ ７５ N１４ N‐７５ ３ RL １ １５‐２
４３９ 図９２ ７５ N４，�b R‐６７・６９ ３ LR
４４０ 図９２ ７５ N４，�a N‐８６，S‐６７～６９ ３ RL ７ １‐１１０‐２
４４１ ７５
４４２ 図９２ ７５ N３１ Q‐８２ ３ 羽状
４４３ 図９２ ７５ N１４ M‐７４ ３ ２．４ 無文 １４‐２
４４４ 図９２ ７５ N１４ M‐７５ ３ LR １４‐２
４４５ 図９２ ７５ N４ S‐６８ ３ 羽状 １５‐１
４４６ 図９２ ７５ N１４ O‐７３ ３ 羽状
４４７ 図９２ ７５ N１４ O‐７７ ３ LR
４４８ 図９２ ７５ N１４ Q‐７５・７６ ３ LR １４‐１
４４９ 図９２ ７５ N１４，N３３，N３６ M‐７５・７６ ３ LR
４５０ ７５ １４‐１
４５１ 図９２ ７５ N４ O‐６８ ３ 羽状 ９‐１
４５２ 図９２ ７５ N４ N‐６８ ３ LR １７‐２
４５３ 図９２ ７５ N３３ M‐７６ ３ 羽状 １４‐１

４５４ 図９３ ７６
N１３，N１４，N１７，N２６，
N３３

M‐７６，N‐７８・７９，O‐７３～７５ １ ２９．３ ８．６ ３２．９ ５ 羽状 ３ ３ ０‐１

４５５ 図９３ ７７ N５，N１３，N１４ N‐７５～７９，O‐７５ １ ２４．２ ４ RL １ ３ ２
４５６ 図９３ ７７ N２６，N３４ M‐７８ １ ２３．１ ６．８ １９．７ ５ 羽状 ２ ２ ８‐１ ０‐１ ８‐１ １‐１
４５７ 図９３ ７６ N１３，N１４，N３３ M‐７６・７７，O‐７４・７５ １ １９．１ ５ LR ２ ２ ０‐１
４５８ 図９３ ７７ N５，N１３ N‐７９・８０，O‐８０ １ １９．８ ５ LR ２ ２ ７‐３ ０‐１
４５９ 図９３ ７７ N２６ J‐７９，K‐７７・７９ １ ２１．５ ５ 羽状 ２ ３
４６０ 図９３ ７７ N１３，N１４，N２６ L‐７７，M‐７７・８０，N‐８０ １ １９．５ ５ LR ２ ２ ９‐２ ９‐２
４６１ 図９４ ７８ N１３，N３３ N‐７６，O‐７６ １ ３８．０ ６．７ ４２．２ ５ LR ４ ４ ０‐１
４６２ 図９４ ７８ N２６，�，�，�a，�b J‐７９，K‐７９ １ １５．２ ６ LR ４ ５ ０‐１
４６３ 図９４ ７８ N３，� R‐６７，S‐６７ ２ １９．８ ３．５ １１．４ ６ LR ５ ０‐１ １‐１
４６４ 図９４ ７８ N２６，N３３ M‐７６・７７ １ １６．０ ４．７ １７．１ ５ RL ３ ４ １０‐２０‐１１０‐２１‐１

４６５ 図９４ ７７ N４，N５，N１３，N３６
L‐７４，M‐７２・７４・７９，N‐７９・８０，
O‐７９～８１

１ ４３．２ （５） LR ４ ４ ７‐３

４６６ 図９４ ７８ N５，N１４ M‐７６，O‐７７・７９・８１ １ １１．５ ３．６ １２．５ LR ２ ２ ９‐１ ０‐１ ４‐１ １‐１

４６７ 図９５ ７８ N４，N１３，N１４，� N‐７１・７３・７７・７９，O‐７４・７５，P‐
７４

１ １４．６ ３．０ １２．４ （５） 〇 LR １ ２ １ ２ ２‐１

４６８ 図９５ ７９ N１３，N１４，N２８，N３３ M‐７７・７９・８０，N‐７６～７９ １ ２４．７ 〇 LR ４ ５‐３ ５‐３ ５‐３

４６９ 図９５ ７９ N５，N１３，N３３，N３６
K‐７６，L‐７４・７５，M‐７６，N‐７４
～７８

２ ２９．８ ５ 〇 羽状 ４
９‐２０
‐１

４７０ 図９５ ７９ N１３，N１４，N３３ M‐７６，N‐７５～７８，O‐７７ １ ３３．０ ８ 〇 LR ３ ２ ７‐１ ０‐１

４７１ 図９５ ７８ N３３ M‐７６ １
１４．９１
３．６

４．４ １３．７ ７ 〇 LR ２ ２ ７‐３ ０‐１ ７‐３ １‐１

４７２ 図９５ ７８
N５，N１３，N１４，N３３，N
３６

M‐７５・７６，N‐７５～７８，O‐７８ １ １５．３ ５．１ １６．５ ６ 〇 LR ３ ４ １７‐２ １７‐２１‐１

４７３ 図９５ ７８
N４，N１３，N１４，N３３，N
３６，� M‐７４・７６，N‐７５・７６・７８，O‐７５ １ １４．５ ５．７ １２．８ ８ 〇 LR ２ ２ ９‐２ ０‐１ ９‐２ １‐１

４７４ 図９５ ７９ N１３，N３６ N‐７４ １ ３６．５ ９．４ ４３．４ ６ 〇 LR ２ ３ ９‐２ ０‐１ ９‐２
４７５ 図９６ ７９ N５，N１３，N３３ I‐７８，N‐７５・７６，O‐７６，P‐７６ １ ２６．７ ５ 〇 羽状 ０‐１
４７６ 図９６ ８０ N５，N１３，N３３ M‐７５～７７，N‐７６ １ ３２．６ ６ 〇 羽状 ９ ４ １‐１ ０‐１

４７７ 図９６ ８０
N３，N５，N１３，N２６，N
３３，�a

J‐７９，K‐７８，L‐７４，M‐７６，N‐
７６・８０，S‐６７

１ ４３．４（７．７）（５７．４） ９ 〇 LR ７ ６ ０‐１

４７８ 図９７ ８０
N１４，N１９，N２６，N３１，
�，�，�a

F‐８３，I‐８３，J‐７９，K‐７９，L‐７１・
８０，M‐８０・８１，N‐８５，O‐７６・８４，
Q‐８１・８３・８４，R‐６９

１ ３６．８ ８．０ ４１．３ （６） 〇 LR ４ ３ １‐１ ７‐３

４７９ 図９７ ８０ N３３ M‐７６ １ ３２．３ ４．５ ３５．５ 〇 LR ５ ３ ０‐１

４８０ 図９７ ８１ N５，N１３，N１４，N３１
M‐７７，N‐７９・８０，O‐７９・８０，P‐
８０，Q‐８４

１ ３３．７ ８．４ ４６．１ ７ 〇 LR ４ ３ ０‐１

４８１ 図９７ ８１ N１３，N２６，N３５，N３６ L‐７４，N‐７５・７６・７９，R‐７１ １ ５．４ LR ５ ０‐１
４８２ 図９８ ８１ � F‐８４ １ 無文 ０‐１ ０‐１
４８３ 図９８ ８１ N５，N１３，� N‐７７，O‐７６・８０ １ LR ０‐１
４８４ ８１
４８５ 図９８ ８１ N３３ O‐７６ １ 羽状 １ ０‐１
４８６ 図９８ ８１ N１３，N３３ M‐７５，N‐７５ １ LR ４ ２ ０‐１
４８７ 図９８ ８２ N２６ K‐７６ １ 羽状 ６ １ ０‐１
４８８ ８２
４８９ 図９８ ８３ N１３ N‐７５，O‐７５・７６ １ LR ４ ０‐１
４９０ ８３
４９１ 図９８ ８３ N１３ N‐７８ LR ３ ９‐１ ０‐１
４９２ 図９８ ８３ N３，N１３，N３３ M‐７６，N‐７７，O‐７７・７８，R‐６９ １ LR ５ ３ ９‐１ ０‐１ ９‐１
４９３ ８３ １‐１
４９４ ８３

４９５ 図９９ ８２ N１３，N２６
南側盛土遺構，直線状盛土，H
‐１１２，M‐８０

１ （９．８） LR １ １ ２ ７‐３ ０‐１ ７‐３ ０‐１

４９６ 図９９ ８４ N１３ O‐７５ １ 羽状 １ ２ ３‐１
４９７ 図９９ ８４ N１３，N２６，�，�a J‐７８，K‐７０，N‐７４ １ １９．８ 羽状 ４ ４ ９‐２ ９‐２
４９８ 図９９ ８４ N２６ M‐８１，N‐８１ １ LR ３ ３ ７‐１

４９９ 図９９ ８４ N５，N１３，N２６
南側盛土遺構，K‐７７，L‐７７・７８，
M‐７９，N‐７９，O‐８１・８２

１ 羽状 ３ ３ ９‐１ ０‐１

５００ 図９９ ８５ N４，N２６，N３７，�， K‐７９・８０・８９，L‐７２・７３・ １ 羽状 ２ ２ １４‐２０‐１１４‐２
５０１ ８５ �，�a，�b ７９・８０，M‐７３
５０２ 図９９ ８２ N５，N１３，N１４ M‐７７，N‐７７・７９・８０・８１，O‐８１ １ 〇 羽状 １ ２ ７‐２ ０‐１ ７‐２
５０３ 図１００ ８５ N２６ J‐７８ １ 〇 LR １ ０‐１
５０４ 図１００ ８６ N２６ K‐７６・７７ １ 〇 羽状 ３ ０‐１
５０５ 図１００ ８６ トレンチ R‐６７ １ 〇 LR ３ ０‐１
５０６ 図１００ ８６ N２６ N‐８２・８３ 〇 LR ２ ０‐１
５０７ 図１００ ８５ N２６ L‐８０ １ 〇 LR ４ ２
５０８ 図１００ ８７ N１３ O‐７７ １ ３４．１（８．０）（２９．０） 〇 LR ３ ２ ０‐１
５０９ 図１００ ８６ N１３ O‐７７ １ 〇 LR ５ ０‐１
５１０ 図１００ ８６ N１３ R‐６７ 〇 LR ６
５１１ 図１００ ８７ N５，N１３，N３６ M‐７４，N‐７５・７６ １ 〇 LR ３ ３ ０‐１

８３



表１１ 後期後葉の掲載土器一覧表（７）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

５１２ 図１００ ８６ N１３，N３３ M‐７５，O‐７４ １ 〇 LR ４ １
５１３ ８６
５１４ 図１０１ ８７ N１３，N１４ N‐７７～７９，O‐７８・８０，P‐８３ １ ３７．７ 〇 羽状 ２ ２ １ ２ ０‐１
５１５ 図１０１ ８８ N１３ M‐７９，N‐７７，O‐７７ １ 〇 RL ２ １‐１ ０‐１

５１６ 図１０１ ８７ N１３，N１４，N２６
L‐７８，M‐７７・７８，N‐７７・８０，O‐
８１

１ ３７．９ 〇 羽状 ２ ４ １７‐２ １７‐２

５１７ 図１０１ ８８ N３，N４，N３３，� L‐７５，M‐７２，O‐６９，S‐６７・６８ １ 〇 LR ３ １ ２‐１ ０‐１
５１８ 図１０１ ８８ N３３ M‐７７ １ 〇 羽状 ２ ８‐１ ０‐１
５１９ 図１０１ ８８ N１３ N‐７７ １ 〇 LR ３ ３ ７‐１ ０‐１
５２０ 図１０１ ８８ N１４，N３３ M‐７７ １ 〇 LR ２ ２ ７‐３ ０‐１
５２１ 図１０１ ８８ N３３ M‐７６，N‐７６ 〇 羽状 ２ ８‐１
５２２ 図１０１ ８７ N１３，N３３ N‐７７ １ 〇 LR ４ ２ ９‐２ ０‐１
５２３ 図１０２ ８７ N２６，N３４，�，�a K‐７７，L‐７７・７９，M‐７１ １ 〇 RL ３ ４ ９‐２ ０‐１ ９‐２
５２４ 図１０２ ８９ N５，N１３ M‐７６，N‐７６ 〇 LR ４ ９‐１ ０‐１ ９‐１
５２５ ８９
５２６ ８９
５２７ 図１０２ ９０ N４，N３３ M‐７６，R‐６７ １ ４３．１ 〇 LR ３ ３ ９‐２ ０‐１ ９‐２
５２８ ８９
５２９ 図１０２ ９０ トレンチ R‐６７ 〇 LR ４ ９‐２
５３０ 図１０２ ９０ N１３，N３３ M‐７７，O‐７７ 〇 LR ３ ９‐２
５３１ 図１０３ ９０ P‐２，N５，N１３，N１４， L‐７８・７９，M‐７９・８０，N‐７０・ １ RL・LR ３ ９‐２
５３２ ９０ N２６，N３４ ７４・７５・７７～８０
５３３ 図１０３ ９０ N４，N２６，�，�b J‐７３，L‐７１・７２，M‐８１・８３・ １ 〇 羽状 ３ １４‐２０‐１
５３４ ９１ ８４，N‐８３
５３５ 図１０３ ９１ N２６，� M‐８２ １ ３３．９ 〇 LR ９ ９ ９‐２ ０‐１ ２‐２
５３６ 図１０３ ９０ N３３，N３６，� L‐７５，M‐７５・７６，S‐６６ 〇 LR ３ １２‐３
５３７ ９１
５３８ 図１０３ ８９ N１３，N３３ N‐７６ 〇 LR ３ １２‐３
５３９ ９１
５４０ 図１０４ ９１ N４，N２６，N３３，�，�a K‐７８・７９，L‐７６，M‐７０，N‐７０ １ ３０．２ 〇 LR ４ ３ １２‐２ １２‐２
５４１ 図１０４ ９１ H‐６，P‐２７，N４，N２６， K‐７８・７９，L‐７４・７５，M‐７４， １ ４２．８ 〇 羽状 ３ ２ １２‐２０‐１１２‐２
５４２ ９１ �，�a N‐７４
５４３ ９２
５４４ 図１０５ ９２ N１４，N３３ N‐７５・７８，O‐７６ ２ １３．１ ５．９ ８．７ 〇 羽状
５４５ 図１０５ ９２ N１３，N２６，N３３ M‐８０，N‐７６ ２ １２．０ 〇 LR
５４６ 図１０５ ９２ N５，N１３ N‐８０ ２ １６．１ ６．７ １１．２ 〇 RL
５４７ 図１０５ ９２ N５，N２６，N３４，�，�a K‐７７，L‐８０，M‐７８，N‐７８～８０ ２ １５．１ 〇 LR
５４８ 図１０５ ９２ N１３，�，� O‐７４ ２ １８．２ 〇 LR
５４９ 図１０５ ９２ N５，N１３，N２６ M‐７９，N‐８０・８１，O‐８０ ２ １７．５ 〇 羽状
５５０ 図１０５ ９２ N２６，N３２ N‐８１・８２ ２ （１６．７） 〇 LR
５５１ 図１０５ ９３ N５，N１４，N２６，N３３ L‐７８，M‐７８，N‐７６・７８，O‐７７ ２ ２１．１ 〇 LR
５５２ 図１０５ ９３ N５，N２６，N３３，�，�a M‐７７・７８，N‐７８ ２ ２２．３ ８．３ １５．４ 〇 羽状
５５３ 図１０５ ９３ N１３，N３６，� M‐７４・７５，N‐７４～７６ ２ ２６．５ 〇 LR
５５４ 図１０５ ９３ N１３ O‐７３ ２ ２４．０ ８．７ １７．８ 〇 羽状
５５５ 図１０５ ９３ N５，N１３，N１４ N‐７５・７９・８０，O‐８１ ２ ２２．６ ６．９ １９．８ 〇 羽状

５５６ 図１０５ ９３
N５，N１３，N１４，N２６，N
３３，�b

M‐７９・８０，N‐７６～７９・８１，O‐７７
～８０

２ ２６．４ ９．０ ２１．７ 〇 羽状

５５７ 図１０６ ９４ N４，N１３，N２６ M‐７２，N‐８１ ２ ２７．５ 〇 LR
５５８ 図１０６ ９４ N５，N１３，N２６ N‐８０・８１，O‐８０ ２ ２９．０ ７．５ ２４．２ 〇 LR
５５９ 図１０６ ９４ N４，N５，N１３，�，�b N‐７９・８０，O‐６９・７０・８０ ２ ３４．２ ８．２ ３０．６ 〇 LR
５６０ 図１０６ ９４ N５，N１３ N‐７８・８０ ２ ３６．２ １０．０ ３４．４ 〇 RL・LR
５６１ 図１０６ ９２ N１４，N３３，N３６ L‐７４，M‐７３・７４，N‐７３・７５ ２ １１．１ ６．０ ８．７ ５ 〇 LR
５６２ 図１０６ ９４ N１４，N３３ N‐７４・７７ ２ １９．１ ７．０ １４．７ ４ 〇 LR ４‐２
５６３ 図１０６ ９４ N１４，N３３ M‐７６，N‐７７，O‐７７ ２ ２７．２ ４ 〇 羽状
５６４ 図１０７ ９５ N１３ N‐８０，O‐７９・８０ ２ ２９．６ ８．５ ２４．８ 〇 RL
５６５ 図１０７ ９５ N３，N１３，N１４ N‐７８，O‐７８，Q‐６８ ２ ２９．４ 〇 RL

５６６ 図１０７ ９５
N５，N１３，N１４，N２６，N
３３，�，�，�a

L‐８０，M‐７６・７７・７９，N‐７６・７７・
７９

２ ３８．５ 〇 LR

５６７ 図１０７ ９５
N１３，N２６，N３４，�，�，
�a

L‐７８・７９，M‐７８～８０，N‐７９ ２ ４１．５ ８．５ ３７．６ 〇 RL

５６８ 図１０８ ９５ N１３ M‐８０ ２ ２８．５ ８．４ ２９．１ 〇 LR ２

５６９ 図１０８ ９６ N５，N１３，N２６，� M‐７９，N‐７７～８１，O‐７８・８０・
８１

２ ３６．７（６．１）（４０．６） 〇 羽状 ２

５７０ 図１０８ ９６ N５，N１３，N１４
M‐７６・７９，N‐７８～８０，O‐７９・８０
・８２

２ ３９．６ １２．０ ４６．１ 〇 羽状 １

５７１ 図１０９ ９５ N１３ O‐７７ ２ １７．３ ４．８ １２．７ 〇 LR ４

５７２ 図１０９ ９６
N５，N２６，N３３，N３４，N
３５

K‐７５・７６，L‐７５ ２ １９．７ ６．０ １３．６ ６ 〇 LR ３

５７３ 図１０９ ９６ N１３，� O‐７７ ２ ３０．９ ５．７ ２８．８ ６ 〇 LR ４

５７４ 図１０９ ９７ N１４，N２６，�，�a
K‐７６・７８・７９，L‐８０，M‐７５・７９
～８１

２ ２３．２ ７．２ ２０．２ ５ 〇
R・LR 羽
状

３

５７５ 図１０９ ９７
N４，N５，N１３，N１４，N
２６，N３３，N３６

M‐７２・７４・７６～７９，N‐７３～７７・
７９，O‐６８・７５・８０

２ ３９．０ 〇 LR ２

５７６ 図１０９ ９７ N５，N１３ O‐７７ ２ １８．８（６．５）（１５．６） ５ 〇 LR ３

５７７ 図１０９ ９７
N１４，N２６，N３４，�，�，
�a

L‐７７・７８，M‐７８・７９ ２
３３．２２
５．７

（７．０）
（３．０）

（２９．０） 〇 羽状 ３ ９‐１

５７８ 図１１０ ９７ N１，N１３，N３３，�，� J‐７０，N‐７６，O‐７５，P‐６７，Q‐
６７

２ １５．１ ４．４ １０．９ ６ 〇 羽状 ２ ４‐４

５７９ 図１１０ ９７ N１３，� N‐８０，O‐７３・８０ ２ １６．１ 〇 LR ４‐３

５８０ 図１１０ ９７
N１３，N１４，N２６，N３３，
�，�，�b

I‐８０，J‐７６，L‐７５・７６・７９，M‐７２
・７６，N‐７１・７６・７８，O‐７５・７７・
７８

２ ２２．０ 〇 無文 ３ ９‐２

５８１ 図１１０ ９８ N３，� S‐６７ ２ ２７．６ （７） 〇 LR ３ ４‐２

５８２ 図１１０ ９８ N５，N１３，N２６，� G‐７８，K‐７２，M‐８０，N‐７２・７８・
７９，O‐８２・８３

２ ２６．７ ５ 〇 LR ４

５８３ 図１１０ ９８ N１３，N１４ P‐８０・８１ ２ １６．４ ５．７ １２．２ ５ 〇 RL ３ １１‐２０‐１

５８４ 図１１０ ９８
P‐１１６３，N４，N５，N１３，
N１４，N２６

L‐７７，M‐７３・７７～７９，N‐７８～
８１，O‐７９・８０

２ ４３．７ ５ 〇 LR ４ ７‐３

５８５ 図１１０ ９８ N５，N１３，N２６
L‐８０，M‐７９，N‐７９～８１，O‐８０
・８１

１ LR ３ ３‐３

５８６ 図１１１ ９８ N１３ O‐７５ 〇 羽状 ２ ２
５８７ 図１１１ ９８ N１３ O‐７６ 〇 LR ２ ２
５８８ 図１１１ ９９ N３３ N‐７５ 〇 羽状 １ １

８４



表１２ 後期後葉の掲載土器一覧表（８）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

５８９ 図１１１ ９９ N１３ O‐７３・７４ 〇 羽状 １ １
５９０ 図１１１ ９９ N２６ N‐８２ 〇 無文 ０‐１
５９１ 図１１１ ９９ N１３，N１４ O‐７７・７９ ２ １０．９（３．８）（６．０） 〇 無文 ０‐１
５９２ 図１１１ ９９ N１４，N２６ M‐７７・７８，N‐７９ 〇 無文 ０‐１
５９３ ９９
５９４ 図１１１ １００ N１４，N３３，�b L‐７６，M‐７６，N‐７４，O‐７７ ２ １４．８ 〇 羽状
５９５ 図１１１ １００ N２６ L‐７８ ２ １８．５ ７．８ １１．３ 〇 LR
５９６ 図１１１ １００ N２６ M‐８１ ２ ２６．７ 〇 羽状
５９７ 図１１１ １００ N２６ K‐７８，L‐７８ ２ ２６．３ 〇 羽状
５９８ 図１１１ １００ N１４，N３３ M‐７６，N‐７６ ２ ２８．８ 〇 LR
５９９ 図１１１ １００ トレンチ N‐７７・７８ ２ ２６．５（９．０）（２６．０） 〇 LR
６００ 図１１２ １００ N１３，N１４ O‐８１ ２ ３４．７ 〇 羽状
６０１ 図１１２ １００ トレンチ N‐７６ 〇 LR
６０２ 図１１２ １００ N１３ O‐８０ ２ 〇 LR
６０３ １０１
６０４ 図１１２ １０２ トレンチ P‐８３ ２ 〇 羽状
６０５ 図１１２ １０１ N１３ N‐７６，O‐７６ 〇 羽状
６０６ 図１１２ １０１ N１３ M‐７９，N‐７６・７９ 〇 羽状
６０７ 図１１２ １０１ N１３ N‐７６ 〇 羽状
６０８ 図１１２ １０２ N１３ N‐７７ ４１．３ 〇 LR
６０９ 図１１２ １０２ N１３，N１４ M‐８０，N‐７７，O‐７７ 〇 LR
６１０ 図１１３ １０２ N１３，N２６ M‐７９，N‐７８・７９，O‐８０ ２ 〇 羽状
６１１ 図１１３ １０２ N１３，N１４ O‐７５ ２ 〇 RL
６１２ １０２
６１３ 図１１３ １０２ N５，N１３ N‐８０ 〇 羽状
６１４ 図１１３ １０２ N３３ M‐７６ ２ 〇 LR
６１５ 図１１３ １０２ トレンチ O‐７９ 〇 RL
６１６ 図１１３ １０３ N３，N４ S‐６６ 〇 LR
６１７ 図１１３ １０２ N２６ K‐７７ 〇 LR
６１８ 図１１３ １０３ N１３，N２６ N‐７９ 〇 LR
６１９ 図１１３ １０３ N１３ N‐７６ 〇 LR
６２０ 図１１３ １０３ N１３，N１４，� O‐７２・７４，P‐７４ 〇 羽状
６２１ 図１１３ １０３ N１３ P‐７５ 〇 羽状
６２２ 図１１３ １０４ N１３，N１４，N３３ N‐７６，O‐７６ 〇 羽状
６２３ 図１１３ １０４ N２６ M‐７８ 〇 RL
６２４ 図１１３ １０４ N２６ O‐８４ 〇 LR
６２５ 図１１４ １０４ N２６，� K‐７０，L‐７７・７９，M‐７９ ２ １７．６ 〇 LR
６２６ 図１１４ １０４ トレンチ N‐７７ 〇 羽状
６２７ 図１１４ １０４ N２６ L‐７７ 〇 LR
６２８ 図１１４ １０５ N２６ K‐７８ ２ ３４．４ 〇 LR
６２９ 図１１４ １０４ N２６ M‐８３ 〇 羽状
６３０ 図１１４ １０５ N３３，N３５，N３６ M‐７５，N‐７４，O‐７５ 〇 羽状
６３１ 図１１４ １０５ トレンチ M‐８１ 〇 羽状
６３２ 図１１４ １０５ N１３ O‐７７ 〇 RL
６３３ 図１１４ １０５ N２６，N３３ M‐７６・７９ 〇 LR
６３４ 図１１４ １０５ N１３，�b P‐７３・７４ LR
６３５ １０５
６３６ 図１１４ １０６ N１３，N１４，N３３，N３５ M‐７５～７７，N‐７５，O‐７５ 〇 LR
６３７ 図１１４ １０６ N５，N１３，N１４，N２６ N‐７４・７８・８２，O‐７４・７５・７７ 〇 LR
６３８ １０６
６３９ 図１１４ １０６ N２６ K‐７９ 〇 LR
６４０ 図１１４ １０６ N３３ M‐７６ 〇 LR
６４１ 図１１４ １０６ N２６，N３３ L‐７８，M‐７７，N‐８０ 〇 LR
６４２ １０７ LR
６４３ 図１１４ １０８ N４，N１３，N３３ M‐７６，N‐７２・７４・７６ ２ ４１．２ 〇 RL
６４４ 図１１４ １０７ N５，N３３ L‐７６，M‐７６ 〇 LR
６４５ 図１１５ １０７ N２６ M‐７８ 〇 羽状 １
６４６ 図１１５ １０７ N１３ O‐７７ 〇 RL １
６４７ 図１１５ １０７ N１３ N‐７５，O‐７５ ２ １５．５ ３．９ １２．１ 〇 RL ２
６４８ 図１１５ １０７ N５，N１３，N１５ N‐７８・８０，O‐８０ 〇 羽状 ２
６４９ 図１１５ １０７ N２６ L‐７９ 〇 羽状 ２
６５０ 図１１５ １０８ N４，N５，N１３，N１４， L‐７６・７８，M‐７６，N‐７１・７８ 〇 羽状 ２
６５１ １０８ N２６
６５２ １０８
６５３ 図１１５ １０８ トレンチ M‐７５ 〇 LR ２
６５４ 図１１５ １０８ N４，N１３，N１４，N２６，N３３ L‐７７，M‐７７・７８，N‐７０，O‐７６・８２ 〇 羽状 ２
６５５ 図１１５ １０８ N１３ O‐７９ 〇 羽状 ２
６５６ 図１１５ １０８ N３ Q‐６７ 〇 LR ２
６５７ 図１１５ １０９ �b L‐８３ 〇 LR ２
６５８ 図１１５ １０９ N２６ M‐８０ 〇 LR ２
６５９ 図１１５ １０９ N３６ N‐７５ 〇 LR ３
６６０ 図１１５ １０９ N１３ O‐７６・７７ 〇 羽状 ３
６６１ 図１１５ １０９ N２６ K‐７７ 〇 RL ３
６６２ 図１１５ １０９ N３３ M‐７５ 〇 LR ３
６６３ 図１１５ １０９ N１３ N‐７６ 〇 RL ３
６６４ 図１１５ １０９ N５ K‐７６ 〇 LR ３
６６５ 図１１５ １０９ N３３ N‐７６ 〇 LR ３
６６６ 図１１５ １１０ N３３ M‐７５ 〇 RL ３
６６７ 図１１５ １１０ N３３ N‐７６ 〇 LR ３
６６８ 図１１５ １１０ �b L‐８３ 〇 LR ３
６６９ 図１１６ １１０ N１３，N３３，N３６ M‐７４・７６，N‐７４ ２ ２７．２ 〇 LR ３
６７０ 図１１６ １１０ N１３ N‐７５ 〇 LR ３
６７１ 図１１６ １１１ N３３ M‐７５ 〇 LR ３
６７２ 図１１６ １１１ N２６ O‐８５ 〇 LR ３
６７３ 図１１６ １１１ N３３ N‐７５ 〇 LR ３
６７４ 図１１６ １１１ N１３ N‐７７ 〇 LR ３
６７５ 図１１６ １１１ N２６ L‐７７ 〇 LR ３
６７６ 図１１６ １１１ N２６ M‐８２ 〇 羽状 ３
６７７ 図１１６ １１２ N５，N１４，N３３，N３６ M‐７５ ２ ２８．０ 〇 LR ４
６７８ １１２
６７９ 図１１６ １１１ N１３ O‐７６ 〇 RL ３
６８０ 図１１６ １１１ N１３，N３６ L‐７４・７５，N‐７６ 〇 RL ３
６８１ １１２
６８２ 図１１６ １１２ N３３ M‐７６ 〇 LR ３
６８３ 図１１６ １１３ N１３ N‐７６ 〇 LR ３

８５



表１３ 後期後葉の掲載土器一覧表（９）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

６８４ 図１１６ １１２ N２６ M‐８２ 〇 LR ３
６８５ 図１１６ １１３ N２６ K‐７８ 〇 羽状 ３
６８６ 図１１６ １１２ N１４，N２６ K‐７７，L‐７４ 〇 LR ３
６８７ 図１１６ １１３ N１３ O‐７７ 〇 LR ３
６８８ 図１１７ １１３ N１３，N３３ M‐７４・７５，N‐７６ 〇 LR ４
６８９ 図１１７ １１３ N１４，�b S‐７４ 〇 羽状 ４
６９０ 図１１７ １１３ N３３ N‐７６ 〇 RL ３
６９１ 図１１７ １１３ N１３，N３３，N３６ N‐７５・７６ 〇 LR ４
６９２ 図１１７ １１３ N１３ R‐６７ 〇 LR ４
６９３ 図１１７ １１４ N３３ L‐７７ ２ 〇 羽状 ４
６９４ 図１１７ １１４ N３３ L‐７５ 〇 LR ４
６９５ 図１１７ １１４ N３ R‐６７ 〇 LR ４
６９６ 図１１７ １１４ トレンチ N‐８３ 〇 LR ４
６９７ 図１１７ １１４ N２６ N‐８１・８２ ２ 〇 羽状 ４
６９８ 図１１７ １１５ N３３ O‐７６ 〇 羽状 ４
６９９ 図１１７ １１４ N３３ M‐７６ 〇 羽状 ４
７００ 図１１７ １１５ トレンチ O‐７６ ２ 〇 LR ４
７０１ 図１１７ １１５ N２６ M‐８２ ２ 〇 LR ４
７０２ 図１１７ １１５ N３６ N‐７５ 〇 LR ４
７０３ 図１１７ １１５ N１３ O‐７６ 〇 LR ４
７０４ 図１１７ １１５ N２６ L‐７８，M‐８１ 〇 LR ４
７０５ 図１１７ １１５ N１３ N‐７７，O‐７７ 〇 LR ４
７０６ 図１１７ １１５ N３３ M‐７６ 〇 羽状 ５
７０７ 図１１７ １１６ N１３ N‐７７，O‐７７ 〇 羽状 ５
７０８ 図１１７ １１６ N１３ N‐７７，O‐７７ 〇 LR ４
７０９ 図１１７ １１６ N１３ N‐７７，O‐７７ ２ ３２．６ 〇 LR ９
７１０ 図１１８ １１６ N１３ N‐７６ ２ ２５．７ 〇 RL ５
７１１ 図１１８ １１６ N１３ N‐７６ 〇 RL ５
７１２ 図１１８ １１７ � M‐８３ 〇 LR ４
７１３ １１７
７１４ 図１１８ １１７ N１３ N‐７６，O‐７７・８０ 〇 羽状 ３ １‐１
７１５ １１７
７１６ 図１１８ １１７ �，�b M‐８３・８４ 〇 LR ６
７１７ 図１１８ １１７ N５，N１３，� M‐７６，O‐７７，P‐７６ 〇 LR ４
７１８ 図１１８ １１７ N４，N１３，N１４，N３３， M‐７２～７４・７７・８２，N‐７５・７６ 〇 LR ４
７１９ １１７ �b
７２０ １１７
７２１ 図１１８ １１７ N１３，N１４ O‐７７ 〇 LR ３ １‐１
７２２ １１７
７２３ 図１１８ １１８ トレンチ N‐７９ 〇 LR ５
７２４ 図１１８ １１８ N２ P‐６６ 〇 羽状 ５
７２５ 図１１８ １１８ N２６，�a，�b K‐７９ ２ ３８．３ 〇 羽状 １０ １‐１
７２６ 図１１８ １１８ N１３ N‐７７ 〇 LR ６

７２７ 図１１８ １１８ N１３，N３５ N‐７４，O‐７５ ２ 〇 LR ５
１‐１
０‐１

７２８ 図１１８ １１８ N１３，N３６，� N‐７４・７５，O‐７８， ２ １５．１ 〇 LR ５
７２９ 図１１８ １１９ トレンチ L‐７６ 〇 LR ３ １‐１
７３０ 図１１８ １１９ N１３ O‐７６ 〇 LR ７ １‐１
７３１ 図１１８ １１９ N１３，N３３，N３６ M‐７５・７６，N‐７５・７６ 〇 LR ７
７３２ １１９
７３３ 図１１９ １１９ N４，N５，N２６ K‐７９，M‐７１・７５，N‐７４・７５・ 〇 羽状 ３
７３４ １１９ ７８
７３５ 図１１９ １１９ N５，N１３ M‐７５，N‐７５・７７・７８ 〇 LR １ １‐２
７３６ １１９
７３７ 図１１９ １２０ N５，N３３，� L‐７３，M‐７７ ２ 〇 羽状 ２ ３ ３‐３
７３８ 図１１９ １２１ N１，N１３，N１４ L‐７９，M‐７７，N‐７４，O‐７４・ ２ 〇 羽状 ３ ５‐４
７３９ １２１ ７５，Q‐６６ 羽状
７４０ 図１１９ １１９ N１３ N‐７６ 〇 LR ３
７４１ 図１１９ １１９ N２６ M‐８１ 〇 羽状 ４ ６‐２
７４２ 図１１９ １２０ N１４ L‐７５ 〇 LR ３ ６‐２
７４３ 図１１９ １２０ N２６ M‐８２ 〇 LR ３ ７‐３
７４４ 図１１９ １２０ N１３，N１４ M‐７６，N‐７４・７８，O‐７７ ２ １７．６ 〇 LR ２ ６‐２
７４５ 図１１９ １２０ N３ R‐６７ ２ １８．６ 〇 LR ４ ６‐１
７４６ 図１１９ １２０ N５，N１３ N‐７６，O‐７７ 〇 LR ３ ７‐３
７４７ １２０
７４８ １２１
７４９ 図１１９ １２１ トレンチ L‐７６ 〇 羽状 ３ ３‐２
７５０ 図１１９ １２１ N１３ N‐７６ 〇 LR ３ ８‐１
７５１ 図１１９ １２１ � M‐６７ 〇 羽状 ２ １０‐２
７５２ 図１１９ １２１ N１４，N２６，� K‐７５・７８・７９，M‐７５・７６ 〇 LR ２ ９‐２
７５３ 図１１９ １２１ N３３ M‐７５ 〇 LR ２ ７‐３
７５４ 図１１９ １２１ N２６ K‐７８ 〇 無文 ２
７５５ 図１２０ １２２ N４，N１３，N１４，N３３， 南側盛土遺構，L‐７３・８０，M‐ ２ 〇 LR ３ ９‐３
７５６ １２２ �a ７６・８０，N‐６９・７６・７７・７８
７５７ 図１２０ １２２ N１３ O‐７５ 〇 LR ６ １‐２
７５８ 図１２０ １２２ N２６ O‐８４ 〇 羽状 ４ ９‐１
７５９ 図１２０ １２２ N３３ L‐７６ 〇 LR ４ ９‐１
７６０ １２２
７６１ 図１２０ １２３ N２６ 南側盛土遺構，N‐８１ 〇 LR ２ ３ ３‐１
７６２ 図１２０ １２３ N１３ O‐７７・７８ 〇 LR ４ ９‐１
７６３ 図１２０ １２３ N３３ M‐７６ 〇 LR ３ ９‐２
７６４ 図１２０ １２３ N１３ O‐７５ 〇 LR ５ ９‐２
７６５ 図１２０ １２３ N１３ N‐７５ 〇 羽状 ４ ９‐２
７６６ 図１２０ １２３ � M‐８３ 〇 羽状 ４ ９‐１
７６７ 図１２０ １２３ トレンチ M‐８１ 〇 羽状 ３ ９‐１
７６８ 図１２０ １２３ N２６ N‐８１ 〇 LR ４ ９‐２
７６９ 図１２０ １２３ N３３ O‐７６ 〇 LR ２ ９‐２
７７０ 図１２０ １２３ N２６，N３５ K‐７５・７６ 〇 LR ３ ９‐１
７７１ 図１２０ １２３ N１３ N‐７４ 〇 羽状 ３ １２‐４
７７２ 図１２０ １２３ N２６ M‐８２ 〇 LR ４ １２‐４
７７３ 図１２０ １２３ N３３ M‐７６ 〇 羽状 ３ １０‐１
７７４ 図１２０ １２３ N２６ K‐７８ 〇 羽状 ２ １０‐１
７７５ 図１２０ １２４ N１４，N３６ L‐７５ 〇 羽状 ５ ７‐３
７７６ 図１２０ １２４ N３３ M‐７５ 〇 LR ２ １４‐２
７７７ 図１２０ １２４ N１３ O‐７５ 〇 LR ４ １２‐３
７７８ 図１２０ １２４ N１３ N‐７７ 〇 LR ５ ９‐１

８６



表１４ 後期後葉の掲載土器一覧表（１０）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

７７９ 図１２０ １２４ N１３ N‐７６ 〇 LR ３ ７‐１
７８０ 図１２０ １２４ N２６ L‐７７ 〇 羽状 ３ １２‐１
７８１ 図１２０ １２４ N４ S‐６５ LR １
７８２ 図１２０ １２４ N５ O‐７８ 〇 LR ２
７８３ 図１２０ １２４ N１３ N‐７６ 〇 LR １２‐４
７８４ 図１２１ １２４ N５，N１３ N‐７９・８０，O‐７９・８０ ２ １９．８ ５．８ ７．４ 無文 ０‐１
７８５ 図１２１ １２４ N１３，N１４ O‐７４・７６，P‐７６ ２ １３．８ ６．２ ６．５ 無文 ０‐１
７８６ 図１２１ １２５ N５，N１３，N３３ M‐７６，N‐７６ ２ ８．０ ３．１ ６．５ 無文 ０‐１
７８７ 図１２１ １２５ N１３，N１４，N３６ M‐７５，N‐７５ ２ １４．９ ５．１ １２．６ ５ ０‐１
７８８ 図１２１ １２５ N２６，N３３，N３６ N‐７５・７９，O‐８０ ２ １０．２ ３．１ ６．３ 単節 R
７８９ 図１２１ １２５ N１３，N１４，N２６ M‐７７・７８ ２ １３．４ ４．１ ７．６ RL・LR
７９０ 図１２１ １２５ N１４，N２６，N３３ K‐７９，L‐７７，M‐７５・７７ ２ １５．８ LR

７９１ 図１２１ １２５
N５，N１３，N１４，N３３，N
３６

L‐７５，M‐７５・７６，N‐７５ ２ １１．４ ５．０ １０．３ LR

７９２ 図１２１ １２５ N５，N１３，N１４ L‐７７，M‐７６，N‐７６・８０，O‐８０ ２ １３．３ ４．９ １０．７ ５ LR
７９３ 図１２１ １２５ N１３，N２７ O‐８２ ２ ２０．６ ５．６ １２．６ RL

７９４ 図１２１ １２５
N５，N１３，N１４，N２６，N
３４，�

L‐７６・７８，M‐７８，N‐７８・７９，O‐
７８

２ ２１．０ １１．１ ２４．８ LR

７９５ 図１２１ １２６ N２６，N３４，�b L‐７９，M‐７９ ２ ３１．５ 羽状
７９６ 図１２１ １２５ N３３ M‐７６ ２ １２．２ ３．５ ６．５ LR ２
７９７ 図１２１ １２５ N２６，�，� K‐７６・７７ ２ １９．８（５．０）（１３．７） 〇 RL ２
７９８ 図１２１ １２６ N１３，N１４ N‐７５，O‐７４・７５ ２ １９．２ ６．０ １４．２ ６ LR ２
７９９ 図１２１ １２６ N１４，N３６ L‐７４・７５ ２ １７．０ ４ 羽状 ３
８００ 図１２１ １２６ N２６，N２７ M‐８１，N‐８１ ２ ２０．８ 羽状 ４

８０１ 図１２１ １２６
N２０，N２１，N２３，N２４，
�，�，� N‐８４・８５ ２ １８．２ ４．３ １３．５ ５ LR ４

８０２ 図１２１ １２６ N５，N１４，N２６，N３３ J‐７６，K‐７６，L‐７６ ２ ２０．６ ７．３ １５．３ ４ 羽状 ３
８０３ 図１２２ １２６ N１３ O‐７６ ２ ２７．９ ６．４ ９．５ （５） LR ５
８０４ 図１２２ １２７ N２６ J‐７７，K‐７６～７８ ２ １５．７ ５．０ １２．８ ５ LR ４
８０５ 図１２２ １２７ N１３ N‐７８・７９，O‐８０ ２ １１．８ ４．３ ９．１ LR ２ ２ １ １‐３

８０６ 図１２２ １２７
N３，N４，N５，N１４，N３６，
�

L‐７４・７５，M‐７６，R‐６７，S‐６５・
６６

２ １８．８ ８．４ ２４．０ LR １ ４ １０‐１

８０７ 図１２２ １２７
N１３，N２６，N３４，�，�，
�，�a，�b

J‐７７～８０，K‐７７～７９，L‐７７～
７９，O‐７８

２ ２２．２ ６．９ １７．４ ５ 羽状 ３ １４‐２

８０８ 図１２２ １２７ N５，N１４，N２６，N３３ M‐７７・７８ ２ ９．８ ３．６ ５．４ ５ 羽状 ２ ８‐１

８０９ 図１２２ １２７ N１３，N１４，N２６，� H‐７９，J‐７８，M‐７６，N‐７５・７６・
７８・７９，O‐７９・８０，P‐７９

２ １８．３ ５．７ １０．３ ５ 羽状 ４‐３

８１０ 図１２２ １２７ N１３，� O‐７３・７４ ２ １５．４ ４．２ １３．３ 羽状 ２ ９‐１
８１１ 図１２２ １２７ N２６ M‐８２・８３ ２ （１７．８）６．４ １３．３ ４ LR ２ ６‐２
８１２ 図１２２ １２７ N２６ M‐８２ ２ １５．７ ５．４ １２．７ ５ LR ３ ８‐１
８１３ 図１２２ １２７ N２６，�，� K‐７９ ２ １７．９ ４．６ １３．４ ５ LR ３ ７‐３ ０‐１
８１４ 図１２２ １２７ N５，N１３ N‐７６，O‐７９ ２ １６．９ ５．９ １２．２ ６ LR ３ ８‐１ ９‐１
８１５ 図１２２ １２８ N２６，� K‐７８，L‐８１，M‐８１ ２ １６．０ ４．０ １１．４ ５ 羽状 ３ ８‐２ ０‐１

８１６ 図１２２ １２８
N１３，N１４，N２３，N２６，
N３３，�b

J‐７６，K‐７８，M‐７６，N‐７５・７６・
８２

２ １６．９ ５．３ １５．３ 羽状 ３ ９‐２

８１７ 図１２２ １２８ N４，N５，N２９，N２８，� N‐６８・７９，O‐６８，P‐８４ ２ ２７．６ ７．０ １５．９ 羽状 ６ １１‐２
８１８ 図１２２ １２８ N４，N５，�a R‐６９ ２ １２．８ ５．２ １０．１ （６） LR ２ ９‐１ １‐１

８１９ 図１２２ １２８
N５，N１３，N１４，N２６，N
３０

M‐７９，N‐８０，O‐８０ ２ ３９．０ ５ LR ３ ７‐３

８２０ 図１２３ １２８
N１３，N１４，N２６，N３３，
� L‐７７，M‐７７，N‐８０・８１ ２ １４．０ ６．１ ９．８ LR １ ８‐１ ７‐１

８２１ 図１２３ １２８ P‐４０６，N３，N３３，N３５ M‐７５・７６・７８，S‐６７ ２ １７．７（５．２）（１０．０） LR ４ ８‐１

８２２ 図１２３ １２８
N１４，N２６，N３３，N３４，
N３６

L‐７４～７６，M‐７６，N‐７５ ２ １６．８ ４．０ １０．８ ６ LR ２ ７‐３

８２３ 図１２３ １２８ N１３，N１４，N３６ M‐７５，N‐７５・７６ ２ １９．４ ６．５ １５．９ ４（８） 羽状 ３ １０‐２９‐１
８２４ 図１２３ １２８ N１３，N１４ M‐７７・７８，N‐７８・８０，O‐７９・８０ ２ １９．９ ５．０ １０．０ 羽状 ２ ７‐３

８２５ 図１２３ １２８
P‐１４，N４，N５，N１３，N
１４，N２６，N３２，N３３，�

K‐７９，L‐７６，M‐７４・７８・７９，N‐
７７～７９，O‐７４・７５・７７～７９・８２

２ １７．７（４．９）（１０．１） LR ２ ８‐１

８２６ 図１２３ １２９ N１３，N１４，N３３ M‐７５，O‐７６・７７ ２ ９．２ ３．１ ６．５ ５ LR ２ ９‐１
８２７ 図１２３ １２９ N１８，N２６，N３３，�a L‐７６・８０，M‐８２ ２ ８．２ ４．１ ４．９ ６ 無文 ３ ９‐１
８２８ 図１２３ １２９ N１３，N３３ M‐７６，N‐７５ ２ １１．６ ６ LR ５ ９‐１
８２９ 図１２３ １２９ N５，N１４，N３３ L‐７７，M‐７７ ２ １５．６ LR ３ ９‐３
８３０ 図１２３ １２９ N２６，�b K‐７８，L‐７８ ２ １４．０（３．２）（６．５） LR １ １６‐２
８３１ 図１２３ １２９ N５，N１３，N２６，� M‐７８，O‐７４ ２ １９．２ １０．４ ５ 羽状 ８‐１
８３２ 図１２３ １２９ N５，N１３，N１４ N‐７５・７６・８０，O‐７９・８０，P‐７６ ２ １８．６ ５ LR ２ ７‐１

８３３ 図１２３ １２９ N５，N１３，N１４ N７６・７８，O‐７９・８０ ２ ２２．２ ８．３ １９．２ ５ 羽状 ２
８‐１
９‐１

８３４ 図１２３ １２９
N１３，N１４，N２６，N３６，
�

L‐７８・７９，N‐７６・７８・８１，O‐８０・
８１

２ １８．１ ５．７ １１．９５（１０） RL ３ ２‐３ １‐１

８３５ 図１２３ １２９ N１３，� O‐７４・７５ ２ １０．７ ３．４ ４．７ ５ LR １ １１‐２
８３６ 図１２３ １２９ N５，N１４，N３３ M‐７７・７８ ２ １１．８ ５ 無文 １ ７‐３

８３７ 図１２３ １２９ N４，N１３，N１４，N２６
L‐７３・７８，M‐７８，N‐７４・７６・７７・
８０

２ ２３．９ LR ２ ９‐２

８３８ 図１２４ １３０ N１３，N１４，N３３，� M‐７６・７７，N‐７４～７６ ２ １１．６ ４．１ ７．８ ５ LR ２
８３９ 図１２４ １３０ N１３ N‐７５，O‐７４・７５ ２ １３．３ ４．４ １０．４ ６ LR ２ ９‐１ ０‐１
８４０ 図１２４ １３０ N１３，N３３ M‐７５・７６，N‐７５ ２ １７．０ ７．４ １０．４ ８ 羽状 ４ １４‐１１‐１ ０‐１

８４１ 図１２４ １３０ N４，N５，N３３
M‐７４・７７，N‐６９・７０，O‐６６，P‐
６７

２ ２３．１ ８．８ １３．０ （５） 羽状 ３ １５‐２９‐１ １‐１

８４２ 図１２４ １３０ N５，N１３，N１４，N３３ M‐７７，N‐７７・７９・８０ ２ ２１．６（９．１）（１４．２） ５ RL １ ３
８４３ 図１２４ １３０ N１３ O‐８０ ８．２ RL １‐１
８４４ 図１２４ １３０ N２６ M‐８２ ５．１ 羽状
８４５ 図１２４ １３０ N１３ N‐８０ ５．３ 無文 ０‐１
８４６ 図１２４ １３０ N１３ M‐８０ ６．５ 無文 ０‐１
８４７ 図１２４ １３０ N３３ M‐７６ ４．７ 無文 ０‐１
８４８ 図１２４ １３０ N２６ O‐８１ ６．６ 無文 ０‐１
８４９ 図１２４ １３１ N１３ N‐８０，O‐８０・８１ ２ ６．３ ２．４ ６．１ ４ LR １
８５０ 図１２４ １３１ N５，N１３ N‐８０ ２ ２０．３ ７．１ ６．５ 羽状 ３ ９‐２
８５１ 図１２４ １３１ トレンチ R‐６７ ２ ４．２ ３．０ ５．３ 無文
８５２ 図１２４ １３１ N３，N１３，N１４，N３３，� M‐７４，N‐７３～７５，O‐７４～７７ ４ ８．２ LR ３ １２‐３
８５３ 図１２４ １３１ N４，N２６，�，�a J‐７６～７８，K‐７７・７９・８０，N‐７１ ４ １８．９ 羽状 ３

８７



表１５ 後期後葉の掲載土器一覧表（１１）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

８５４ 図１２４ １３１ N５，N１３，�，�，�b O‐７９，P‐７８・７９ ４
１１．４
９．４

７．３
４．６

４．６ LR ３ ６‐１

８５５ 図１２４ １３１ N１３ N‐７９ ４
７．７
４．８

４．９
１．３

３．７ LR

８５６ 図１２５ １３１ N２６ N‐８２ RL ２ ２
８５７ 図１２５ １３１ N２６，N２７ O‐８３，P‐８３ 羽状 ２ ２
８５８ 図１２５ １３１ N３３，�b M‐７９，N‐７１・７７ 羽状 ２ ２ １３‐１
８５９ 図１２５ １３１ N２６ P‐８２ 羽状 ２ ３ ７‐１
８６０ 図１２５ １３２ N１３ P‐７５ 羽状 ２ ３ ８‐１
８６１ 図１２５ １３２ N１３ O‐７４，P‐７３ 羽状 ２ ２ １０‐２
８６２ １３２
８６３ 図１２５ １３２ N１３，N３０ N‐８０，P‐８３ 羽状 ２ ２
８６４ １３２
８６５ 図１２５ １３２ N１３，N１４，�b O‐７２・７３ ２ １６．９ 羽状 １ １
８６６ 図１２５ １３２ N１３ P‐７４ 無文 ０‐１
８６７ 図１２５ １３２ N３３ L‐７７ 無文 ０‐１
８６８ 図１２５ １３２ N５，N１３，N１４，�a M‐７６，O‐７７，P‐７４・７５，Q‐７５ 無文 ０‐１
８６９ 図１２５ １３２ N２６ M‐８２ ２ ９．５ LR
８７０ 図１２５ １３２ N２６，N３４ K‐７８ ２ １１．９ LR
８７１ 図１２５ １３２ N３３ N‐７５ ２ １４．０ LR
８７２ 図１２５ １３３ N１４，N３３ M‐７６，N‐７７ ２ １４．６ 羽状
８７３ 図１２５ １３３ N１３ N‐７９ ２ １８．８ ５．０ ９．０ LR

８７４ 図１２５ １３３ N１４，N２６，� J‐７７・７９，K‐７９，L‐７６，M‐７５，
N‐８３

２ ２１．２ ６．３ １２．４ LR

８７５ 図１２５ １３３ N１３ N‐８０ LR
８７６ 図１２５ １３４ トレンチ N‐８１ 羽状
８７７ 図１２５ １３４ N１３ O‐７４ ２ 羽状
８７８ 図１２５ １３４ N３３ N‐７５ LR
８７９ 図１２５ １３４ トレンチ M‐７４ 羽状
８８０ 図１２５ １３４ N３３，N３６ M‐７５ 羽状
８８１ 図１２５ １３４ トレンチ M‐７４ LR
８８２ 図１２５ １３４ N５，N１３，N１４，N２６ K‐７９，N‐７７・７８，O‐７８ LR
８８３ １３３
８８４ 図１２６ １３４ N１３ O‐８１ ２ ２６．７（８．０）（１２．０） LR ２
８８５ 図１２６ １３４ �b R‐６７ ２ １３．９ ３．９ ７．４ RL ２
８８６ 図１２６ １３５ N１３ L‐８０，N‐７４ 羽状 ２
８８７ 図１２６ １３５ N１４，N２６，N３４，�，�a K‐７９，L‐７７・７８，M‐７２ ３５．６ LR ３
８８８ 図１２６ １３５ トレンチ R‐６６ LR ２
８８９ 図１２６ １３５ N１３ O‐７６ 羽状 １
８９０ 図１２６ １３５ N５，N１３，N１４ L‐７５・７６，N‐７７ LR ２
８９１ １３５
８９２ 図１２６ １３５ N１，N３，N４，� R‐６５・６６ LR ２
８９３ １３５
８９４ 図１２６ １３５ N１３ N‐７８，O‐７５ ２ １２．８（２．９）（７．７） RL ２
８９５ 図１２６ １３５ N３３ M‐７５ LR ３
８９６ 図１２６ １３５ P‐６５，N１４，N２６， L‐６９・７７，N‐７７，O‐７２ LR ３
８９７ １３５ N３３，�，�b
８９８ 図１２６ １３５ N３３ O‐７７ LR ３
８９９ 図１２６ １３５ トレンチ O‐８２ LR ３
９００ 図１２６ １３６ N２６ M‐８２ LR ３

９０１ 図１２６ １３６
N２６，N３５，�，�，�，
�，�a，�b，撹乱

J‐８０，K‐８０，L‐８０，N‐６６，O‐
７５，R‐６９，V‐７６

２ 羽状 ３

９０２ 図１２６ １３６ N１３ N‐７６ LR ３
９０３ 図１２６ １３６ N１３ O‐７５ LR ４
９０４ 図１２６ １３６ N１３ O‐７９ LR ３
９０５ 図１２６ １３６ トレンチ M‐８１ 羽状 ５
９０６ 図１２６ １３６ N２６ L‐７９ RL ４
９０７ 図１２６ １３６ N２６ M‐８１ ２ ２２．５ LR ４
９０８ 図１２７ １３７ N１３，� P‐７４ LR ４ ３‐３
９０９ 図１２７ １３７ N１３ M‐７９ LR １ ７‐１
９１０ 図１２７ １３７ N５，N１３，N１４，N３３，� I‐７５，M‐７６，N‐７９，O‐７５～７７ RL ２ ２ ３‐３
９１１ 図１２７ １３７ �，� R‐６５ LR ４ ９‐１
９１２ 図１２７ １３７ N１３ N‐７９ 羽状 ２ ９‐１
９１３ 図１２７ １３７ N２６ O‐８４ LR ２ ８‐１
９１４ 図１２７ １３７ N１３，N１４ M‐７８，O‐８１ LR ５
９１５ 図１２７ １３７ N１３ N‐７５ LR
９１６ 図１２７ １３７ N５，N１３，�，�a J‐７８，L‐７５，O‐７６，P‐７４・ ２ 羽状 １ ４‐３
９１７ １３７ ７６，Q‐７５・７６・８１
９１８ 図１２７ １３７ N１３，� N‐７６，O‐７６ 羽状 ２ １５‐１
９１９ １３７
９２０ 図１２７ １３７ N１３ O‐８０ 羽状 ２ ３‐１

９２１ 図１２７ １３７ N４，N１３，N１４
L‐７４，M‐７６，N‐７７・７８，O‐７４・
７７

羽状 ２ ９‐１

９２２ 図１２７ １３７ N３，N４，� N‐７０・７１，O‐７０ LR ３ ７‐３
９２３ 図１２７ １３７ N４，N１３ M‐７３，O‐７９ LR ２ ７‐３
９２４ 図１２７ １３７ N２１ N‐８３ ２ LR ２ ７‐３

９２５ 図１２７ １３８ N１３，N１４ N‐７４，O‐７４ ２ １９．０ LR ２
７‐３
３‐３

９２６ 図１２７ １３８ トレンチ N‐７６ ２ １０．５ ２．７ ６．２ LR ２ ５‐４
９２７ 図１２７ １３８ N２６ L‐７８ RL ３ ７‐３
９２８ 図１２７ １３８ トレンチ L‐７６ RL ３ ７‐３
９２９ 図１２７ １３８ N１３ O‐７５ LR ５ ７‐３
９３０ 図１２７ １３８ トレンチ R‐６７ ２ LR １ ７‐３
９３１ 図１２７ １３８ N１４，N３３ M‐７７，N‐７５ ２ 羽状 ２ ４‐４
９３２ 図１２７ １３８ N１３ N‐７５ ２ LR ３ ９‐１
９３３ 図１２７ １３８ N５，N１３，N１４，N２６， K‐７７・８０，L‐７４，O‐７６・７９， ２ LR ４ １３‐１
９３４ １３９ �，�b P‐７６
９３５ 図１２８ １３９ N２６，� M‐８２ ２ １５．２ RL ３ ９‐２
９３６ 図１２８ １３９ �，�b I‐８５，L‐８３ ２ １４．９ LR １ ９‐１
９３７ 図１２８ １３９ N２６ M‐８３ LR １ １‐２
９３８ 図１２８ １３９ N１３ O‐７３ ２ １３．８（５．６）（１２．４） 羽状 ２ ９‐１
９３９ 図１２８ １４０ N１４，N３３ M‐７７ ２ ３５．９ LR １ ９‐２
９４０ 図１２８ １３９ N２６ M‐８２，８３ 羽状 ３ ９‐２

８８



表１６ 後期後葉の掲載土器一覧表（１２）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

９４１ 図１２８ １３９ N３３ N‐７７ RL ４ ９‐１
９４２ 図１２８ １３９ N２６ M‐８３ 羽状 １ ９‐２
９４３ 図１２８ １４０ �b N‐８２ LR ２ ９‐１
９４４ 図１２８ １４０ N１４，N２６ K‐７９，L‐７９，M‐７４ ２ LR ３ ９‐１
９４５ １４０
９４６ 図１２８ １４０ N３３ L‐７９ ２ １１．３ LR ２ １２‐３
９４７ 図１２８ １４１ N１３，N３６ N‐７４・７５ ２ LR ３ １２‐３
９４８ 図１２８ １４０ N５，N１３ L‐７６，O‐７５・７６ LR ３ １２‐３
９４９ １４１
９５０ 図１２８ １４１ N３３ M‐７６ ２ LR ３ １２‐３
９５１ 図１２８ １４１ N１３ N‐７６ ２ LR ３
９５２ 図１２８ １４１ N１３，N３６ N‐７５・７６ RL ４ １４‐２
９５３ １４１
９５４ 図１２８ １４１ N１３ N‐７７ LR ２ １２‐３
９５５ 図１２８ １４１ N３，N４，�，�b R‐６８・６９，S‐６６・６７ ４ LR ２ １２‐３
９５６ １４１
９５７ １４１
９５８ １４１
９５９ 図１２９ １４１ N１３，N１４，� O‐７３・７４，P‐７３ ３ ６．８ ４ LR １ １ ２ ４ ０‐１１５‐１

９６０ 図１２９ １４２
N４，N１３，N１４，N３３，N
３４，�，�b

M‐７７・８０，N‐７４・７８，O‐６９・７５ ３ 羽状 ２ ３ １６‐１

９６１ 図１２９ １４２ N１３ M‐８０ ３ ７．６ 羽状 １ １ １ １５‐１

９６２ 図１２９ １４２
N１，N３，N４，N２６，N３４，
�，� L‐７７・７８，O‐７６，Q‐６６・６７ ３ ７．１ ３．０ １７．２ ４ 羽状 １ １

９６３ 図１２９ １４２ N１３ P‐７４ ３ 羽状 １６‐１
９６４ 図１２９ １４２ N１３ M‐７９ ３ ６．８ ４ LR ２ ２ ２ ０‐１
９６５ 図１２９ １４２ N１７，N１９，N２２，� Q‐８７，R‐８６・８７，S‐８７ ３ ３．０ 羽状 １４‐１
９６６ 図１２９ １４２ N１３，N１４，�，�a，�b P‐７２・７４，Q‐７３・７４，R‐７４ ３ 単節羽状 １ １４‐１

９６７ 図１２９ １４２
N１，N５，N１３，N２６，�，
�b

K‐７９，M‐８１，N‐８０・８１，O‐６７・
８０

３ ３．９ LR １ ３ １６‐１

９６８ 図１２９ １４２ N１３，� O‐７７ ３ 羽状 １３‐１
９６９ 図１２９ １４２ N５，N１３，N１４ M‐７７，N‐７５・７７・８０，O‐８０ ３ ５．７ 羽状 １０‐１１４‐１
９７０ 図１３０ １４３ �，�a M‐８５・８７，N‐８５・８７・８８ ３ ７．４ １．７ ２３．０ ５ RL ４ ２ ３ １０‐２１７‐２
９７１ 図１３０ １４２ N４，N３３，N３６，� M‐７５・７６，N‐７５，R‐６７，S‐６８ ３ LR ３ １５‐２
９７２ 図１３０ １４３ N１４，N３３ M‐７５～７７，N‐７６ ３ ６．８（４．０）（２８．６） ４ LR ３ ３ １４‐２

９７３ 図１３０ １４３ N２６ O‐８４ ３ ９．０ ４．０ ２０．９ ４ 羽状 ３ ４
１５‐２
８‐１

９７４ 図１３１ １４２ N５，N１３，N１４，N３４，� L‐７７，N‐７９・８０，O‐７９・８０，P‐
７６・７７・７９・８７

３ 羽状
１７‐２
９‐３

９７５ 図１３１ １４３ N５，N１３，N３５，N３６ L‐７４・７５，N‐７５・７６・７８，O‐７５ ３ ３．４ LR ２ ５ １０‐２１‐１
９７６ 図１３１ １４３ N３３ M‐７６ ３ ８．２ ３．１ １６．１ （５） LR ６ ５‐３
９７７ 図１３１ １４３ N４ O‐７０ ３ LR ８ １４‐２
９７８ 図１３１ １４４ N１，N３，N４，�，�b Q‐６７・６８ ３ LR １ ８‐１１０‐２

９７９ 図１３１ １４４ N４，N１３，N２６，� J‐７３，K‐７８，L‐７２・７３，N‐７１・
７６，O‐７０

３ 羽状 ６‐２

９８０ 図１３１ １４４ N１９，N２２，N２３ Q‐８５～８７，R‐８７ ３ LR ３ １２‐３
９８１ 図１３１ １４４ N１３ O‐７７ ３ ３．０ LR １２‐３

９８２ 図１３１ １４３
P‐１１５９，N３７，�，�，�
b

H‐７３・７４，I‐７３・７４，J‐７３ ３ ８．４ ３．３ ２０．６（１８） 羽状 ２ ４ ５ ３‐１１４‐２

９８３ 図１３２ １４４
N４，N１３，N１４，N３３，N
３６，�

L‐７７，M‐７６，N‐７３・７４・７６・７７，
O‐７５～７７

３ ５．８ LR ５‐３

９８４ 図１３２ １４４ N２６，� K‐７６，M‐７０ ３ ２．６ RL ２ １２‐３
９８５ 図１３２ １４４ N２６ M‐８３，N‐８３ ３ 羽状 ７ １２‐３
９８６ 図１３２ １４４ N３，N４，�b R‐６７ ３ LR ３ ７‐３

９８７ 図１３２ １４４
N１４，N２６，N３３，N３６，
�a

J‐７７，L‐７７・７８，M‐７４・７７・８１，
N‐７４

３ ５．２ 羽状 １２‐１０‐１

９８８ 図１３２ １４４ N１３，� M‐７６ ３ ３．５ 羽状 １２‐２

９８９ 図１３２ １４４
F‐１１４３，N１３，N１４，N
３３，N３５，N３６，�，�b

M‐７５，N‐７４～７７，O‐７３・７７，R
‐６８

３ ５．７ LR １２‐３

９９０ 図１３２ １４４ N３，N４ S‐６６ ３ 羽状 ２

９９１ 図１３２ １４５
N４，N１４，N２６，N３４，N
３５，N３６，�，�，�，�a，
�b

J‐７３・７５～７８，K‐７５～８０，L‐７５
・７７・７９・８０，N‐７６，R‐７３

３ 羽状 ５‐３

９９２ 図１３３ １４５ N５，N１３，�，� N‐７６・７８，O‐７７・７８，P‐７８ ３ RL １ １０‐２
９９３ 図１３３ １４５ N１３，N１５，N２６ O‐８０～８２ ３ ４．７ ２．２ ７．３ 無文 ２ ２ ９‐１ ７‐３

９９４ 図１３３ １４５
N４，N２６，N３３，N３４，N
３６，�，�，�

K‐７９，L‐７４・７８・７９，M‐７３・７９，
N‐７２・７３・７６・８４

３ LR

９９５ 図１３３ １４５ N２６，N３４ K‐７７・７９ ３ ７．４（５．２）（２２．４） ２ RL １２ ７‐３

９９６ 図１３３ １４５
N１４，N２６，N３３，N３４，
�a

L‐７７，M‐７７・７８ ３ ５．１ 羽状
１０‐１
１‐２

０‐１

９９７ 図１３３ １４５ N３６ N‐７４・７５ ３ 羽状

９９８ 図１３３ １４５ SE２，N１３，N１９，� M‐８１，N‐７５，O‐７２・７４～７６，Z
‐７２

３ 羽状 ９‐１
５‐３
９‐１

９９９ 図１３３ １４５
N３，N５，N１３，N３３，N
３６，�，�，�

L‐７４・８８，M‐７４～７６，O‐７５・７７
・７９，P‐７５・７７・７８・８０，Q‐６６・７３

３ １．９ ４ 無文 １ ２ ５ ７‐１ ８‐１

１０００ 図１３３ １４５ N５，N１３，N１４，�，�b P‐７６・７７，Q‐７２ ３ RL １０‐２
１００１ 図１３３ １４５ N５，N１４，N２６ K‐７６・７７，L‐７６・７７ ３ LR ９‐２

１００２ 図１３３ １４６
N５，N１３，N１４，N３３，�
b

M‐７６，N‐７６，R‐７３・７４ ３ 羽状

１００３ 図１３３ １４６ N２６ M‐７８ ３ 無文
１００４ 図１３３ １４６ N１３ P‐７４ ３ 無文
１００５ 図１３４ １４６ N２６，�a M‐８０・８１，N‐８０ ３ ７．７ 無文 ２ ３‐３
１００６ 図１３４ １４６ �b N‐８１ ３ 無文 ０‐１
１００７ 図１３４ １４６ N１３ O‐７６ ３ ３．０ LR １２‐３
１００８ 図１３４ １４６ N１４，N３３ L‐７７，M‐７７ ４ ５．６ 羽状
１００９ 図１３４ １４６ N５，N１３，� N‐７６ ３ LR ３
１０１０ 図１３４ １４６ N４，N５，� L‐７１，M‐７２ ３ ４．２ LR
１０１１ 図１３４ １４６ N５，N３３ M‐７５，N‐７８ ３ ３．９ 無文 ０‐１
１０１２ 図１３４ １４６ N１３，N１４，�，�a M‐７７・７８，N‐７４，O‐７４ ３ ７．７ 羽状 ４ １‐１
１０１３ 図１３４ １４６ N３３ L‐７６ ３ ５．８ （４） 無文 ０‐１
１０１４ 図１３４ １４７ N１４，N３６ M‐７４，N‐７５ ３ ５．１ ４ RL ４ １‐２

８９



表１７ 後期後葉の掲載土器一覧表（１３）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

１０１５ 図１３４ １４７ N１３，N１４，N３３ M‐７５・７６，N‐７６ ３ ９．５ （１８） 羽状 １
１０１６ 図１３４ １４７ N４ O‐８０・８１，Q‐６７ ３ ５．０ （６） LR ２ ０‐１
１０１７ 図１３４ １４７ N５，N１３，�，�b O‐７７，P‐７９・８１，Q‐８０ ３ ８．２ （５） LR ４ ０‐１
１０１８ 図１３４ １４７ N２６ K‐７８ ３ ３．１ LR ３
１０１９ 図１３４ １４７ N１３，N３３，N３５，N３６ M‐７５・７６，N‐７５・７６ ３ ６．９ ４ LR ５ ４‐２
１０２０ 図１３４ １４７ SE２，N５，N１３，N３３ M‐７６，N‐７７，O‐７７，U‐７６ ３ １６．１ 羽状 ０‐１
１０２１ 図１３４ １４７ N１３ O‐７５ ３ 無文
１０２２ 図１３４ １４７ N１３ M‐７８ ３ 羽状 ２ ２ １ １
１０２３ 図１３４ １４７ N１３，N３３ M‐７７・７９，N‐７８ ３ 不明 ２ ２ ２ ３ ０‐１
１０２４ 図１３４ １４７ N２６ M‐７５ ３ ６．２ LR ０‐１
１０２５ 図１３４ １４７ N１３ O‐８１ ３ 羽状 １
１０２６ 図１３４ １４７ N１３ N‐７６ ３ 羽状 ４
１０２７ 図１３４ １４７ N１３，� Q‐７３，S‐７３ ３ 無文
１０２８ １４７
１０２９ 図１３４ １４７ N１３ N‐７５・７６・７８ ３ １０．１ LR ６ ０‐１

１０３０ 図１３４ １４９
N３，N５，N１３，N３５，N
３６，� M‐７５，N‐７４～７６，S‐６７ ３ LR ２ ３ １３‐３

１０３１ 図１３４ １４９
P‐１１６３，N５，N１３，N１４，
N２６，N３３

M‐７５・７６・７９・８０，N‐８０，O‐７９・
８０

３ 羽状 ７

１０３２ 図１３４ １４９ N５，N１３ N‐７７ ３ 羽状 ２ ８‐１ ５‐４
１０３３ 図１３４ １４７ N１３，N２２，�b O‐７４・７８，P‐８０，Q‐８７，S‐７１ ３ LR ２ ３
１０３４ 図１３４ １４７ N１３，N３５，� N‐７５・７６，O‐７４ ３ LR ２ １０‐２１０‐２
１０３５ 図１３４ １４８ N２６，�a K‐７７・７８，L‐７８ ３ LR ９ １‐１１７‐２
１０３６ 図１３４ １４８ N１３ O‐７６ ３ LR ７‐３

１０３７ 図１３４ １４９ N１３
L‐７４・７５，M‐７４～７６，N‐７５・７６，
O‐７６・７７

３ LR ４

１０３８ 図１３４ １４９ N５，N１９，N２６，�b M‐７７，O‐８１，P‐８１，Q‐８１・８６ ３ 羽状 ２ ３
１０３９ 図１３４ １４８ N１３，N３６ L‐７４，O‐７６ ３ LR ２
１０４０ 図１３４ １４９ N５，N１３ O‐７６ ３ LR １
１０４１ 図１３５ １４８ N２，N４，N５，� K‐７６，N‐７７，P‐６５，R‐６９・ ３ 羽状 １４‐１１４‐１
１０４２ １４８ ７０，S‐７０
１０４３ 図１３５ １４８ N４，N１３，N３３，� 南側盛土遺構，N‐７６，O‐７２・ ３ LR ４ １０‐２
１０４４ １４８ ７５・７７，P‐８０
１０４５ 図１３５ １４８ N５，�a O‐７６ ３ LR
１０４６ １４８
１０４７ 図１３５ １４８ N４，N１３ P‐７７ ３ 羽状 １ ２
１０４８ 図１３５ １４８ N３３ M‐７６ ３ RL １ １０‐２
１０４９ 図１３５ １４８ N１３ O‐７５ ３ LR
１０５０ 図１３５ １４８ N２６ K‐７８ ３ LR １６‐３
１０５１ 図１３５ １４８ N４，N１３，N１４ M‐７０，O‐７２，Q‐７３ ３ 羽状
１０５２ 図１３５ １４８ N１３ O‐７５ ３ 無文
１０５３ 図１３５ １４８ � O‐７３ ３ 羽状
１０５４ 図１３５ １４８ N２６ J‐７９ ３ LR

１０５５ 図１３５ １４８
N１３，N１４，N２６，N３３，
N３６

K‐７４，L‐７７，M‐７５，N‐７７・７８ ３ LR

１０５６ 図１３５ １４８ N３３ L‐７７ ３ LR １４‐２
１０５７ 図１３５ １４８ N３３ N‐７７ ３ LR
１０５８ 図１３５ １４９ トレンチ M‐７７，N‐７７ ３ RL
１０５９ 図１３５ １４９ N５，N２６ L‐７８，M‐７８ ３ LR
１０６０ 図１３５ １４９ N２６ L‐７９ ３ LR １７‐２
１０６１ 図１３５ １４９ N１３ N‐７４・７５，O‐７４ ３ 羽状 １０‐１
１０６２ 図１３５ １４９ N１４，N２６ L‐７８，M‐７７ ３ 羽状 １０‐１
１０６３ 図１３５ １４９ N２６ K‐７７ ３ LR ６‐２
１０６４ 図１３５ １４９ N５，N１３，N３３ N‐７６・７７ ３ LR ７‐２
１０６５ １５０
１０６６ 図１３５ １５０ N１３，N３３，�a N‐７５・７６ ３ RL １３‐２
１０６７ 図１３５ １５０ N３０ Q‐８３・８４ ３ LR
１０６８ 図１３５ １５０ N３３ M‐７６ ３ LR １２‐４
１０６９ 図１３５ １５０ O‐８７ ３ LR １４‐２
１０７０ 図１３５ １５０ N１３ N‐７６ ３ LR １０‐２１０‐２
１０７１ 図１３５ １５０ N３，N４ R‐６７ ３ 羽状
１０７２ 図１３５ １５０ � M‐８３，N‐８３ ３ LR １２‐１
１０７３ 図１３５ １５０ N２６，� M‐７９，N‐７８ ３ ６．０ 羽状
１０７４ 図１３５ １５０ N３３ M‐７６，N‐７５・７６ ３ ５．１ 羽状 １５‐４
１０７５ 図１３６ １５０ N５ M‐７６ １ １１．９ ２．５ ７．４ （７） LR ２ １‐１
１０７６ 図１３６ １５１ N５，N１３，� N‐７６，N‐７５・７８ １ １２．３ ３．１ １０．７ LR １ １ １３‐３０‐１１２‐３
１０７７ 図１３６ １５１ N２６，N３４，�a J‐７８・７９，K‐７８，L‐７８ １ １３．６ ５．８ １０．６ ４ LR １ １ ０‐１
１０７８ 図１３６ １５１ N５ M‐７６，N‐７９，O‐７９ １ １６．６ （６） LR ３ ３ １２‐４０‐１
１０７９ 図１３６ １５１ N５，N１４，N３６ M‐７４・７５ １ １５．２ ５．５ １３．９ ６ LR ４ ６ １‐１ １‐１
１０８０ 図１３６ １５１ N５，�a N‐７９・８０，P‐７０ １ １４．４ ３．８ ９．９ 〇 羽状 １ １０‐１０‐１
１０８１ 図１３６ １５１ N５，N３５，N３６ M‐７４ １ ３５．５ ６ 〇 LR ４ ３ ０‐１

１０８２ 図１３６ １５１ N５，N１３，N１４，N３６，� M‐７４～７６・７９，N‐７４・７６・７７・
８４，O‐７７～７９

１ ３７．０ ７．８ ４８．０ ８ 〇 LR ４ １ ０‐１

１０８３ 図１３６ １５１ N４，N３６ L‐７４，M‐７４ １ １４．５ 〇 羽状 ２ ３ ３‐１ ０‐１
１０８４ 図１３６ １５２ N５，N３５，N３６ L‐７５，M‐７４・７５ １ ２７．６ ７．５ ２６．４ （７） 〇 LR ５ ４ ０‐１
１０８５ 図１３７ １５２ N５，N１３ O‐７９ １ ３１．３ ７．６ ３２．８（１０） 〇 LR ３ ２ ０‐１
１０８６ 図１３７ １５２ N５，N１３ M‐７７，N‐７６・７７ １ ２０．８ ５．９ １８．７（１６） 〇 LR ２ ４ ０‐１１５‐４

１０８７ 図１３７ １５２ N５，N３４，� N‐７８，O‐７７ ２ ２０．６ （８） 〇 LR ２
６‐２
０‐１

１０８８ 図１３７ １５３ N３６ N‐７３ １ ２３．５ ２．１ ２７．９ 〇 羽状 ３ ２ ０‐１１５‐４０‐１

１０８９ 図１３７ １５３ N３６，� L‐７４・７５，M‐７４，N‐７８ ２ ３７．４ ６．７ ４５．４ 〇 LR ４ ５
４‐２
０‐１

１０９０ 図１３７ １５２ N５，N１３ N‐７６ １ ２１．６ ８ 〇 LR ５ ８ ０‐１
１０９１ 図１３７ １５２ N３５，N３６ M‐７４・７５ １ ７．２ LR ７ ７‐３

１０９２ 図１３８ １５３
N４，N２６，N３４，�，�，
�a

M‐７３・７７～７９，O‐７８ １ ２０．６ LR ２ ７‐１

１０９３ 図１３８ １５３ N５ N‐７６ １ LR ２ ６‐２
１０９４ 図１３８ １５３ N３５ N‐７６ １ LR ４ ９‐１
１０９５ 図１３８ １５３ N３，� S‐６７ ２ 羽状 １ ４
１０９６ 図１３８ １５３ N１ R‐６６ １ １６．７ LR ３ １５‐４
１０９７ 図１３８ １５３ N５，�，� O‐７８ １ LR １ ３ ３‐２ ０‐１１５‐４
１０９８ １５４
１０９９ 図１３８ １５４ N３ S‐６６・６７ １ １５．８ LR ２ １ ９‐１ ０‐１ ９‐１
１１００ 図１３８ １５４ N５ K‐７５・７６ １ LR ３
１１０１ 図１３８ １５４ N５ N‐７６ 羽状 １
１１０２ 図１３８ １５４ N３６ M‐７４ 〇 羽状 ０‐１

９０



表１８ 後期後葉の掲載土器一覧表（１４）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

１１０３ 図１３８ １５４ N３５，N３６ L‐７５，M‐７４・７５ １ ２５．１ 〇 羽状 １ ０‐１
１１０４ 図１３８ １５５ N３６ M‐７４，N‐７４ 〇 羽状 ０‐１
１１０５ 図１３８ １５５ N５ L‐７６ 〇 LR ０‐１
１１０６ 図１３８ １５５ N５ N‐７９，O‐７９ １ １７．９ 〇 LR ０‐１
１１０７ 図１３８ １５５ N５，� M‐７６，N‐７２ 〇 RL ０‐１
１１０８ 図１３８ １５５ SE２ X‐７３ 〇 LR ０‐１
１１０９ 図１３８ １５５ N５ O‐７９ １ 〇 RL ０‐１
１１１０ 図１３８ １５５ SE２ X‐７３ 〇 羽状 ０‐１
１１１１ 図１３８ １５５ N５，N３５ N‐７５・７６ 〇 LR ５ ０‐１
１１１２ 図１３８ １５５ N３ R‐６８ １ 〇 LR ３ ０‐１
１１１３ 図１３８ １５５ N３５，�a M‐７５，P‐７６ 〇 羽状 ３ ０‐１
１１１４ 図１３８ １５６ N１７，� R‐８４ 〇 羽状 ３ ０‐１
１１１５ 図１３９ １５６ N１３，N３５，N３６ N‐７５ １ ３０．０ 〇 LR ４ ０‐１
１１１６ 図１３９ １５７ SE２ V‐７６，W‐７６ ２ ３０．１ 〇 羽状 ４ ３ ０‐１
１１１７ 図１３９ １５７ SE２ V‐７６ １ 〇 LR ４ １ ０‐１
１１１８ 図１３９ １５６ N５，N３６ M‐７４，N‐７６ 〇 羽状 ４ ０‐１
１１１９ １５６
１１２０ 図１３９ １５６ N３５，N３６ M‐７４ １ 〇 LR ６ ０‐１
１１２１ １５７ ３０．４
１１２２ 図１３９ １５７ N３ S‐６７ １ 〇 LR ３ １ ０‐１
１１２３ 図１３９ １５７ トレンチ M‐７４ １ 〇 LR ４ ０‐１
１１２４ 図１３９ １５７ N５ M‐７４・７７，N‐７５ １ ２０．２ 〇 LR ４ ３ ０‐１
１１２５ 図１４０ １５７ N３６ L‐７５，M‐７４ １ 〇 LR ８ １ ０‐１
１１２６ １５７
１１２７ 図１４０ １５７ N５ L‐７６ 〇 羽状 ９
１１２８ 図１４０ １５７ N１３，N１４，N３５，N３６ M‐７４・７５，O‐７７ １ 〇 LR ３ ０‐１
１１２９ １５８
１１３０ 図１４０ １５８ N５，N３４ N‐７８ 〇 LR ９ ０‐１
１１３１ 図１４０ １５８ N３５ L‐７５ 〇 LR １１ ０‐１
１１３２ 図１４０ １５９ N３ R‐６６ 〇 １１ ０‐１

１１３３ 図１４０ １５８ N５，N１９，N３５，� L‐７５・７６，N‐７５，O‐７７，P‐７４・
７６，Q‐８４

１ ３７．５ 〇 羽状 ４ ６ ０‐１

１１３４ 図１４０ １５９ N５ N‐７６ 〇 羽状 ７ ０‐１
１１３５ 図１４０ １５９ SE２ U‐７５ 〇 羽状 ４ ０‐１
１１３６ 図１４１ １５８ N１，N３，N４，� S‐６５・６６ １ 〇 LR ４ ３ ２‐１ ０‐１
１１３７ １５９
１１３８ 図１４１ １５９ N３，� S‐６６・６７ １ １９．７ 〇 LR ７ ８ １３‐３０‐１
１１３９ 図１４１ １５８ N３，� R‐６７ １ 〇 LR ３ ４ ６‐２ ０‐１
１１４０ 図１４１ １５８ N３，�，�b P‐６７，R‐６６・６７，S‐６７・６８ 〇 RL １ １３‐３ ３‐１
１１４１ １５８ ３‐１
１１４２ １６０
１１４３ 図１４１ １６０ トレンチ O‐７９ 〇 LR １ ４‐１
１１４４ 図１４１ １６０ N５ N‐７６ 〇 LR ２ ４‐１
１１４５ 図１４１ １６０ N３ S‐６７ 〇 LR ３ １２‐３
１１４６ 図１４１ １６０ N１４，N３５，N３６ L‐７５ １ 〇 LR ４ ５ １２‐３
１１４７ １６０
１１４８ １６０
１１４９ 図１４２ １６０ N３４，N３５ L‐７５・７６ １ 〇 羽状 ３ １ ０‐１
１１５０ 図１４２ １６０ N５ N‐７７・７８ １ 〇 LR ２ ３ １１‐３０‐１ ５‐４
１１５１ １６１
１１５２ 図１４２ １６１ N５ O‐７７ １ 〇 LR ２ ３ １５‐４０‐１１２‐３
１１５３ 図１４２ １６１ N５，N２６，N３４ L‐７７ 〇 羽状 ２ １
１１５４ １６０
１１５５ 図１４２ １６１ N５，N３５ L‐７５・７６ １ 〇 羽状 ２ １２‐２０‐１
１１５６ 図１４２ １６１ N４，N５，� K‐７５・７６，N‐７２ 〇 羽状 １ １５‐３０‐１
１１５７ １６２
１１５８ 図１４２ １６２ N５，N１３ N‐７６，O‐７６ １ 羽状 ２
１１５９ １６２
１１６０ 図１４２ １６２ N５ N‐７７ １ 羽状 １０‐１
１１６１ 図１４２ １６２ N３６ L‐７４ ５．５ LR
１１６２ 図１４２ １６３ N３，N１３ N‐７７，R‐６８・６９ １ ７．６ RL ３ ９‐１ ０‐１ ９‐１
１１６３ 図１４２ １６３ N３６ M‐７３ １ 羽状 ６
１１６４ 図１４３ １６２ N４，N５，� L‐７１，N‐７８・７９，O‐７８～８０ ２ ２１．９ ５．３ １４．４ 〇 LR
１１６５ 図１４３ １６３ N５ N‐７６ ２ １７．４ ８．２ １８．０ 〇 LR
１１６６ 図１４３ １６４ N５，N３５，N３６，� M‐７５，N‐７５・７６ ２ ２１．７ 〇 LR
１１６７ 図１４３ １６３ N３ R‐６９ ２ ２７．２ 〇 LR
１１６８ 図１４３ １６３ N５ N‐７７ ２ ２８．９ ５．７ ２６．５ 〇 LR
１１６９ 図１４３ １６３ N１３，N３６ L‐７４，M‐７４，O‐７７ ２ ２５．２ ７．４ ２５．８ 〇 LR
１１７０ 図１４３ １６４ N５ N‐７７・７８，O‐７７ ２ １４．５ ４．４ １０．７ 〇 RL ３
１１７１ 図１４３ １６３ N３６ M‐７５，N‐７５ ２ ２６．４ ７．３ ２１．９ ５ 〇 LR
１１７２ 図１４３ １６４ N３６ M‐７４，N‐７４ ２ １８．６ ６．１ １３．９ ８ 〇 羽状
１１７３ 図１４３ １６４ N５，N１３ L‐７５，N‐７８ ２ ２３．２ ６．９ １１．８ ６ 〇 RL・LR ４
１１７４ 図１４３ １６４ N５，N３３ M‐７６ ２ １６．８ ５．４ １３．８ 〇 LR ４
１１７５ 図１４４ １６４ N３５，N３６ N‐７５ ２ １９．４ ５．５ １８．７ ４ 〇 LR ３

１１７６ 図１４４ １６４
N１３，N１４，N３３，N３５，
N３６

M‐７５，N‐７５ ２ ２９．０ ６ 〇 LR ５

１１７７ 図１４４ １６４ N５，N３３，N３６ L‐７５ ２ ２３．６ ６ 〇 LR ６
１１７８ 図１４４ １６５ N５，N１３，N２６，N３５ L‐７４，M‐７６，N‐７５・７６ ２ １４．４ ７ 〇 無文 ６ ９‐２
１１７９ 図１４４ １６５ N１９，N２２，� R‐８７・８８ ２ １９．３ ６ 〇 LR ４ ６‐１

１１８０ 図１４４ １６５
SE２，N４，N１４，N２６，N
３３，N３４，N３６，�，�，
�，�a，�b

I‐７５・７７，J‐７７・７８，K‐７５・７６・
７８・７９，L‐７２・７４・７５・７７・７８，M
‐７２・７４・７５・７８，Z‐７４

２ ２１．３（６．０）（２１．４） ５ 〇 羽状 ４ ７‐３

１１８１ 図１４４ １６５ N４，N１４，N３６ L‐７４・７５ ２ １４．９ ５．６ ９．６ 〇 RL ４ ９‐２
１１８２ 図１４４ １６５ N５，N３３ M‐７５・７６ ２ ９．０ ２．３ ５．６ 〇 無文 １ ７‐３
１１８３ 図１４４ １６５ N５ N‐７６ ４．７ 羽状 １３‐３
１１８４ 図１４４ １６５ N５，N１４，N３３，N３６ M‐７５・７６ ２ ２７．６ （１２） 〇 LR ５ ５‐３

１１８５ 図１４４ １６５
SE２，N４，N５，N９，N１３，
N１４，N３５，N３６，�

L‐７４～７６，M‐７３～７６，N‐７２・
７６・７８，O‐６７，S‐７２，U‐７４

２ ３８．７ ６ 〇 RL・LR ３
１‐１
０‐１

１１８６ 図１４５ １６６ N５ O‐７９ ２ 〇 無文 ０‐１
１１８７ 図１４５ １６６ N３ S‐６７ ２ 〇 LR
１１８８ 図１４５ １６６ N１３ M‐８０ ２ 〇 羽状
１１８９ 図１４５ １６６ N５ N‐７７ ２ 〇 LR
１１９０ 図１４５ １６６ N５ N‐７７ ２ LR
１１９１ 図１４５ １６６ N３６ M‐７４ ２ 〇 LR

９１



表１９ 後期後葉の掲載土器一覧表（１５）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

１１９２ 図１４５ １６６ N５ O‐７８ ２ 〇 LR
１１９３ 図１４５ １６７ N３ S‐６７ ２ 〇 LR
１１９４ 図１４５ １６７ N３ S‐６６ ２ 〇 LR
１１９５ 図１４５ １６７ N５ O‐７９ ２ 〇 RL
１１９６ 図１４５ １６７ N５ N‐７８ ２ 〇 LR
１１９７ 図１４５ １６７ N５，N３６ N‐７５ ２ 〇 LR
１１９８ 図１４５ １６８ N５ N‐７９・８０ ２ 〇 羽状
１１９９ 図１４５ １６８ N３ R‐６６ ２ ２１．２ 〇 LR
１２００ 図１４５ １６７ N５，N３５ N‐７６ ２ 〇 LR
１２０１ 図１４５ １６８ N５ N‐７８ ２ 〇 羽状
１２０２ 図１４６ １６８ N５ L‐７６ ２ 〇 羽状 ２ ２
１２０３ 図１４６ １６８ N５ O‐７８ ２ 〇 LR １
１２０４ 図１４６ １６８ N５ N‐７６ ２ １５．２ ４．９ １１．５ 〇 LR ２
１２０５ 図１４６ １６９ N５ N‐７９ ２ 〇 羽状 ２
１２０６ 図１４６ １６９ N５ M‐７７ ２ 〇 羽状 ２
１２０７ 図１４６ １６９ N２６ K‐７７ ２ 〇 LR ２
１２０８ 図１４６ １６９ N３６ L‐７４ ２ 〇 LR ２
１２０９ 図１４６ １６９ N５ N‐７６ ２ 〇 LR ２
１２１０ 図１４６ １６９ N５ N‐７９ ２ ２５．６ 〇 RL ２
１２１１ 図１４６ １６９ N５，N３６ L‐７６，N‐７５・７８・７９ ２ 〇 羽状 ２
１２１２ １７０
１２１３ 図１４６ １７０ N５ K‐７６ ２ 〇 羽状 ２
１２１４ 図１４６ １７０ N５，N３５ N‐７６，O‐７７ ２ 〇 LR ２
１２１５ 図１４６ １７０ N５ M‐７６ ２ 〇 LR ３
１２１６ 図１４６ １７０ N５ N‐７７ ２ 〇 LR ３
１２１７ 図１４６ １７０ N２６，N３４，� M‐８０ ２ 〇 羽状 ３
１２１８ 図１４６ １７０ N５ O‐７９ ２ 〇 羽状 ３
１２１９ 図１４６ １７０ N３ S‐６６ ２ 〇 LR ３
１２２０ 図１４６ １７１ N１，N３ R‐６７，S‐６７ ２ 〇 LR ３
１２２１ 図１４６ １７１ N５ N‐７８ ２ 〇 LR ３
１２２２ 図１４６ １７１ トレンチ M‐７６ ２ 〇 RL ３
１２２３ 図１４７ １７１ N３６ M‐７５ ２ 〇 LR ３
１２２４ 図１４７ １７１ N５ O‐７９ ２ 〇 LR ４
１２２５ 図１４７ １７１ N３６ L‐７４ ２ 羽状 ３
１２２６ 図１４７ １７１ N５ N‐７７ ２ 〇 LR ３
１２２７ 図１４７ １７１ N３ S‐６７ ２ 〇 LR ３
１２２８ 図１４７ １７１ N５ N‐７９ ２ 〇 LR ３
１２２９ 図１４７ １７２ N１４，N３６ M‐７５，N‐７５ ２ ２１．０ 〇 LR ４
１２３０ 図１４７ １７２ N３６ M‐７５ ２ ２３．１ ４．１ １４．９ 〇 LR ４
１２３１ 図１４７ １７２ N３ S‐６７ ２ ３５．５ 〇 LR ４
１２３２ 図１４７ １７２ N５ O‐７８ ２ 〇 LR ４
１２３３ 図１４７ １７２ N３５，N３６ L‐７４・７５ ２ 〇 LR ４
１２３４ 図１４７ １７２ N５，N１３，N３３ M‐７６，N‐７６ ２ 〇 LR ４
１２３５ 図１４７ １７２ N５ O‐７８ ２ 〇 LR ４
１２３６ 図１４８ １７２ N５，N３６ M‐７５，N‐７６ ２ 〇 LR ４
１２３７ 図１４８ １７２ N５ N‐７６ ２ 〇 LR ４
１２３８ 図１４８ １７２ N３６ M‐７５ ２ 〇 羽状 ４
１２３９ 図１４８ １７２ N３ S‐６６ ２ 〇 LR ４
１２４０ 図１４８ １７３ N３ S‐６７ ２ 〇 LR ４
１２４１ 図１４８ １７３ N５ N‐７６ ２ 〇 羽状 ４
１２４２ 図１４８ １７３ N３６ M‐７４・７５ ２ 〇 LR ４
１２４３ 図１４８ １７３ N５，N３３，N３６，� K‐７５，L‐７４・７５，M‐７６，N‐７８ ２ 〇 LR ４
１２４４ １７３
１２４５ 図１４８ １７３ N５ N‐７８ ２ LR ４
１２４６ 図１４８ １７３ N３ S‐６７ ２ 〇 LR ４
１２４７ 図１４８ １７３ N５ N‐７９ ２ 〇 LR ４
１２４８ 図１４８ １７４ N５ L‐７６ ２ ３０．５ 〇 LR ４
１２４９ 図１４８ １７３ N５ L‐７６ ２ 〇 LR ５
１２５０ 図１４８ １７３ N３６ M‐７４，N‐７４ ２ 〇 LR ５
１２５１ 図１４８ １７４ N５ N‐７８ ２ LR ５
１２５２ 図１４８ １７４ トレンチ R‐６７ ２ 〇 LR ５
１２５３ １７４
１２５４ 図１４９ １７５ N３ S‐６６ ２ ２９．３ ７．１ ２５．５ 〇 LR ５
１２５５ 図１４９ １７５ N５，N３３ L‐７６，M‐７６ ２ ２３．５ 〇 LR ５
１２５６ 図１４９ １７５ SE２ X‐７３ ２ 〇 羽状 ７
１２５７ 図１４９ １７５ N５ N‐７７ ２ ３１．８ 〇 LR ９
１２５８ 図１４９ １７５ N３６ M‐７５ ２ 〇 LR ６
１２５９ 図１４９ １７５ N‐７８ ２ 〇 LR ５
１２６０ 図１４９ １７５ N３５ M‐７５ ２ 〇 LR １２
１２６１ 図１４９ １７５ N３ R‐６７ ２ 〇 LR ５
１２６２ 図１４９ １７６ N５ N‐７９・８０，O‐８０ ２ ２４．７ 〇 RL １‐１
１２６３ １７５
１２６４ 図１４９ １７５ N５ N‐７７ ２ 〇 LR ３ １‐１
１２６５ 図１４９ １７６ N３６ M‐７４ ２ 〇 LR ３
１２６６ 図１４９ １７６ N５，N３５，N３６ M‐７５，N‐７６・７８ ２ 〇 LR ４
１２６７ 図１４９ １７６ N３ R‐６７ ２ １９．２ 〇 LR ３ ６‐２
１２６８ 図１５０ １７６ N３ S‐６５ ２ 〇 RL ３
１２６９ 図１５０ １７６ N３６ M‐７４ ２ 〇 LR ３ １‐１
１２７０ 図１５０ １７６ N５ L‐７７ ２ 〇 RL ６
１２７１ 図１５０ １７６ N３ S‐６７ ２ 〇 LR ３ １‐１
１２７２ 図１５０ １７６ N５ N‐７６ ２ 羽状 １
１２７３ 図１５０ １７６ N５ N‐７８ ２ 〇 LR ４ １‐１
１２７４ 図１５０ １７７ N５ L‐７６ ２ 〇 LR ６
１２７５ 図１５０ １７７ N５，N３６ L‐７５，O‐７７ ２ 〇 LR ３ １５‐３
１２７６ １７７
１２７７ 図１５０ １７７ SE１ X‐７３ ２ 〇 羽状 ４
１２７８ 図１５０ １７７ SE２ Z‐７４ ２ 〇 羽状 ２
１２７９ 図１５０ １７７ N４ R‐７０ ２ 〇 羽状 ３
１２８０ 図１５０ １７７ SE１ X‐７１ ２ 〇 羽状 ２
１２８１ 図１５０ １７７ N５ L‐７７ ２ 〇 羽状 １
１２８２ 図１５０ １７７ SE２ W‐７４ ２ 〇 羽状 ２
１２８３ 図１５０ １７７ SE２ X‐７３ ２ 羽状 ２
１２８４ 図１５０ １７７ SE１ W‐７２ ２ 〇 羽状 ３

１２８５ 図１５０ １７７ N３３，N３６ L‐７５，M‐７５，N‐７５ ２ １７．３ 〇 LR ９
７‐１
７‐３

１２８６ 図１５０ １７７ N５ N‐７６ ２ ２１．７ 〇 羽状 ６ ４‐２

９２



表２０ 後期後葉の掲載土器一覧表（１６）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

１２８７ 図１５０ １７７ N３５ N‐７６ ２ 〇 LR ２ ５‐２
１２８８ 図１５０ １７８ N５，N３５ L‐７６・７８，M‐７５，N‐７５ ２ １９．０（７．３）（１２．５） 〇 羽状 １ ６‐１ ０‐１
１２８９ 図１５０ １７８ N５，N１３，N３６ M‐７４・７５，N‐７６ ２ ２０．６ 〇 LR ４
１２９０ 図１５０ １７８ N５ N‐８０，O‐８０ ２ ２９．９ ７．５ ２２．０ 〇 LR ４ ５‐４
１２９１ 図１５０ １７８ N１，N３ Q‐６７ ２ １３．９ 〇 LR ４ ９‐１
１２９２ 図１５０ １７８ N５ N‐７７ ２ 〇 LR ３ ９‐２
１２９３ 図１５０ １７８ N３６ M‐７５ ２ 〇 LR ３
１２９４ 図１５０ １７８ N５，N３６ M‐７５ ２ ２６．８ 〇 LR ４ ９‐２
１２９５ 図１５１ １７８ N５，� M‐７５～７７，N‐７７，R‐６９ ２ 〇 LR ４ ５‐１
１２９６ 図１５１ １７８ N５，� K‐７５・７６，N‐７３・７５・７７ ２ ３１．６ 〇 LR ２ ５‐１
１２９７ １７８ ５‐２
１２９８ 図１５１ １７９ N５ N‐７７ ２ 〇 LR ４ １２‐３
１２９９ 図１５１ １７９ N５，N３４，� N‐７８，O‐７８ ２ １２．２ ４．５ ８．９ 〇 LR ３ ６‐２
１３００ 図１５１ １７９ N３ R‐６６，S‐６６ ２ 〇 LR ２ １２‐３
１３０１ 図１５１ １７９ N３６ L‐７５ ２ 〇 LR ４ １２‐３
１３０２ 図１５１ １７９ N５ N‐７９ ２ 〇 LR ４ １２‐３
１３０３ 図１５１ １７９ N１３，�a Q‐７４ ２ 〇 羽状 ４
１３０４ １７９
１３０５ 図１５１ １７９ N５ N‐７７・７８ ２ 〇 LR ４
１３０６ 図１５１ １７９ SE１，N９，�，� U‐７４・７５，V‐７４・７５ ２ 〇 羽状 ２ １５‐３
１３０７ １７９
１３０８ 図１５１ １７９ N３４，N３５ K‐７５・７６ ２ 〇 LR
１３０９ 図１５１ １７９ N３，N４ S‐６６ ２ 〇 羽状 ３
１３１０ 図１５１ １８０ N５ L‐７６ ２ 〇 羽状 １
１３１１ 図１５１ １８０ N５ N‐７６ ２ 〇 羽状 ２
１３１２ 図１５１ １８０ �，� L‐７７，N‐７７ ２ 羽状
１３１３ 図１５１ １８０ N５ O‐７７ ２ 〇 LR ２
１３１４ 図１５１ １８０ N１３，N３５ L‐７５，P‐７４ ２ 〇 羽状 ５
１３１５ 図１５１ １８０ N３６ M‐７４ ２ 〇 羽状 ２ １２‐４
１３１６ 図１５１ １８０ N２６，�，�a M‐８１，N‐８１，O‐８０，P‐７２・７３ ２ 〇 羽状 ５
１３１７ １８０
１３１８ 図１５１ １８０ N３６ M‐７３ ２ 〇 無文 ７‐３
１３１９ 図１５１ １８０ N１ R‐６６ ２ 〇 RL ２
１３２０ 図１５１ １８０ N３ R‐６６ ２ 〇 羽状 ３
１３２１ 図１５１ １８０ P‐２０，P‐５６，N５，N６， M‐７２・８０，N‐７９，O‐７６・７８， ２ 〇 羽状 ２ １２‐２
１３２２ １８０ N１３，N２６，�，�a, P‐７７・７８，Q‐７７
１３２３ １８０ �b
１３２４ 図１５１ １８０ N５，N３５ K‐７５・７６，L‐７５・７６ ２ 〇 羽状 ２‐１
１３２５ 図１５２ １８０ N５ M‐７７ ２ ７．８ ２．７ ４．８ 無文 ０‐１
１３２６ 図１５２ １８０ N３，N４，N１４，N３６，� L‐７４・７５，M‐７４ ２ １１．６ ３．８ ８．７ LR
１３２７ 図１５２ １８０ N３３，N３５，N３６ L‐７５，M‐７５ ２ １３．４ ３．８ ８．１ LR
１３２８ 図１５２ １８１ N３６ L‐７５ ２ １５．１ ４．５ ６．７ （８） LR
１３２９ 図１５２ １８１ N５ N‐７７・７８ ２ ９．５ ２．５ ８．０ LR ３ １‐３
１３３０ 図１５２ １８１ N５，N１３ N‐７６ ２ １３．３ LR １５‐４
１３３１ 図１５２ １８１ N３５ L‐７５ ２ １１．５ ６．１ ５．１ LR １ ９‐１

１３３２ 図１５２ １８１
N５，N１３，N１４，N３３，N
３６

L‐７４，M‐７６・７７，N‐７６～７８，O
‐７８

２ １３．４ ６．２ ７．５ LR １ ７‐３ １‐１

１３３３ 図１５２ １８１ N５，N３４，N３５，� K‐７５，L‐７５・７６，P‐６７ ２ １４．３ ５ 無文 ２ ５‐１
１３３４ 図１５２ １８１ N５ N‐７９・８０，O‐７８ ２ １３．４ ４．９ ６．５ RL ２ １２‐３

１３３５ 図１５２ １８１ N５，N１３，N３５，N３６ K‐７５，M‐７４・７５，N‐７７ ２ １４．５ ４．２ ９．２ ７ 〇 LR ４
１０‐１
９‐１

１０‐１

１３３６ 図１５２ １８１ N５ N‐７８ ２ １４．３ ４．３ ７．４ ５ LR ３ １０‐２１‐１
１３３７ 図１５２ １８１ N５，� M‐７７，N‐７６・７７ ２ ２４．０ ５．８ １２．５ ９ 羽状 ６ １‐１ １‐１

１３３８ 図１５２ １８２ N５，N１３ N‐７７・７８ ２ ２０．１（２．８）（１３．９） LR ５ ５‐３

１３３９ 図１５２ １８２ トレンチ M‐７５，N‐７８ ２ １６．８ ２．８ １１．１ ３ １４‐２１‐１
１３４０ 図１５２ １８１ SE２，N５，� N‐８０，O‐７９，X‐７２，Y‐７３ ２ ２５．４（７．４）（１０．１） ９ RL ３ １‐１
１３４１ 図１５２ １８２ N５ O‐７９ ４．５ LR

１３４２ 図１５２ １８２ N３６ L‐７５・７６ ４
１３．２
１０．４

６．４
３．９

４．５ LR １１ １‐１

１３４３ 図１５２ １８２ N３５ N‐７５ １．８ LR ７‐３
１３４４ 図１５２ １８２ N３５ N‐７５ ４ ５．４ LR
１３４５ 図１５２ １８２ N５，N３５，N３６，� M‐７５，O‐７８ ２ １８．８ ６．６ １１．９７（１４） LR １ １４‐１

１３４６ 図１５３ １８３ N５，N３４ N‐７８，O‐７８ ４
２１．６
１５．４

８．６
７．４

１０．１ RL

１３４７ 図１５３ １８２ N３６ N‐７５ ４ １‐１
１３４８ 図１５３ １８２ N３ S‐６６ ４ RL
１３４９ 図１５３ １８２ � Q‐６５ ４ 羽状
１３５０ 図１５３ １８２ � R‐６５，S‐６６ ４ 無文
１３５１ 図１５３ １８２ N３４ L‐７７ ４ LR
１３５２ 図１５３ １８３ N５，� 南側盛土遺構，N‐７９，Q‐８３ ４ 無文

１３５３ 図１５３ １８３
N１，N５，N１３，N３５，N
３６，�，�，�b

J‐７２・７３，L‐７８，M‐７５・７７，N‐
７５・７６，O‐７５・７６・８０，S‐６６

４ 無文

１３５４ 図１５４ １８４ N５ N‐７７ ２ １１．０ ２．４ ５．０ 無文 ０‐１ ０‐１ ０‐１
１３５５ 図１５４ １８４ � S‐７９ ２ 無文 ０‐１ ０‐１ ０‐１
１３５６ 図１５４ １８４ N３５ N‐７６ ２ 無文 ０‐１ ０‐１ ０‐１
１３５７ 図１５４ １８４ N５ O‐７６，P‐７７ ２ 無文 ０‐１ ０‐１ ０‐１
１３５８ 図１５４ １８４ N３５ N‐７５ ２ 無文 ０‐１ ０‐１ ０‐１
１３５９ 図１５４ １８４ トレンチ M‐７７，N‐７７ ２ １０．９ ２．７ ６．１ 無文 ０‐１ ０‐１ ０‐１
１３６０ 図１５４ １８４ � R‐６５ ２ ９．７ LR
１３６１ 図１５４ １８４ N３６ L‐７４ ２ １１．９ ４．８ ６．１ LR
１３６２ 図１５４ １８４ N５ N‐７７ ２ LR
１３６３ 図１５４ １８４ N５，N１４ N‐７９，O‐７９ ２ １５．２ ５．０ ５．９ LR
１３６４ 図１５４ １８４ N５，N３５ O‐７６・７７ ２ １８．６（５．３）（１０．４） LR
１３６５ 図１５４ １８４ N５，N１３ N‐７９ ２ LR
１３６６ 図１５４ １８５ N５ N‐７８ ２ LR
１３６７ 図１５４ １８５ N５，N３５ N‐７５ ２ 羽状
１３６８ 図１５４ １８５ トレンチ N‐７６ ２ RL ４ １‐１
１３６９ 図１５４ １８５ N５ N‐７７ ２ １５．９ ６．８ ６．９ LR ３
１３７０ 図１５４ １８５ N５ N‐７６ ２ 羽状 ２
１３７１ 図１５４ １８５ N３ S‐６６ ２ １１．３ ５．０ ４．８ LR ２
１３７２ 図１５４ １８５ N５ N‐７８，O‐７８ ２ RL ３
１３７３ 図１５４ １８５ N３，� S‐６７ ２ RL ３
１３７４ 図１５４ １８５ N５ O‐７５ ２ LR ３
１３７５ 図１５４ １８５ SE１，N５，N１３，� M‐７６，N‐７８・７９，O‐７８，Y‐７１ ２ LR ５
１３７６ １８６ ２

９３



表２１ 後期後葉の掲載土器一覧表（１７）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

１３７７ 図１５４ １８６ N１ R‐６６ ２ LR ８
１３７８ 図１５４ １８６ � N‐７３ ２ LR ５
１３７９ 図１５４ １８６ N３６ M‐７４ ２ LR ５
１３８０ 図１５４ １８６ N１，N３ S‐６６ １ １３．１ LR ４
１３８１ 図１５５ １８６ N５ N‐７８ ２ LR ５ １５‐４
１３８２ １８６
１３８３ 図１５５ １８６ N５，N３３，N３６ L‐７５ ２ １３．９（４．７）（９．７） LR ２ ７‐１
１３８４ 図１５５ １８６ N３６ L‐７４・７５ ２ LR ３ １２‐３
１３８５ 図１５５ １８６ N５，N３５ L‐７６ ２ RL ６ １１‐３
１３８６ 図１５５ １８７ N３ S‐６７ ２ LR ３ １０‐２
１３８７ 図１５５ １８７ N３５ N‐７５ ２ １０．０ LR ３ ４‐３
１３８８ 図１５５ １８７ トレンチ R‐６７ ２ ２１．７ LR ３ １０‐２
１３８９ １８７
１３９０ 図１５５ １８３ トレンチ L‐７６ ５．０ LR ５‐４ １‐１
１３９１ 図１５５ １８７ N５ O‐７８ ２ LR ４ １２‐３
１３９２ １８７
１３９３ 図１５５ １８７ N３６ N‐７５ ２ １２．１（３．５）（７．３） LR １ １０‐２
１３９４ 図１５５ １８７ N５，�，�b M‐７６，R‐７０ ２ １５．８ ３．８ ８．７ LR ９‐２
１３９５ 図１５５ １８８ N３，N４，� S‐６６ １ ２３．２ LR ４ １２‐２ １１‐１
１３９６ １８８
１３９７ 図１５５ １８８ N３５ M‐７５ １ LR ３ １‐１
１３９８ 図１５５ １８８ N５ N‐７７ ２ RL ２ １５‐４
１３９９ １８８
１４００ 図１５５ １８９ N５，N１３，N３５，� N‐７７，O‐７７ ２ 羽状 ６ １５‐４
１４０１ 図１５６ １８９ N５ O‐８０ LR １ １５‐４
１４０２ 図１５６ １８９ N５，� M‐７７ 羽状 ２ １‐３
１４０３ １８９
１４０４ 図１５６ １８９ N５ O‐７６ LR ２ １３‐１
１４０５ 図１５６ １８９ N３，N５ L‐７５，Q‐６７ 羽状 １ １３‐１
１４０６ １８９
１４０７ 図１５６ １８９ N５，N１３，N３３ L‐７６，M‐７６，N‐７６・７７，O‐７８ ２ LR ４ ５‐４
１４０８ １８９
１４０９ １８９
１４１０ 図１５６ １８９ N５ O‐７７ ２ LR ２ １３‐３
１４１１ 図１５６ １８９ N３６ L‐７４ ２ 羽状 ３ １２‐３
１４１２ 図１５６ １８９ � J‐７４ ２ 羽状 ３ １２‐３
１４１３ 図１５６ １８９ N３６，� L‐７３～７５，M‐７５ ２ １１．４ LR ２ １２‐３
１４１４ 図１５６ １８９ N３６ N‐７５ ２ LR ３ １０‐２
１４１５ 図１５６ １９０ N３ Q‐６７ ２ LR ４ １０‐２
１４１６ 図１５６ １９０ N５ O‐７８ LR １ １０‐２
１４１７ 図１５６ １９０ N１４，N３６ L‐７４ ２ LR ３
１４１８ 図１５６ １９０ N１ S‐６６ LR ４ ９‐２
１４１９ 図１５６ １９０ N３５ N‐７５ ２ １０．０ LR ３ ９‐２
１４２０ 図１５６ １９０ N３ N‐７６ ２ １２．６ 〇 LR ３ ９‐２
１４２１ 図１５６ １９０ N３ S‐６７ ２ １２．２ 無文 ２ １０‐２
１４２２ 図１５６ １９０ N２６，� K‐７７，L‐７２，M‐７１ ２ LR ２ １６‐４
１４２３ 図１５６ １９０ N３ R‐６８ LR ３
１４２４ 図１５６ １９０ N３，� R‐６７ LR ２ １２‐３
１４２５ 図１５６ １９０ N３５ N‐７６ 〇 LR １
１４２６ 図１５６ １９０ N５，N３４，�，�a M‐７８，N‐７８，P‐７２，Q‐７２ ２ ７．０ LR ３ １２‐３
１４２７ 図１５６ １９０ N５，N３４ M‐７５・７７・７９ LR ３ ４‐１
１４２８ 図１５６ １９０ N４，N３６ M‐７３ ２ １４．２ ２．９ ６．５ 無文 ２ １２‐３
１４２９ 図１５６ １９１ N３５ N‐７６ 無文 ６‐２ ６‐２
１４３０ 図１５６ １９１ N５，N３４，N３５，�，�，�a L‐７７，M‐７５，N‐７３，P‐６５ 無文
１４３１ 図１５６ １９１ N５ N‐７８ LR ７ ４‐１
１４３２ 図１５６ １９１ N５，N２６，N３４ M‐７８，N‐７７・７８ 羽状 １ １５‐４
１４３３ １９１
１４３４ 図１５６ １９１ N５，N１３，N３４，� M‐７７，N‐７７～７９ 羽状 ２
１４３５ １９１
１４３６ １９１
１４３７ 図１５６ １９１ N３，N３６，� L‐７４，N‐７４，R‐６５，S‐６６・６７ LR １２‐３
１４３８ １９１
１４３９ 図１５７ １９１ N３５ O‐７５ ３ １．４ ３．２ １１．３ LR ２‐２ ８‐２
１４４０ 図１５７ １９１ �a J‐７９ ３ ０．６ １．２ ４．４ LR

１４４１ 図１５７ １９２
N４，N１３，N１４，N３３，N
３５，N３６

N‐７５ ３ ７．３ ５．２ １９．７ ５ RL １ ２ ７‐１ ７‐１

１４４２ 図１５７ １９２ N１，N３，N４，� S‐６５・６６ ３ ３．０ 羽状 １４‐１

１４４３ 図１５７ １９２
N４，N１３，N３６，�，�，
�b

G‐７６，M‐７５，O‐６７・７６，P‐７９ ３ １２．６ （２３） LR ４ ４ ０‐１ １‐１

１４４４ 図１５７ １９２ N１４，N３６，�，�a M‐７４，S‐７５・７６，排土 ３ 無文 ２ ３
１４４５ 図１５７ １９２ N３ R‐６６ ３ LR ２ ７‐３１２‐３

１４４６ 図１５７ １９２ N５，� N‐７７，O‐７６～７８ ３ （４．６） LR
１２‐３
０‐１

０‐１

１４４７ 図１５７ １９２ N３，N４，�，�b R‐６７～６９，S‐６７～６９ ３ ６．７（６．８）（２２．９） ５ LR ５ ３ ２‐１ ７‐１
１４４８ 図１５７ １９２ N５ N‐７７，O‐７７・７８ ３ LR １ １２‐２
１４４９ 図１５７ １９２ N５，N３３，N３６ L‐７４・７５，M‐７４・７５ ３ RL １２‐１

１４５０ 図１５８ １９２ N３，N５，N１３，�，� L‐７４，M‐８１，N‐７８，O‐７８・８０，
S‐６７

３ （３．１） 羽状 １ ９‐１

１４５１ 図１５８ １９２ �，� K‐８３ ３ RL １０‐２
１４５２ 図１５８ １９３ N５ N‐７７ ３ ４．０ LR ７‐１
１４５３ 図１５８ １９３ N３６ M‐７３ ３ ３．０ 羽状
１４５４ 図１５８ １９３ N５ L‐７５，N‐７９ ３ ６．１ RL

１４５５ 図１５８ １９３
N４，N５，N１３，N１４，N
３３，N３５，�

K‐７２，L‐７２・７４・７６，M‐７３・７６・
７７，N‐７４～７７，O‐７５・７６・７８，P‐７６

３ ４．５ LR ７‐１

１４５６ 図１５８ １９３ N３５，N３６ M‐７５，N‐７５ ４ RL ８‐２
１４５７ 図１５８ １９３ N４，N３５ N‐７１・７６ ４ LR

１４５８ 図１５８ １９４
SE２，N５，N１３，N１４，N
３４，N３５，N３６，�，�a

L‐７３・７５・７６，M‐７５・７６，N‐７３・
７５～７９，O‐７５・７８・８０，P‐７５～
７７，Y‐７３

４ （５．２）（３．１）（１２．４） 無文

１４５９ 図１５８ １９３ � S‐６７ 無文
１４６０ 図１５８ １９３ N１ S‐６５ 無文
１４６１ 図１５８ １９３ N３，� P‐７１，R‐６６・６７，S‐６７ 無文
１４６２ １９３

９４



表２２ 後期後葉の掲載土器一覧表（１８）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

１４６３ 図１５８ １９３ N３０，�b 南側盛土遺構，P‐８２，Q‐８７ 無文
１４６４ １９３
１４６５ 図１５８ １９３ N３ 南側盛土遺構，R‐６７ 無文
１４６６ １９３
１４６７ 図１５８ １９３ N４，N２１，N２６，�， 南側盛土遺構，J‐７７，K‐７７・ 無文
１４６８ １９３ �a ８０，L‐７２，M‐８２，N‐８３
１４６９ １９３
１４７０ １９３
１４７１ 図１５９ １９４ N５，N１３ M‐７６，N‐７８，O‐７４・７６，P‐７４ ３ LR ２ １３‐３
１４７２ 図１５９ １９５ P‐６６０，SE１，SE２ U‐７５，V‐７５，W‐７４ ３ LR １３‐３
１４７３ １９５
１４７４ 図１５９ １９５ � R‐６８，S‐６７・６８ ３ 羽状
１４７５ 図１５９ １９５ N１４，N３３ M‐７５，N‐７５ ３ LR １２‐４
１４７６ 図１５９ １９５ N３６ M‐７４ ３ LR １４‐２
１４７７ 図１５９ １９５ トレンチ N‐７７ ３ LR
１４７８ 図１５９ １９５ N３，N４，N３５，N３６， M‐７５，O‐６７～６９，P‐７０，R‐６７ ３ LR ２ １２‐１
１４７９ １９５ �，�b ・８８
１４８０ １９５
１４８１ 図１５９ １９４ N５，N１３ N‐７７・８０，O‐７９ ３ LR ２ ４
１４８２ 図１５９ １９４ N４，N３６ M‐７３，N‐７３ ３ ７．４ 羽状 １
１４８３ 図１５９ １９４ N５ N‐７７ ３ ８．０ ４ LR ２ ９‐１
１４８４ 図１５９ １９４ � N‐７５ ３ ２．８ ４ RL ２
１４８５ 図１５９ １９４ N５，N３６ L‐７６，M‐７４ ３ ６．２ ４ LR １
１４８６ 図１５９ １９４ N３５，N３６ N‐７５ ３ ５．０ ４ LR ４
１４８７ 図１５９ １９４ N５ O‐７８ ３ １０．０ LR ２
１４８８ 図１５９ １９４ トレンチ R‐６７ ３ ６．１ ５ LR ２ １
１４８９ 図１５９ １９４ N３６ L‐７４ ３ ５．９ ４ RL ２ １０ １‐１
１４９０ 図１５９ １９８ N５，N３５，N３６，� M‐７５，N‐７４・７５・７８ ３ ５．０ ６ LR １
１４９１ 図１５９ １９８ N３ R‐６６ ３ ５．４ RL ２ １３‐３
１４９２ 図１５９ １９８ N５ N‐７６ ３ ７．６ （５） LR ２ ５ １‐１
１４９３ 図１５９ １９８ N３６ M‐７５ ３ ５．８ ６ LR ３ ５ ２‐２
１４９４ 図１５９ １９５ N１７，�，�b Q‐８０，R‐７８・８３・８７ ３ ６．８ LR １
１４９５ 図１５９ １９５ N３４，� M‐７８・７９ ３ ９．０ LR ２
１４９６ 図１５９ １９５ N１，N４ O‐６７・６８ ３ LR １
１４９７ １９５
１４９８ 図１５９ １９６ N５ N‐７８ ３ １０．１ LR ４
１４９９ 図１５９ １９６ N５，N１３，�，� O‐８０ ３ １３．４ 羽状 １
１５００ 図１５９ １９６ N５，N１４，N３５，N３６ M‐７４・７５ ３ ８．０ RL ３ ６ １‐１
１５０１ 図１５９ １９６ � Q‐７７ ３ 無文 ２
１５０２ 図１５９ １９６ N１９ R‐８７ ３ LR ６
１５０３ 図１５９ １９６ � Q‐７０ ３ ６．２ LR ２ １２‐４
１５０４ 図１５９ １９６ N３６ N‐７５ ３ 無文 ２
１５０５ 図１５９ １９６ N４ M‐７１，N‐７１ ３ 無文 ２ ０‐１
１５０６ 図１５９ １９６ N３ S‐６８ ３ LR １
１５０７ 図１５９ １９６ N５，N３５ L‐７５ ３ LR ４
１５０８ 図１５９ １９６ N１，N３，N４，� R‐６５・６６ ３ 無文 １ １ ０‐１
１５０９ 図１５９ １９６ N３５ L‐７５，M‐７５ ３ 無文 ２ １ １５‐３
１５１０ １９６
１５１１ 図１６０ １９６ N５ K‐７５，L‐７６ ３ 無文
１５１２ 図１６０ １９６ � P‐７４ ３ LR
１５１３ 図１６０ １９６ N５ N‐７７ ３ LR
１５１４ 図１６０ １９６ SE２ ３ RL
１５１５ 図１６０ １９６ N５ O‐７８ ３ LR
１５１６ 図１６０ １９６ N３ R‐６７ ３ LR ３
１５１７ 図１６０ １９８ N５ G‐７８，N‐７８ ３ LR ３ １２‐４１２‐４
１５１８ 図１６０ １９６ トレンチ M‐７５ ３ LR １０‐２
１５１９ 図１６０ １９７ SE１ W‐７４ ３ LR ２
１５２０ 図１６０ １９７ N５ N‐７８ ３ 羽状 ５ ７‐１
１５２１ 図１６０ １９７ SE２，N１３，N３４ N‐７８，O‐７８，P‐７６ ３ LR
１５２２ 図１６０ １９７ N３６ M‐７３・７４ ３ RL
１５２３ 図１６０ １９７ N３ S‐６７ ３ LR １１‐２
１５２４ 図１６０ １９７ N２６ K‐７６ ３ 無文 １ １７‐１
１５２５ 図１６０ １９７ N５ L‐７６ ３ RL １
１５２６ 図１６０ １９７ N５，N３６，� K‐７５・７６，N‐７６ ３ 無文 １０‐２
１５２７ １９７
１５２８ 図１６０ １９７ N５，N１３ O‐７９，P‐７９ ３ 羽状 １
１５２９ 図１６０ １９７ N５，� P‐７７・７８ ３ 羽状
１５３０ 図１６０ １９７ �a J‐７９ ３ 羽状
１５３１ 図１６０ １９７ N５，N１３ P‐７８ ３ LR １ １２‐４
１５３２ 図１６０ １９７ N３６ L‐７４，M‐７５ ３ 羽状 １ １６‐４
１５３３ 図１６０ １９７ N５ N‐７６ ３ RL １６‐２
１５３４ 図１６０ １９７ N３６ M‐７５ ３ RL
１５３５ 図１６０ １９７ N３６，� M‐７５ ３ LR １２‐３
１５３６ 図１６０ １９７ N１ Q‐６７ ３ 羽状
１５３７ 図１６０ １９７ N３４，N３５，� L‐７５，M‐７５ ３ 無文 １５‐３
１５３８ 図１６０ １９８ N１３，N１４，N１９，�， O‐７５・７６，Q‐７２・８２・８６，R‐ ３ 羽状 １２‐４
１５３９ １９８ �b ６６・７３
１５４０ 図１６０ １９８ N５，N３５，N３６ L‐７５・７６，M‐７５・７６ ３ RL
１５４１ 図１６０ １９８ N５，� M‐７７，N‐７７，O‐７７，P‐７２ ３ RL
１５４２ 図１６０ １９８ N３ S‐６６ ３ LR １２‐３
１５４３ １９８
１５４４ 図１６０ １９８ � J‐７２・７３ ３ LR
１５４５ 図１６０ １９８ N３５，� L‐７３・７５，N‐８５ ３ 無文 １５‐２
１５４６ 図１６０ １９９ N５，� N‐７７，O‐７５ ３ LR １１‐２
１５４７ 図１６０ １９９ N３６ M‐７４ ３ LR
１５４８ 図１６０ １９９ N３６ M‐７４ ３ LR
１５４９ 図１６０ １９９ N３６ M‐７４ ３ LR ７‐３
１５５０ 図１６１ １９９ N５，N１３，N３５，� M‐７５，N‐７４～７６ １ １７．９ （１１） 羽状 １ １

１５５１ 図１６１ ２００ N５，N１３ N‐７７，O‐７７・７８ RL １
１２‐４
０‐１

１５５２ 図１６１ １９９ N４ N‐７２ 羽状 ３ ４‐２
１５５３ 図１６１ １９９ N１３，�，�a，�b Q‐７４・７５ １ RL ３
１５５４ １９９
１５５５ 図１６１ １９９ N３５，N３６ L‐７５・７６ 〇 羽状 ３
１５５６ １９９

９５



表２３ 後期後葉の掲載土器一覧表（１９）

遺物� 図� 図版� 層位 調査区 器種
口径
（cm）

底径
（cm）

器高
（cm）

突起
単位

突瘤
文

地文
口縁
刻み

口縁
沈線

頸部
刻み

頸部
沈線

文様
� � � � �

１５５７ 図１６１ ２００ N１３ P‐７４・７５，Q‐７５ 〇 羽状 ３ ６‐２
１５５８ ２００
１５５９ 図１６１ ２００ N１３，N１４，� P‐７４ １ RL ２
１５６０ ２００
１５６１ 図１６１ ２００ N１４，� Q‐７４，R‐７４，S‐７５ 〇 LR ２
１５６２ 図１６１ ２００ �a，�b P‐７４，Q‐７４・７５ 〇 LR ３
１５６３ ２００
１５６４ 図１６１ ２００ �b S‐７１，T‐７８ 〇 羽状 ３
１５６５ ２００
１５６６ 図１６１ ２００ N３６，� K‐６８，N‐７４ 〇 羽状 １
１５６７ ２００
１５６８ 図１６１ ２００ � N‐７２ 〇 羽状 ２
１５６９ 図１６１ ２００ N３５ L‐７５ 〇 羽状 ２
１５７０ 図１６１ ２００ � K‐７５ 〇 羽状 ３
１５７１ 図１６１ ２００ � P‐７８ RL
１５７２ 図１６１ ２００ N５ O‐７６ 羽状

１５７３ 図１６１ ２０１ SE１，SE２，N５，N１３，� N‐７９・８０，O‐７５・７６・７９，X‐７３・
７５・７６

２ １８．６（４．６）（１０．３） RL ２ ２

１５７４ 図１６１ ２０１ �，�，�，� R‐８３・８４，S‐８４～８６・８８，T‐８３
～８５

３ １４．７ ５．９ ２６．９ ４ LR ２ ２

１５７５ 図１６１ ２０１ N３５ M‐７５ ５．０ LR
１５７６ 図１６１ ２０１ SE１，SE２，�，�，� X‐７３・７４，Y‐７３・７４ ３ １０．１ 無文 ５ ７
１５７７ ２０１
１５７８ ２０１
１５７９ 図１６２ ２０１ �，�，�a，�b Q‐７８，R‐７８・８１ 〇 RL
１５８０ 図１６２ ２０１
１５８１ 図１６２ ２０１ N３４，N３５ K‐７５ 〇 無文
１５８２ 図１６２ ２０１ � P‐７９ 〇 LR
１５８３ 図１６２ ２０１ SE１，�，�，� U‐７５・７６，T‐７６ LR
１５８４ 図１６２ ２０１ �，�，� E‐８３・８４，F‐８２～８４，Q‐８２ RL・LR ３
１５８５ ２０１
１５８６ ２０２ １１．６
１５８７ ２０３
１５８８ 図１６２ ２０３ � E‐６０ LR
１５８９ 図１６２ ２０３ � E‐６０ LR
１５９０ 図１６２ ２０２ N３４ N‐７８ ２．７ LR

１５９１ 図１６２ ２０２ N５，N３４，�，�a
M‐７８・７９，N‐７７～７９，O‐７５，P
‐７６，Q‐７５・７６

２ １６．９ （１０） １ １４‐３

１５９２ ２０３
１５９３ 図１６２ ２０３ N５，N１３，N１４，�， P‐７４・７５ ２
１５９４ ２０３ �b
１５９５ 図１６２ ２０３ N３５，� N‐７６ LR
１５９６ 図１６２ ２０２ SE１，SE２，�，�，�b U‐７７，T‐７６・７７ ２ ７．０ ３．１ ８．１ 無文
１５９７ 図１６２ ２０２ N５，N３５，N３６，� K‐７５，L‐７５・７６，N‐７７ ２ ９．０ １．３ ９．２ 無文 ７‐３
１５９８ 図１６２ ２０３ � W‐８０ LR ４
１５９９ 図１６２ ２０３ N１３，N１４，�，�a, P‐８０，Q‐７８～８０ LR
１６００ ２０３ �b，�
１６０１ ２０３
１６０２ 図１６２ ２０３ �a，� S‐７９，T‐７７ 無文
１６０３ ２０３
１６０４ 図１６２ ２０３ N１４，�，�，�a, Q‐７５，R‐７４，X‐７２ 羽状 １ ３
１６０５ ２０３ �b
１６０６ ２０３
１６０７ ２０３
１６０８ 図１６２ ２０３ N２６ L‐７７ 無文

１６０９ 図１６２ ２０２ �，�，�b S‐７０・７１
１２．２
９．８

２（４） LR １ ０‐１

１６１０ 図１６２ ２０２ N２６，�，�，�a，�b K‐８０・８１・８９ ３ 無文 ０‐１
１６１１ 図１６２ ２０２ N５，N２６，N３６ L‐７４・７６，M‐７６ ２ １３．３ RL ２

９６



９７



９８



９９



１００



１０１



１０２



１０３



１０４



１０５



１０６



１０７



１０８



１０９



１１０



１１１



１１２



１１３



１１４



１１５



１１６



１１７



１１８



１１９



１２０



１２１



１２２



１２３



１２４



１２５



１２６





１２８



１２９



１３０



１３１



１３２



１３３



１３４



１３５



１３６



１３７



１３８



１３９



１４０



１４１



１４２



１４３



１４４



１４５



１４６



１４７



１４８



１４９



１５０



１５１



１５２



１５３



１５４



１５５



１５６



１５７



１５８



１５９



１６０



１６１



１６２



１６３



１６４



１６５



１６６



１６７



１６８



１６９



１７０



１７１



１７２



１７３



１７４



１７５



１７６



１７７



１７８



１７９



１８０



１８１



１８２



１８３



１８４



１８５



１８６



１８７



１８８



１８９





１９１



１９２



１９３



１９４





１９６



１９７



１９８





（２）土製品

キウス４遺跡 F、G地区からは、土玉・垂飾類、耳栓、スタンプ形土製品、土偶、ミニチュア土

器等が出土した。平成８年度の A１地区の調査（北埋調報１２４）では、オロシガネ状土製品が包含

層から１点出土しているが、その後の確認例が現時点では無く、後期後葉では極端に減少する可能

性がある。また、土製品のほかにも、ここでは動物意匠の施された土器片や、アスファルトが付着

する土器片も掲載した。１～５６は土玉・垂飾類である。１～１０は無文の土玉で、１１には縄文１２、１３

には沈線が施される。７、８は同一点から他の土玉片とともに出土したもので、表面にはわずかだ

が、赤色顔料塗彩の痕跡が残る。１２、１３は、同じグリッドから出土したもので、沈線にわずかに赤

色顔料が残る。１５～２１は、偏平な土版の長軸方向に孔が空いているもので、細長い棒に粘土を付け

て作られたものと考えられる。１８は横に貫通する孔が空いているほかは、図の縦方向に孔が空く。

なお、１９～２１は、１９と２０が横に並んだ状態、２１がその下に重なって出土した。２２～３３は、皿状ある

いは半球状に凹みを持たせた粘土に、孔を空けたものである。２２～２４の裏側は無文で、凹んだ表面

に渦巻き状の沈線が施される。いずれも貫通孔の部分で破損した破片で、未掲載の破片も合わせて

同一グリッドから５点が出土した。それらは、どれも接合しないことから最低でも３個は存在した

と考えられる。２５～２７は凹んだ面に三条の沈線を段状に巡らせ、それぞれの角を刻んだ文様が施さ

れる。裏側は無文で、貫通する孔が空けられる。２５、２６は同一グリッド、２７は隣のグリッドから出

土した。２９～３１は凹んだ面の縁を刻み、裏面には縄文が施され、中央に孔が空けられる。この３点

は、いずれもベンガラが塗彩された痕跡がのこり、同じ土玉と考えられるが、出土位置は広く散ら

ばる。３２、３３は２９等と同様な土玉である。両方とも無文で、３３には、ベンガラ塗彩の痕跡が残る。

３４～３６は、２９等と同様な土玉と推定した。ただし、孔の空いている部分を欠くため、不確実ではあ

る。３５、３６にはベンガラ塗彩の痕跡が残る。３７、３８は、両方とも孔の部分で上下を欠損するが、全

体は三日月形で、２か所に孔が空けられる垂飾と考えられる。類似する資料には、平成８年度の A

１地区（北埋調報１２４）で報告された「三日月形の垂飾」がある。３９には沈線で文様が施される。

上部に２か所の孔が空けられているようだが、１か所は欠損する。４０は、円形の刺突文が施された

垂飾で、４１は、その下位の部分と考えられる。４２の上部には、横に貫通する孔の痕跡が残る。４３～

５２は、上部は横に孔が空けられ、凹んだ下部の端を３～４つに分ける形の垂飾である。このうち４４

・４６、４７～４９、５０・５１はそれぞれ同グリッドから出土しており、複数で利用されていた可能性もあ

る。５３、５６の様な形は「耳飾り」と報告されることが多いが、作りは４３～５２の垂飾と同じであるた

め、同様の遺物と考えた。５４はその破損品と考える。５５は、大形の垂飾品片と推定した。５７～７１は

スタンプ形土製品と考えた。完形品で出土したものは少なく、この他にも破片は多いが、確実にス

タンプ形土製品と確認出来るものは少ない。７２はスタンプ形土製品の柄の部分の可能性があると考

え、ここに掲載した。７３～７７は耳栓と考えた。これも破片での出土例がほとんどで、７７のみ完形品

である。７８、７９は破片ではあるが、全体は板状の円形であったと考えている。いずれも両面に刺突

文が施される。８０～８３は焼成粘土塊であるが、８０～８２には、両面や片面に棒状の圧痕が整然と並ん

で残っており、茅等をもちいた編み物を作る際に、固定材として用いられた粘土が偶然焼けて残っ

たものとも考えられるため、ここに掲載した。８３は両面に葉脈痕の付いた粘土塊である。８４～９３は

土偶あるいはその可能性があるものである。８４は両面に縄文が施される。８５の両面には沈線や貼瘤

文が施されるが、板状の土製品である可能性もある。８６～９１は同一個体の破片である。人面部は残

りがよく、目と口は孔を空けた表現が用いられる。顔の後側にも直径約１．５
の円形の孔が空いて

いる。他の破片の部位は不明であるが、各所に穿孔が施されているほか、口縁部のような部位も見
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られるため、人面意匠の施された香炉形土器である可能性もある。どの破片にも赤色顔料塗彩の痕

跡が残る。また、８８は南側盛土遺構の破片と接合している。９２、９３は同一個体で、朱が塗られた中

空土偶の搬入品と考えられる。９２は胴部片、９３は膝を曲げた状態の右足から腰にかけての破片であ

る。９２と９３の膝から先の部分が本地区から出土で、あとは南側盛土遺構から出土している。膝を曲

げていることと、膝に破損した突出部が残っていることから、青森県八戸市風張遺跡出土の「合掌

する土偶」のような、座った姿勢で、腕の一部が膝と接するポーズであった可能性が強い。９４～１１５

はミニチュア土器や特殊な土器を掲載した。なお、この中には、前章で掲載しているものも多く含

まれるが、改めて大きな縮尺で掲載している。９４は、器面全体に沈線と刺突文が施される。９５、９６

は沈線で施文される。９７～９９は拓本が小さく分かりにくいが沈線文と突瘤文が施される。１００は無

文で、４本の足が付く。土器か動物意匠の土製品かは不明である。１０１、１０２はミニチュアの注口土

器で、ほぼ完品で出土した。１０１には沈線と刻み、１０２は縄文のみが施される。１０３は外面は無文で、

凹んだ内面に縄文と沈線が施される。１０４は一見すると小形の無文の鉢だが、底部中央が円柱形に

突出していた痕跡が残る。１０５は、図からは解りにくいが舟形土器の口縁部片である。１０６は無文の

鉢で、器台が付くと考えられる。口縁部に４か所孔が空けられる。１０７は、台付き鉢と考えたが、

大形の耳栓である可能性もあるかもしれない。１０８は小形の片口土器で、ほぼ完品で出土した。底

部は丸みを帯び無文である。１０９、１１０、１１２、１１３は香炉形土器あるいは香炉形の口縁部を持つ注口

土器の先端部片と考えられる。１１２は、平成８年度の A１地区の調査（北埋調報１２４）で、動物形の

土製品として報告されたが、後の整理で、動物意匠の施された香炉形土器の先端部片である可能性

が高まった。１１３は、破片の作りから、土偶ではなく人物意匠の施された香炉形土器の先端部片と

考えた。目と口は沈線で表現され、耳には孔が空けられる。衣服を表現したと思われる首から下に

は縄文とボタン状の貼付文が施される。首には左右に貫通孔が通るが、これは香炉形土器の先端に

よく見られる作りである。頭髪は破損するが、表情の表現は、美々４遺跡 P－３７３（北埋調報１４）

出土の土偶と似ている。１１１、１１４は土器片と考えられるが、器形と部位は不明である。１１５は、動

物意匠の施された土器片と考えられる。類似する破片が、平成１０年度の Q地区（北埋調報１５２）で

も出土している。どちらも同じ部位で、全体の器形は不明であるが、富山県井口村・井口遺跡出土

の「イノシシをかたどった注口土器」に類似する土器の破片と考えている。ただし、モチーフとし

て使われた動物はクマである可能性が高いと考える。最後に掲載した１１６～１２９は、アスファルトの

付着した破片もしくは、アスファルトによる補修痕が残る破片である。図中のトーン部分が、アス

ファルトの付着部分を示している。１１６は、割れた底部片に多量のアスファルトが付いき、つぶれ

た状態のままで出土したもので、底部片の間にも、アスファルトが挟まっていることから、土器に

入った状態で廃棄されたものである可能性がある。１１７は、注口土器の胴部片に付着した状態。１１８、

１１９の表面は、ほとんどアスファルトに覆われているが、中に土器片が入っているようである。１２０

～１２９は、アスファルトで注口土器の注口部を補修したものである。１２１は、後の整理で剥がれてし

まったが、アスファルトで注口部が接着されたままの状態で出土した破片である。１２２～１２９は注口

基部にアスファルトが付着した破片で、１２７には、一部剥離した胴部片が残る。

（土肥 研晶）
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表２４ 後期後葉の掲載土製品一覧（１）

遺物
 図
 図版
 分 類 層 位 調査区
長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重さ
（g）

地文 その他・備考

１ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 �b K‐７８ １１．６ １１．２ １０．０ １．０８
２ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３６ M‐７５ １０．９ １１．３ １０．０ １．１８
３ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N４ S‐６６ （１０．７）９．０ １０．０ ０．８３
４ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N２６ K‐７８ １０．８ １２．０ １７．２ ２．１０
５ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N５ O‐７７ ８．１ ８．６ １０．６ ０．６３
６ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 �a M‐７６ ９．２ ９．４ ２０．０ １．４４
７ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３ S‐６７ １３．４ １３．０ １２．４ １．５２
８ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３ S‐６７ １２．６ １３．３（１１．１）１．６３
９ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３３ L‐７７ １７．２ １３．９（１３．３）１．２０
１０ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３ Q‐６７ １６．６ １３．０（１４．０）１．３９
１１ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N１３ P‐７８ １４．５ １．１８
１２ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３６ M‐７６ １２．３ １２．９ １６．８ ２．７５
１３ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３３ M‐７５ １２．７ １３．０ １８．０ ３．０５
１４ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 � I‐７３ ３０．０（１８．９）１５．１ ３．００
１５ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 M‐７５ ２１．９ ２２．８ ６．０ ３．１５
１６ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N１ S‐６６ ３９．４ １７．４ ９．１ ６．４５
１７ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N１３ N‐７５ ３０．３ １５．０ ９．２ ３．８２
１８ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N４，N１４ N‐７３，O‐７６ ２５．７ ２１．０ ６．６ ２．４０
１９ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N５ M‐７６ ４６．８ ２９．７ ７．０ １１．９９ １９～２１はまとまって出土
２０ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N５ M‐７６ ４４．０ ２９．７ ８．４ １０．８５ １９～２１はまとまって出土
２１ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N５ M‐７６ ４４．０ ３０．０ ８．５ １０．８４ １９～２１はまとまって出土
２２ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N５ O‐７７ （３６．１）（３７．９）（９．８）６．９０
２３ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N５ O‐７７ （３６．４）（３７．９）（９．７）６．６８
２４ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N１３ O‐７７ （３５．８）（３７．９）（７．９）６．８３
２５ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３６ M‐７４ ３３．２ ３３．０ １４．０ １０．２３
２６ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３６ M‐７４ ３２．６ ３３．０ １８．２ １０．５７
２７ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３６ L‐７４ （３２．６）（３３．０）（１６．１）１．９８
２８ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N２６ N‐８４ ２０．１ ２１．５ １４．９ ４．４８
２９ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３ S‐６５ ３１．０ ３２．２ １５．０ １０．１３
３０ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N１３ O‐７７ ２９．４ ３０．０ １３．０ ７．６３
３１ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３４ K‐７５ （２９．０）２９．９ １３．０ ７．２３
３２ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３３ M‐７６ ２７．８ １１．９ ２．９２
３３ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 �b S‐８０ （４０．６）（３９．８）１０．１ ５．５２
３４ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３６ N‐７５ （２９．１）（２９．０） ２．３９
３５ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N２６ M‐７６，N‐７３ （４２．０）（４２．１） ２．１３
３６ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３６ M‐７５，N‐７５ （４０．２）（３８．１） ５．２９
３７ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 � L‐７４ （２７．８）１５．１ ６．６ ２．５０
３８ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３６ M‐７４ （３５．９）１３．１ ６．３ ２．９８
３９ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N１３ O‐８０ ３７．９ ２１．５ ６．６ ５．１７
４０ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N５ N‐７６ （３５．９）（１８．０）７．３ ２．８０
４１ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N５ N‐７６ （２７．７）１４．３ ７．４ ２．９２
４２ 図１６３ ２０４ 土玉・垂飾 N３５ L‐７５ （３３．９）２２．８ ９．５ ５．５６
４３ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 N４ R‐６７ １５．９ １４．９（２２．２）３．４０
４４ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 N４ M‐７１ １１．０ １１．３ １９．６ １．１１
４５ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 � N‐７２ ９．９（１１．８）１８．８ ０．９５
４６ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 N４ M‐７１ （１２．０）９．４ １７．９ ０．９１
４７ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 N２６ K‐７８ １０．６ １０．８ １７．０ １．０８
４８ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 N２６ K‐７８ １１．５ １０．９ １６．８ １．２６
４９ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 N２６ K‐７８ １１．３（１１．０）１７．７ １．１２
５０ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 N１３ N‐８０ （１６．０）１４．０（２０．３）１．７２
５１ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 N１３ N‐８０ １２．０（１２．９）１６．６ ０．７９
５２ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 N１３ N‐８０ （１４．２）１６．０（１０．８）０．９６
５３ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 N５ O‐７５ ２４．３ ２７．０ ３４．８ ９．０７
５４ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 N３ R‐６９ ３３．２ ３５．０（１７．０）７．８３
５５ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 M‐７２ （２２．０）３１．０（２８．１）１３．１５
５６ 図１６４ ２０４ 土玉・垂飾 N２６ J‐７６ １８．０ １８．１ １５．５ ２．４１
５７ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 � R‐７９ ３６．５ ３７．４ ４７．０ １７．１１
５８ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 N４ M‐７１ ２６．２ ２５．０ ２７．１ ９．６４
５９ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 N１３，� P‐７６・７７ １９．２ １９．５ ４０．５ ６．５９
６０ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 � S‐６６ ２１．６ ２１．５ ３４．２ ８．４７
６１ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 N５，N３６ M‐７５ １７．０ １７．９ ３６．０ ４．５２
６２ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 N４ N‐６８ ２８．８（２８．６）３７．４ ７．６６
６３ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 N１３ P‐７５ １９．２ １９．２（２５．１）４．６１
６４ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 N２６ M‐８２ （２０．７）（２６．８）（３１．１）７．４７
６５ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 N１４ M‐７６ ３４．４（３５．９）（１３．０）１１．５６
６６ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 � Q‐８１ １８．９ １８．０（１８．０）３．９０
６７ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 N５ M‐７６ １１．８（１１．３）（１２．５）０．９１
６８ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 N１４ N‐７７ １３．０ １４．０（８．９）１．０８
６９ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 N４ L‐７１ １４．９（１５．２）（６．１）１．２８
７０ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 N４ L‐７２ （１７．０）１６．８（１０．１）１．８５
７１ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 N５ O‐８０ １８．４ １８．２（１４．３）３．０４
７２ 図１６４ ２０４ スタンプ形土製品 N３６ M‐７３ ８．０ ７．５ ２３．５ １．８０
７３ 図１６４ ２０４ 耳栓 N１７，N１９ R‐８６ （４９．０）（５３．９）１．６ ６．２２
７４ 図１６４ ２０４ 耳栓 N１０ Y‐７４ （２６．１）２０．２ １．７ ７．２５
７５ 図１６４ ２０４ 耳栓 � L‐８０ （２７．２）１９．１ ９．７ ２．８７
７６ 図１６４ ２０４ 耳栓 N１６ P‐７０ ３０．０（２９．７）１６．８ ７．５０
７７ 図１６４ ２０４ 耳栓 � L‐７８ １８．２ ２８．０ ５．４４
７８ 図１６４ ２０４ 不明 N３５ M‐７５ １０．６ ２０．１ ４．２ ０．８３
７９ 図１６４ ２０４ 不明 N５ L‐７６ ２３．３ ３１．５ １６．０ ４．６６
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表２５後期後葉の掲載土製品一覧（２）

遺物
 図
 図版
 分 類 層 位 調査区
長さ
（mm）

幅
（mm）

厚さ
（mm）

重さ
（g）

地文 その他・備考

８０ 図１６４ ２０４ 焼成粘土塊 N５ L‐７６ ３３．２ ３３．６ ７．９ ５．３３
８１ 図１６４ ２０４ 焼成粘土塊 N３４ K‐７７ ２６．３ ２３．０ ７．９ ３．８５
８２ 図１６４ ２０４ 焼成粘土塊 N２６ K‐７８ ３２．２ ３２．９ ８．２ ６．２５
８３ 図１６４ ２０４ 焼成粘土塊 N１４ M‐７６ ２２．２ ２４．３ ４．８ ２．１７
８４ 図１６５ ２０５ 土偶 N３ Q‐６７
８５ 図１６５ ２０５ （土偶） R‐６７
８６ 図１６５ ２０３ （土偶） �，N１６，�a，�b 南側盛土遺構，N‐７９，O‐７４， ベンガラ塗彩
８７ ２０５ P‐６９・７６，R‐７０・７８
８８ ２０５
８９ ２０５
９０ ２０５
９１ ２０５
９２ 図１６５ ２０５ 土偶（右足） N５ 南側盛土遺構，N‐７７・７８ 朱塗り
９３ ２０５
９４ 図１６６ １３１ ミニチュア土器 R‐６７ ４６．５ ４２．９ ５３．０ ２７．３３
９５ 図１６６ ５５ ミニチュア土器 N４ L‐７４ ５５．６ ５５．８ ３３．０ １８．８３ 無文
９６ 図１６６ ２０３ ミニチュア土器 N５，N１３，N２６，�，� L‐７８，O‐７９，P‐７９，Q‐７８・８０ ６２．０ ６４．８ ２９．５ ２５．７０ 無文
９７ 図１６６ ２０５ ミニチュア土器 N１３ O‐７７
９８ 図１６６ ２０５ ミニチュア土器 N１３ N‐７６
９９ 図１６６ ２０５ ミニチュア土器 N１４ M‐７６
１００ 図１６６ ２０３ 不明 N２６，�a N‐８０ （３４．８）（４９．３）（２５．０）１６．０１ ４本の支脚が付く
１０１ 図１６６ ７２ ミニチュア土器 N４ N‐７１ ３４．８ ４０．５ ４０．０ ２９．９５ 注口土器
１０２ 図１６６ １９１ ミニチュア土器 �a J‐７９ ３７．３ ３９．０ ４４．０ ２３．２８ LR 注口土器
１０３ 図１６６ ２０５ 不明 � O‐７０ LR
１０４ 図１６６ ２０６ 不明 N３５ M‐７５ ６１．３ ６２．４ ３２．０ ４２．０９ LR
１０５ 図１６６ ２０５ 舟形土器 � O‐７７ 口縁部片
１０６ 図１６６ ２０６ 無文土器 N１３ N‐７６ ８８．２ ９６．４ ３７．９ ７１．９４
１０７ 図１６６ １３１ 台付き土器 N１３ N‐８０ ６１．４ ６０．６ ６１．０ ４４．７３ LR
１０８ 図１６６ １３１ 片口土器 N１３ N‐７９ ７７．０ ４８．０ ３７．０ ４９．２６ LR
１０９ 図１６７ ２０５ 香炉形土器片 N３６ N‐７５
１１０ 図１６７ ２０５ 香炉形土器片 N１３ N‐７８ RL・LR
１１１ 図１６７ ２０５ 不明 N１３ N‐７６ RL
１１２ 図１６７ １８２ 香炉形土器片 � S‐６６，T‐６４，R‐６５ ベンガラ塗彩，動物意匠（クマ）
１１３ 図１６７ １８２ 香炉形土器片 N３４ L‐７７ 人間意匠
１１４ 図１６７ ２０５ 不明 �a K‐７８ LR 土器の突起の可能性あり
１１５ 図１６７ ２０６ 不明 N５ N‐７９ 羽状 動物意匠（クマ）
１１６ 図１６８ ２０６ アスファルト付着土器片 N２６ M‐８２ LR 底部片
１１７ 図１６８ アスファルト付着土器片 N２６ N‐８３ 注口の胴部
１１８ 図１６８ ２０６ アスファルト付着土器片 N２６ M‐８２
１１９ 図１６８ アスファルト付着土器片 �b P‐７７
１２０ 図１６８ ２０６ アスファルト付着土器片 N５ N‐７９ LR 注口土器
１２１ 図１６８ ２０６ アスファルト付着土器片 N４ L‐７２ 羽状 注口土器
１２２ 図１６８ ２０６ アスファルト付着土器片 N１３ Q‐７３ RL 注口土器
１２３ 図１６８ ２０６ アスファルト付着土器片 N１４ N‐７６ 無文 注口土器
１２４ 図１６８ ２０６ アスファルト付着土器片 N５ N‐７７ 無文 注口土器
１２５ 図１６８ ２０６ アスファルト付着土器片 N１４ R‐６５ 無文 注口土器
１２６ 図１６８ ２０６ アスファルト付着土器片 N１ P‐６７ 無文 注口土器
１２７ 図１６８ ２０６ アスファルト付着土器片 RL 注口土器
１２８ 図１６８ ２０６ アスファルト付着土器片 N４ O‐７０ 無文 注口土器
１２９ 図１６８ ２０６ アスファルト付着土器片 N１０ X‐７５ 無文 注口土器
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（３）石器

盛土遺構からは剥片石器１０８，９３０点、礫石器１４，７５０点、石製品・その他１９２点、計１２３，８７２点の石

器が出土した。

盛土３４層（図２７、図１６９－１～７、図版２０７）

盛土３４層からは剥片石器１，９２１点、礫石器８４点、石製品・その他５点、計２，０１０点の石器が出土し

た。

１は縦長剥片に刃部が直線、あるいはやや内湾気味についている黒曜石製のスクレイパー。周縁

がすべて刃部加工されている。２は砂岩製の石鋸。使用面の辺の短い方に赤色物質が付着している。

３はヒスイ製、４はカンラン岩製、５・６は蛇紋岩製の玉。３は片側より、すり鉢状に穿孔されて

いる。底に穴のあいた椀のような形になっている。表面は風化して光沢はなく、白い部分の多い素

材を使っている。ヒスイの原産地分析により、糸魚川産のものを使用していることがわかった（�

章参照）。４～６は両側穿孔で、両面が平らに仕上げてある。玉の厚みは不均一。全体に良く磨か

れている。７は長さ１
強の豆状の礫の中程に、アスファルトのひもを帯状に巻き付けたと思われ

る、黒い痕が残る、用途不明の製品。アスファルトそのものは残ってないため、この黒い部分が本

当にアスファルトによる付着痕かは不明。石材は泥岩。

盛土３５層（図２８、図１６９－８～１４、図版２０７）

盛土３５層からは剥片石器５，４６０点、礫石器１５７点、石製品・その他１点、計５，６１８点の石器が出土

した。

８は黒曜石製の石槍。９・１０は頁岩製の石錐。９は T字につまみ部が加工されている。１０のつ

まみ部は棒状で、段をつけて錐部との境を作っている。１１は頁岩製のつまみ付きナイフ。１２は砂岩

製のたたき石。縦長の礫の１面に、２か所の使用痕をもつ“くぼみ石”である。１３は砂岩製の砥石。

断面三角形の礫の３面とも使用面である。１４は泥岩製の石棒の頭部片。刻線と細かい刻みで、格子

文様を施している。頭部の断面は楕円である。首の部分の一周する段にも、刻みがつけられ、沈線

で２列に分けられている。

盛土５層（図３０、図１６９－１５～３１、図１７０－３２～３７、図版２０７・２０８）

盛土５層からは剥片石器１６，０３６点、礫石器５９９点、石製品・その他１５点、計１６，６５０点の石器が出

土した。

１５～２０は石鏃。１５は無茎で、基部の下辺が内湾している。１６は無茎三角形の石鏃の基部にえぐり

を入れて有茎にしたような製品。先端は平らで、機能性は疑問。１７～２０は茎部にアスファルトの付

着がある石鏃。いずれも有茎。２０は基部にえぐりが入り、両側辺中程が張り出している。石材は１５

・１６が黒曜石、１８が珪質頁岩、それ以外は頁岩。今回アスファルトが付着した石鏃は１０点以上見つ

かっているが、いずれも器形は有茎で、石材は頁岩あるいは珪質頁岩製であり、黒曜石製のものは

なかった。素材によって使用方法が異なった結果か、あるいは黒曜石はアスファルトが残存しづら

い石材なのか。また必ず、茎部が破損しているのが特徴である。アスファルトは破損したものを再

利用するための処置か。２１・２２は頁岩製の石錐。装飾性のあるつまみ部をもつ。２３～２６は今回多く

出土したタイプのすり石・たたき石である。２３は砂岩製、２４・２６はカンラン岩製、２５は泥岩製。こ

のタイプの製品は多くが、球を上から軽くつぶしたような形をしており、上下に平坦な面を持つも
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のが多い。全周縁あるいは全面が敲打された後、個体によっては擦られている。敲打痕のみが残る

のものをたたき石、すり面をもつものをすり石としたが、結果的に同じ形状をもつ両者の使用目的

に差はないと思われ、「すった」、「すらない」の区別は無意味かもしれない。２７～３０はたたき石。

２７・２８は安山岩製、２９は砂岩製、３０は泥岩製。２７は縦長の礫の両端が主使用部で、他の面にも軽く

使用された箇所がある。２８は球状の礫の一端が主使用面で、表面にも数か所使用痕がある。２９は縦

長の礫に４か所の使用痕をもつ“くぼみ石”。３０は縦長扁平の礫の周縁が敲打されたもの。石斧未

成品の可能性あり。３１は砂岩製、３２は安山岩製の砥石。ともに砥面は１面のみ。３３・３４は泥岩製の

垂飾。３３は一端が欠けている。薄い楕円の礫の中央に両側から穿孔し、側縁に刻線を１本施す。ま

た、残っている側の一端に、３か所刻みが入っている。３４は縦長の薄い礫の端に両側から穿孔し、

表裏両面に線刻により、格子状の模様がつけられている。片面の方が刻線がより整然と並ぶ。３５・

３６は黒曜石製の異形石器。３５は一端を欠失している。３７は泥岩製のミニチュア石斧。平たい楕円礫

の先だけを研磨し、刃部を作り出している。

盛土２６層（図３２、図１７０－３８～６８、図１７１－６９・７０、図版２０８・２０９）

盛土２６層からは剥片石器７，４９８点、礫石器１，６３４点、石製品・その他２４点、計９，１５６点の石器が出

土した。

３８～３９は石鏃。３８は木の葉形。片面に一次剥離面を残す。３９は五角形。４０は柳葉形に一端にえぐ

りをつけたもの。先端が欠けている。４１は無茎の三角形の底辺にえぐりが入る。先端部のカーブに

角度がついている。４２～４４は有茎。４２は両面に一次剥離面が残る。４４は２か所欠損している。茎部

にアスファルトが付着する。石材は４２がメノウ、４４が頁岩、それ以外は黒曜石。４５～４７は頁岩製の

石錐。４５・４６はつまみ部をもたないタイプ。４７はつまみ付きナイフの転用品か。４８～５０はつまみ付

きナイフ。４８は頁岩製で、つまみ部分のみという感じ。石錐とも考えられる。４９・５０は黒曜石製。

４９は両側辺、５０は１側辺に刃部がつく。５１～５４は黒曜石製のスクレイパー。５５・５６は泥岩製の石斧。

５５は薄手の自然礫をそのまま用い、周縁と刃部のみ成形、研磨したもの。５６は剥離調整により成形

した後、全体を研磨している。５７は安山岩製のすり石。楕円の礫の３面を擦っている。５８は砂岩製

のたたき石。３か所使用している。５９はヒスイ製の玉。ヒスイの原産地分析を依頼したが、判明し

なかった。６０は石質不明。６１は蛇紋岩製の玉。５９・６０は片側からすり鉢状に穿孔されている。表面

は風化して光沢がない。６１は両側穿孔の平玉。全体に良く磨かれている。６２・６３は黒曜石製の異形

石器。６２は三日月形。６３は本来石鏃であったものか。波状の加工を施してある。上下２か所に欠損

部あり。６４～６８はアスファルト痕付礫。長さ１～２．５
程の豆状の礫の中程に、アスファルトのひ

もを帯状に巻き付けたと思われる、黒い痕が残る、用途不明の製品。帯はいずれも一周せずに、必

ず１か所薄い部分や途切れた部分があり、棒や紐などの細いものに接着して使用したことも考えら

れる。紐につけて、ネックレスにでもしたのかもしれない。ただ、アスファルトそのものが残って

いる例はなく、この黒い部分が本当にアスファルトによる付着痕かは不明。石材はすべて泥岩。６９

はミニチュアの石斧。細長い泥岩の小礫の刃部と側辺を研磨している。７０はオロシガネ状石製品の

ミニチュアである。石材は安山岩。

盛土１３層（図３９、図１７１－７１～９７、図１７２－９８～１２３、図版２０９～２１１）

盛土１３層からは剥片石器２０，６０９点、礫石器２，４８２点、石製品・その他４１点、計２３，１３２点の石器が

出土した。

２１１



７１～７５は有茎の石鏃。７５は茎部周辺にアスファルトの付着がある。３か所欠損している。石材は

７１～７３は黒曜石、７４・７５は珪質頁岩である。７６～７９は石錐。７６、７８・７９はつまみ部と錐部の境が明

瞭でないもの。７７はつまみ部を意識して作り出しているように見える。石材は７９が黒曜石、その他

は頁岩。８０～８２はつまみ付きナイフ。８０は頁岩製、その他は黒曜石製。８３～８９はスクレイパー。８３

～８６は縦長の素材に縦に刃部がついているもの。８３は棒状原石を使用している。８７・８８は横長の素

材に横に刃部があるもの。８９は不定形な素材を用いているもの。石材は８６が頁岩、８８が玄武岩、そ

の他は黒曜石。９０～９４は石斧。９０は半円柱形に敲打調整した礫の先端のみを研磨して刃部を施した

もの。基端側は欠失している。９１は敲打調整による成形の後、全体を研磨して仕上げている。９２は

刃部側の破片。敲打調整の後、刃部を中心に研磨して仕上げている。９３は剥離調整の後、全体を研

磨して仕上げている。９４は剥離調整の後、片面と刃部のみ研磨している。石材は９３が砂岩、その他

は泥岩。９５～９７はすり石。９５は軽石の礫を使用し、球状になったもの。９６・９７は盛土５層の２３～と

同製品。９７は包含層に掲載した石斧原材６３・６４とほぼ同地点で取り上げたものである。後の調査で、

盛土の層を過ぎると、明らかに遺物の出方が激減する傾向があることがわかった。よって、この２

つの原材の層位は、盛土１３層、あるいは何らかの盛土の層位を誤認した可能性がある。９６はカンラ

ン岩製、９７は泥岩製。９８は砂岩製の石鋸。９９～１０２はたたき石。９９は一側辺にたたき痕がある。ま

た、当初は石斧の素材であったのか、一端に擦痕が集中しているのが認められる。１００・１０１は“く

ぼみ石”。１０２は９６・９７や、盛土５層の２３～と同製品。４～２０mほど離れた地点から出土した破片

が５点接合した。盛土１層の１２６と同様、使用による剥離後も使用し続けた痕が認められる。１０３～

１０５は砂岩製の砥石。１０３はたたかれた痕も残る。１０３・１０４とも３面の砥面をもつ。１０５は４点が接

合したもの。うち２点は本体より剥がれた後、石鋸として再利用された痕がある。１０６・１０７はヒス

イ製、１０８はカンラン岩製、１０９は蛇紋岩製の玉。１０６・１０７は片側穿孔で、すり鉢状に穿孔され、底

に孔のあいた椀のような形になっている。１０６の表面は風化して光沢はない。１０７はヒスイの質が良

く、光沢があり透明度が高い。ともにヒスイの原産地分析により、糸魚川産のヒスイを使用してい

ることが判明した（�章参照）。１０８は平玉。両側穿孔。全体に磨かれる。１０９はどんぐり形の玉。

表面が良く磨かれている。１１０～１１６は黒曜石製の異形石器。１００～１１５のような蝶々形の異形石器に

ほぼ共通してみられる特徴は、真中のくびれた箇所に非摩滅部分が帯状に残っており、その他の表

面や周縁は強く摩滅している点である。何かを巻いたり、しばったりした痕か。いかなる目的や使

用法によるものであろうか。１１６は両面加工で、左右不対称の製品。１１７～１２１は盛土２６層の６４～と

同類のアスファルト痕付礫である。石材は１１７がチャート、１２０が砂岩、その他は泥岩。１２２は砂岩

製の石製品。一部欠損している。岩偶か。１２３は安山岩製のオロシガネ状石製品。１６mほど離れた

地点の破片が３点接合したものである。

盛土１層（図４３、図１７２－１２４～１２７、図版２１８）

盛土１層からは剥片石器２，２１７点、礫石器４００点、石製品・その他１点、計２，６１８点の石器が出土

した。

１２４は頁岩製の石錐。装飾性のあるつまみ部をもつものの類。１２５は片岩製の石斧。表面に破損が

ある。刃部と周縁のみ研磨してある。ミニチュア製品か。実用的なものであったかは疑問。１２６は

カンラン岩製のたたき石。盛土５層の２３～の製品と同類のもの。１０～２０m離れた地点で出土した

４点の破片が接合した。使用により破片が剥離した面にも使用痕があり、その後本体が２つに大き

く破損した後も、さらに使用し続けていることがわかる（１２６－１・１２６－２参照）。１２７は泥岩製装
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飾品。刻み、刻線、連続した未貫通の穿孔を組み合わせた精巧な文様がつけられている。両端が失

われている。１か所貫通した穿孔部分があり、腕輪であった可能性がある。

盛土２３層（図４３、図１７３－１２８・１２９、図版２１１）

盛土２３層からは剥片石器２８点、礫石器２０点、石製品・その他１点、計４９点の石器が出土した。

１２８は砂岩のたたき石。いわゆる“くぼみ石”であり、砥石の転用である。使用痕のある面が砥

面にもなっている。１２９は黒曜石製の異形石器で、盛土５層の３５、盛土１３層の１１２・１１３と同類製品。

盛土３３層（図４３、図１７３－１３０～１５４、図１７４－１５５～１５７、図版２１１～２１３）

盛土３３層からは剥片石器４，２１５点、礫石器７２３点、石製品・その他６点、計４，９４４点の石器が出土

した。

１３０は黒曜石製の石槍。先端が平坦である。破損した後再加工されたものか。１３１～１３５は石鏃。

１３１・１３２、１３５は木の葉形。１３３・１３４は有茎でアスファルトが付いているもの。茎部が破損してい

る。石材は１３１・１３２が黒曜石、１３３が珪質頁岩、その他は頁岩。１３６～１４１は頁岩製の石錐。１３６～１３９

はつまみ部と錐部の区別が明瞭でないもの。１４０・１４１は T字形につまみ部分が付けられているも

の。特に１４１のつまみ部は装飾性に富む。１４２～１４５はスクレイパー。１４２は縦長の素材に縦に、１４３

・１４４は横長の素材に横に刃部が付いている。１４５は斜めに刃部が付く。石材は１４５が頁岩、その他

は黒曜石。１４６・１４７は泥岩製の石斧。いずれも基端部側が失われている。敲打調整による成形の後、

刃部を中心に研磨している。１４８は片麻岩製のすり石。縦長の礫の一端が、４つのすり面により、

尖っている。１４９はヒスイ製の玉。片側穿孔で、椀状になっている。表面は風化して光沢はない。

ヒスイの原産地分析の結果、糸魚川産のものを使用していることが判明した（�章参照）。１５０・１５１

は黒曜石製の異形石器。１５０は一度被熱などで表面が曇った剥片の周縁を中央から剥離で加工して

いる。他の類似した製品の真中のくびれた部分が摩滅していないのは、このような加工法によるも

のか。盛土１３層の１１０～１１５と同類の製品。１５１は三日月形に加工されている。盛土５層の３６、盛土

２６層の６２と同類製品。１５２～１５４は石棒片。１５２は基部の一部。よく磨いて仕上げられ、断面は整円

形に近い。１５３も基部片と考えられるが、成形が不完全な未成品。１５４は片方の頭部を有した破片。

断面は偏平。若干のくびれをつけて頭部と基部を区別している。基部は加工が粗く、未成品の可能

性もある。石材は１５２が砂岩、他の２つは片岩。１５５・１５６は砂岩の台石、１５７は砂岩の石皿である。

いずれも同じような重さと大きさの礫製品で、この３点はほぼ同地点からまとまって出たものであ

る。１５５は使用面の剥離がひどく、かろうじて擦痕のある部分が残る。１５６は敲打痕とともに擦痕も

認められる。１５７は使用により、全体がなめらかになっている。

盛土３６層（図４３、図１７５－１５８～１７４、図版２１３・２１４）

盛土３６層からは剥片石器７，２４２点、礫石器３８１点、石製品・その他１４点、計７，６３７点の石器が出土

した。

１５８は頁岩製の石槍。１５９、１６１・１６２は頁岩製、１６０は黒曜石製の石錐。いずれもつまみ部が錐部

と区別されている。１６３は頁岩製のつまみ付きナイフ。１６４はカンラン岩製のすり石。全周縁をたた

いた後、擦っている。１６５～１６８はたたき石。１６２は縦長扁平の礫の１側縁を使用。表面に若干の擦

痕あり。１６６は扁平円形の礫の周縁をたたいている。１６７は球形の礫の中心を通る線上にたたき痕が

３か所、擦痕が１か所ある。１６８は横長の礫の側縁の一部を使用している。石材は１６５が泥岩、１６６
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がカンラン岩、１６７・１６８が安山岩。１６９はヒスイ製の玉。他のヒスイ製玉類とは異なり、孔の直径

が均一なため両側穿孔か。素材の厚みも均一で、両面が平らに磨かれている。ヒスイの原産地分析

の結果、糸魚川産のものを使用していることがわかった（�章参照）。１７０は En－aの降下軽石に

穿孔し、周縁に刻みをいれた垂飾。１７１～１７３は黒曜石製の異形石器。１７１・１７２はほぼ同地点で取り

上げたものである。他の同類製品同様、全体に摩滅しているが、くびれた中央部分のみが帯状に光

沢を残す。摩滅が先か、剥離が先かをみると、盛土３３層の１５０と同様、中央部の剥離が後にも見え

る。１７３は石槍の先端部をとって、丸く加工したような製品。両面とも一次剥離面を残す。１７４はア

スファルト痕付礫。特徴は他の同類製品と同じ（盛土１４層－２６～参照）。

盛土３層（図４６、図１７５－１７５～１８７、図版２１４・２１５）

盛土３層からは剥片石器３，９１５点、礫石器４３６点、石製品・その他６点、計４，３５７点の石器が出土

した。

１７５～１７７は石鏃。１７５は有茎、１７６・１７７は無茎。石材は１７５がメノウ、１７６が黒曜石、１７７が頁岩。

１７８～１８０は石錐。いずれも錐部とつまみ部が明瞭に区別された作りである。石材は１７８・１７９が頁岩、

１８０が黒曜石。１８１は泥岩製の石斧。敲打調整の後、全体に磨いている。表面に黒いしみがついてお

り、柄に装着した痕か。図の基端周辺の剥離および基部の白抜きは、使用による破損と考えられる

部分である。１８２は砂岩製の球形のすり石。一部焼けて黒変している。１８３は砂岩製の石鋸。扁平な

三角形の礫の長い２辺を使用。１８４はカンラン岩製の玉。両側からの穿孔。両面が平らに仕上げて

ある。１８５は安山岩製の垂飾。片側穿孔。１８６は黒曜石製の異形石器。盛土１３層の１１０～参照。１８７は

泥岩のアスファルト痕付礫。特徴は後述の盛土１４層の２１４～と同じ。

盛土１４層（図４６、図１７６－１８８～２２５、図版２１５・２１６）

盛土１４層からは剥片石器８，９５０点、礫石器１４７０点、石製品・その他４２点、計１０，４６２点の石器が出

土した。

１８８～１９２は石鏃。１９１のみ無茎。１９２は茎部にアスファルトが付着している。茎部は欠損している。

１９３は頁岩製の石錐。つまみ部と錐部の区別がないもの。１９４・１９５は黒曜石製のつまみ付きナイフ。

１９４は両面加工。１９６は黒曜石製のスクレイパー。横長剥片の２辺に刃部が付いている。１９７・１９９は

泥岩製、１９８は蛇紋岩製の石斧。１９７・１９８は全体を研磨して丁寧に仕上げてある。１９９は敲打調整に

より成形した後、刃部のみを磨いて作り出している。２００・２０１はすり石。２００は泥岩製で、敲打痕

とすり面が全体をおおい、球形になっている。前出の盛土５層の２４の類例であろう。２０１は安山岩

製。使用面は１面で、横長の楕円礫を長軸方向に使用している。２０２は砂岩製の、２０３は安山岩製の

たたき石。２０２はくぼみ石。２０３は球形の礫の下面が使用され、平らになっている。上部に幅１．５


程の黒い帯びが廻る。焼け痕か。また剥離も焼けによるもののようである。２０４はヒスイ製、２０５は

石質不明の玉。いずれもすり鉢状に片側穿孔され、底に孔のあいた椀のような形になっている。表

面は風化して光沢はない。２０４はヒスイの原産地分析を依頼したが、判明しなかった（�章参照）。

２０６はカンラン岩製の管玉。両側穿孔で、全体に良く磨かれている。２０７はカンラン岩製の垂飾。縦

長扁平の素材の側縁と、一端に、刻みが施される。歯根を表すものか。２０８・２０９は En－aの降下

軽石に穿孔した垂飾。２１０～２１２は盛土１３層の１１０～と同類の黒曜石製の異形石器。２１３は頁岩製のサ

メ歯形（？）石製品。先端が１段くびれて細くなり、ドリル状になっている。２１４～２１７は長さ１～

２．５
程の豆状の礫の中程に、アスファルトのひもを帯状に巻き付けたと思われる、黒い痕が残る、
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用途不明の製品。帯はいずれも一周せずに、必ず１か所薄い部分や途切れた部分があり、棒や紐な

どの細いものに接着して使用したことも考えられる。紐につけて、ネックレスにでもしたのかもし

れない。ただ、アスファルトそのものが残っている例はなく、この黒い部分が本当にアスファルト

による付着痕かは不明。２１８～２２３は、帯の痕はないが、２１４と同地点あるいは近くで採取されたも

ので、使用前の材料として持ち込まれたものと考えられる。石材はいずれも泥岩。２２４は片岩製の

石棒の基部片。縦に２つに割れている。他の石棒基部に比べ、断面の径が大きく、完形品は太いも

のだったと思われる。２２５は安山岩製のオロシガネ状石製品。２片が接合した。うち大きい方の破

片は、南側盛土から出土したもので、今回石器で南北盛土の遺物が接合をみたのはこの製品のみで

あった。今後南側盛土の整理をすすめていくうちにこのような例も増え、両盛土遺構がより密接に

かかわっていることが明らかになるだろう。

盛土２９層（図４６、図１７６－２２６、図版２１６）

盛土２９層からは剥片石器２８点、礫石器２９点、計５７点の石器が出土した。

２２６は泥岩製の石斧。柄のついたヘラのような形をしている。刃部のみ研磨されている。

盛土４層（図４９、図１７６－２２７～２３４、図１７７－２３５～２６４、図版２１６～２１８）

盛土４層からは剥片石器１３，３４６点、礫石器１，２９７点、石製品・その他２２点、計１４，６６５点の石器が

出土した。

２２７は頁岩製の石槍またはナイフ。２２８～２３３は石鏃。２２８以外はすべて有茎。石材は２２８～２３０が黒

曜石、その他は頁岩。２３４～２３７は石錐。２３４・２３５はつまみ部と錐部の区別のないもの、２３６・２３７は

区別のあるもの。石材は２３６が黒曜石、その他は頁岩。２３８は頁岩製のつまみ付きナイフ。２３９は頁

岩製のスクレイパー。２４０～２４２は黒曜石の原石。この３点はほぼ同じ地点より出土した。２４３は泥

岩製の石斧。基端を欠失している。敲打調整の後、刃部のみを研磨して作出している。２４４は砂岩

製の石鋸。長軸と平行な２辺を使用している。使用痕の断面が溝状になった部分もある。２４５～２５１

はたたき石。２４５は３点、２４６は２点の破片が接合した。盛土５層の２４～２６と同類のもの。２４７は砥

石の転用のくぼみ石。２４８は上下両端が使用面である。２４９は球状の礫の数か所に使用痕がある。２５０

は縦長の礫の側面と上下端に敲打痕がある。石斧の未成品か。２５１はくぼみ石。数本の刻線もある。

石材は２４５・２４８がカンラン岩、２４６・２５０が泥岩、２４７・２４９が砂岩、２５１が安山岩。２５２～２５４は砥石。

いずれも２面以上砥面をもつ。石材は２５２・２５４が砂岩、２５３が安山岩。２５５はヒスイ製、２５６は蛇紋

岩製の玉。２５５は片側穿孔で、椀状になっている。表面は風化している。ヒスイの原産地分析を依

頼したが、判明しなかった（�章参照）。２５６は両側穿孔で、全体に良く磨かれ、両面が平らに仕上

げてある。２５７～２６０は黒曜石製の異形石器。２５８・２５９は盛土１３層の１１０～と同類製品。２６０は剥片の

下部分３分の１は二次加工されていない。２６１～２６４は前出の盛土１４層の２１４～と同じアスファルト

痕付礫製品。石材はいずれも泥岩。

盛土３１層（図５２、図１７８－２６５、図版２１８）

盛土３１層からは剥片石器２０４点、礫石器１４３点、石製品・その他１点、計３４８点の石器が出土した。

２６５は砂岩の石鋸。扁平礫の両側縁の機能面は断面が V字形で、刃部のように加工されている。

盛土３７層（図５２、図１７８－２６６、図版２１８）

２１５



盛土３７層からは剥片石器１２１点、礫石器１２点、計１３３点の石器が出土した。

２６６はカンラン岩製のたたき石。断面が三角形の縦長の礫の両端を使用している。また側面は

擦ってなめらかになっており、剥離もみられる。

SE１層（図５４、図１７８－２６７～２８０、図版２１８・２１９）

SE１層からは剥片石器６，７３０点、礫石器１，２７４点、石製品・その他５点、計８，００９点の石器が出土

した。

２６７は黒曜石製の有茎の石鏃。２６８は頁岩製の剥片石器。分類はスクレイパーにしたが、周縁が内

湾気味に両面加工されており、石錐の未成品かもしれない。２６９は頁岩製のスクレイパー。縦長の

剥片の両側縁部に刃部が作られている。２７０～２７２は黒曜石のピエス・エスキーユ。上下方向の加撃

により、２７０・２７２は上端が点状に、下端が線状に、２７１は上下端とも点状に摩滅。２７３は泥岩製の石

斧。基端を欠く。敲打調整により成形後、全体を磨いて仕上げている。刃部も両面から磨いて作ら

れている。２７４は片麻岩製のすり石。全体を擦って、扁平な円形の礫になっている。２７５は安山岩製

のすり石。横長の礫の長軸方向に、使用面が２面ある。２７６はカンラン岩製、２７７は頁岩製、２７８は

安山岩製のたたき石。２７４、２７６・２７７は盛土５層の２３～２６のすり石、たたき石と同類製品と考えら

れる。２７６・２７７は擦痕が認められず、周縁の敲打痕が明瞭なため、たたき石に分類した。２７８は扁

平な楕円の礫の一辺が主使用面。片面に若干のたたき痕もある。２７９は砂岩の垂飾。３分の１程欠

損している。表面には１０数本の刻線により、連続した三角形の模様が施されている。２８０は片岩製

の石棒の基部片。

SE２層（図５５、図１７８－２８１～２９１、図版２１９）

SE２層からは剥片石器７，６９０点、礫石器１，８０８点、石製品・その他４点、計９，５０２点の石器が出土

した。

２８１は黒曜石製の有茎の石鏃。茎部にえぐりが入り、特徴がある。大きさから、石槍の可能性も

ある。２８２は頁岩製の石錐。２８３は黒曜石製のつまみ付きナイフ。つまみ部は剥片の上下に対し、逆

についている。２８４は黒曜石製のピエス・エスキーユ。上下方向の加撃により、上下端とも線状に

磨滅している。２８５・２８６は泥岩製の石斧。２８５は敲打調整の後、刃部とその周辺を研磨して仕上げ

ている。刃部が基部に対して斜めについている。２８６は基部側を欠失している。刃部のみが磨かれ

て作られている以外は全体に敲打調整痕が残る。２８７はカンラン岩製のすり石。周縁を敲打したあ

と、全体に擦っている。２８８～２９０は泥岩製のたたき石。２８８は扁平な長方形の礫の上下端が使用面

になっている。側面が擦り切ってあり、全体が研磨されているので、石斧の転用品。２８９は偏平な

円形の礫の周縁に敲打痕が巡っている。２８７、２８９は前出（盛土５層－２３～２６）の扁平な球状のもの

と同類。２９０はほとんど原石に近い扁平な礫の表面に若干のたたき痕がある。周縁の一部にも敲打

・剥離調整痕がみられる。２９１は泥岩製の石棒の頭部片。敲打調整の後、全体に研磨してある。頭

部には縦方向の細い刻線の集まりでできた幅１
の浅い溝があり、横方向には平行した２本の断面

V字形の刻みがある。

包含層出土の石器（図１７９～１８１、図版２２０～２２３）

石槍またはナイフ（１）

２１６



黒曜石製。全長のほぼ半分が茎部。

石鏃（２～１２）

２は五角形。３、４は木の葉形。４は基部の厚みから、石錐の可能性あり。５～７は二等辺三角

形。８～１２は有茎。８、９の茎部は特徴がある。１２は茎部と片刃の刃部加工のみで、未成品。石材

は４のみが頁岩、その他は黒曜石。

石錐（１３～１９）

１９は上下両端が錐部。その他はすべてつまみ部と錐部が明瞭に区別されている。石材は１７が黒曜

石、その他は頁岩。

つまみ付きナイフ（２０～２３）

２０は両面加工。無茎石鏃の先端をつまみに加工したような製品。石材は２２が頁岩、その他は黒曜

石。

スクレイパー（２４～３０）

２４～２６は丸みのある剥片を素材としたもの。２７、３０は縦長の、２８は横長の剥片を使用したもの。

２９はＬ字形の剥片に刃部が付いているもの。石材は２５、２８、３０が頁岩、その他は黒曜石。

石斧（３１～４１）

３１、３７、４０は敲打調整の後、全体を研磨している。３２は片面が未加工。３３は扁平縦長の自然礫を

利用し、研磨による加工は刃部付近にとどまっている。３４～３６、３８、３９、４１は剥離調整の後、研磨

で仕上げている。石材は３２、３６が片岩、その他は泥岩。

すり石（４２～４７）

４２は断面三角形の礫を輪切りにしたような素材。主な使用面は５面。４３、４４は盛土遺構の盛土５

層の２３～と同類製品である。４５、４６は卵形の礫を使用。４７は断面三角形の縦長の礫の上下両端を敲

打調整した後、全面を擦っている。石製品か。石材は４２、４６が安山岩、４７が蛇紋岩、その他は泥岩。

たたき石（４８～６０）

４８～５０はくぼみ石。４９はすり面もあり。５０は扁平礫の片側辺を擦っている。５１は礫の上下２面を

使用。すり石の機能もあり。５２～６０は包含層すり石の４３、４４や、盛土５層の２３～と同類の製品。石

材は４８、５０、５４が砂岩、４９が安山岩、５１、５７が泥岩、その他はカンラン岩。

砥石（６１・６２）

どちらも砂岩を使用。砥面が凹状になっており、薄い部分では厚さ２～４	程になるまで使い込

まれている。

石斧原材（６３・６４）

この２点は盛土１３層で掲載した９７とほぼ同地点で出土している。後の調査で、盛土の層を過ぎる

と、明らかに出土遺物点数が激減する傾向があることがわかった。よって、この２つの原材の層位

は盛土１３層、あるいは何らかの盛土の層位を誤認した可能性がある。分類も石斧原材としたが、た

たき石やすり石とセットで出土していることを考えると、泥岩製石器の原材というべきか。

玉（６５）

蛇紋岩製の平玉。両側穿孔で、よく磨かれている。

垂飾・石製品（６６～６８）

６６はまが玉様に加工されたもの。両側から穿孔され、表面も丁寧に磨かれている。６７は３分の１

程を欠失していると思われる。両側穿孔で、全体を研磨しているが、いびつである。６８は三角形に

成形、研磨された製品。石材はすべてカンラン岩。

２１７



異形石器（６９～７５）

６９は両側辺を波状に加工された剥片。７０は石鏃の下辺にえぐりを入れ、脚部をつけたもの。７１～７４

は盛土１３層の１１０～と同類製品。７３は片方の尖鋭部分欠失後、再加工されている。７５は「くの字

形」の製品。石材はすべて黒曜石。

アスファルト痕付礫（７６）

盛土２６層の６４～と同類製品。石材は泥岩。

石棒（７７～７９）

７７は石棒の一部が薄く剥がれたもの。帯状の装飾部分にあたり、一周する３本の平行刻線の間に

斜めの刻線が施されている。７８は基部の一部。３分の１程残った表面に縦方向に磨かれた痕が確認

できる。７９は頭部破片。断面は楕円形。平行に一周する２本の断面 V字形の刻線により茎部と頭

部との区別がなされている。頭部にも同様の刻線が２本平行して一周している。石材は７８が片岩、

その他は泥岩。

２１８













２２４









２２８



２２９



２３０





表２６ 盛土遺構出土掲載石器一覧（１）

盛土名 掲載
 図
 図版
 発掘区 分 類 長さ×幅×厚さ（cm） 重さ（g） 石 材
盛土３４層 １ １６９ ２０７ K‐７７ スクレイパー ５．８×３．６×０．８ １２．５３ 黒曜石

２ １６９ ２０７ K‐７７ 石 鋸 ９．０×５．１×１．３ ７８．４７ 砂 岩
３ １６９ ２０７ M‐７８ 石製品（玉） ０．７×０．７×０．４ ０．２６ ヒスイ
４ １６９ ２０７ L‐７７ 石製品（玉） １．０×１．０×０．６ ０．６８ カンラン岩
５ １６９ ２０７ L‐７７ 石製品（玉） １．１×１．０×０．６ ０．８６ 蛇紋岩
６ １６９ ２０７ L‐７７ 石製品（玉） １．４×１．４×０．９ ２．４５ 蛇紋岩
７ １６９ ２０７ M‐７９ 石製品（アスファルト痕付礫） （１．０）×０．７×０．５ ０．６３ 泥 岩

盛土３５層 ８ １６９ ２０７ N‐７５ 石槍またはナイフ ５．４×２．４×０．７ ６．０６ 黒曜石
９ １６９ ２０７ L‐７５ 石錐 ３．２×２．１×０．４ １．３４ 頁 岩
１０ １６９ ２０７ K‐７５ 石錐 ４．７×１．３×０．７ ２．４０ 頁 岩
１１ １６９ ２０７ K‐７５ つまみ付きナイフ ９．０×３．０×１．０ １９．７７ 頁 岩
１２ １６９ ２０７ L‐７５ たたき石 １４．５×５．５×３．４ ３４８．００ 砂 岩
１３ １６９ ２０７ N‐７６ 砥 石 ９．８×６．９×５．４ ３６２．２０ 砂 岩
１４ １６９ ２０７ L‐７５ 石製品（石棒） （５．０）×（３．２）×（２．３） ５０．９１ 泥 岩

盛土５層 １５ １６９ ２０７ L‐７６ 石 鏃 ２．８×１．４×０．３ ０．８４ 黒曜石
１６ １６９ ２０７ N‐８０ 石 鏃 ２．７×１．１×０．２ ０．８１ 黒曜石
１７ １６９ ２０７ N‐７７ 石 鏃 （２．０）×１．２×０．４ ０．６０ 頁 岩
１８ １６９ ２０７ M‐７７ 石 鏃 （２．８）×１．４×０．５ １．０５ 珪質頁岩
１９ １６９ ２０７ N‐７６ 石 鏃 （２．７）×１．３×０．６ １．５１ 頁 岩
２０ １６９ ２０７ N‐７６ 石 鏃 ２．８×１．３×０．４ ０．７９ 頁 岩
２１ １６９ ２０７ M‐７７ 石 錐 ４．３×２．０×０．５ ２．０８ 頁 岩
２２ １６９ ２０７ N‐７８ 石 錐 ４．５×１．６×０．４ １．３９ 頁 岩
２３ １６９ ２０８ N‐７７ すり石 ５．０×４．９×５．０ １５４．６ 砂 岩
２４ １６９ ２０８ L‐７６ すり石 ５．５×５．４×４．５ ２３１．９ カンラン岩
２５ １６９ ２０８ N‐７６ たたき石 ５．２×５．６×３．１ １６３．２ 泥 岩
２６ １６９ ２０８ L‐７５ たたき石 ５．９×５．５×４．５ ２００．１ カンラン岩

N‐７９
２７ １６９ ２０８ N‐７７ たたき石 ９．４×４．６×３．４ ２３８．１ 安山岩

O‐７７
２８ １６９ ２０８ L‐７６ たたき石 ８．２×７．１×５．７ ４１７．７ 安山岩
２９ １６９ ２０８ N‐７８ たたき石 １０．６×５．３×３．４ ２２５．０ 砂 岩
３０ １６９ ２０８ M‐７７ たたき石 １５．７×７．０×２．７ ４９５．５ 泥 岩

N‐７６
３１ １６９ ２０８ N‐８０ 砥 石 １０．３×７．８×３．２ １７９．７ 砂 岩
３２ １７０ ２０８ O‐７９ 砥 石 １６．９×１０．４×５．４ １２６５．２ 安山岩

（トレンチ） M‐７４
３３ １７０ ２０７ O‐７９ 石製品（垂飾） （３．６）×３．１×０．４ ７．００ 泥 岩
３４ １７０ ２０７ N‐７７ 石製品（垂飾） ８．３×２．５×０．６ ２０．０６ 泥 岩
３５ １７０ ２０７ O‐７８ 石製品（異形石器） （３．０）×（２．３）×０．５ １．９８ 黒曜石
３６ １７０ ２０７ O‐７７ 石製品（異形石器） （３．９）×（１．９）×０．５ １．５４ 黒曜石
３７ １７０ ２０７ N‐７８ 石製品（ミニチュア） ２．７×１．０×０．３ １．２３ 泥 岩

盛土２６層 ３８ １７０ ２０８ N‐８３ 石 鏃 １．８×０．７×０．２ ０．１２ 黒曜石
３９ １７０ ２０８ K‐７８ 石 鏃 １．６×１．０×０．１ ０．１７ 黒曜石
４０ １７０ ２０８ L‐７７ 石 鏃 （２．８）×０．９×０．２ ０．５１ 黒曜石

O‐８３
４１ １７０ ２０８ K‐７８ 石 鏃 ３．２×１．５×０．３ １．３０ 黒曜石
４２ １７０ ２０８ M‐７８ 石 鏃 １．６×１．２×０．３ ０．４１ メノウ
４３ １７０ ２０８ K‐７８ 石 鏃 １．８×１．３×０．３ ０．４８ 黒曜石
４４ １７０ ２０８ K‐７９ 石 鏃 （２．２）×（１．３）×０．４ ０．８７ 頁 岩
４５ １７０ ２０８ L‐７８ 石 錐 ２．５×１．０×０．７ １．４５ 頁 岩
４６ １７０ ２０８ K‐７８ 石 錐 ３．６×１．０×０．５ １．６４ 頁 岩
４７ １７０ ２０８ M‐８０ 石 錐 ４．７×２．７×０．７ ６．７８ 頁 岩
４８ １７０ ２０８ K‐７８ つまみ付きナイフ １．７×０．９×０．４ ０．５１ 頁 岩
４９ １７０ ２０８ K‐７７ つまみ付きナイフ ６．３×２．８×０．９ １４．９６ 黒曜石
５０ １７０ ２０８ K‐８１ つまみ付きナイフ ６．７×５．２×１．１ １７．６１ 黒曜石
５１ １７０ ２０８ N‐８２ スクレイパー ７．０×２．９×１．０ １１．３５ 黒曜石
５２ １７０ ２０８ K‐７８ スクレイパー ９．０×３．８×１．３ ４０．０６ 黒曜石
５３ １７０ ２０８ K‐７９ スクレイパー ３．２×５．７×１．２ １９．３６ 黒曜石
５４ １７０ ２０８ K‐７８ スクレイパー ４．７×９．３×１．４ ３９．６６ 黒曜石
５５ １７０ ２０９ M‐７９ 石 斧 ８．２×３．５×１．１ ５２．７９ 泥 岩
５６ １７０ ２０９ K‐７８ 石 斧 １０．０×３．７×１．７ ７７．３４ 泥 岩
５７ １７０ ２０９ K‐７８ すり石 ７．９×１１．６×５．２ ６９６．６０ 安山岩
５８ １７０ ２０９ N‐８２ たたき石 ８．３×３．２×２．５ ８０．２３ 砂 岩

（トレンチ） K‐７６
５９ １７０ ２０９ K‐７７ 石製品（玉） ０．７×０．７×０．４ ０．２７ ヒスイ
６０ １７０ ２０９ K‐７８ 石製品（玉） ０．９×０．９×０．７ ０．３８ 不 明
６１ １７０ ２０９ L‐７７ 石製品（玉） １．３×１．３×０．８ １．７３ 蛇紋岩
６２ １７０ ２０９ N‐８３ 石製品（異形石器） （２．８）×（０．９）×０．３ ０．６９ 黒曜石
６３ １７０ ２０９ N‐８３ 石製品（異形石器） （３．２）×（１．２）×０．４ １．１８ 黒曜石
６４ １７０ ２０９ L‐７８ 石製品（アスファルト痕付礫） １．５×１．０×０．９ １．７７ 泥 岩
６５ １７０ ２０９ K‐７９ 石製品（アスファルト痕付礫） １．７×０．６×０．５ ０．７２ 泥 岩
６６ １７０ ２０９ K‐７８ 石製品（アスファルト痕付礫） １．８×０．７×０．５ ０．８４ 泥 岩
６７ １７０ ２０９ K‐７８ 石製品（アスファルト痕付礫） ２．０×０．６×０．５ １．１３ 泥 岩
６８ １７０ ２０９ L‐７８ 石製品（アスファルト痕付礫） ２．０×０．７×（０．５） ０．８０ 泥 岩

２３２



表２７ 盛土遺構出土掲載石器一覧（２）

盛土名 掲載
 図
 図版
 発掘区 分 類 長さ×幅×厚さ（cm） 重さ（g） 石 材
盛土２６層 ６９ １７１ ２０９ N‐８３ 石製品（ミニチュア） ４．９×１．２×０．５ ４．８１ 泥 岩

７０ １７１ ２０９ K‐７８ 石製品（ミニチュア） ５．７×４．３×１．１ ２９．６４ 安山岩
盛土１３層 ７１ １７１ ２０９ N‐７５ 石 鏃 １．２×０．９×０．２ ０．１８ 黒曜石

７２ １７１ ２０９ O‐７７ 石 鏃 １．５×０．８×０．１ ０．１４ 黒曜石
７３ １７１ ２０９ N‐７６ 石 鏃 １．３×１．２×０．２ ０．２６ 黒曜石
７４ １７１ ２０９ N‐７７ 石 鏃 １．６×１．０×０．３ ０．３１ 珪質頁岩
７５ １７１ ２０９ N‐７５ 石 鏃 （３．２）×（１．２）×０．４ １．３７ 珪質頁岩
７６ １７１ ２０９ P‐７６ 石 錐 ２．０×０．６×０．４ ０．４５ 頁 岩
７７ １７１ ２０９ O‐７６ 石 錐 ２．９×１．３×０．５ １．５７ 頁 岩
７８ １７１ ２０９ O‐７９ 石 錐 ３．０×１．２×０．９ ３．４８ 頁 岩
７９ １７１ ２０９ O‐７６ 石 錐 ４．３×１．２×０．７ ３．６７ 黒曜石
８０ １７１ ２０９ O‐７９ つまみ付きナイフ ４．７×１．５×０．６ ４．６７ 頁 岩
８１ １７１ ２０９ P‐７４ つまみ付きナイフ ５．９×３．０×０．７ ９．１６ 黒曜石
８２ １７１ ２０９ O‐７４ つまみ付きナイフ ６．３×３．２×１．４ １２．４３ 黒曜石
８３ １７１ ２０９ O‐７４ スクレイパー ５．２×１．７×０．７ ７．２５ 黒曜石
８４ １７１ ２０９ O‐７７ スクレイパー ６．０×２．０×０．８ ９．０７ 黒曜石
８５ １７１ ２０９ O‐７９ スクレイパー ４．９×３．１×１．２ １４．００ 黒曜石
８６ １７１ ２０９ N‐８０ スクレイパー ７．０×４．７×１．５ ３３．９８ 頁 岩
８７ １７１ ２０９ O‐７５ スクレイパー ２．９×５．１×１．３ １３．８０ 黒曜石
８８ １７１ ２０９ N‐７６ スクレイパー ６．６×６．１×１．６ ４８．４３ 玄武岩
８９ １７１ ２０９ N‐７６ スクレイパー ３．９×４．２×０．９ ７．６１ 黒曜石
９０ １７１ ２１０ N‐７５ 石 斧 （５．７）×３．５×１．６ ５１．７６ 泥 岩
９１ １７１ ２１０ O‐７６ 石 斧 ７．２×３．２×１．４ ４６．１５ 泥 岩
９２ １７１ ２１０ N‐８２ 石 斧 （６．９）×５．７×２．６ １５３．３０ 泥 岩
９３ １７１ ２１０ O‐７６ 石 斧 １０．２×５．３×２．７ ２１７．６０ 砂 岩
９４ １７１ ２１０ O‐７６ 石 斧 １３．６×４．７×２．３ ２０７．６０ 泥 岩
９５ １７１ ２１０ O‐７３ すり石 ５．０×４．５×３．９ ２８．５６ 軽 石
９６ １７１ ２１０ O‐８０ すり石 ５．２×５．６×３．１ １６２．６０ カンラン岩
９７ １７１ ２１０ P‐８０ すり石 ６．５×６．３×３．７ ２５４．００ 泥 岩
９８ １７２ ２１０ O‐７５ 石 鋸 ５．８×９．５×１．４ ９６．１０ 砂 岩
９９ １７２ ２１０ N‐７５ たたき石 ５．８×２．８×０．７ １８９．９０ 泥 岩
１００ １７２ ２１０ P‐７９ たたき石 ７．６×５．８×４．０ ２０８．６０ 砂 岩
１０１ １７２ ２１０ O‐８０ たたき石 ７．３×７．３×５．８ １２３．８０ 軽 石
１０２ １７２ ２１０ N‐７６ たたき石 （５．７）×９．３×８．１ ５９２．５０ 片麻岩

（盛土５層） M‐７６
（�） O‐７４
（�） Q‐７０
（�a） L‐７８

１０３ １７２ ２１０ O‐７６ 砥 石 ８．７×８．２×４．８ ３１８．８０ 砂 岩
（�） O‐７５
（�） O‐７６

１０４ １７２ ２１０ O‐７４ 砥 石 １０．０×７．４×５．９ ３５２．００ 砂 岩
１０５ １７２ ２１０ O‐７７ 砥 石 １５．１×１４．３×３．１ ７３５．４０ 砂 岩

（盛土３６層） L‐７４
（�） O‐７５

１０６ １７２ ２１１ O‐７４ 石製品（玉） ０．５×０．６×０．４ ０．１５ ヒスイ
１０７ １７２ ２１１ N‐７６ 石製品（玉） ０．８×０．８×０．６ ０．５９ ヒスイ
１０８ １７２ ２１１ N‐７６ 石製品（玉） ０．９×０．９×０．７ ０．５１ カンラン岩
１０９ １７２ ２１１ O‐７４ 石製品（玉） １．６×１．６×２．３ ７．６９ 蛇紋岩
１１０ １７２ ２１１ O‐８０ 石製品（異形石器） １．９×１．０×０．４ ０．９０ 黒曜石
１１１ １７２ ２１１ O‐８０ 石製品（異形石器） ２．１×１．０×０．４ １．００ 黒曜石
１１２ １７２ ２１１ O‐７６ 石製品（異形石器） ２．０×１．２×０．４ ０．７２ 黒曜石
１１３ １７２ ２１１ N‐７５ 石製品（異形石器） ２．１×１．５×０．３ ０．８１ 黒曜石
１１４ １７２ ２１１ O‐８０ 石製品（異形石器） ２．４×１．１×０．３ １．１１ 黒曜石
１１５ １７２ ２１１ O‐７６ 石製品（異形石器） ２．６×１．５×０．５ １．８４ 黒曜石
１１６ １７２ ２１１ O‐７７ 石製品（異形石器） ３．７×２．２×０．６ ３．８６ 黒曜石
１１７ １７２ ２１１ O‐７４ 石製品（アスファルト痕付礫） １．５×０．９×０．７ １．３２ チャート
１１８ １７２ ２１１ Q‐７３ 石製品（アスファルト痕付礫） １．８×０．９×０．６ １．５０ 泥 岩
１１９ １７２ ２１１ N‐７６ 石製品（アスファルト痕付礫） （２．０）×１．０×０．７ ２．０１ 泥 岩
１２０ １７２ ２１１ N‐７６ 石製品（アスファルト痕付礫） ２．３×１．１×０．７ ２．５２ 砂 岩
１２１ １７２ ２１１ O‐７６ 石製品（アスファルト痕付礫） ２．４×０．９×０．４ １．６３ 泥 岩
１２２ １７２ ２１１ N‐７５ 石製品（岩偶？） ５．２×４．１×１．５ ２６．８６ 砂 岩
１２３ １７２ ２１１ O‐７６ 石製品（オロシガネ） １４．１×９．１×２．１ ２６２．５０ 安山岩

（盛土５層） N‐７６
（�） P‐８０
盛土１層 １２４ １７２ ２１８ S‐６６ 石 錐 ２．５×１．５×０．４ ０．８０ 頁 岩

１２５ １７２ ２１８ Q‐６７ 石 斧 ６．９×２．３×０．９ ２１．１７ 片 岩
１２６ １７２ ２１８ Q‐６６ たたき石 ６．４×６．５×４．７ ２７９．８０ カンラン岩

（盛土５層） L‐７６
L‐７６
O‐７９

１２７ １７２ ２１８ S‐６５ 石製品（腕輪？） （５．２）×（１．４）×０．６ ４．６７ 泥 岩
盛土２３層 １２８ １７３ ２１１ R‐８６ たたき石 ７．１×４．９×２．５ １２７．３０ 砂 岩

１２９ １７３ ２１１ R‐８６ 石製品（異形石器） （２．６）×（１．７）×０．５ １．４０ 黒曜石
盛土３３層 １３０ １７３ ２１１ N‐７７ 石槍またはナイフ ４．８×２．７×０．７ ６．４５ 黒曜石

２３３



表２８ 盛土遺構出土掲載石器一覧（３）

盛土名 掲載
 図
 図版
 発掘区 分 類 長さ×幅×厚さ（cm） 重さ（g） 石 材
盛土３３層 １３１ １７３ ２１１ O‐７６ 石 鏃 １．１×０．８×０．２ ０．１８ 黒曜石

１３２ １７３ ２１１ M‐７７ 石 鏃 ２．１×１．１×０．３ ０．６３ 黒曜石
１３３ １７３ ２１１ N‐７６ 石 鏃 （２．２）×１．４×０．４ １．０１ 珪質頁岩
１３４ １７３ ２１１ M‐７６ 石 鏃 （２．９）×１．４×０．４ １．０２ 頁 岩
１３５ １７３ ２１１ M‐７５ 石 鏃 ３．９×２．５×０．８ ７．０８ 頁 岩
１３６ １７３ ２１１ N‐７６ 石 錐 ２．３×０．９×０．９ ０．７７ 頁 岩
１３７ １７３ ２１１ M‐７５ 石 錐 ３．６×１．３×０．８ ２．７１ 頁 岩
１３８ １７３ ２１１ N‐７５ 石 錐 ４．１×１．２×０．８ ３．１０ 頁 岩
１３９ １７３ ２１１ N‐７７ 石 錐 （５．１）×１．７×０．９ ６．０６ 頁 岩
１４０ １７３ ２１１ N‐７５ 石 錐 ４．５×１．６×０．４ １．４０ 頁 岩
１４１ １７３ ２１１ N‐７５ 石 錐 ４．５×２．３×０．５ ２．０２ 頁 岩
１４２ １７３ ２１２ M‐７６ スクレイパー ７．１×３．６×１．２ ２８．３０ 黒曜石
１４３ １７３ ２１２ M‐７６ スクレイパー ２．５×４．７×１．２ １０．７４ 黒曜石
１４４ １７３ ２１２ N‐７７ スクレイパー ３．４×５．９×０．８ １４．２５ 黒曜石
１４５ １７３ ２１２ M‐７６ スクレイパー ６．６×７．３×１．４ ４５．２８ 頁 岩
１４６ １７３ ２１２ M‐７６ 石 斧 （５．９）×（６．６）×３．５ １７９．６０ 泥 岩
１４７ １７３ ２１２ M‐７６ 石 斧 （７．９）×５．８×３．３ ２５９．２０ 泥 岩
１４８ １７３ ２１２ N‐７５ すり石 （５．５）×（５．０）×（３．０） １５３．８０ 片麻岩
１４９ １７３ ２１２ M‐７６ 石製品（玉） ０．７×０．７×０．５ ０．３２ ヒスイ
１５０ １７３ ２１２ M‐７６ 石製品（異形石器） ２．５×１．２×０．４ １．４３ 黒曜石
１５１ １７３ ２１２ M‐７６ 石製品（異形石器） ２．９×０．７×０．３ ０．５１ 黒曜石
１５２ １７３ ２１２ L‐７５ 石製品（石棒） （７．０）×３．６×３．２ １２９．８０ 砂 岩
１５３ １７３ ２１２ M‐７５ 石製品（石棒） （１４．３）×（３．３）×２．６ ２１２．５０ 片 岩
１５４ １７３ ２１２ N‐７７ 石製品（石棒） （１４．６）×（４．２）×２．５ ２１０．１０ 片 岩
１５５ １７４ ２１３ M‐７６ 台 石 ２１．０×１７．３×（１０．８） ３９４０．００ 砂 岩
１５６ １７４ ２１３ M‐７６ 台 石 ２２．７×１７．７×８．１ ４５８０．００ 砂 岩
１５７ １７４ ２１３ M‐７６ 石 皿 ２５．０×２０．０×７．４ ４７２０．００ 砂 岩

盛土３６層 １５８ １７５ ２１３ K‐７４ 石槍またはナイフ ８．６×２．９×１．０ １８．９６ 頁 岩
１５９ １７５ ２１３ M‐７５ 石 錐 ２．３×１．５×０．７ １．９４ 頁 岩
１６０ １７５ ２１３ M‐７５ 石 錐 （４．７）×２．２×０．５ ３．２２ 黒曜石
１６１ １７５ ２１３ N‐７４ 石 錐 ４．８×１．２×０．７ ２．０５ 頁 岩
１６２ １７５ ２１３ L‐７５ 石 錐 ４．９×１．４×０．５ １．６９ 頁 岩
１６３ １７５ ２１３ L‐７４ つまみ付きナイフ ５．７×３．９×１．２ １９．５２ 頁 岩
１６４ １７５ ２１４ M‐７４ すり石 ５．２×５．５×３．７ １８８．９０ カンラン岩
１６５ １７５ ２１４ L‐７５ たたき石 ８．３×３．９×１．５ ８２．６３ 泥 岩

（トレンチ） M‐７６
１６６ １７５ ２１４ M‐７４ たたき石 ８．３×７．６×３．２ ４１８．５０ カンラン岩
１６７ １７５ ２１４ M‐７５ たたき石 ６．５×６．６×５．３ ２８８．３０ 安山岩
１６８ １７５ ２１４ N‐７４ たたき石 ２０．３×８．６×６．０ １６９２．１０ 安山岩
１６９ １７５ ２１４ M‐７４ 石製品（玉） ０．７×０．７×０．３ ０．２９ ヒスイ
１７０ １７５ ２１４ M‐７５ 石製品（垂飾） ３．４×４．８×２．７ １２．８４ 軽 石
１７１ １７５ ２１４ L‐７４ 石製品（異形石器） １．９×１．０×０．６ １．１４ 黒曜石
１７２ １７５ ２１４ L‐７４ 石製品（異形石器） ２．１×１．１×０．７ １．３０ 黒曜石
１７３ １７５ ２１４ N‐７５ 石製品（異形石器） ５．０×３．２×０．９ １１．３０ 黒曜石
１７４ １７５ ２１４ M‐７５ 石製品（アスファルト痕付礫） ２．０×０．８×０．６ １．３８ 泥 岩

盛土３層 １７５ １７５ ２１４ M‐７６ 石 鏃 １．８×０．７×０．４ ０．３９ メノウ
１７６ １７５ ２１４ S‐６８ 石 鏃 ２．２×１．３×０．３ ０．６４ 黒曜石
１７７ １７５ ２１４ S‐６７ 石 鏃 ５．０×２．５×０．６ ７．９５ 頁 岩
１７８ １７５ ２１４ S‐６６ 石 錐 ４．１×１．４×０．６ １．８２ 頁 岩
１７９ １７５ ２１４ S‐６８ 石 錐 ４．１×１．８×０．４ １．９９ 頁 岩
１８０ １７５ ２１４ Q‐６７ 石 錐 （４．３）×（２．７）×１．２ ７．６９ 黒曜石
１８１ １７５ ２１５ S‐６５ 石 斧 （９．２）×４．７×２．０ １２０．４０ 泥 岩
１８２ １７５ ２１５ S‐６９ すり石 ５．５×５．９×５．２ １７３．３０ 砂 岩
１８３ １７５ ２１５ S‐６８ 石 鋸 ５．２×９．２×１．５ ９３．４２ 砂 岩
１８４ １７５ ２１４ P‐６８ 石製品（玉） １．０×１．０×０．７ ０．７０ カンラン岩
１８５ １７５ ２１５ S‐６５ 石製品（垂飾） ３．１×４．０×２．１ ２１．６５ 安山岩
１８６ １７５ ２１４ R‐６８ 石製品（異形石器） ２．１×１．１×０．４ ０．８６ 黒曜石
１８７ １７５ ２１４ S‐６６ 石製品（アスファルト痕付礫） １．５×０．７×０．５ ０．６８ 泥 岩

盛土１４層 １８８ １７６ ２１５ L‐７６ 石 鏃 １．５×０．９×０．２ ０．２１ 頁 岩
１８９ １７６ ２１５ N‐７３ 石 鏃 （１．６）×１．１×０．３ ０．２０ 頁 岩
１９０ １７６ ２１５ M‐７７ 石 鏃 （１．８）×１．４×０．３ ０．４６ 頁 岩
１９１ １７６ ２１５ O‐７２ 石 鏃 ２．０×１．９×０．３ ０．７５ 黒曜石
１９２ １７６ ２１５ N‐７６ 石 鏃 （２．４）×１．３×０．３ ０．６６ 頁 岩
１９３ １７６ ２１５ N‐７７ 石 錐 ２．２×０．９×０．５ ０．７２ 頁 岩
１９４ １７６ ２１５ N‐７８ つまみ付きナイフ （２．４）×０．９×０．５ ０．７１ 黒曜石
１９５ １７６ ２１５ N‐７７ つまみ付きナイフ ５．０×２．７×０．４ ４．５１ 黒曜石
１９６ １７６ ２１５ N‐７４ スクレイパー ４．６×６．９×１．３ ２５．９５ 黒曜石
１９７ １７６ ２１５ N‐７６ 石 斧 ５．９×２．１×０．７ １３．０９ 泥 岩
１９８ １７６ ２１５ M‐７６ 石 斧 ８．３×３．１×１．１ ３９．５９ 蛇紋岩
１９９ １７６ ２１５ M‐７８ 石 斧 １３．９×３．９×２．０ １７７．２０ 泥 岩

N‐７６
２００ １７６ ２１５ S‐７４ すり石 ５．２×５．９×５．２ ２７２．１０ 泥 岩
２０１ １７６ ２１５ M‐７７ すり石 ５．８×９．５×５．８ ４５８．３０ 安山岩
２０２ １７６ ２１５ R‐７３ たたき石 １０．０×５．９×２．２ １９６．４０ 砂 岩
２０３ １７６ ２１５ N‐７６ たたき石 ７．３×７．３×７．４ ５５９．７０ 安山岩
２０４ １７６ ２１６ O‐７４ 石製品（玉） ０．７×０．７×０．４ ０．２８ ヒスイ

２３４



表２９ 盛土遺構出土掲載石器一覧（４）

盛土名 掲載
 図
 図版
 発掘区 分 類 長さ×幅×厚さ（cm） 重さ（g） 石 材
盛土１４層 ２０５ １７６ ２１６ O‐７４ 石製品（玉） ０．８×０．８×０．４ ０．２３ 不 明

２０６ １７６ ２１６ M‐７８ 石製品（玉） １．１×１．１×０．９ １．７２ カンラン岩
２０７ １７６ ２１６ Q‐７１ 石製品（垂飾） ４．９×２．５×１．０ １５．５７ カンラン岩
２０８ １７６ ２１６ M‐７７ 石製品（垂飾） １．６×１．９×１．０ ０．８９ 軽 石
２０９ １７６ ２１６ N‐７４ 石製品（垂飾） ２．８×３．４×１．７ ４．８４ 軽 石
２１０ １７６ ２１６ M‐７５ 石製品（異形石器） １．６×１．０×０．６ ０．７７ 黒曜石
２１１ １７６ ２１６ O‐７５ 石製品（異形石器） ２．２×１．２×０．４ ０．８７ 黒曜石
２１２ １７６ ２１６ O‐７５ 石製品（異形石器） ２．２×１．３×０．３ ０．６２ 黒曜石
２１３ １７６ ２１６ O‐７５ 石製品（異形石器） １．８×１．５×０．５ ０．８５ 頁 岩
２１４ １７６ ２１６ L‐７５ 石製品（アスファルト痕付礫） １．３×０．８×０．５ ０．６４ 泥 岩
２１５ １７６ ２１６ M‐７５ 石製品（アスファルト痕付礫） １．８×０．８×０．３ ０．５５ 泥 岩
２１６ １７６ ２１６ O‐７４ 石製品（アスファルト痕付礫） ２．４×０．７×０．３ ０．５７ 泥 岩
２１７ １７６ ２１６ M‐７５ 石製品（アスファルト痕付礫） ２．５×０．９×０．５ １．７４ 泥 岩
２１８ １７６ ２１６ L‐７５ 石製品（礫） １．７×０．８×０．５ ０．９５ 泥 岩
２１９ １７６ ２１６ L‐７５ 石製品（礫） １．８×０．９×０．６ １．２７ 泥 岩
２２０ １７６ ２１６ L‐７５ 石製品（礫） １．９×０．８×０．７ １．６７ 泥 岩
２２１ １７６ ２１６ L‐７５ 石製品（礫） ２．０×０．９×０．６ １．３９ 泥 岩
２２２ １７６ ２１６ L‐７５ 石製品（礫） ２．３×０．８×０．５ １．０２ 泥 岩
２２３ １７６ ２１６ L‐７５ 石製品（礫） ２．５×０．６×０．５ １．０９ 泥 岩
２２４ １７６ ２１６ P‐７５ 石製品（石棒） （６．１）×４．１×（２．０） ７７．４０ 片 岩
２２５ １７６ ２１６ O‐７４ 石製品（オロシガネ） （１０．１）×１０．１×２．２ １６５．８０ 安山岩

（MT‐２層） V‐８５
盛土２９層 ２２６ １７６ ２１６ P‐８５ 石 斧 ６．０×２．８×０．８ １７．３８ 泥 岩
盛土４層 ２２７ １７６ ２１６ N‐７１ 石槍またはナイフ ５．９×４．６×１．６ ３２．３８ 頁 岩

２２８ １７６ ２１６ R‐７０ 石 鏃 ２．９×１．８×０．３ ０．７３ 黒曜石
２２９ １７６ ２１６ S‐６６ 石 鏃 １．９×１．４×０．３ ０．４３ 黒曜石
２３０ １７６ ２１６ M‐７１ 石 鏃 ２．０×１．４×０．４ ０．８０ 頁 岩
２３１ １７６ ２１６ L‐７２ 石 鏃 ２．４×１．６×０．４ １．０４ 頁 岩
２３２ １７６ ２１６ N‐７０ 石 鏃 ２．８×１．５×０．３ ０．５６ 黒曜石
２３３ １７６ ２１６ O‐７０ 石 鏃 ３．６×２．２×０．６ ２．８６ 頁 岩
２３４ １７６ ２１６ M‐６９ 石 錐 ２．７×０．９×０．７ １．７８ 頁 岩
２３５ １７７ ２１６ N‐７０ 石 錐 ４．４×２．１×０．７ ５．５１ 頁 岩
２３６ １７７ ２１６ S‐６５ 石 錐 ５．０×２．１×０．９ ６．６２ 黒曜石
２３７ １７７ ２１６ M‐７０ 石 錐 ５．２×２．０×０．５ ２．４９ 頁 岩
２３８ １７７ ２１６ N‐６９ つまみ付きナイフ ７．０×２．４×１．０ １６．１８ 頁 岩
２３９ １７７ ２１６ K‐７４ スクレイパー ９．４×３．２×１．６ ３４．７３ 頁 岩
２４０ １７７ ２１６ N‐７０ 原 石 ７．７×６．２×４．７ ２６４．５０ 黒曜石
２４１ １７７ ２１６ N‐７０ 原 石 ５．８×７．５×５．５ ２６８．６０ 黒曜石
２４２ １７７ ２１６ N‐７０ 原 石 ７．８×９．５×５．２ ４２３．００ 黒曜石
２４３ １７７ ２１７ L‐７１ 石 斧 （９．７）×４．６×２．２ １７１．６０ 泥 岩

（�） Q‐６７
２４４ １７７ ２１７ S‐６７ 石 鋸 ５．８×１２．３×１．２ １０８．０２ 砂 岩
２４５ １７７ ２１７ M‐７１ たたき石 ５．５×６．０×（４．７） ２５０．９０ カンラン岩

（盛土３層） R‐６８
（�） O‐６８

２４６ １７７ ２１７ O‐６８ たたき石 ７．８×７．３×３．６ ３４９．９０ 泥 岩
（不 明） S‐６８

２４７ １７７ ２１７ N‐６９ たたき石 ９．３×６．６×３．２ ２７６．４０ 砂 岩
２４８ １７７ ２１７ M‐７２ たたき石 ９．０×７．０×４．６ ５２２．５０ カンラン岩
２４９ １７７ ２１７ Q‐６８ たたき石 ８．３×７．８×５．９ ５００．３０ 砂 岩
２５０ １７７ ２１７ M‐７１ たたき石 １４．１×５．６×３．０ ４３３．７０ 泥 岩

N‐７０
２５１ １７７ ２１７ L‐７２ たたき石 １４．４×５．７×３．３ ３６８．００ 安山岩

M‐７２
２５２ １７７ ２１７ M‐７２ 砥 石 ７．２×５．７×３．９ ９８．４６ 砂 岩
２５３ １７７ ２１７ M‐７０ 砥 石 １０．９×７．４×３．２ ４１７．４０ 安山岩
２５４ １７７ ２１７ L‐７３ 砥 石 １２．９×１１．８×６．７ ７９２．３０ 砂 岩
２５５ １７７ ２１８ S‐６６ 石製品（玉） ０．７×０．７×０．６ ０．３８ ヒスイ
２５６ １７７ ２１８ S‐６８ 石製品（玉） １．１×１．１×０．６ ０．８８ 蛇紋岩

（盛土３層） S‐６８
２５７ １７７ ２１８ R‐７０ 石製品（異形石器） （２．２）×１．３×３．５ ０．５７ 黒曜石
２５８ １７７ ２１８ L‐７２ 石製品（異形石器） ２．６×１．３×０．６ ２．２７ 黒曜石
２５９ １７７ ２１８ L‐７２ 石製品（異形石器） ２．５×１．４×０．９ ３．１２ 黒曜石
２６０ １７７ ２１８ L‐７２ 石製品（異形石器） ３．６×１．６×０．５ １．７０ 黒曜石
２６１ １７７ ２１８ S‐６５ 石製品（アスファルト痕付礫） １．４×０．７×０．５ ０．８４ 泥 岩
２６２ １７７ ２１８ J‐７５ 石製品（アスファルト痕付礫） １．９×０．５×０．４ ０．５８ 泥 岩
２６３ １７７ ２１８ N‐６９ 石製品（アスファルト痕付礫） ２．０×０．８×０．５ １．０５ 泥 岩
２６４ １７７ ２１８ O‐７１ 石製品（アスファルト痕付礫） ２．１×０．６×０．５ １．０２ 泥 岩

盛土３１層 ２６５ １７８ ２１８ P‐８３ 石 鋸 ５．４×１１．４×２．２ １５６．２０ 砂 岩
（盛土１３層） Q‐７４
（�b） P‐８２
盛土３７層 ２６６ １７８ ２１８ J‐７４ たたき石 １４．７×６．６×６．３ ８７１．５０ カンラン岩

SE１層 ２６７ １７８ ２１８ V‐７３ 石 鏃 ４．１×２．２×０．８ ５．０４ 黒曜石
２６８ １７８ ２１８ Y‐７５ スクレイパー ２．７×２．９×０．７ ３．９９ 頁 岩
２６９ １７８ ２１８ X‐７４ スクレイパー ５．５×４．５×１．４ ３２．３１ 頁 岩
２７０ １７８ ２１８ W‐７５ ピエス・エスキーユ １．８×１．０×０．９ １．７６ 黒曜石

２３５



表３０ 盛土遺構出土掲載石器一覧（５）

盛土名 掲載
 図
 図版
 発掘区 分 類 長さ×幅×厚さ（cm） 重さ（g） 石 材
SE１層 ２７１ １７８ ２１８ X－７４ ピエス・エスキーユ ２．８×１．７×０．９ ３．８４ 黒曜石

２７２ １７８ ２１８ V－７８ ピエス・エスキーユ ２．９×１．９×１．６ ７．８７ 黒曜石
２７３ １７８ ２１９ V－７８ 石 斧 （５．２）×３．９×１．５ ４５．４７ 泥 岩
２７４ １７８ ２１９ X－７５ すり石 ７．９×７．６×３．７ ３６５．６０ 片麻岩
２７５ １７８ ２１９ Y－７４ すり石 ４．９×１０．５×４．４ ２６３．７０ 安山岩
２７６ １７８ ２１９ V－７６ たたき石 ５．８×５．３×４．０ １８７．００ カンラン岩
２７７ １７８ ２１９ Y－７６ たたき石 ６．４×６．８×５．８ ３２７．９０ 頁 岩
２７８ １７８ ２１９ X－７４ たたき石 １０．０×８．７×４．５ ５５７．５０ 安山岩
２７９ １７８ ２１８ Z－７２ 石製品（垂飾） ２．５×（２．５）×（１．７） ６．３６ 砂 岩
２８０ １７８ ２１８ W－７５ 石製品（石棒） （１１．０）×（４．１）×（２．８） １３９．４０ 泥 岩
２８１ １７８ ２１９ V－７５ 石 鏃 ４．８×２．８×０．７ ５．３８ 黒曜石
２８２ １７８ ２１９ W－７４ 石 錐 ４．０×２．５×０．７ ２．３１ 頁 岩
２８３ １７８ ２１９ W－７４ つまみ付きナイフ ６．０×３．４×１．０ １５．５８ 黒曜石

SE２層 ２８４ １７８ ２１９ W－７３ ピエス・エスキーユ ２．０×１．５×０．６ １．５７ 黒曜石
２８５ １７８ ２１９ X－７４ 石 斧 １０．５×４．８×１．９ １３９．７０ 泥 岩
２８６ １７８ ２１９ Z－７５ 石 斧 （８．１）×７．０×３．６ ２８０．４０ 泥 岩
２８７ １７８ ２１９ X－７３ すり石 ５．９×５．９×４．７ ２３９．５０ カンラン岩
２８８ １７８ ２１９ V－７６ たたき石 ６．１×４．５×１．９ ９１．９３ 泥 岩
２８９ １７８ ２１９ W－７４ たたき石 １０．３×８．２×２．９ ３４６．４０ 泥 岩
２９０ １７８ ２１９ T－７７ たたき石 ６．８×７．６×３．３ ３１２．５０ 泥 岩
２９１ １７８ ２１９ X－７２ 石製品（石棒） （４．１）×（３．７）×（１．１） １９．５２ 泥 岩

表３１ 包含層出土掲載石器一覧（１）

掲載
 層位 図
 図版
 発掘区 分 類 長さ×幅×厚さ（cm） 重さ（g） 石 材
１ � １７９ ２２０ I‐７４ 石槍またはナイフ ７．６×２．３×１．２ １４．２２ 黒曜石
２ �a １７９ ２２０ M‐７９ 石 鏃 １．８×０．９×０．１ ０．１７ 黒曜石
３ � １７９ ２２０ N‐７４ 石 鏃 ２．３×０．８×０．２ ０．４１ 黒曜石
４ � １７９ ２２０ S‐７４ 石 鏃 ４．２×１．０×０．５ １．９９ 頁岩
５ � １７９ ２２０ G‐６６ 石 鏃 １．９×１．８×０．２ ０．５４ 黒曜石
６ � １７９ ２２０ D‐６９ 石 鏃 ２．３×１．４×０．２ ０．５９ 黒曜石
７ � １７９ ２２０ E‐８７ 石 鏃 （２．８）×１．４×０．３ ０．８７ 黒曜石
８ � １７９ ２２０ J‐７９ 石 鏃 （２．３）×１．３×０．３ ０．８０ 黒曜石
９ � １７９ ２２０ R‐８３ 石 鏃 ３．３×１．３×０．４ １．１８ 黒曜石
１０ �b １７９ ２２０ P‐７４ 石 鏃 ３．８×１．７×０．５ １．９２ 黒曜石
１１ � １７９ ２２０ N‐７５ 石 鏃 （３．９）×（２．０）×１．０ ４．６５ 黒曜石
１２ � １７９ ２２０ Y‐７４ 石 鏃 ３．７×２．９×０．９ ６．２１ 黒曜石
１３ � １７９ ２２０ K‐７７ 石 錐 ２．３×１．４×０．４ ０．７４ 頁 岩
１４ � １７９ ２２０ O‐７８ 石 錐 ３．９×１．９×０．５ １．６２ 頁 岩
１５ � １７９ ２２０ O‐７３ 石 錐 ３．９×１．８×０．５ １．７１ 頁 岩
１６ �a １７９ ２２０ O‐７７ 石 錐 ４．５×１．８×０．８ ２．６６ 頁 岩
１７ � １７９ ２２０ N‐７６ 石 錐 ４．８×１．６×０．６ ２．０６ 黒曜石
１８ � １７９ ２２０ N‐７６ 石 錐 ６．２×２．７×０．６ ３．５７ 頁 岩
１９ � １７９ ２２０ Q‐７０ 石 錐 ７．４×０．８×０．６ ３．５３ 頁 岩
２０ � １７９ ２２０ J‐７５ つまみ付きナイフ ２．２×１．５×０．５ １．３５ 黒曜石
２１ � １７９ ２２０ I‐８３ つまみ付きナイフ （４．０）×２．２×０．７ ３．２６ 黒曜石
２２ � １７９ ２２０ N‐６７ つまみ付きナイフ ６．３×２．１×１．２ １４．３７ 頁 岩
２３ � １７９ ２２０ P‐６７ つまみ付きナイフ ６．２×３．１×０．９ １２．８０ 黒曜石
２４ � １７９ ２２０ J‐７２ スクレイパー ２．５×１．９×０．９ ２．７０ 黒曜石
２５ � １７９ ２２０ H‐７８ スクレイパー ３．６×４．１×１．３ １６．４６ 頁 岩
２６ � １７９ ２２０ L‐７３ スクレイパー ４．３×３．２×１．０ １１．０３ 黒曜石
２７ �b １７９ ２２０ S‐６５ スクレイパー ５．７×１．７×１．０ ９．８３ 黒曜石
２８ � １７９ ２２０ P‐７３ スクレイパー ３．９×６．０×１．０ １９．５０ 頁 岩
２９ � １７９ ２２０ Q‐６８ スクレイパー ５．０×４．６×０．８ １１．４０ 黒曜石
３０ � １７９ ２２０ K‐７１ スクレイパー ９．８×３．３×１．８ ４１．６５ 頁 岩
３１ �b １８０ ２２１ O‐７８ 石 斧 ４．５×２．１×０．８ １２．０４ 泥 岩
３２ � １８０ ２２１ N‐７５ 石 斧 ４．６×２．８×０．７ １２．５５ 片 岩
３３ � １８０ ２２１ K‐７３ 石 斧 ７．４×２．３×０．９ ２２．４５ 泥 岩
３４ � １８０ ２２１ M‐７２ 石 斧 ８．０×２．４×０．７ ２０．６４ 泥 岩
３５ �b １８０ ２２１ P‐７７ 石 斧 ８．１×３．２×１．４ ４７．０１ 泥 岩
３６ �b １８０ ２２１ N‐７３ 石 斧 （８．５）×４．２×１．３ ８０．３９ 片 岩
３７ � １８０ ２２１ Q‐７７ 石 斧 ９．１×２．８×１．４ ５２．２８ 泥 岩

�b R‐６９
３８ �b １８０ ２２１ S‐６８ 石 斧 ８．９×３．４×１．９ １０６．１０ 泥 岩
３９ � １８０ ２２１ P‐７２ 石 斧 ９．３×３．９×１．５ ７１．２２ 泥 岩
４０ � １８０ ２２１ P‐６８ 石 斧 １０．０×３．０×１．５ ６９．４７ 泥 岩

トレンチ R‐６８
４１ � １８０ ２２１ F‐８１ 石 斧 ９．７×３．４×１．６ ７６．５３ 泥 岩
４２ �a １８０ ２２１ L‐７６ すり石 ５．７×５．６×６．０ ２７３．０ 安山岩
４３ �b １８０ ２２１ S‐６９ すり石 ７．４×７．２×３．４ ２７２．６ 泥 岩
４４ � １８０ ２２１ Q‐６５ すり石 ７．３×６．５×３．８ ３０７．９ 泥 岩
４５ � １８０ ２２１ L‐７２ すり石 ８．２×６．９×７．０ ５８２．０ 砂 岩
４６ �a １８０ ２２１ M‐８０ すり石 １０．９×７．３×４．５ ５６８．３ 安山岩
４７ � １８０ ２２１ D‐７０ すり石 ２０．１×７．０×６．４ １１２６．１ 蛇紋岩
４８ � １８０ ２２２ Q‐７０ たたき石 （５．２）×４．４×２．２ ６２．５５ 砂 岩
４９ � １８０ ２２２ K‐７６ たたき石 ５．８×６．２×４．８ ２３５．３ 安山岩

２３６



表３２ 包含層出土掲載石器一覧（２）

掲載
 層位 図
 図版
 発掘区 分 類 長さ×幅×厚さ（cm） 重さ（g） 石 材
５０ � １８０ ２２２ O‐７５ たたき石 １１．９×６．４×２．９ ２７３．１ 砂 岩
５１ � １８０ ２２２ R‐６９ たたき石 ７．７×７．３×６．１ ５６３．４ 泥 岩
５２ �a １８１ ２２２ S‐８０ たたき石 ４．５×（４．４）×４．１ １３９．５ カンラン岩
５３ �b １８１ ２２２ P‐８０ たたき石 ５．０×４．８×４．３ １８７．４ カンラン岩
５４ � １８１ ２２２ S‐６６ たたき石 ５．２×５．１×４．０ １７４．１ 砂 岩
５５ �b １８１ ２２２ Q‐７９ たたき石 ５．１×（５．３）×４．３ ２０８．６ カンラン岩
５６ � １８１ ２２２ R‐６８ たたき石 ６．１×５．９×４．２ ２４５．９ カンラン岩
５７ �b １８１ ２２２ R‐７０ たたき石 ６．１×（５．５）×３．８ １８０．６ 泥 岩
５８ �a １８１ ２２２ K‐７９ たたき石 ６．１×６．０×３．５ ２０７．９ カンラン岩
５９ � １８１ ２２２ S‐６８ たたき石 ６．５×６．４×３．４ ２４０．３ カンラン岩
６０ � １８１ ２２２ S‐７３ たたき石 ６．７×６．３×３．３ ２４２．６ カンラン岩
６１ � １８１ ２２２ M‐７５ 砥 石 ６．７×６．２×１．７ ８３．２９ 砂 岩
６２ �b １８１ ２２２ N‐７３ 砥 石 ７．６×７．３×１．７ ８３．２９ 砂 岩
６３ �b １８１ ２２２ P‐８０ 石斧原材 ２３．５×１１．８×３．８ １５２４．８ 泥 岩
６４ �b １８１ ２２２ P‐８０ 石斧原材 ２４．２×１０．５×５．０ ２３４６．５ 泥 岩
６５ �a １８１ ２２３ K‐７７ 石製品（玉） １．０×１．０×０．６ ０．７７ 蛇紋岩
６６ � １８１ ２２３ P‐７０ 石製品（垂飾） ３．４×３．４×１．３ １６．０６ カンラン岩
６７ � １８１ ２２３ J‐７５ 石製品（垂飾） （２．５）×２．９×０．９ １０．６０ カンラン岩
６８ � １８１ ２２３ Q‐６８ 石製品 ３．９×２．５×０．９ １０．１１ カンラン岩
６９ � １８１ ２２３ O‐７５ 石製品（異形石器） （１．８）×（０．６）×０．２ ０．１５ 黒曜石
７０ � １８１ ２２３ M‐７５ 石製品（異形石器） （１．９）×（１．４）×０．４ ０．４１ 黒曜石
７１ � １８１ ２２３ M‐７８ 石製品（異形石器） ２．０×１．２×０．８ ２．１２ 黒曜石
７２ � １８１ ２２３ N‐７６ 石製品（異形石器） （２．６）×（１．９）×０．４ １．５３ 黒曜石
７３ � １８１ ２２３ O‐７１ 石製品（異形石器） ２．５×１．９×０．６ １．４８ 黒曜石
７４ � １８１ ２２３ O‐７９ 石製品（異形石器） ２．９×１．５×０．５ ２．０５ 黒曜石
７５ � １８１ ２２３ N‐７７ 石製品（異形石器） ３．０×１．８×０．４ １．０４ 黒曜石
７６ � １８１ ２２３ O‐７３ 石製品（アスファルト痕付礫） １．９×０．７×０．６ １．３７ 泥 岩
７７ � １８１ ２２３ P‐７６ 石製品（石棒） （４．５）×（２．３）×（０．５） ３．４７ 泥 岩
７８ �b １８１ ２２３ R‐７６ 石製品（石棒） （５．９）×（３．０）×（２．４） ４７．３２ 片 岩
７９ � １８１ ２２３ V‐７４ 石製品（石棒） （７．１）×（３．４）×（２．６） ７５．７０ 泥 岩
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３ 建物・柱穴群

表３３ 建物一覧

（１）建物

概 要

盛土遺構の南側で縄文時代後期後葉の建物跡を

２１軒検出した。建物１９を除いて盛土遺構の下から

検出したものはない。建物・柱穴群の分布は SE

１、SE２層の分布範囲とほぼ一致する。建物の

規模は柱間距離、柱穴規模により大きく３つに分

化する。大型は建物１～６、１５、中型は建物７～

１０、それ以外の建物は小型に属する。大型の建物

はW７２～a７７の範囲に集中し、その周囲に小型の

建物が分布する。大型の建物１～６は重複してお

り、主柱穴に抜き取り痕がみられることから、短

期間に何度も建て替えを行ったものと考えられる。

建物同士の先後関係は主柱穴、出入り口を構成す

る柱穴の切り合い関係で決定した。（図１８２）。

建物一覧

建物番号 分類
柱間

距離
長幅比

主柱穴

内面積

壁柱穴

直径

壁柱穴

内面積

主軸方位

（N－E）

主柱穴上端

短径平均

主柱穴深

さ平均

建物１ 大型 ６．２９ １．１１ １５７．６１ －３．９０ １．１４ ０．７２

建物２ 大型 ７．１１ ０．８５ ２００．６５ －６．３０ １．１８ ０．９７

建物３ 大型 ６．２２ ０．９６ １５４．７０ ２．０８ ０．９５ １．０６

建物４ 大型 ４．９９ １．１９ ９８．７４ ３．５３ ０．７６ １．３４

建物５ 大型 ６．７３ ０．９３ １８０．９４ ４．７３ ０．８０ ０．８１

建物６ 大型 ６．５７ ０．９７ １７２．６１ －３．１０ １．０５ ０．８６

建物７ 中型 ５．１７ １．００ １０７．０２ －２．２０ ０．５９ ０．８４

建物８ 中型 ３．８８ １．１３ ５９．８５ ９．００ ６３．６２ １．５８ ０．４２ ０．８１

建物９ 中型 ３．４９ １．００ ４８．７９ ９．２５ ６７．２０ １７．７３ ０．３６ ０．７７

建物１０ 中型 ３．６６ １．１２ ５３．２７ １．９５ ０．３３ ０．７６

建物１１ 小型 ２．２７ １．１１ ２０．５６ ９．７８ ０．２２ ０．５７

建物１２ 小型 ２．１９ １．０１ １９．１０ ２．４５ ０．３５ ０．５０

建物１３ 小型 ２．４０ １．１０ ２２．９９ －２３．６０ ０．４５ ０．８８

建物１４ 小型 ２．６２ １．１３ ２７．３１ ７．５０ ０．４４ ０．９３

建物１５ 大型 ２．９０ １．０２ ３３．５２ －２１．９８ １．１１ １．２７

建物１６ 小型 ２．２２ １．０２ １９．６７ ５．８２ ２６．６０ １１．６３ ０．２０ ０．５４

建物１７ 小型 ２．１０ １．０６ １７．５８ －２５．６３ ０．２３ ０．５５

建物１８ 小型 ２．１０ １．０９ １７．６５ ３．９０ ０．２６ ０．６７

建物１９ 小型 ２．９２ １．０６ ３４．０２ －５．２８ ０．３３ ０．６３

建物２０ 小型 ８．２４ ５３．３３

建物２１ 小型 ７．１８ ４０．４９

単位＝m �

図１８２ 建物新旧関係模式図
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建物の方位はおおむね真北－南に沿うが、建物１３、１５、１７は２２～２６゚ 程度、西に振れる。これら

の建物は重複せず、ほぼ等間隔で並ぶことから、同時に存在した一連の建物群の可能性が高い。あ

くまでも後期後葉の時期の範疇ではあるが、他の建物とは時期が異なる可能性が高いと考えている。

建物を構成する主柱穴は直径１m、深さ１．５m程度から直径０．３m、深さ０．２m程度まで幅がある。

今回の調査では柱穴は半裁して断面の観察を行ったが柱痕を殆ど見いだすことができなかった。一

方、大型の柱穴には後から掘り返した痕跡をもつものが多い。柱痕跡が無いこと、同じ場所で集中

して建て替えが行われていることから、柱の抜き取りが行われていたものと推測する。

炉跡としたものは SE１、SE２層中で検出した焼土群である。これらの焼土はその分布域が建物

の密集域と重なることから、建物にともなう炉跡と考えた。建物は掘り込みをもたないため、それ

ぞれの焼土が帰属する建物の認定は、焼土と建物との位置関係のみによる。炉の位置は建物の中央

より出入り口に近く、東側に片寄る。

出入り口は同じ規模、形状のピットが２つ一組で並ぶもので、形状は円形、楕円形がある。グ

リッド X７５、７６には建物３～６の出入り口を構成するピットが集中し、いくつも切り合っている。

建物の時期は全て縄文時代後期後葉と考えている。

最後に建物の属性同士の関係および個々の建物の特徴を、因子分析を用いて概観する。なお、建

物２０、２１は主柱穴を検出していないため、除外してある。因子分析における因子の抽出は主因子法

により、バリマックス法による直交変換を行った。抽出する因子数はもとの分散の７５％を説明でき

る因子数とした。

因子分析の結果、二つの因子が抽出された。因子１と２で全ての変動量の７６．７％を説明できる

（表３４）。因子に対する個々の変数の影響力を示す因子負荷量は、因子１では長幅比を除く全ての

変数が正の値をとる。特に柱間距離、主柱穴内面積、主柱穴直径が大きな値をとる（図１８３）。柱間

距離、主柱穴内面積は建物規模と呼び変えることができるもので、規模の大きな建物ほど主柱穴の

直径が大きいことを示している。これは大きな建物ほど巨大な柱を必要とするので、当然の結果で

ある。一方、主柱穴の深さは因子１の因子負荷量においてさほど大きな値をとらない。このことは、

規模の大きい建物に大きな柱を据える場合でも、さほど深く掘り込んではいないことを示す。おそ

らく、En－aローム、パミスで構成される�、�層が堅くしまっているため、柱穴の深さをある

程度確保することにより、太い柱でも安定して据えることができたためと考える。主軸方位の因子

負荷量はわずかに正の値をとるが、因子１にはほとんど影

響を与えていない。長幅比は因子１において、唯一負の値

をとる。これは建物規模と負の相関関係にあることを示し

ている。相関行列からも長幅比が柱間距離、主柱穴内面積、

表３４ 固有値と寄与率

固有値 寄与率 累積寄与率

因子１ ３．３６２ ０．５６０ ０．５６０

因子２ １．２４３ ０．２０７ ０．７６７

表３５ 相関行列

柱間距離 長幅比 主柱穴内面積 主軸方位 主柱穴直径 主柱穴深さ
柱間距離 ＊
長幅比 －０．５０５ ＊
主柱穴内面積 ０．９９２ －０．５６３ ＊
主軸方位 ０．０７４ ０．０２６ ０．０５１ ＊
主柱穴直径 ０．８０９ －０．４４１ ０．８１２ －０．２５５ ＊
主柱穴深さ ０．４２１ ０．００９ ０．３６９ －０．１９１ ０．６４７ ＊
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主柱穴直径とやや強い負の相関関係にあることがわかる（表３５）。このことは主柱を正方形に配列

しようと意識した場合、規模の小さな建物ほど誤差が大きくなるためと理解できる。

因子２では柱穴の深さ、主柱穴直径が正の値をとり、主軸方位が負の値をとる。その他の変数は

ほとんど影響を及ぼしていない（図１８３）。因子２では主軸方位が柱穴の深さ、主柱穴直径と負の相

関関係にあるように見えるが、相関係数をみると主軸方位と強い相関関係を持つ変数は存在せず、

この負の相関関係は見かけのものであることがわかる（表３５）。

以上の因子分析をもとに個々の建物の因子得点を算出した（図１８４）。規模の大きい建物が右側に

プロットされ、小さい建物が左側にプロットされる。建物１～６の大型建物は右側にプロットされ、

建物７～１０の中型の建物は中央、小型の建物は左側にプロットされる。中型の建物と小型の建物の

差が目立たないが、大型の建物と中・小型の建物の差が、相対的に大きいためであろう。方位が他

の建物と異なっている、建物１３、１５、１７はグラフの左上にプロットされる。 （石井淳平）
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建物１

概 要

柱間距離６．２９m、主柱穴

内面積１５７．６１�の大型の建

物である。直径が１m前

後、深さが１mをこえる

４本の主柱穴が正方形に配

列される。柱穴の直径と較

べ、深さが比較的浅いこと

が特徴である。建物の東側

にある P－５、６を出入口を構成する柱穴と推定した。建物の中央より１／３ほど東に SE２層中

で検出した F－３７があり、これ炉跡と推定した。また、建物２がほぼ同位置にあるため、F－３７が

どちらの建物に帰属するものか判断できなかったため、F－３７は両方の図面に炉跡として掲載した。

建物２～６と重複し、主柱穴である P－２が建物２の主柱穴である P－８を切って掘り込まれる

こと、同じく主柱穴である P－４が建物４の主柱穴である P－１７に切られ、建物３の主柱穴である

P－１１を切って掘り込まれていることから、建物２、３より新しく、建物４より古い。建物２がほ

ぼ同じ位置にあり、柱穴の規模や柱間距離、主軸方位が似通っていることから、建物１は建物２を

建て替えたものであろう。

主柱穴

P－１ 平面形は上端が北に広がる楕円形で、下端の平面形は円形である。壙底はほぼ平らでや

や開き気味に立ち上がる。P－７と切り合っているが、半裁する方向が適切でなかったため、切り

合いは不明である。柱痕、抜き取り痕は確認できないが、上端と下端の平面形が異なっており、こ

れは柱の抜き取りの際の攪乱によるものと考える。

P－２ 平面形は上端が楕円形、下端が円形である。壙底はほぼ平らでやや開き気味に立ち上が

り、断面の半ば付近から壙口にかけて大きく開く。P－８を切る。土層９、１０が柱穴掘形、１～７

が抜き取り痕である。

P－３ 平面形は上端が南西に広がる楕円形で、下端は円形である。壙底はほぼ平らで開き気味

に立ち上がる。P－１８、２２、９３と切り合うが、半裁する方向が適切でなかったため、切り合いは不

明である。土層７～１１が柱穴掘形、１～６が抜き取り痕である。

P－４ 平面形は円形で、壙底は平らである。凹形に湾曲しながら立ち上がる。P－１７を切って

掘り込まれ、P－１１に切られる。P－１７に大きく切られているため、柱痕、抜き取り痕は確認できない。

出入り口

P－５ 平面形は楕円形で壙底は丸みをおびる。

P－６ 平面形は楕円形で壙底は丸みをおびる。出入り口を構成する柱穴とは考えていなかった

ため、断面図は作成していない。完掘後に P－５とセットで出入り口を構成することに気づいた。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

F－３７を炉跡と判断した。 （石井淳平）

図１８７ 建物１の主軸方位と主柱穴の規模
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建物２

概 要

柱間距離７．１１m、主柱穴

内面積２００．６５�の大型の建

物である。直径が１m前

後、深さが１mをこえる

４本の主柱穴で構成され、

東西方向にやや長い正方形

に配列される。柱穴の直径

に較べ、深さが比較的浅い

ことが特徴である。建物１と規模や主柱穴の規模が似通っているが、建物１より主柱穴が深い傾向

がある。建物の中央よりやや東寄りに SE２層で検出した F－３７があり、これを炉跡と推定した。

また、建物１がほぼ同位置にあり、F－３７がどちらの建物に帰属するものか判断できなかったため、

F－３７は両方の図面に炉跡として掲載した。

建物１、３～６と重複し、主柱穴である P－８が建物１の主柱穴である P－２に切られることか

ら、建物１より古い。建物１がほぼ同じ位置にあり、柱穴の規模や柱間距離、主軸方位が似通って

いることから、建物２を建て替えたものが建物１であろう。

主柱穴

P－７ 平面形は上端が北西に広がるひょうたん形で、下端は円形である。壙底は丸みをもち、

やや開き気味に立ち上がる。P－１と切り合っているが、半裁する方向が適切でなかったため、切

り合いは不明である。柱痕、抜き取り痕は確認できないが、上端と下端の平面形が異なっており、

これは柱の抜き取りの際の攪乱によるものと考える。

P－８ 平面形は上端がやや南西に広がる楕円形で、壙底はやや丸みをもつ。P－２に切られる。

土層４～６が柱穴掘形、１～３が抜き取り痕である。

P－９ 平面形は細長い楕円形である。北西端が本来の柱穴で、抜き取りにより、形状が大きく

変わっている。壙底はやや丸みをもつ。南東側が緩やかな登り勾配で立ち上がり、その他はやや開

き気味に立ち上がる。半裁したラインが遺構の中心を通らないため、断面からは柱痕、抜き取り痕

は確認できない。

P－１０ 平面形は円形で、壙底は平らである。ほぼ垂直か、やや開き気味に立ち上がる。柱痕、

抜き取り痕は確認できない。

出入り口

検出していない。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

F－３７を炉跡と判断した。 （石井淳平）

図１９０ 建物２の主軸方位と主柱穴の規模

２４７



２４８



建物３

柱間距離６．２２m、主柱穴

内面積１５４．７０�の大型の建

物である。直径が０．９m前

後、深さが１～１．２mの四

本の主柱穴が、正方形に配

列される。主柱穴は建物１、

２と較べ、柱穴の直径に対

して深いことが特徴である。

建物の東側にある P－１５、

１６を出入り口を構成する柱穴と推定した。建物の中央よりやや東寄りに SE１層で検出した F－３１

があり、これを炉跡と推定した。また、建物４がほぼ同位置にあり、F－３１はどちらの建物に帰属

するものか判断できなかったため、両方の図面に炉跡として掲載した。

建物１、２、４～７と重複する。主柱穴である P－１１が建物１の主柱穴である P－４、建物４の

主柱穴である P－１７に切られること、同じく主柱穴である P－１２が建物４の主柱穴である P－１８に

切られること、出入り口を構成する P－１６が建物５の出入り口を構成する P－２５を切ることから、

建物１、４より古く、建物５より新しい。

主柱穴

P－１１ 平面形は円形で、底面はほぼ平らである。やや開き気味に立ち上がる。P－４、１７に切

られる。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－１２ 平面形は円形で、壙底は丸みをもつ。やや開き気味に立ち上がる。P－１８に切られる。

柱痕、抜き取り痕は確認できない。

図１９２ 建物２（２）

図１９３ 建物３の主軸方位と主柱穴の規模

２４９



２５０



P－１３ 平面形は上端が南に長く広がる楕円形で、下端は円形である。壙底はほぼ平らで、開き

気味に立ち上がる。南側は中位に段をもつ。上端と下端の平面形が異なることから抜き取りが行わ

れているものと考えたが、断面の観察では抜き取り痕を確認することができなかった。

P－１４ 平面形は上端が北に広がる楕円形で、下端は円形である。壙底はやや丸味をもち、開き

気味に立ち上がる。遺構の中心を外して半裁しているため、柱痕、抜き取り痕は確認できないが、

上端と下端の平面形が異なることから、抜き取りが行われた可能性が高い。

出入り口

P－１５ 平面形はほぼ円形で、上端と下端の中心が若干ずれる。壙底はほぼ平らで、開き気味に

立ち上がる。P－１７４に切られる。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－１６ 平面形は楕円形で、壙底はほぼ平らである。開き気味に立ち上がる。P－１７５に切られ、

P－２５を切る。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

壁柱穴

図１９５ 建物３（２）

２５１



検出していない。

炉 跡

F－３１を炉跡と判断した。 （石井淳平）

建物４

概 要

柱間距離４．９９m、主柱穴

内面積９８．７３５�で、柱穴の

規模からは大型の建物に分

類できるが、建物の規模は

大型の建物と中型の建物の

中間に位置する。直径０．７

～０．９m、深 さ が１．２～１．５

mの四本の主柱穴で構成され、南北方向に長い長方形に配列される。主柱穴 P－１７、１９、２０にみ

られる大きな抜き取り痕が特徴的である。主柱穴は直径と較べ、深いものが多く、確認した全ての

建物の中で最も主柱穴が深い。建物の規模は小さいものの、主柱穴の規模からは大型の建物に分類

するべきであろう。建物の中央よりやや東寄りに SE１層で検出した F－３１があり、これを炉跡と

推定した。建物３がほぼ同位置にあり、F－３１はどちらの建物に帰属するものか判断できなかった

ため、両方の図面に炉跡として掲載した。

建物１～３、５、６と重複する。主柱穴である P－１７が建物１の主柱穴である P－４、建物３の

主柱穴である P－１１、建物５の主柱穴である P－２１を切って掘り込まれること、おなじく主柱穴で

ある P－１８が建物３の主柱穴である P－１２を切って掘り込まれることから、建物１、３より新しい。

建物４は先後関係の判明している建物１～６の中では最も新しい建物である。

主柱穴

P－１７ 平面形は上端が北へ広がる楕円形で、下端が円形である。壙底は丸みをもち、ほぼ垂直

に立ち上がる。北側は抜き取りのため、大きく開きながら立ち上がる。P－４、１１、２１、９１を切る。

土層４～７が柱穴掘形、１～３が抜き取り痕である。

P－１８ 他の柱穴と大きく切り合っているため正確な平面形は不明であるが、おそらく円形であ

ろう。壙底は平らで、ほぼ垂直に立ち上がる。P－３、１２、９２と切り合っており、P－１２を切る。

柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－１９ 平面形は上端が南に大きく広がる細長い楕円形で、下端は円形である。壙底はやや丸味

をもち、ほぼ垂直に立ち上がる。南側は抜き取りのため、大きく開きながら立ち上がる。土層４～

８が柱穴掘形、１～３が抜き取り痕である。

P－２０ 平面形は上端が北東に大きく広がる細長い楕円形で、下端は円形である。壙底はほぼ平

らで、ほぼ垂直に立ち上がる。北東側は抜き取りのため、大きく開きながら立ち上がる。P－１４と

切り合うが、先後関係は不明である。土層９～１３が柱穴掘形、１～８が抜き取り痕である。

出入り口

検出していない。

壁柱穴

検出していない。

図１９６ 建物４の主軸方位と主柱穴の規模

２５２



２５３



炉 跡

F－３１を炉跡と判断した。 （石井淳平）

建物５

概 要

柱間距離６．７３m、主柱穴

内面積１８０．９４�の大型の建

物である。直径０．６～１m、

深さが０．７～１mの四本の

主柱穴で構成され、東西方

向がわずかに長い長方形に

配列される。建物の規模と

較べ、主柱穴の規模は小さ

いものが多い。建物の東側にある P－２５、２６を出入り口を構成する柱穴と推定した。建物の中央よ

りわずかに南東に偏った位置に、SE１層で検出した F－３２、３３があり、これらを炉跡と推定した。

建物１～４、６、７と重複し、主柱穴である P－２１が、建物４の主柱穴である P－１７に切られるこ

と、同じく主柱穴である P－２４が、建物６の主柱穴である P－２９を切ること、出入り口を構成する

図１９８ 建物４（２）

図１９９ 建物５の主軸方位と主柱穴の規模
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２５６



P－２５が建物３の出入り口を構成する P－１６に切られることから、建物３、４より古く、建物６よ

り新しい。

主柱穴

P－２１ 他の柱穴と切り合っているため形状は判断しにくいが、平面形は楕円形で、壙底はほぼ

平らである。壙底と壁面の境界が明瞭ではなく、壙底付近では開き気味に立ち上がるが、壙口付近

ではほぼ垂直になる。P－１７、９１と切り合っており、P－１７に切られる。柱痕、抜き取り痕は確認

できない。

P－２２ 平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。やや開き気味に立ち上がる。直径、深さとも

に小さい。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－２３ 調査区壁にかかっており、半分しか検出していない。平面形は円形で、壙底は平らであ

る。開き気味に立ち上がる。調査区壁にかかっている断面の観察から、SE２層を切って掘り込ま

れていると判断した。SE１層との切り合いは明瞭ではなかったが、SE１層に切られていると判断

した。柱痕、抜き取り痕は検出していない。

P－２４ 平面形は上端が東に広がる楕円形で、下端は円形である。底面はほぼ平らである。やや

開き気味に立ち上がり、東側は緩やかに立ち上がる。東側の立ち上がりが、抜き取りによるものか

どうかは不明で、断面からは柱痕、抜き取り痕は確認できない。P－２９を切って掘り込まれている。

出入り口

P－２５ 平面形は円形で、壙底は平らである。開き気味に立ち上がる。P－１６、１７５に切られる。

土層５、６が柱穴掘形、１～４が抜き取り痕である。

P－２６ 平面形は円形で、壙底は丸みをもつ。ほぼ垂直に立ち上がり、壙口付近では開き気味に

なる。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

F－３２、３３を炉跡と判断した。 （石井淳平）

建物６

概 要

柱間距離６．５７m、主柱穴

内面積１７２．６１�の大型の建

物である。直径が１m前

後、深さが０．７m～１mの

主柱穴で構成される。実際

に検出した主柱穴は３本で、

南東側の主柱穴は調査区外

に存在するものと判断した。

主柱穴は、ほぼ正方形に配

列されるものと考えているまた、直径に較べ、比較的浅い。建物の東側にある P－３０、３１を出入り

口と推定した。建物の中心よりやや東寄りの SE２層中で検出した F－４４を炉跡と推定した。

建物１～５、７と重複し、主柱穴である P－２９が建物５の主柱穴である P－２４に切られることか

ら、建物５より古い。先後関係のわかる、建物１～６の中では最も古い。

図２０２ 建物６の主軸方位と主柱穴の規模

２５７



２５８



主柱穴

P－２７ 平面形は円形で壙底はやや丸みをもつ。やや開き気味に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕

は確認できない。

P－２８ 平面形は円形であるが、上端が南西に張り出す。壙底は平らで、ほぼ垂直に立ち上がり、

壙口付近で開き気味になる。土層７は柱穴掘形、土層１～６が抜き取り痕である。断面では確認し

ていないが、上端の南西の張り出しは抜き取りによる攪乱であろう。

P－２９ 平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。やや開き気味に立ち上がる。P－２４に切られ

る。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

出入り口

P－３０ 平面形は円形で、壙底は平らである。開き気味に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認

図２０４ 建物６（２）

２５９



できない。

P－３１ 平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。ほぼ垂直に立ち上がり、壙口付近で南西側が

大きく開く。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

F－４４を炉跡と判断した。 （石井淳平）

建物７

概 要

柱間距離５．１７m、主柱穴

内面積１０７．０２�で、柱穴の

規模からは中型の建物に分

類できるが、建物の規模は

大型の建物と中型の建物の

中間に位置する。直径０．４～

０．７mの四本の主柱穴で構

成され、ほぼ正方形に配列

される。P－３４、３５がほぼ同じ位置で切り合っており、何らかの理由で主柱の一本のみに建て替え

が行われたものと判断した。P－３４が P－３５を切ること、P－３５と他の柱穴を結んだラインがより

正方形に近いことから、P－３５が本来の主柱穴で、P－３５に据えられた柱に何らかの問題が発生し

たため、P－３４を掘り、主柱をすぐ脇に据えなおしたものと考える。建物３、５、６と重複するが、

先後関係は不明である。

主柱穴

P－３２ P－９５に切られているため、上端の平面形は不明である。下端は円形で、壙底はやや丸

みをもつ。やや開き気味に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－３３ 平面形は上端が楕円形で、下端が円形である。壙底付近ではほぼ垂直に立ち上がり、壙

口付近から開き気味になる。壙底はほぼ平らである。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－３４ 平面形は円形で、壙底は平らである。やや開き気味に立ち上がる。P－３５を切る。土層

６、７が柱穴掘形、土層１～５が抜き取り痕である。

P－３５ 平面形は円形で、壙底は平らである。やや開き気味に立ち上がる。P－３４に切られる。

柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－３６ 平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。ほぼ垂直に立ち上がり、底面から約１／３の

深さで、南側が凹形に開きながら立ち上がる。土層５が柱穴掘形、土層１～４が抜き取り痕である。

出入り口

検出していない。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

検出していない。 （石井淳平）

図２０５ 建物７の主軸方位と主柱穴の規模
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建物８

概 要

柱間距離３．８８m、主柱穴

内面積５９．８５�、壁柱穴内

面積６３．６２�の中型の建物

である。直径が０．４m前後

で、深さが０．８m前後の四

本の主柱穴がほぼ正方形に

配列される。柱穴の直径に

較べ深いことが特徴である。

建物の東側にある P－４１、４２を出入り口を構成する柱穴と推定した。壁柱穴と同じ線上に位置する。

建物の外周を直径約９mの円形に壁柱穴がめぐる。壁柱穴は南側がとぎれているようにみえるが、

これは壁柱穴が存在しないのではなく、建物８の南側では小柱穴が密集しているため、建物８に帰

属する小柱穴を特定できなかったことによる。他の建物とは重複しないが、建物１～６とは非常に

近接しているため、これらの建物と同時に存在した可能性は低いと考える。

主柱穴

P－３７ 平面形は円形で、やや開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

P－３８ 平面形は円形で、壙底はやや丸みをもつ。ほぼ垂直に立ち上がる。土層３が柱穴掘形、

土層２が柱痕、土層１が抜き取り痕の可能性があると考えた。柱を抜き取る際にある程度掘り込ん

でから柱を切断し、抜き取ったものと理解した。

P－３９ 平面形は上端が楕円形、下端が円形で、壙底はやや丸みをもつ。ほぼ垂直に立ち上がり、

壙口付近で開き気味になる。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－４０ 平面形は円形で、壙底は平らである。ほぼ垂直に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認

できない。

出入り口

P－４１ 平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。開き気味に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は

確認できない。

P－４２ 平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。壙底付近ではほぼ垂直に立ち上がり、壙口付

近で開き気味になる。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

壁柱穴

２０カ所の小柱穴を壁柱穴と判断した。

炉 跡

検出していない。 （石井淳平）

図２０７ 建物８の主軸方位と主柱穴の規模

２６２
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建物９

概 要

柱間距離３．４９m、主柱穴

内面積４８．７９�の中型の建

物である。直径が０．３～０．４

m、深 さ が０．６～０．８mの

主柱穴で構成される。実際

に検出した主柱穴は３本で、

北西側の主柱穴は調査区外

に存在するものと判断した。

ほぼ正方形に配列されるものと考えている。主柱穴は直径と較べ、深いことに特徴がある。建物の

規模や主柱穴の規模は建物８、１０と似た傾向を示す。建物の方位は、他の建物が真北～南のライン

とほぼ平行であることと比較し、やや東に振れる。建物の東側にある P－４６、４７、４８、４９を出入り

口を構成する柱穴と推定した。建物の東よりに SE２層で F－３６を検出し、これを炉跡と推定した。

建物の外周を直径約９．２mの円形に壁柱穴がめぐる。建物１０と重複する。

主柱穴

P－４３ 平面形は円形で、ほぼ垂直に立ち上がる。壙底は平らである。

P－４４ 平面形は円形で、壙底は平らである。ほぼ垂直に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認

できない。

P－４５ 平面形は上端が楕円形で、下端が円形である。壙底は平らで、ほぼ垂直に立ち上がる。

柱痕、抜き取り痕は確認できない。

出入り口

P－４６ 平面形は楕円形で、壙底はほぼ平らである。壙底は東側が浅い。ほぼ垂直に立ち上がる。

P－４７とともに出入り口の片側を構成する。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－４７ 平面形は楕円形で、壙底はほぼ平らである。東側はオーバーハングし、その他の壁面は

やや開き気味に立ち上がる。P－４６とともに出入り口の片側を構成する。柱痕、抜き取り痕は確認

できない。

P－４８ 平面形は楕円形で、壙底はほぼ平らである。壙底は東側が浅い。やや開き気味に立ち上

がる。P－４９とともに出入り口の片側を構成する。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－４９ 平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。ほぼ垂直に立ち上がる、P－４８とともに出入

り口の片側を構成する。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

壁柱穴

３５カ所の小柱穴を壁柱穴と判断した。壁柱穴は一重ではなく、二重にめぐる可能性がある。

炉 跡

F－３６を炉跡と判断した。建物の規模に較べて、焼土の範囲が大きいこと、形状がいびつである

ことから、複数の焼土を一つの焼土と認識した可能性がある。 （石井淳平）

図２０９ 建物９の主軸方位と主柱穴の規模

２６４



２６５



２６６



建物１０

概 要

柱間距離３．６６m、主柱穴

内面積５３．２６�の中型の建

物である。直径０．３～０．４m、

深さ０．８m前後の四本の主

柱穴が南北方向に長い方形

に配列される。主柱穴のう

ち、P－５２は他の柱穴より

浅く、約０．５mしかない。

建物９と重複する。また、主柱穴は全て断面図を作成していない。

主柱穴

P－５０ 平面形は円形で、ほぼ垂直に立ち上がる。壙底はほぼ平らである。

P－５１ 平面形は円形で、ほぼ垂直に立ち上がる。壙底はほぼ平らである

P－５２ 平面形は円形で、ほぼ垂直に立ち上がる。壙底はほぼ平らである。他の主柱穴より、目

立って浅い。

P－５３ 平面形は円形で、ほぼ垂直に立ち上がる。壙底はほぼ平らである。

出入り口

検出していない。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

検出していない。 （石井淳平）

建物１１

概 要

柱間距離２．２７m、主柱穴内面積２０．５６�の小型の建物である。直径が０．２m前後、深さが０．６mを

若干下回る四本の主柱穴が、

南北に長い方形に配列され

る。今回の調査で検出した

全ての建物の中でも、主柱

穴の規模がもっとも小さい

建物の一つである。また、

主柱穴は全て断面図を作成

していない。

主柱穴

P－５４ 平面形は円形で、

北側はオーバーハングし、その他はほぼ垂直に立ち上がる。壙底はほぼ平らである。

P－５５ 平面形は円形で、北西側はオーバーハングし、その他はほぼ垂直に立ち上がる。壙底は

ほぼ平らである。

図２１３ 建物１０の主軸方位と主柱穴の規模

図２１４ 建物１１の主軸方位と主柱穴の規模

２６７



P－５６ 平面形は上端が楕円形で、下端は円形である。南西側はオーバーハングし、その他はほ

ぼ垂直に立ち上がる。壙底はほぼ平らである

P－５７ 平面形は円形で、ほぼ垂直に立ち上がる。壙底はほぼ平らである

出入り口

検出していない。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

検出していない。 （石井淳平）

図２１５ 建物１１

２６８



建物１２

概 要

柱間距離２．１９m、主柱穴

内面積１９．１０�の小型の建

物である。直径が０．３～０．４

m、深 さ が０．４～０．６mの

四本の主柱穴がほぼ正方形

に配列される。主柱穴の直

径に較べ、浅いものが多い。

また、主柱穴の深さにはば

らつきがある。建物１３と重複する。また、主柱穴は全て断面図を作成していない。

主柱穴

P－５８ 平面形は円形で、やや開き気味に立ち上がる。壙底はほぼ平らである。

P－５９ 平面形は円形で、やや開き気味に立ち上がる。壙底はほぼ平らである

P－６０ 平面形は円形で、ほぼ垂直に立ち上がる。壙底はほぼ平らである。

図２１６ 建物１２の主軸方位と主柱穴の規模

図２１７ 建物１２

２６９



P－６１ 平面形は円形で、やや開き気味に立ち上がる。壙底はほぼ平らである

出入り口

検出していない。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

検出していない。 （石井淳平）

建物１３

概 要

柱間距離２．４０m、主柱穴

内面積２２．９９�の小型の建

物である。直径０．４～０．５m、

深さ０．８～１mの四本の主

柱穴が東西方向にやや長い

方形に配列される。建物の

規模と較べ、主柱穴の規模

が大きいことに特徴がある。

建物の方位は他の建物と比

較し、大きく西へ振れる。

同じく方位が西に振れる建物１５、１７とともに一連の建物群を構成するものと考える。建物１２と重複

する。

主柱穴

P－６２ 平面形は円形で、ほぼ垂直に立ち上がる。壙底は平らである。他の主柱穴と比較して浅

い。

P－６３ 平面形は円形で、壙底は平らである。やや開き気味に立ち上がる。覆土の中位から炭化

材を検出した。丸太を輪切りにしたような状態で、木口面が上方を向いている。炭化した柱材かと

も考えたが、断面では上方、下方ともに柱の痕跡を確認できなかった。また、検出面が覆土の中位

であることからも、炭化した柱材の底面が残存したものとも考えにくい。この炭化材の機能・用途

については不明である。同様の炭化材は１９９８年度のキウス４遺跡 Q地区の柱穴からも検出されて

おり、同じく柱穴の覆土の中位で検出されている。

P－６４ 平面形は上端が楕円形で、下端が円形である。ほぼ垂直に立ち上がる。壙底は平らであ

る。

P－６５ 平面形は円形で、ほぼ垂直に立ち上がる。壙底は平らである。

出入り口

検出していない。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

検出していない。 （石井淳平）

図２１８ 建物１３の主軸方位と主柱穴の規模
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建物１４

概 要

柱間距離２．６２m、主柱穴

内面積２７．３１�の小型の建

物である。直径が０．４～０．５

m、深 さ が０．８～１．１mの

四本の主柱穴がほぼ正方形

に配列される。建物の規模

と較べ、主柱穴の規模が大

きいことが特徴である。

主柱穴

P－６６ 平面形はいびつな楕円形で、やや開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

P－６７ 平面形は上端が西に広がる楕円形で、下端は円形である。壙底は平らで、ほぼ垂直に立

ち上がる。西壁は覆土中位で大きく開きながら立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－６８ 平面形は円形で、壙底はやや丸味をもつ。壙底付近ではほぼ垂直に立ち上がり、壙口付

近はやや開き気味となる。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－６９ 平面形は円形で、壙底は平らである。壙底付近ではほぼ垂直に立ち上がり、壙口付近は

やや開き気味となる。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

検出していない。 （石井淳平）

図２２０ 建物１４の主軸方位と主柱穴の規模

２７２
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建物１５

概 要

柱間距離２．９０m、主柱穴

内面積３３．５２�で、建物規

模からは小型の建物に分類

できるが、主柱穴の規模は

直径１～１．２m、深さ１．２～

１．４mと全ての建物を通し

て最も大きい。上部構造は

大型の建物と共通である可

能性が高く、小型の建物に分類することはできない。また、建物１３、１７と同様、他の建物と比較し、

方位が大きく西へ振れることなど、特殊な建物である印象を受ける。主柱穴はほぼ正方形に配列さ

れる。同じく方位が西に振れる建物１５、１７とともに一連の建物群を構成するものと考える。

主柱穴

P－７０ 平面形は上端が北西に広がるひょうたん形で、下端は円形である。壙底はほぼ平らで、

壙底付近は垂直に立ち上がり、壙口付近で開き気味になる。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－７１ 平面形は上端が楕円形で、下端は円形である。壙底はほぼ平らで、壙底付近では垂直に

立ち上がり、壙口付近で開き気味になる。土層１～５は抜き取り痕である可能性が高く、上端の北

西の広がりも抜き取りに伴う攪乱の可能性が高い。

P－７２ 平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。壙底の南西側が若干高くなる。壙底付近では

ほぼ垂直に立ち上がり、壙口付近で開き気味になる。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

P－７３ 平面形は上端が西へ広がるいびつな楕円形で、下端は円形である。壙底は丸みをもつ。

壙底付近ではほぼ垂直に立ち上がり、壙口付近で大きく開く。上端が西へ広がる平面形からは抜き

取りが行われている可能性も考えられるが、断面では柱痕、抜き取り痕は確認できない。

出入り口

検出していない。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

検出していない。 （石井淳平）

図２２２ 建物１５の主軸方位と主柱穴の規模

２７４



２７５



建物１６

概 要

柱間距離２．２２m、主柱穴

内面積１９．６７�の小型の建

物である。直径０．２m前後、

深さ０．４～０．６mの主柱穴

で構成される。主柱穴のう

ち、南西側の一基は P－７１

と重複しているため確認で

きないが、主柱穴の配列は

おそらく正方形になるものと推測する。建物の中央より若干東の SE２層中で F－３９を検出し、こ

れを炉跡と推定した。建物の外周を直径約５．８mの円形に壁柱穴がめぐる。また、主柱穴は全て断

面図を作成していない。

主柱穴

P－７４ 平面形は円形で、やや開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

P－７５ 平面形は円形で、やや開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

P－７６ 平面形は円形で、やや開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

出入り口

検出していない。

壁柱穴

２３カ所の小柱穴を壁柱穴と判断した。壁柱穴は実際の掘り込み面よりかなり掘り下げてから検出

しているので、浅い壁柱穴は検出できなかった可能性が高い。本来はもっと密に建物の周りをめ

ぐっていたものと考えている。

炉 跡

検出していない。 （石井淳平）

図２２４ 建物１６の主軸方位と主柱穴の規模
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２７７



建物１７

概 要

柱間距離２．１０m、主柱穴

内面積１７．５８�の小型の建

物である。直径０．２～０．３m

の四本の主柱穴がほぼ正方

形に配列される。主柱穴は

深さにばらつきがある。建

物の方位は他の建物と比較

し、大きく西へ振れる。同

じく方位が西に振れる建物１３、１５とともに一連の建物群を構成するものと考える。また、主柱穴は

全て断面図を作成していない。

主柱穴

P－７７ 平面形は円形で、開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

P－７８ 平面形は上端が楕円形で、下端は円形である。開き気味に立ち上がる。壙底は平らであ

る。

P－７９ 平面形は円形で、ほぼ垂直に立ち上がる。壙底は平らである。

P－８０ 平面形は円形で、やや開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

出入り口

検出していない。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

検出していない。 （石井淳平）

図２２６ 建物１７の主軸方位と主柱穴の規模
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建物１８

概 要

柱間距離２．１０m、主柱穴

内面積１７．６５�の小型の建

物である。直径０．２m前後、

深さ０．６～０．８mの四本の

主柱穴が東西方向にやや長

い方形に配列される。また、

P－８３を除いて主柱穴は全

て断面図を作成していない。

主柱穴

P－８１ 平面形は円形で、やや開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

P－８２ 平面形は円形で、やや開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

P－８３ 平面形は円形で、壙底は平らである。垂直に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認でき

図２２７ 建物１７

図２２８ 建物１８の主軸方位と主柱穴の規模

２７９



ない。

P－８４ 平面形は円形で、やや開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

出入り口

検出していない。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

検出していない。 （石井淳平）

図２２９ 建物１８

２８０



建物１９

概 要

柱間距離２．９２m、主柱穴

内面積３４．０２�の小型の建

物である。直径０．３～０．４m

の四本の主柱穴がほぼ正方

形に配列される。他の建物

から離れて一軒だけ確認し

た。方位や柱間距離は他の

建物と共通することから、

時期は他の建物と同じ頃で

あると考える。建物の中心より東側の�b層上面で、一括土器１を検出した。複数個体の土器が折

り重なって廃棄されており、二次被熱を受けている個体が多い。土器の廃棄された範囲は焼土が形

成されていることから、土器に残された二次被熱痕はこの地点で被熱したものと判断した。焼土は

建物の炉跡である可能性が高く、建物の炉に土器を敷き詰めた状態で火を焚いていた場合と、土器

を炉の中に廃棄した場合が考えられる。廃棄された土器は残存率が半分から１／３程度で、残りの

破片の多くは盛土内から出土している。

主柱穴

P－８５ 平面形は円形で、開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

P－８６ 平面形は円形で、開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

P－８７ 平面形は円形で、開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

P－８８ 平面形は円形で、開き気味に立ち上がる。壙底は平らである。

出入り口

検出していない。

壁柱穴

検出していない。

炉 跡

一括土器１の下で検出した焼土を炉跡と推定した。

一括土器

Rラインのセクションベルトを掘り下げ中に検出した。盛土１４層の下層からすでに土器片が集中

的に出土しており、一括土器の存在を予想していた。複数の深鉢形土器が５０～６０cmの範囲に折り

重なって廃棄されており、多くの土器片は全体の半分から１／３程度のものが折り重なった状態で

出土した。完全な形の土器が廃棄されたのではなく、半分から１／３程度の破片が廃棄されたもの

である。出土した土器は盛土遺構から出土した土器と接合しており、特に建物１９から、３～４グ

リッド離れた、M７０～N７２付近で出土した土器片と多く接合している。土器に伴って焼土を検出し

ており、この焼土が建物１９の炉跡の可能性が高いと判断したことから、これらの土器も建物１９に伴

うものと判断した。 （石井淳平）

図２３０ 建物１９の主軸方位と主柱穴の規模

２８１



建物２０

概 要

主柱穴は検出できず、出入り口と壁柱穴のみを検出した。壁柱穴の大部分は調査区外に存在し、

全周の約１／３を検出した。壁柱穴の推定直径は約８．２mで、建物８、９より一回り小さい。小型

～中型の建物に分類できる。建物の東側にある P－８９、９０を出入り口を構成する柱穴と推定した。

建物２１と重複する。

主柱穴

検出していない。

出入り口

P－８９ 平面形は細長い楕円形である。

P－９０ 平面形は楕円形である。

壁柱穴

図２３１ 建物１９（１）
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図２３２ 建物１９（２）
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１０カ所の小柱穴を壁柱穴と判断した。

炉 跡

検出していない。 （石井淳平）

建物２１

概 要

主柱穴は検出できず、出入り口と壁柱穴のみを検出した。壁柱穴の大部分は調査区外に存在し、

全周の約１／３を検出した。壁柱穴の推定直径は約７．２mで、建物２０より一回り小さく、小型の建

図２３３ 建物２０
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物に分類できる。建物２０と重複する。

主柱穴

検出していない。

出入り口

検出していない。

壁柱穴

１７カ所の小柱穴を壁柱穴と判断した。

図２３４ 建物２１
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炉 跡

検出していない。 （石井淳平）

（２）建物以外の柱穴

P－９１

平面形は上端が北西に大きく広がる楕円形で、下端の平面形は円形である。壙底はやや丸味をも

ち、ほぼ垂直に立ち上がる。P－１７、２１と切り合っており、P－１７に切られる。土層５が柱穴掘形、

土層１～４が抜き取り痕である。上端の広がりも抜き取りに伴う攪乱によるものである。

（石井淳平）

P－９２

平面形は円形で、壙底は丸みをもつ。検出時には、P－３、１２、１８などのプランを一つものとし

て調査を開始したため、P－９２は適切な位置で、半裁する事ができなかった。P－３、１２を掘り下

げる過程で、その存在に気づき、改めて半裁した。

P－１８と切り合っているが、先後関係は不明である。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

（石井淳平）

P－９３

平面形は上端がやや南東に広がる楕円形で、壙底はほぼ平らである。P－３、２２と切り合ってい

るが、わずかしか接していないため、切り合いは不明である。土層９が柱穴掘形で、土層１～８が

抜き取り痕である。 （石井淳平）

P－９４

平面形は楕円形で、壙底はほぼ平らである。埋土に多くのベンガラが含まれており、壙底付近で

ベンガラの魂をを検出した。遺構の性格は、周囲に出入り口を構成する柱穴が多く分布すること、

P－９４の平面形が楕円形で出入り口を構成する柱穴と形状が似通っていることから、出入り口を構

成する柱穴の可能性が高いと判断した。ただし、ベンガラが出土していることから、小形の墓壙や、

儀礼に伴う特殊な土壙の可能性もある。 （石井淳平）

P－９５

平面形は円形で、壙底はやや丸みをもつ。建物７の主柱穴である P－３２を切る。柱痕、抜き取り

痕は確認できない。 （石井淳平）

P－９６

平面形は円形で、壙底は丸みをもつ。検出面から約１／３の深さに柱の抜き取りによってできた

段をもつ。土層３～５が柱穴掘形、土層１～２が抜き取り痕である。 （石井淳平）

P－９７

平面形は円形で、壙底は丸みをもつ。ほぼ垂直に立ち上がる。土層３は柱痕の可能性がある。

（石井淳平）

P－９８

平面形は楕円形で、壙底はやや丸みをもつ。開き気味に立ち上がる。下端の平面形がひょうたん
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形であることから、規模のよく似た２つの柱穴が重複している可能性がある。柱痕、抜き取り痕は

確認できない。 （石井淳平）

P－９９

平面形は楕円形で、壙底は平らである。ほぼ垂直に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認できな

い。 （石井淳平）

P－１００

平面形は上端が南に広がる楕円形で、壙底はやや丸みをもつ。上端と下端の位置がずれているこ

と、検出面から１／２の深さに段があることから抜き取りが行われた可能性を考えたが、断面の観

察では抜き取り痕を確認できなかった。 （石井淳平）

P－１０１

平面形は上端が南北に長い楕円形で、下端は円形である。土層７～９が柱穴掘形、土層１～６が

抜き取り痕であると判断した。柱穴掘形は南側に大きく傾斜している。 （石井淳平）

P－１０２

平面形は円形で、壙底は丸みをもつ。開き気味に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認できない。

（石井淳平）

P－１０３、１０４

どちらも平面形は円形で、P－１０３は壙底が平らで、１０４は丸みをもつ。調査区壁にかかっており、

半分は調査区外に存在する。P－１０３は SE２層を切って掘り込まれている。図上では SE１層が P

－１０３を切っているように表現したが、P－１０３は SE１層中から掘り込まれている可能性もある。

どちらも、柱痕、抜き取り痕は確認できない。 （石井淳平）

P－１０５

平面形は円形で、上端が南東にずれる。壙底は丸みをもち、ほぼ垂直に立ち上がる。柱痕、抜き

取り痕は確認できない。 （石井淳平）

P－１０６

平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。ほぼ垂直に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認でき

ない。 （石井淳平）

P－１０７

平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。ほぼ垂直に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認でき

ない。 （石井淳平）

P－１０８

平面形は円形で、上端がやや東にずれる。壙底はほぼ平らで、ほぼ垂直に立ち上がる。柱痕、抜
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き取り痕は確認できない。 （石井淳平）

P－１０９

平面形は円形で、壙底はやや丸みをもつ。ほぼ垂直に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認でき

ない。 （石井淳平）

P－１１０

平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。ほぼ垂直に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認でき

ない。 （石井淳平）

P－１１１

平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。ほぼ垂直に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認でき

ない。 （石井淳平）

P－１１２

平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。ほぼ垂直に立ち上がる。柱痕、抜き取り痕は確認でき

ない。 （石井淳平）

P－１１３、１１４

切り合っているため正確な平面形は不明であるが、おそらくどちらも円形である。壙底はやや丸

みをもつ。どちらも柱痕、抜き取り痕は確認できない。 （石井淳平）
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表３６ 柱穴一覧（１）

建物番号 遺構番号 旧番号 分類 上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深さ
建物１ P‐１ P‐１４ 主柱穴 １．４７ ０．９１ ０．６７ ０．６５ ０．７０
建物１ P‐２ P‐２（新）主柱穴 １．８７ １．６４ １．０４ １．０３ ０．６４
建物１ P‐３ P‐３ 主柱穴 １．５０ ０．９８ ０．６６ ０．６６ ０．６７
建物１ P‐４ P‐７５ 主柱穴 １．２０ １．０４ ０．７４ ０．６１ ０．８７
建物１ P‐５ P‐６４ 出入り口 ０．９０ ０．５６ ０．５０ ０．３２ ０．５４
建物１ P‐６ P‐８７９ 出入り口 ０．８５ ０．６２ ０．５２ ０．３１ ０．４９
建物２ P‐７ P‐１５ 主柱穴 １．８５ １．１７ ０．６８ ０．５５ １．１９
建物２ P‐８ P‐２（旧）主柱穴 １．７２ １．７２ ０．９２ ０．８４ ０．７８
建物２ P‐９ P‐４ 主柱穴 ２．４６ ０．８４ ２．０３ ０．６８ ０．９２
建物２ P‐１０ P‐３８７ 主柱穴 ０．９８ ０．９８ ０．６８ ０．６８ ０．９８
建物３ P‐１１ P‐９ 主柱穴 １．０４ ０．９２ ０．６２ ０．６０ １．１９
建物３ P‐１２ P‐４８ 主柱穴 ０．９８ ０．９６ ０．７４ ０．６４ １．１８
建物３ P‐１３ P‐４１ 主柱穴 １．６０ ０．９８ ０．４８ ０．４２ ０．９２
建物３ P‐１４ P‐２０ 主柱穴 ２．２２ ０．９２ ０．４０ ０．３８ ０．９６
建物３ P‐１５ P‐５２ 出入り口 ０．６８ ０．６０ ０．２５ ０．２２ ０．７８
建物３ P‐１６ P‐４０ 出入り口 ０．８２ ０．５０ ０．３４ ０．３０ ０．６２
建物４ P‐１７ P‐７６ 主柱穴 １．９８ ０．９３ ０．５６ ０．５２ １．５０
建物４ P‐１８ P‐６１ 主柱穴 ０．７６ ０．７０ ０．３４ ０．２９ １．２７
建物４ P‐１９ P‐４３ 主柱穴 １．７８ ０．６９ ０．４４ ０．３８ １．３８
建物４ P‐２０ P‐５６ 主柱穴 １．１２ ０．７２ ０．４０ ０．３６ １．２０
建物５ P‐２１ P‐７７ 主柱穴 ０．８９ ０．８３ ０．４９ ０．４４ ０．８６
建物５ P‐２２ P‐６９ 主柱穴 ０．８１ ０．６５ ０．５８ ０．４４ ０．７６
建物５ P‐２３ P‐２５６ 主柱穴 ０．７６ ０．７４ ０．４４ ０．４２ ０．７２
建物５ P‐２４ P‐２９ 主柱穴 １．２５ ０．９７ ０．４６ ０．４１ ０．９０
建物５ P‐２５ P‐５０ 出入り口 ０．６２ ０．６０ ０．４４ ０．４３ ０．８７
建物５ P‐２６ P‐６５ 出入り口 ０．７８ ０．６０ ０．４０ ０．２２ ０．９９
建物６ P‐２７ P‐３１ 主柱穴 １．１９ １．０８ ０．８０ ０．７４ ０．７０
建物６ P‐２８ P‐５４ 主柱穴 １．５１ １．１０ ０．９０ ０．７８ ０．９７
建物６ P‐２９ P‐５９ 主柱穴 １．１０ ０．９８ ０．７２ ０．６６ ０．９２
建物６ P‐３０ P‐１０ 出入り口 ０．７９ ０．６８ ０．３４ ０．２６ ０．７２
建物６ P‐３１ P‐１１ 出入り口 ０．６４ ０．６３ ０．２６ ０．２２ ０．８１
建物７ P‐３２ P‐２１（旧）主柱穴 ０．５２ ０．４６ ０．４２ ０．４０ ０．７９
建物７ P‐３３ P‐４４ 主柱穴 ０．７０ ０．５８ ０．４６ ０．４０ ０．９３
建物７ P‐３４ P‐１２ 主柱穴 ０．６８ ０．６２ ０．４２ ０．３１ ０．８９
建物７ P‐３５ P‐８８０ 主柱穴 ０．６６ ０．６０ ０．４３ ０．３６ ０．７９
建物７ P‐３６ P‐７１ 主柱穴 ０．７０ ０．７０ ０．３８ ０．３６ ０．７８
建物８ P‐３７ P‐７５４ 主柱穴 ０．４９ ０．４４ ０．３１ ０．３０ ０．８２
建物８ P‐３８ P‐４３９ 主柱穴 ０．３８ ０．３５ ０．２４ ０．２１ ０．８４
建物８ P‐３９ P‐６３ 主柱穴 ０．５９ ０．５２ ０．２４ ０．２２ ０．８５
建物８ P‐４０ P‐５５ 主柱穴 ０．４４ ０．３８ ０．３６ ０．２４ ０．７２
建物８ P‐４１ P‐２３ 出入り口 ０．７３ ０．６２ ０．３８ ０．３４ ０．７２
建物８ P‐４２ P‐２４ 出入り口 ０．６５ ０．５７ ０．３５ ０．２８ ０．６２
建物８ SP‐３３１ 壁柱穴 ０．２２ ０．１８ ０．３１
建物８ SP‐４０７ 壁柱穴 ０．２６ ０．１７ ０．３４
建物８ SP‐４０８ 壁柱穴 ０．１８ ０．１７ ０．３４
建物８ SP‐４０９ 壁柱穴 ０．３０ ０．２８ ０．４４
建物８ SP‐４１４ 壁柱穴 ０．３０ ０．２７ ０．４６
建物８ SP‐４３１ 壁柱穴 ０．１７ ０．１６ ０．３０
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表３７ 柱穴一覧（２）

建物番号 遺構番号 旧番号 分類 上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深さ
建物８ SP‐４３３ 壁柱穴 ０．１８ ０．１６ ０．２２
建物８ SP‐４３４ 壁柱穴 ０．１８ ０．１６ ０．２７
建物８ SP‐４４７ 壁柱穴 ０．１８ ０．１６ ０．２８
建物８ SP‐４４８ 壁柱穴 ０．２４ ０．２２ ０．２８
建物８ SP‐４４９ 壁柱穴 ０．１６ ０．１４ ０．２８
建物８ SP‐４５０ 壁柱穴 ０．１９ ０．１８ ０．３１
建物８ SP‐５０１ 壁柱穴 ０．２８ ０．２５ ０．４５
建物８ SP‐５０２ 壁柱穴 ０．２４ ０．２２ ０．４２
建物８ SP‐５０３ 壁柱穴 ０．２７ ０．２４ ０．３６
建物８ SP‐５０４ 壁柱穴 ０．１９ ０．１８ ０．３４
建物８ SP‐５０５ 壁柱穴 ０．１７ ０．１５ ０．３９
建物８ SP‐５０６ 壁柱穴 ０．２０ ０．１８ ０．３３
建物８ SP‐５０７ 壁柱穴 ０．２１ ０．１８ ０．３５
建物８ SP‐７５５ 壁柱穴 ０．３７ ０．２４ ０．４４
建物９ P‐４３ P‐１１３７ 主柱穴 ０．３５ ０．３４ ０．２５ ０．２３ ０．８５
建物９ P‐４４ P‐１１３８ 主柱穴 ０．４０ ０．３８ ０．３４ ０．２８ ０．８０
建物９ P‐４５ P‐７５９ 主柱穴 ０．４６ ０．３６ ０．２５ ０．２４ ０．６６
建物９ P‐４６ P‐６６０ 出入り口 ０．６３ ０．３４ ０．４６ ０．３０ ０．６３
建物９ P‐４７ P‐６６１ 出入り口 ０．５１ ０．３２ ０．３９ ０．３０ ０．５９
建物９ P‐４８ P‐６５４ 出入り口 ０．６８ ０．３８ ０．３８ ０．３１ ０．６５
建物９ P‐４９ P‐６５７ 出入り口 ０．３０ ０．２５ ０．２４ ０．１８ ０．４１
建物９ SP‐５１７ 壁柱穴 ０．１５ ０．１４ ０．３２
建物９ SP‐５１８ 壁柱穴 ０．２６ ０．２５ ０．３７
建物９ SP‐５１９ 壁柱穴 ０．１７ ０．１６ ０．３２
建物９ SP‐５２１ 壁柱穴 ０．２６ ０．２４ ０．４５
建物９ SP‐６２３ 壁柱穴 ０．１９ ０．１７ ０．３８
建物９ SP‐６２４ 壁柱穴 ０．３８ ０．３４ ０．２８
建物９ SP‐６２５ 壁柱穴 ０．２２ ０．１９ ０．３６
建物９ SP‐６２６ 壁柱穴 ０．２７ ０．２４ ０．４５
建物９ SP‐６２７ 壁柱穴 ０．３０ ０．２３ ０．３５
建物９ SP‐６２８ 壁柱穴 ０．２０ ０．１８ ０．３９
建物９ SP‐６２９ 壁柱穴 ０．２２ ０．１５ ０．３５
建物９ SP‐６３９ 壁柱穴 ０．１６ ０．１３ ０．３２
建物９ SP‐６４３ 壁柱穴 ０．１８ ０．１７ ０．２１
建物９ SP‐６４４ 壁柱穴 ０．１６ ０．１６ ０．２５
建物９ SP‐６５２ 壁柱穴 ０．１６ ０．１５ ０．３５
建物９ SP‐６５３ 壁柱穴 ０．２２ ０．１７ ０．４２
建物９ SP‐６５８ 壁柱穴 ０．１８ ０．１６ ０．２７
建物９ SP‐６６４ 壁柱穴 ０．１９ ０．１８ ０．５０
建物９ SP‐６６５ 壁柱穴 ０．２６ ０．２３ ０．４３
建物９ SP‐６６６ 壁柱穴 ０．２０ ０．１８ ０．３８
建物９ SP‐７１８ 壁柱穴 ０．２２ ０．２０ ０．５３
建物９ SP‐７１９ 壁柱穴 ０．３２ ０．２５ ０．５４
建物９ SP‐７２０ 壁柱穴 ０．１８ ０．１６ ０．３８
建物９ SP‐７２２ 壁柱穴 ０．２０ ０．１８ ０．３９
建物９ SP‐７２３ 壁柱穴 ０．１８ ０．１６ ０．４０
建物９ SP‐７２４ 壁柱穴 ０．２２ ０．２１ ０．５８
建物９ SP‐７２５ 壁柱穴 ０．２８ ０．２６ ０．７６
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表３８ 柱穴一覧（３）

建物番号 遺構番号 旧番号 分類 上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深さ
建物９ SP‐７２９ 壁柱穴 ０．１８ ０．１７ ０．３６
建物９ SP‐１０５１ 壁柱穴 ０．１６ ０．１４ ０．２６
建物９ SP‐１０５２ 壁柱穴 ０．１４ ０．１３ ０．２３
建物９ SP‐１０６７ 壁柱穴 ０．１３ ０．１２ ０．３５
建物９ SP‐１０７１ 壁柱穴 ０．１４ ０．１３ ０．３４
建物９ SP‐１０７２ 壁柱穴 ０．１４ ０．１２ ０．３４
建物９ SP‐１０７３ 壁柱穴 ０．２０ ０．１８ ０．３７
建物１０ P‐５０ P‐７５８ 主柱穴 ０．３２ ０．３１ ０．２４ ０．２３ ０．８７
建物１０ P‐５１ P‐６３１ 主柱穴 ０．４０ ０．３６ ０．２４ ０．２１ ０．８２
建物１０ P‐５２ P‐１１２９ 主柱穴 ０．３９ ０．２８ ０．２７ ０．２７ ０．５４
建物１０ P‐５３ P‐７１３ 主柱穴 ０．４０ ０．３６ ０．２５ ０．２３ ０．８０
建物１１ P‐５４ P‐８１９ 主柱穴 ０．２０ ０．１８ ０．２２ ０．１６ ０．５７
建物１１ P‐５５ P‐５９８ 主柱穴 ０．２５ ０．２２ ０．１９ ０．１５ ０．５９
建物１１ P‐５６ P‐８１５ 主柱穴 ０．２８ ０．２６ ０．２０ ０．１８ ０．５５
建物１１ P‐５７ P‐８３９ 主柱穴 ０．２１ ０．２０ ０．２０ ０．１７ ０．５９
建物１２ P‐５８ P‐６７８ 主柱穴 ０．３９ ０．３４ ０．２６ ０．２２ ０．３７
建物１２ P‐５９ P‐６８２ 主柱穴 ０．３４ ０．３０ ０．２４ ０．１９ ０．５３
建物１２ P‐６０ P‐６８８ 主柱穴 ０．４５ ０．３７ ０．３０ ０．２９ ０．６４
建物１２ P‐６１ P‐６９０ 主柱穴 ０．４０ ０．３７ ０．２３ ０．２１ ０．４６
建物１３ P‐６２ P‐６７７ 主柱穴 ０．４８ ０．４０ ０．３７ ０．３２ ０．７９
建物１３ P‐６３ P‐８８１ 主柱穴 ０．５０ ０．４８ ０．２９ ０．２８ ０．９５
建物１３ P‐６４ P‐５６４ 主柱穴 ０．５２ ０．４２ ０．３２ ０．３１ ０．９３
建物１３ P‐６５ P‐６００ 主柱穴 ０．５０ ０．４８ ０．３７ ０．３０ ０．８７
建物１４ P‐６６ P‐５６３ 主柱穴 ０．４８ ０．３９ ０．２９ ０．２５ ０．９１
建物１４ P‐６７ P‐６９９ 主柱穴 ０．６２ ０．３９ ０．２１ ０．１９ ０．８４
建物１４ P‐６８ P‐７７５ 主柱穴 ０．５６ ０．４８ ０．２３ ０．２０ １．１３
建物１４ P‐６９ P‐１１３６ 主柱穴 ０．６５ ０．４８ ０．３５ ０．２９ ０．８４
建物１５ P‐７０ P‐１７ 主柱穴 １．４４ １．０６ ０．５８ ０．５４ １．１６
建物１５ P‐７１ P‐７ 主柱穴 １．５４ １．１６ ０．７６ ０．６７ １．２２
建物１５ P‐７２ P‐３７ 主柱穴 １．３１ １．１９ ０．６８ ０．６６ １．４４
建物１５ P‐７３ P‐３６ 主柱穴 １．５５ １．０１ ０．６３ ０．５２ １．２６
建物１６ P‐７４ P‐８０９ 主柱穴 ０．２３ ０．２０ ０．１４ ０．１２ ０．５３
建物１６ P‐７５ P‐７９５ 主柱穴 ０．２６ ０．２４ ０．１４ ０．１２ ０．６３
建物１６ P‐７６ P‐７８７ 主柱穴 ０．２０ ０．１７ ０．１０ ０．１０ ０．４６
建物１６ SP‐６９４ 壁柱穴 ０．１４ ０．１２ ０．３６
建物１６ SP‐７７９ 壁柱穴 ０．１７ ０．１４ ０．４７
建物１６ SP‐７８０ 壁柱穴 ０．２０ ０．１８ ０．４３
建物１６ SP‐７８１ 壁柱穴 ０．１５ ０．１３ ０．４０
建物１６ SP‐７８２ 壁柱穴 ０．１７ ０．１５ ０．４１
建物１６ SP‐７８３ 壁柱穴 ０．１７ ０．１４ ０．５４
建物１６ SP‐７８４ 壁柱穴 ０．２４ ０．１８ ０．５３
建物１６ SP‐７８５ 壁柱穴 ０．１０ ０．１４ ０．４３
建物１６ SP‐７８６ 壁柱穴 ０．２６ ０．２２ ０．５６
建物１６ SP‐７９１ 壁柱穴 ０．２２ ０．２０ ０．５０
建物１６ SP‐７９２ 壁柱穴 ０．１９ ０．１６ ０．５２
建物１６ SP‐７９３ 壁柱穴 ０．１８ ０．１５ ０．５２
建物１６ SP‐７９４ 壁柱穴 ０．１８ ０．１６ ０．４３
建物１６ SP‐７９６ 壁柱穴 ０．１６ ０．１４ ０．４１
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表３９ 柱穴一覧（４）

建物番号 遺構番号 旧番号 分類 上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深さ
建物１６ SP‐７９７ 壁柱穴 ０．２１ ０．１８ ０．５１
建物１６ SP‐７９８ 壁柱穴 ０．１８ ０．１４ ０．３５
建物１６ SP‐７９９ 壁柱穴 ０．１７ ０．１６ ０．３４
建物１６ SP‐８０８ 壁柱穴 ０．１６ ０．１４ ０．４８
建物１６ SP‐８１０ 壁柱穴 ０．１６ ０．１３ ０．３３
建物１６ SP‐８１１ 壁柱穴 ０．１８ ０．１６ ０．３４
建物１６ SP‐８１２ 壁柱穴 ０．１６ ０．１４ ０．２９
建物１６ SP‐８１３ 壁柱穴 ０．１４ ０．１２ ０．３１
建物１７ P‐７７ P‐１０２０ 主柱穴 ０．２５ ０．２２ ０．１４ ０．１２ ０．５６
建物１７ P‐７８ P‐８４３ 主柱穴 ０．３８ ０．２７ ０．１８ ０．１７ ０．４２
建物１７ P‐７９ P‐１０２１ 主柱穴 ０．２１ ０．２０ ０．１０ ０．０８ ０．６６
建物１７ P‐８０ P‐８３２ 主柱穴 ０．２５ ０．２２ ０．１８ ０．１５ ０．５７
建物１８ P‐８１ P‐９１０ 主柱穴 ０．２５ ０．２３ ０．１６ ０．１４ ０．５８
建物１８ P‐８２ P‐４９３ 主柱穴 ０．３５ ０．３１ ０．２０ ０．１４ ０．６７
建物１８ P‐８３ P‐４５１ 主柱穴 ０．２８ ０．２７ ０．２１ ０．１８ ０．７９
建物１８ P‐８４ P‐８２６ 主柱穴 ０．２５ ０．２３ ０．１７ ０．１４ ０．６５
建物１９ P‐８５ P‐９６５ 主柱穴 ０．３８ ０．３０ ０．１６ ０．１５ ０．６０
建物１９ P‐８６ P‐８８８ 主柱穴 ０．３２ ０．３２ ０．２０ ０．１８ ０．６６
建物１９ P‐８７ P‐９６６ 主柱穴 ０．４５ ０．３３ ０．２７ ０．２２ ０．５６
建物１９ P‐８８ P‐９６４ 主柱穴 ０．３７ ０．３６ ０．２２ ０．１９ ０．６８
建物２０ P‐８９ P‐２５７ 出入り口 ０．３７ ０．２６ ０．４０
建物２０ P‐９０ P‐２４２ 出入り口 ０．４０ ０．２８ ０．３５
建物２０ SP‐１４２ 壁柱穴 ０．２６ ０．２０ ０．２８
建物２０ SP‐１４３ 壁柱穴 ０．１７ ０．１６ ０．３３
建物２０ SP‐１４４ 壁柱穴 ０．１８ ０．１６ ０．２９
建物２０ SP‐１４５ 壁柱穴 ０．１７ ０．１６ ０．２８
建物２０ SP‐１４６ 壁柱穴 ０．１８ ０．１６ ０．２９
建物２０ SP‐１４７ 壁柱穴 ０．１４ ０．１３ ０．３０
建物２０ SP‐２４３ 壁柱穴 ０．１８ ０．１６ １０．０６
建物２０ SP‐２６１ 壁柱穴 ０．２０ ０．１９ ０．３９
建物２０ SP‐２６２ 壁柱穴 ０．２８ ０．２３ ０．３４
建物２０ SP‐２８１ 壁柱穴 ０．１７ ０．１６ ０．３８
建物２１ SP‐２４５ 壁柱穴 ０．１８ ０．１７ １０．０４
建物２１ SP‐２４７ 壁柱穴 ０．３７ ０．３０ ０．３１
建物２１ SP‐２４８ 壁柱穴 ０．２２ ０．２１ ０．３９
建物２１ SP‐２４９ 壁柱穴 ０．２２ ０．２０ ０．３８
建物２１ SP‐２５１ 壁柱穴 ０．２１ ０．１８ ０．４１
建物２１ SP‐２５２ 壁柱穴 ０．２０ ０．１８ ０．４３
建物２１ SP‐２５８ 壁柱穴 ０．１４ ０．１２ ０．４７
建物２１ SP‐２５９ 壁柱穴 ０．２０ ０．１６ ０．３７
建物２１ SP‐３０２ 壁柱穴 ０．１８ ０．１７ ０．６１
建物２１ SP‐３０３ 壁柱穴 ０．１７ ０．１６ ０．５５
建物２１ SP‐３０４ 壁柱穴 ０．１９ ０．１８ ０．６５
建物２１ SP‐４２４ 壁柱穴 ０．２７ ０．２２ ０．３４
建物２１ SP‐４２５ 壁柱穴 ０．３０ ０．２２ ０．３７
建物２１ SP‐４２９ 壁柱穴 ０．１９ ０．１８ ０．２３
建物２１ SP‐４３０ 壁柱穴 ０．２４ ０．２１ ０．３９
建物２１ SP‐７５２ 壁柱穴 ０．４０ ０．３２ ０．６４
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表４０ 柱穴一覧（５）

建物番号 遺構番号 旧番号 分類 上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深さ
建物２１ SP‐７５３ 壁柱穴 ０．１８ ０．１６ ０．４３

P‐９１ P‐２６ 柱穴 １．３０ ０．５２ ０．３６ ０．３０ １．１３
P‐９２ P‐４９ 柱穴 ０．５８ ０．５６ ０．３６ ０．３３ １．０７
P‐９３ P‐４６ 柱穴 １．４４ ０．９６ ０．９４ ０．７４ ０．８７
P‐９４ P‐６６ 出入り口 ０．７７ ０．３８ ０．４６ ０．２２ ０．６２
P‐９５ P‐２１（新）柱穴 １．０４ １．００ ０．７４ ０．７０ ０．６６
P‐９６ P‐１ 柱穴 ０．７９ ０．７８ ０．２２ ０．２０ ０．８５
P‐９７ P‐５ 柱穴 ０．４２ ０．４０ ０．１８ ０．１６ ０．６２
P‐９８ P‐８ 柱穴 ０．９８ ０．８４ ０．５８ ０．２２ ０．８３
P‐９９ P‐３２ 柱穴 ０．７８ ０．７０ ０．４８ ０．４６ ０．５２
P‐１００ P‐５８ 柱穴 １．０６ ０．６８ ０．５２ ０．３２ ０．７９
P‐１０１ P‐５３ 柱穴 １．４１ ０．９２ ０．２９ ０．２６ １．１３
P‐１０２ P‐４０６ 柱穴 ０．８２ ０．６９ ０．４２ ０．３５ ０．８１
P‐１０３ P‐７０（新）柱穴 ０．６６ ０．６０ ０．５８ ０．５８ ０．８１
P‐１０４ P‐７０（旧）柱穴 ０．４６ ０．４６ ０．３６ ０．３６ １．０８
P‐１０５ P‐７２ 柱穴 ０．５６ ０．５４ ０．３２ ０．３２ ０．９６
P‐１０６ P‐９７ 柱穴 ０．４０ ０．３４ ０．２２ ０．２０ ０．７３
P‐１０７ P‐９９ 柱穴 ０．３３ ０．３１ ０．２９ ０．２８ ０．４９
P‐１０８ P‐２２６ 柱穴 ０．３１ ０．３０ ０．２７ ０．２６ ０．６９
P‐１０９ P‐２６４ 柱穴 ０．３０ ０．２６ ０．１６ ０．１４ ０．７９
P‐１１０ P‐２７２ 柱穴 ０．５４ ０．４４ ０．４０ ０．３６ ０．６４
P‐１１１ P‐７２１ 柱穴 ０．４０ ０．３６ ０．２９ ０．２８ ０．６７
P‐１１２ P‐１１３２ 柱穴 ０．４８ ０．４０ ０．２４ ０．２２ ０．６８
P‐１１３ P‐１１３４（新） 柱穴 ０．４８ ０．３８ ０．２４ ０．２１ ０．６６
P‐１１４ P‐１１３４（旧） 柱穴 ０．６２ ０．５２ ０．２８ ０．２５ ０．５８

単位＝m
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４ 土壙墓

概要

平面形が楕円形、深さが約０．５～１．０mの土壙である。ほとんどの墓壙で、人骨や遺体の痕跡を

検出できず、柱穴との区別はおもに平面形の違いによった。長幅比がおよそ１．５を越え、上端下端

とも平面形が細長い楕円形であるものを墓壙と認定した。一度埋めた後に掘り返した痕跡をもつも

のは、柱の抜き取りが行われたものと判断し、全て柱穴に含めてある。

１４基確認した土壙墓の分布域は盛土遺構の直下及び、その北側である。形状は全て楕円形である

が、長幅比はばらつきが大きい。墓壙の規模の散布図（図２４０）をみると短径よりも長径でばらつ

きが大きい。長軸方向は、北西方向を意識してい

るようである。頭位方向のわかる P－１１９、１２０、

１２７は全て西～北西頭位で、周堤墓内の墓壙のそ

れと共通する。墓壙の長径から推測して、埋葬姿

勢は伸展葬と屈葬が混在するようであるが、人骨

が残存している墓壙が限られているため、埋葬姿

勢を直接判断できるものは少ない。しかし、墓壙

の規模は上端長径が１．６０m前後で二分でき、上

端長径１．６０m以上が伸展葬、以下が屈葬である

可能性が高い。 図２４０ 土壙墓属性グラフ

図２４１ 土壙墓配置図
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墓壙の規模、形状、頭

位は周堤墓のそれと類似

するが、木柱痕やベンガ

ラなどは検出していない。

また、副葬品をもつ墓も

ない。墓壙の配置には整

然とした規則性はみられ

ないが、P－１１５と１１６、

P－１２０と１２１、P－１２３と

１２４のように形状、埋土

などが似通った墓壙が２

基づつ並ぶ場合もある。

墓壙の時期を決定でき

る遺物はほとんど出土し

ておらず、盛土遺構の直

下から掘り込まれている

ことから、墓壙の構築が盛土遺構の造営を大きく遡るものではないと判断した。また、墓壙の規模

や形状が周堤墓の墓壙と似ていることからも、周堤墓や盛土遺構とほぼ同じ時期の縄文時代後期後

葉の位置づけられると判断した。 （石井淳平）

P－１１５

周辺は耕作による削平が著しく、�層除去後の�層でプランを検出した。埋土は暗褐色土主体で、

En－aパミスを多量に含む。また、ところどころに暗褐色土のブロックが混入する。埋め戻しの

際に意図的に En－aパミスの混入を避けているようである。人骨、遺体の痕跡は検出していない。

P－１１６

P－１１５の東、約５mに位置する。P－１１５同様、周辺は耕作による削平が著しく、�層除去後の

�層でプランを検出した。土層１～５は黒褐色土主体、土層６～９は暗褐色土主体、土層１０～１５は

En－aパミス主体である。人骨、遺体の痕跡は検出していない。 （石井淳平）

P－１１７

�層除去後の�層下位で検出した。埋土は暗褐色土主体で、En－aパミスを多量に含む。下層

ほど En－aパミスが混入する割合が高い。下端の長径が上端よりも大きく、長軸方向両端の立ち

上がりは、オーバーハングする。人骨、遺体の痕跡は検出していない。 （石井淳平）

P－１１８

盛土４層除去後の�b層上面で検出した。埋土は暗褐色土主体で、En－aパミスを多量に含む。

下層ほど En－aパミスが混入する割合が高く、最下層では En－aパミスが主体となる。�b層上

面で焼かれた焼土を切って掘り込まれている。人骨、遺体の痕跡は検出していない。

（石井淳平）

土壙墓一覧

表４１ 土壙墓一覧

遺構番号 旧番号 上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深さ
長軸方向
（N‐E）

P‐１１５ P‐１１７０ １．７０ ０．７０ １．４０ ０．４４ ０．６２ ‐６８．６５
P‐１１６ P‐１１６４ １．４５ ０．６６ １．２１ ０．２６ ０．８１ ５９．４５
P‐１１７ P‐１１５７ １．２０ ０．６０ １．３８ ０．４９ ０．９５ ７８．９５
P‐１１８ P‐８０６ １．３６ ０．７６ １．１９ ０．３７ ０．７７ ２９．９５
P‐１１９ P‐８０５ １．０６ ０．６８ ０．７６ ０．３４ ０．９９ ７７．４５
P‐１２０ P‐１１６８ ２．１０ ０．７３ １．９３ ０．４０ ０．８２ ８５．９５
P‐１２１ P‐１１５８ １．５６ ０．６４ １．４５ ０．３４ ０．６１ ７２．４５
P‐１２２ P‐１１７２ １．４３ ０．５６ １．２８ ０．４７ ０．８７ ３９．４５
P‐１２３ P‐１１９９ １．７６ ０．５３ １．５４ ０．３７ １．４３ ８６．４５
P‐１２４ P‐１１７１ １．９７ ０．８４ １．７８ ０．５０ １．６３ ７７．９５
P‐１２５ P‐８４４ １．４２ ０．７２ １．２３ ０．５２ １．１４ ９８．９５
P‐１２６ P‐８０１ １．２９ ０．６４ １．１３ ０．３７ ０．６４ １１３．９５
P‐１２７ FP‐１ １．４６ ０．７８ １．１５ ０．４９ １．０５ ７３．７５
P‐１２８ FP‐２ １．３６ ０．６８ １．０３ ０．３８ ０．５２ ‐５３．８５

単位＝m
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P－１１９

盛土４層除去後の�b層上面で検出した。埋土は上層は黒褐色土主体であるが、下層は En－a

パミスが主体となる。土層１～６層が黒褐色土主体、土層７～１０が En－aパミス主体である。壙

底で遺体が腐植したものと思われる粘質の暗褐色土と歯を検出した。歯は墓壙の北西側で検出し、

エナメル質のみが残存していた。腐植が進んでおり、わずかに痕跡をとどめるのみで、部位を特定

することはできなかった。頭位方向は北西である。下端の長径が０．７６mと短く、乳幼児以外は伸

展葬にすることは不可能であることから、埋葬姿勢は屈葬であろう。 （石井淳平）

P－１２０

盛土１４層除去後の�b層上面で検出した。周辺は焼土が密集していたが、墓壙埋土の上面は被熱

していない。�b層の焼土と直接の切り合いはなく、先後関係は不明である。土層１～３、９～１１

が En－aローム主体、土層４～８層が黒色土主体である。土層１～３と土層４～８層は、それぞ

れ混入物の少ない En－aロームと黒色土が主体であり、埋め戻しに用いる土を意図的に選択して

いるようである。壙底付近で糊状の人骨を検出した。頭骨が最も残存状態が良く、顔面を北に向け

ている。背骨と思われる糊状の骨が南壁に沿って出土していることから、体の右側を上に向けた側

臥伸屏葬で埋葬されたものと考える。 （石井淳平）

P－１２１

盛土・層除去後の�b層上面で検出した。埋土上層から柱状の台石を検出した。平成５年度調査

の XP－１で検出された墓標のようなものかと考えたが、長さが短いこと、断面の観察では転倒し

た痕跡がないことから、墓標として墓壙の一端に立てられたものではないようである。土層１～６

層は En－aローム主体、土層７層～１０層は黒褐色土主体である。P－１２０と同じく埋土の上層は En

－aロームを主体とし、下層は黒褐色土主体である。埋め戻しに用いる土を意図的に選択していた

ようである。また、土層７層～１０層の黒褐色土には、多量の土器が混入している。人骨、遺体の痕

跡は検出していない。 （石井淳平）

P－１２２

�層中で検出した。比較的小型の墓壙である。埋土は暗褐色～褐色土が主体で、En－aパミス

を多量に含む。人骨、遺体の痕跡は検出していない。 （石井淳平）

P－１２３

調査区北端の�層上面で検出した。付近には風倒木痕が数多く存在し、これらが P－１２３と重複

していたため検出が遅れた。本来は�層中から掘り込まれていたものであろう。他の墓壙と比較し

て細長く、深い。埋土は汚れた En－aパミスが主体で、しまりがない。人骨、遺体の痕跡は検出

していない。また、南東約２mに位置する P－１２４とは長軸方向、形状、埋土の状況がよく似てお

り、P－１２３と１２４は互いに対をなす墓壙である可能性が高い。 （石井淳平）

P－１２４

調査区北端の�層上面で検出した。付近には風倒木痕が数多く存在し、これらが P－１２４と重複

していたため検出が遅れた。本来は�層中から掘り込まれていたものであろう。他の墓壙と比較し
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て細長く、深い。埋土は汚れた En－aパミスが主体で、しまりがない。人骨、遺体の痕跡は検出

していない。

また、北西約２mに位置する P－１２３とは長軸方向、形状、埋土の状況がよく似ており、P－１２３

と１２４は互いに対をなす墓壙である可能性が高い。 （石井淳平）

P－１２５

�層を５
ほど掘り下げたところで検出した。埋土は汚れたパミスが主体で、しまりがない。壙

底付近で遺体が腐植したものと思われる粘質の黒色土を検出した。人骨の痕跡はない。

（石井淳平）

P－１２６

�層上面で検出した。埋土は黒褐色～暗褐色土が主体で、しまりがない。人骨、遺体の痕跡は検

出していない。 （石井淳平）

P－１２７

�層を５cmほど掘り下げた際に確認した。埋め土は En－aパミスが混じった黒～暗褐色土が主

体で、埋め方に規則性は感じられない。床面から頭蓋骨が糊状になって検出され、数本分の歯が比

較的良好に残っていた。このことから、頭位は西方向で顔の向きは周堤墓の墓壙と逆に南向き（右

向き）と推測される。また、骨の周囲には遺体層と考えられる黒色腐植土が確認された。

覆土３層上面、及び床面に近い７層から土器片が出土したが、副葬されたものではないと考えら

れる。 （藤原秀樹）

P－１２８

近くに風倒木があったため、�層まで掘り下げた際に確認した。埋め土は En－aパミスが混

じった黒～暗褐色土が主体で、埋め方に規則性は感じられない。床面はやや赤みを帯びており、ま

た、平坦ではなく張り出した部分もある。堆積状況や平面プランから土壙墓と推測した。

覆土４層上面から土器片が出土したが、副葬されたものではないと考えられる。

（藤原秀樹）
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５ フラスコ状ピット

概要

調査区東側の狭い範囲から断面形

がフラスコ状にオーバーハングする

３基の土壙を検出した。規模は直径

２m以上、深さ１m以上で、形状

は円形である。断面の観察からは使

用停止後しばらくの期間は放置され、

その後埋め戻されていると推測した。

埋め戻しの土層からは堂林式土器の

破片が多く出土している。盛土遺構を構築する過程で、崩れかかっていたフラスコ状ピットを埋め

たものと考える。フラスコ状ピットの掘削から埋没までの期間は、後期後葉に形成されたと考えら

れる�b層上面の焼土を切って掘り込まれていること、盛土の形成に伴い埋め戻されていることか

ら、�b層焼土の形成以後、盛土の形成以前の比較的短期間であった可能性が高い。したがって縄

文時代後期後葉の時間幅におさまるものと推測する。３基のフラスコ状ピットは等間隔を保って配

列されていることから、同時に並存していたものと考えている。

フラスコ状ピットの周辺には En－aパミスを多量に含む黒褐色土が広がっている。当初は盛土

遺構の一部と考え、N２と呼称して調査を行った。しかし、他の盛土遺構を構成する土層よりパミ

スの混入する割合が高いこと、パミス混じりの黒褐色土の分布範囲がフラスコ状ピットの位置と一

フラスコ状ピット一覧表

表４１ フラスコ状ピット一覧

遺構番号 旧番号 上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深さ

P－１２９ P－８０２ ２．２２ ２．１ １．９２ １．６８ １．３７

P－１３０ P－８０３ ２．１２ ２．１ ２．４６ ２．４３ １．０７

P－１３１ P－８０４ ２．４６ １．９６ ２．２１ １．１４ １．１３

単位＝m

図２４７ フラスコ状ピット配置図
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掘り上げ土�

図２４７ フラスコ状ピット配置図
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致することから、N２をフラスコ状ピットの掘り上げ土と判断した。掘り上げ土はフラスコ状ピッ

トの東側にはほとんど広がらず、西側に広がる。平成８年度調査の L地区の発掘調査報告書では

このパミス混じりの黒褐色土についての記録は一切ないが、調査担当者は、パミスを多量に含む黒

褐色土が６５ラインより西へ約１mほどの範囲に広がっていたことを記憶していた。掘り上げ土の

分布が西側に偏るのは、フラスコ状ピットの掘り上げ土をより低い西側へ排土したためであろう。

（石井淳平）

P－１２９

概要

平面形は円形で、壙底は平らである。他の２基のフラスコ状ピットと異なり、上端がオーバーハ

ングしていない。土層１３～２４層が自然堆積層で、壁面の崩落による En－aパミスの堆積と、周辺

から雨水などの作用により流れ込んだ黒色土が交互に堆積する。P－１３０で確認したような大規模

な壁面の崩落は、この断面では確認できない。徐々に壁面が崩れていったようである。土層１～１２

は盛土遺構の形成に伴い埋め戻された人為堆積層である。周辺の表土を用いて埋め戻しているよう

で、掘り上げ土に由来すると思われる En－aパミス混じりの黒褐色土が主体を占める。また、�b

層の焼土を起源とする焼土が混入する。人為堆積層からは遺物が多く出土しており、P－１２９を埋

め戻しつつ盛土の形成が進んでいたことがわかる。

埋没過程

１）壁面が最低３回にわたって崩落する（土層１４、１９、２２）。崩落は断続的に進行し、土層１４、１９、

２２の間には黒色土（土層１８、２０、２１）が堆積する。

２）盛土の形成が開始され、人為的に埋め戻される（土層１～１２）。 （石井淳平）

P－１３０

概要

平面形は円形で、壙底はやや丸みをもつ。下端はオーバーハングしている。土層１６～２０は汚れた

En－aパミスやロームを主体とするしまりのない均質な土である。土質が墓壙の埋土のそれとよ

く似ていたため、人為的に埋め戻したものと判断した。非常に中途半端な埋め戻し方であり、どの

ような意図があったのかは不明である。土層６～１５は壁面の崩落をともなう自然堆積層である。土

層１～５は盛土遺構の形成に伴い埋め戻された人為堆積層である。P－１２９と同様、掘り上げ土に

由来すると思われる En－aパミス混じりの黒褐色土で埋め戻されている。

埋没過程

１）En－aパミスを中心とする東壁の下半部分が崩れる（土層１５）。

２）その結果東壁は上部が大きく張り出すこととなり、安定性を失うがしばらくは持ちこたえ、そ

の間に周辺から流れ込んだ黒色土が堆積する（土層１４）

３）張り出したオーバーハング部分が崩落する（土層９～１３）。オーバーハング部分は、層序を

保ったまま崩落しており、土層１０～１２はそれぞれ�b層の焼土、�層、�・�層に対応する。

４）小規模な壁面の崩落が繰り返される（土層６～８）。

５）盛土の形成が開始され、人為的に埋め戻される（土層１～５）。 （石井淳平）
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P－１３１

概要

２つのフラスコ状ピットが重複しているため、平面形は楕円形にみえる。長軸方向に沿って半裁

したが、２つのフラスコ状ピットの間で段差はなく壙底は平らである。P－１３１（旧）はしばらく

放置された後、埋め戻されている。その後、P－１３１（新）が掘り込まれる。新旧 P－１３１の壙底に

は段差がないことから、何らかの事情で、P－１３１（旧）が機能しなくなったために、新しく P－

１３１（新）を掘りなおしたものと考えている。土層２４～２６層が P－１３１（旧）の自然堆積層、土層２０

～２３層がその埋め戻し、土層１４～１９層が壁面の崩落を含む自然堆積層、土層１～１３が盛土遺構の形

成に伴い埋め戻された人為堆積層である。遺物の平面分布図からもわかるとおり、P－１３１（旧）

の埋め戻し土には遺物がほとんど含まれておらず、この段階では盛土遺構の形成が始まっていな

かったことがわかる。

埋没過程

１）P－１３１（旧）が機能停止し、埋没が始まる（土層２４～２６）。

２）P－１３１（旧）が人為的に埋め戻される（土層２０～２３）。

３）P－１３１（新）が掘られる。

４）P－１３１（新）が廃絶し、放置される。壁面が徐々に崩落（土層１４～１９）。

５）南東壁が崩落（土層１３）。

６）盛土の形成が開始され、人為的に埋め戻される（土層１～１２）。 （石井淳平）
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図２４９ フラスコ状ピット（１）

３１２



埋め戻し�

自然堆積�

土器�
石器�

図２５０ フラスコ状ピット（２）
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図２５１ フラスコ状ピット（３）
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６ �b 層の焼土

盛土遺構除去後の�b層上面で多数の焼土を

検出した。盛土遺構の範囲外では�a層と�b

層の区別が付けられないため、本項では盛土遺

構の範囲外の�層で検出した焼土も、あわせて

報告する。また、トレンチで検出した層位不明

の焼土も、掲載している。これらを合わせると

焼土は１８２８カ所になる。盛土遺構の範囲に分布する焼土は、盛土遺構を除去した直下で検出してお

り、盛土遺構の構築直前に形成された可能性が高い。また、焼土の分布は盛土遺構の分布範囲とか

なり一致するものの、７８ライン以東では密度が激減しており、焼土の形成と盛土遺構の構築との関

係は単純ではないことが予想できる。なお、盛土遺構の南半で焼土の密度が低いのは、耕作による

削平で、消失したことによる。この付近の�層を掘り下げ中に、多くの焼土塊を確認しており、こ

れらは付近の�b層に存在した焼土が、耕作により撹乱されたものと考えられる。

�b層で検出した焼土はその場で焼かれたものが１２４６カ所、廃棄されたものが８７カ所、不明が４９５

カ所である。�b層で検出した焼土の、その場で焼かれた焼土と廃棄された焼土の比率はそれぞれ、

６８．２％、４．８％である。盛土遺構中で検出した焼土では、それぞれ１９．８％、６７．９％であることと比

較して、その場で焼かれた焼土の比率が非常に高い。�b層で検出した焼土のうち、不明とした４９５

カ所の焼土は、調査開始間もない頃に、その場で形成されたものか、廃棄されたものかの判断が付

表４３ �b 層焼土一覧

層 位
個数（カ所）

合 計
ヤ キ ス テ 不 明

�層 １３４ ２ ８０ ２１６

�b層 １１１１ ６９ ３７８ １５５８

トレンチ １ １６ ３７ ５４

合計 １２４６ ８７ ４９５ １８２８

図２５２ �b 層の焼土配置図
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けられず、判断を保留したものがほとんどであるため、これらについても、その場で焼かれたもの

が高い比率を占める可能性が高い。したがって、�b層焼土はほとんどがその場で焼かれたもので

ある。 （石井淳平）
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図２５３ �b 層焼土詳細図（１）
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図２５４ �b 層焼土詳細図（２）
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図２５５ �b 層焼土詳細図（３）
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図２５６ �b 層焼土詳細図（４）
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７ 遺構出土の遺物

P－１（図１８８、図２５７、図版２２３）

１は沈線文が施された深鉢の口縁部片。

P－２（図１８８、図２５７、図版９、図版２２３）

２は、図９０－３８０を再び掲載した。遺構からは胴部の小片１点が出土、破片のほとんどは盛土の

M－７６、７７付近に集中していた。３は深鉢の口縁部４、５は胴部片。

P－３（図１８９、図２５７、図版９、図版２２３、図版２２４）

６～１４は深鉢の口縁部片で、１０には貼瘤文が施される。１５、１６は深鉢の胴部片で、１６には貼瘤文

が施される。１７は注口土器の頚部片で、後の整理で、整地層の破片と接合し、図１６１－１５７６で、掲

載している。この遺構で掲載した破片のうち１０、１６、１７は本遺跡のなかでも新しい文様要素をもつ。

F－３７（図１８８、図１８９、図１９１、図１９２、図２５７、図版２２３）

１８は深鉢の底部片で、特に被熱した痕跡は無い。

P－１０（図１９２、図２５８、図版２２４）

１９は柱穴から出土した破片では大きなもので、破片の厚さなどからは、比較的古手の遺物と考え

られる。

P－１１（図１９４、図２５８、図版１０、図版２２４）

２０～２６は深鉢の口縁部や胴部片である。２２は小波状口縁の可能性がある。２６の文様には充填縄文

が見られ、比較的古手の破片である。

P－１２（図１９４、図２５８、図版２２４）

２７は深鉢の口縁部片。２８は無文のミニチュア土器である。

P－１３（図１９５、図２５８、図版２２４）

２９、３０は口縁部に沈線が施される深鉢の口縁部片。

P－１４（図１９５、図２５８、図版２２４）

３１は頚部を有する深鉢。３２は注口の胴部片の可能性がある。文様には沈線、刺突文、磨消し文が

施される。３３は注口土器の頚部片。３４は深鉢の底部片。

P－１５（図１９５、図２５８、図版９、図版２２４）

３５は沈線の施された深鉢の胴部片。

P－１６（図１９５、図２５９、図版９、図版２２５）

３６は、頚部を有する小形の深鉢片。

F－３１（図１９４、図１９７、図１９８、図２５９、図版２２５）

３７は口唇部にヘラ状の工具で施された刻みを有する。口唇に刻みを有する例は新しい土器に多く

見られる。

P－１７（図１９７、図２５９、図版１０、図版２２５）

３８の突瘤文から下の器面は剥離している。３９は鉢形土器の口縁部。

P－１８（図１９７、図２５９、図版２２５）

４０、４１は深鉢の口縁片。４１にはハの字形の刻みが施される。

P－１９（図１９８、図２５９、図版９、図版２２５）

４２は深鉢の口縁部。４３は頚部の無文部分の破片と考えられる。

P－２０（図１９８、図２５９、図版１１、図版２２５）
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４４の口唇は、棒状の工具で刻まれる。４５は図１５１－１３２１～１３２３と同一の口縁部片である。４６は深

鉢の口縁部片。

P－２２（図２００、図２５９、図版２２５）

４７～４９、５３は深鉢の口縁部片である。５３の口唇部は欠損する。５０～５２は注口土器の胴部片で、５２

には注口部剥離の痕跡が残る。４８、５０にはハの字形の刻みが施される。また、４７、５０には赤色顔料

塗彩の痕跡が残る。

P－２４（図２０１、図２５９、図版２２５）

５４、５５は深鉢の口縁部片。

P－２６（図２０１、図２５９、図版２２５）

５６は深鉢の口縁部片。５７は黒曜石製の有茎の石鏃。

P－２７（図２０３、図２６０、図版９、図版２２５）

５８、６０は深鉢の口縁部片、５９は鉢形土器の口縁部片である。５８のうち遺構から出土した破片は１

点で、残りは盛土の破片が接合した。同一片は、図１０４－５４１～５４３で、この個体は、大きく見て３

か所に分散する状況で出土している。

P－２８（図２０３、図２６０、図版２２５）

６１は、頚部を有する深鉢。６２は深鉢の口縁部片。

P－３０（図２０４、図２６０、図版２２５）

６３は深鉢の口縁部片。器面には沈線文と磨消しが施される。

P－３１（図２０４、図２６０、図版２２５）

６４は深鉢の口縁部片。６５、６６は胴部片である。６６には鋸歯状の沈線が施される。

F－４４（図２０３、図２０４、図２６０、図版２２６）

６７は注口土器の口縁部片。

P－３３（図２０６、図２６０、図版２２６）

６８は口縁部に刻みが施される深鉢片。

P－３２（図２０６、図２６１、図版２２６）

６９は注口土器の口縁か、小形の頚部を有する深鉢片と考えられる。７０は深鉢の胴部片、７１は器面

が磨かれる無文の鉢で、盛土の破片３点と接合する。

P－３９（図２０８、図２６１、図版２２６）

７２は深鉢の口縁部片。７３は多重の山形沈線が施された深鉢の胴部片。

P－４０（図２０８、図２６１、図版２２６）

７４は深鉢の口縁部片。口縁の内側にも１条の沈線が施される。このような沈線は比較的古手の個

体に多く見られる。

P－４１（図２０８、図２６１、図版２２６）

７５は注口土器の胴部と考えられる。

P－４６（図２１１、図２６１、図版２２６）

７６は図１５９－１４７２を再び掲載した。遺構からは１片出土し、残りの破片は周辺の整地層から出土

している。器面には注口部剥離の痕跡が残る。

P－４８（図２１１、図２６１、図版２２６）

７７は深鉢の口縁部片。７８は胴部片。７９は黒曜石製の有茎の石鏃。

P－５１（図２１２、図２６１、図版２２６）
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８０は頚部を有する小形の深鉢片と考えられる。

P－５２（図２１２、図２６１、図版２２６）

８１は深鉢の口縁部片。

P－５３（図２１２、図２６１、図版２２６）

８２は注口土器の胴下部片と考えられる。

P－６０（図２１７、図２６１、図版２２６）

８４は頚部を有する深鉢の口縁部片。頚部の無文帯は、新手の土器ほど幅が広がり、口縁部の文様

帯が狭く傾向が見られる。８５は地紋のみが施された、丸みを帯びた深鉢片である。

P－６３（図２１９、図２６１、図版２２６）

８３は羽状縄文が施された胴部片。

P－６４（図２１９、図２６２、図版２２６）

８６は突瘤文を欠損する、深鉢の口縁部片。

P－６５（図２１９、図２６２、図版２２６）

８７は口唇に棒状工具による刻みを有する。８８は、図１２６－８９６、８９７と同一個体で、離れた包含層

片と接合している。この個体は広く散在している。

P－６７（図２２１、図２６２、図版２２７）

８９は深鉢の口縁部片。

P－７０（図２２３、図２６２、図版２２７）

９０、９１は深鉢の口縁部片９１の口縁には２列の刻みが施される。

P－７１（図２２３、図２６２、図版２２７）

９２は沈線が施された、深鉢の口縁部片。

P－７２（図２２３、図２６２、図版２２７）

９３は口縁部、９４は胴部片。

P－７３（図２２３、図２６２、図版２２７）

９５は胴上部片。９６は頚部の無文帯。９７は砂岩の台石。

P－８７（図２３１、図２６２、図版２２７）

９８は口縁部に３条の沈線が施される。

P－９１（図２３５、図２６３、図版１０、図版２２７）

９９は深鉢の口縁部片。

P－９２（図２３５、図２６３、図版２２７）

１００は頚部の無文帯が広い深鉢の口縁部。

P－９３（図２３５、図２６３、図版２２７）

１０１は貼瘤文が施される頚部片。

P－９４（図２３６、図２６３、図版１１、図版２２７）

１０２は口縁部に３条の沈線が施される。

P－９７（図２３６、図２６３、図版２２７）

１０３は頚部片と考えられる。

P－９８（図２３７、図２６３、図版２２７）

１０４は多重の山形沈線文が施された胴部片。

P－９９（図２３７、図２６３、図版２２７）
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１０５は口縁部に３条の沈線が施される。

P－１０１（図２３７、図２６３、図版２２７）

１０６は小形の鉢。１０７、１０８は深鉢の口縁部片。１０９は注口土器の胴部片で、ハの字形の刻みが施さ

れる。１１０は頚部の無文帯から口縁下位にかけての破片。

P－１０２（図２３８、図２６３、図版２２７）

１１１は頚部片。

P－１０３（図２３８、図２６３、図版２２７）

１１２は口唇に縄文が施される。

P－１０５（図２３８、図２６３、図版２２７）

１１３は泥岩製のすり石。扁平な円形礫の周縁を敲打した後、よく擦っている。平坦面に軽い敲打

痕がある。盛土遺構の盛土５層の９～と同類製品。

P－１０６（図２３８、図２６３、図版２２７）

１１４は沈線が施された胴部片。

P－１１１（図２３９、図２６３、図版２２７）

１１５は突瘤文の上下に２条ずつ沈線が施される。。

P－１１３（図２３９、図２６３、図版２２７）

１１６は沈線が施される胴部片。

SP－７５７（図２６３、図版２２７）

１１７は泥岩製の石斧。剥離調整の後、刃部のみを研磨により作出。（SP－７５７はグリッド番号 U－

７４検出の柱穴であるが、建物を構成する柱穴に組み入れられず、未掲載である。）

P－１２０（図２４３、図２６３、図版１２、図版２２７）

１１８は胴下部片。

P－１２１（図２４４、図２６４、図版１１、図版２２８）

掲載した土器片と剥片石器は、土壙の壙底に厚く入る黒褐色土に多数含まれていた遺物から抽出

したもので、その出土状況は、盛土のそれと似ていた。内容も多数の個体片が混ざった状態で、副

葬された遺物とは考えにくく、埋土に盛土遺構の土が混入したものと考えられる。１１９～１２２は口縁

に沈線が施された破片で、どれも別個体。１２３は深鉢の口縁部片。１２４は多重の山形沈線文が施され

た底部片。１２５は黒曜石製の石鏃。破損した有茎のものを、再加工してある。先端もまるみを帯び

る。１２６は黒曜石製の石錐。つまみ部と錐部の区別が明瞭でない。１２７は土壙の検出面から出土した

砂岩製の砥石。おもて面と側面の２面を使用している。

P－１２５（図２４５、図２６４、図版１２、図版２２８）

１２８は壙底付近の土壌から、水洗で検出したヒスイ製の玉。片側穿孔と思われるが、まっすぐに

穿孔され、良く磨かれている。素材も透明度の高い、色の均一なものを使用している。ヒスイの原

産地分析により、糸魚川産の原材を使用していることがわかった（�章参照）。

P－１２７（図２４６、図２６４、図版１３、図版２２８）

１２９は土壙の覆土中位から出土した口縁部片。１３０は深鉢の底部片。

P－１２８（図２４６、図２６４、図版２２８）

１３１は無文の頚部片。

集石１（図４２、図２６５、図版２２８）

１３２～１５３は長さ６～１０
、幅・厚さ３
前後の自然礫である。１５３のみ敲打痕がある。石材はほ
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とんどが、脆い凝灰岩である。その他砂岩、泥岩の礫もある。

フラスコ状ピット堀り上げ土（図２４８、図２６５、図版２２９）

１５４は黒曜石製のスクレイパー。縦長の剥片の両側辺に刃部があり、両側とも中程にえぐりが

入っている。１５５は泥岩製のすり石。盛土遺構の盛土５層の９～と同類製品である。

P－１２９（図２４９、図２６５、図版１４、１５、図版２２９）

遺物は覆土上位に落ち込んだもの。１５６、１５８の口縁部には刻みが施される。１５７は地紋のみが施

される深鉢の口縁部片。１５９には多重の弧線文が施される。

P－１３０（図２５０、図２６５、図版１４、１５、図版２２９）

遺物は覆土上位に落ち込んだもの。１６０は口縁部に刻みが施される。また、突起には上から深い

円形の刺突が施される。１６１、１６２は深鉢の口縁部片。１６３は砂岩製の砥石。砥面は２面。

P－１３１（図２５１、図２６６、図版１５、図版２２９）

遺物は覆土上位に落ち込んだもの。１６４は突起部分の破片のみが遺構こうから出土したもので、

残りの破片は盛土遺構から接合している。同一個体片は図６７－４９、５０で、N・O列に沿って東西に

広く分布する。器面には多重の弧線文が、文様の間には１列刻みが施される。１６５～１７０は深鉢の口

縁部片で、１６９の口縁には刻みが施される。１７１は注口土器の頚部片で、頚部に刻みが施される。フ

ラスコ状ピットに落ち込む遺物は全体に古手のものである。１７２～１７４は黒曜石製の石鏃。１７２は有

茎であったものを再加工した感がある。１７３は無茎。二次加工は先端と周縁のみ。下辺はえぐりが

入っている。１７４は有茎。１７５は片麻岩製のすり石。卵形の礫の一部を使用。１７６は砂岩製の砥石。

主使用面は２面。

（土肥 研晶 新家 水奈）
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表４４ 遺構出土掲載石器一覧

遺構名 掲載 No 層 位 図 No. 図版 No. 分 類 長さ×幅×厚さ（cm） 重さ（g） 石 材
P－２６（建物５） ５７ 覆土 図２５９ ２２５ 石鏃 ２．２×１．７×０．４ ０．９７ 黒曜石
P－４８（建物９） ７９ 覆土 図２６１ ２２６ 石鏃 ２．４×１．４×０．４ ０．８０ 黒曜石
P－７３（建物１５） ９７ 覆土３ 図２６２ ２２７ 台石 ４５．３×２２．５×７．９ １２１００ 砂 岩
P－１０５（柱穴） １１３ 覆土 図２６３ ２２７ すり石 ８．９×（７．２）×３．８ ３４３．１ 泥 岩
SP－７５７ １１７ 覆土 図２６３ ２２７ 石斧 ９．８×３．２×１．２ ５０．１０ 泥 岩
P－１２１（墓） １２５ 覆土 図２６４ ２２８ 石鏃 （１．９）×１．６×０．７ １．２０ 黒曜石

１２６ 覆土 図２６４ ２２８ 石錐 ２．５×０．９×０．７ １．３０ 黒曜石
１２７ 覆土 図２６４ ２２８ 砥石 ３９．９×１５．７×９．１ ９４２０．０ 砂 岩

P－１２５（墓） １２８ 壙底付近 図２６４ ２２８ 石製品（玉） １．０×０．９×０．８ １．０４ ヒスイ
集石１ １３２ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 （４．７）×２．７×１．５ ８．９１ 凝灰岩

１３３ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ５．９×（２．０）×１．６ １４．５５ 凝灰岩
１３４ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ６．５×２．８×１．４ １４．７１ 凝灰岩
１３５ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ６．５×２．０×２．８ ４８．５６ 砂 岩
１３６ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 （６．６）×２．６×１．４ １９．５０ 凝灰岩
１３７ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ６．９×２．９×２．８ ８３．３６ 砂 岩
１３８ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ６．９×３．０×１．９ ５８．００ 泥 岩
１３９ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ７．０×２．９×２．２ ３５．８６ 凝灰岩
１４０ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ７．１×２．１×１．６ ４３．１８ 泥 岩
１４１ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ７．５×３．４×３．２ ９９．７９ 泥 岩
１４２ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 （７．６）×３．６×２．１ ３９．８３ 凝灰岩
１４３ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ７．７×３．５×２．１ ３９．７９ 凝灰岩
１４４ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ８．２×３．３×１．９ ３２．３０ 凝灰岩
１４５ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ８．３×２．４×２．１ ３８．６２ 凝灰岩
１４６ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ８．５×（３．９）×１．９ ７８．２０ 凝灰岩
１４７ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ８．５×２．３×１．５ ３１．１７ 凝灰岩
１４８ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ８．７×２．５×２．９ ８４．６５ 砂 岩
１４９ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ８．８×３．０×２．５ ９９．１８ 砂 岩
１５０ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ９．０×２．９×２．２ ７６．７３ 砂 岩
１５１ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 ９．３×２．６×２．５ ２５．３４ 凝灰岩
１５２ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 １０．２×３．２×２．３ ８２．５９ 不 明
１５３ 盛土１３層 図２６５ ２２８ 礫 （１０．５）×（３．４）×１．９ ８７．８３ 泥 岩

フラスコ状ピット １５４ 掘り上げ
土

図２６５ ２２９ スクレイパー ５．８×２．３×０．９ ８．０３ 黒曜石
１５５ 掘り上げ

土
図２６５ ２２９ すり石 ５．５×５．８×５．２ ２７６．９ 泥 岩

P－１３０ １６３ 覆土 図２６５ ２２９ 砥石 １１．５×９．０×２．０ ２９６．２ 砂 岩
P－１３１ １７２ 覆土 図２６６ ２２９ 石鏃 （１．９）×１．６×０．５ １．１２ 黒曜石

１７３ 覆土 図２６６ ２２９ 石鏃 ２．１×１．５×０．４ ０．８５ 黒曜石
１７４ 覆土 図２６６ ２２９ 石鏃 ２．１×１．５×０．５ ０．８６ 黒曜石
１７５ 覆土 図２６６ ２２９ すり石 ９．６×７．３×５．６ ６２７．８ 片麻岩
１７６ 覆土 図２６６ ２２９ 砥石 ７．７×４．７×２．６ ７９．３４ 砂 岩
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� 後期前葉の遺構と遺物

概要

後期前葉とした遺構は、出土遺物が後期前葉が主体であることから判断した。比較的浅い土壙と、

断面形が皿状になる竪穴遺構の２つが存在する。埋土は暗褐色土主体のものが多い。土壙の多くは

用途が不明で、わずかに墓

壙の可能性を想定しうるも

のが存在する。竪穴遺構と

したものは、竪穴式住居の

竪穴部分を構成すると思わ

れる、浅い掘り込みである。

柱穴を検出できなかったこ

と、炉跡となりうる焼土も、

１基をのぞき検出していな

いことから、住居という呼

称をさけた。（石井淳平）

表４５ 後期前葉の遺構一覧

遺構番号 旧番号 分類 上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深さ

P－１３２ P－７４ 土坑 ０．８９ ０．７６ ０．８３ ０．７４ ０．７３

P－１３３ P－７８ 土坑 １．３４ １．１８ ０．９８ ０．７３ ０．３０

P－１３４ P－１１６６ 土坑 ０．９５ ０．７８ ０．３０ ０．３０ １．４５

P－１３５ P－１１６５ 土坑 ２．６７ １．５０ ２．３８ １．１９ ０．３５

P－１３６ P－１１５９ 竪穴遺構 ８．２５ ３．６５ ３．５０ ２．３２ ０．４４

P－１３７ P－１１６０ 竪穴遺構 ８．２５ ３．５５ ２．９９ ２．８７ ０．２９

P－１３８ P－１１６１ 竪穴遺構 ５．３０ ３．５８ ４．３２ ２．７７ ０．３９

P－１３９ P－１１６２ 竪穴遺構 ６．１５ ３．４８ ５．１９ ２．７５ ０．２７

P－１４０ P－１１７５ 竪穴遺構 ６．７４ ５．３２ ６．１５ ４．２９ ０．４４

P－１４１ P－１２００ 竪穴遺構 ３．７３ ２．５８ ２．９２ ２．０４ ０．２９

図２６７ 後期前葉の遺構配置図
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１ 土壙

概要

グリッド O８１を中心に４基の土壙を検出した。比較的浅いものが多い。周辺では焼土を伴う�

群 a類の一括土器が出土しており、後期前葉に人間が活動した痕跡がある。周辺には他にも土壙

が存在し、これらも後期前葉の可能性が高いと考えたが、出土遺物や遺構の形状からは、積極的に

後期前葉に位置づけることはできなかった。 （石井淳平）

P－１３２

平面形は南北方向がやや長い楕円形で、壙底はやや丸みをもつ。北西側がオーバーハングする。

埋土は En－aパミスを多く含む褐色土が主体で、埋め戻されている可能性が高い。遺構の性格と

して最も可能性が高いのは、墓壙であると考える。 （石井淳平）

P－１３３

平面形は楕円形で、壙底は丸みをもつ。開き気味に立ち上がる。埋土は En－aパミスを少量含

む均質な暗褐色土で自然堆積によるものと考える。 （石井淳平）

P－１３４

平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。開き気味に立ち上がる。P－１３５と切り合うが、P－１３５

の調査中に P－１３４の存在に気づいたため、先後関係は不明である。埋土は En－aパミスを少量含

む均質な暗褐色土で自然堆積によるものと考える。 （石井淳平）

P－１３５

概要

平面形は不整形な楕円形で、壙底はやや丸みをもつ。立ち上がりは明瞭ではない。後述する竪穴

遺構と類似するが、規模が小さいこと、検出位置が竪穴遺構から離れていることから土壙に含めた。

埋土は En－aパミスを少量含む均質な暗褐色土で自然堆積によるものと考える。 （石井淳平）
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２ 竪穴遺構

概要

G７２～L７４の範囲で６カ所の浅いくぼみを検出した。底面と埋土の境界が明瞭で、土層の変化が

漸移的でないことから、人為的な掘り込みであると判断した。遺構の性格は規模や平面形からは竪

穴式住居の可能性が高いと考えたが、床面が平坦ではなく断面が浅い皿状になることや、壁面が明

瞭ではないことから、住居と断定できず「竪穴遺構」と呼称した。竪穴遺構のうち、P－１４０は床

面に土器をともなう焼土をもつ。これらの土器は後期前葉のタプコプ式土器で、P－１４０で検出し

た焼土は、後期前葉の住居に検出例の多い、土器囲い炉であると判断した。したがって P－１４０は

竪穴式住居と判断してさしつかえないと考える。他の竪穴遺構も住居である可能性が高いが、炉跡

や柱穴を検出できなかった。また、P－１４０以外には、床面から時期のわかる遺物は出土していな

いが、規模や平面形が P－１４０と類似していることから、同じ時期の遺構であると判断した。

竪穴遺構の中には埋土中に厚さ２０
を越える焼土が形成されているものがある。放置された竪穴

遺構が埋没していく過程で、そのくぼみを利用して火を焚いていたもので、竪穴遺構との直接の関

わりはないと判断した。 （石井淳平）

P－１３６

概要

平面形は楕円形で、断面形は浅い皿状である。壙底は平坦ではなく、丸みをもつ。立ち上がりは

明確ではなく、壁もはっきりしない。覆土中に F－１２１３があり、この焼土を調査する過程で P－１３６

の存在に気づいた。出土遺物は埋土中に含まれており、床面で検出したものはない。炉跡、柱穴は

検出していない。P－１３７と重複しているが、切り合い関係は不明である。

F－１２１３は P－１３６のほぼ全面に広がり、厚みは最大で２０
を越える。２層に分層したが、これ

は被熱する以前の土層を反映するもので、被熱の回数を示すものではない。色調にむらが無く、上

層から下層に向けて赤褐色から暗褐色に徐々に変化している。一回又はごく少ない回数の焼成に

よって形成されたことを示していると考える。 （石井淳平）

P－１３７

概要

平面形は円形もしくは角が丸い方形で、断面形は浅い皿状である。壙底は平坦ではなく丸みをも

つ。立ち上がりは明確ではなく、壁もはっきりしない。炉跡、柱穴は検出していない。P－１３６と

重複しているが、切り合い関係は不明である。 （石井淳平）

P－１３８

概要

平面形は不整形な楕円形で、断面形は浅い皿状である。壙底は平坦ではなく、丸みをもつ。立ち

上がりは明確ではなく、壁もはっきりしない。炉跡、柱穴は検出していない。

埋土中で F－１２１５を検出した。P－１３８の南側半分に広がり、東側は耕作による攪乱で削平され

ている。厚みは最大で２０
を越える。２層に分層したが、被熱の回数を示すものではない。色調に

むらが少なく、一回又はごく少ない回数の焼成によって形成されたことを示していると考える。

（石井淳平）
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P－１３９

概要

平面形は楕円形で、断面形は浅い皿状である。壙底は平坦ではなく、丸みをもつ。立ち上がりは

明確ではなく、壁もはっきりしない。壙底の東西に緩い段差が存在する。炉跡、柱穴は検出してい

ない。

埋土中で F－１２１５を検出した。P－１３９の南側を中心にほぼ全域に広がる。厚みは最大で２０
を

越える。３層に分層したが、漸移的に変化しており、被熱の回数を示すものではない。色調にむら

が少なく、一回又はごく少ない回数の焼成によって形成されたことを示していると考える。

（石井淳平）

P－１４０

概要

平面形は楕円形で、断面形は浅い皿状である。壙底は平坦ではなく、丸みをもつ。立ち上がりは

明確ではなく、壁もはっきりしない。規模は６つ検出した竪穴遺構の中で最も大きい。P－１４１に

切られる。

F－２１３２は P－１４０が埋没する過程で形成された焼土である。他の竪穴遺構の埋土中で検出した

焼土と比較し、規模が小さい。

F－２２２８は P－１４０の床面に形成された焼土で、P－１４０に帰属する炉跡である。外周をタプコプ

式土器の破片がめぐる土器囲い炉である。土器は被熱しており、非常にもろい。焼土の外周全てを

土器が囲むのではなく、部分的に破片が埋設されている。住居を放棄する際に土器をある程度処分

した可能性もあるが、断面では土器片を抜き取った痕跡は確認できない。 （石井淳平）

P－１４１

概要

平面形は楕円形で、断面形は浅い皿状である。壙底は平坦ではなく、丸みをもつ。立ち上がりは

明確ではなく、壁もはっきりしない。炉跡、柱穴は検出していない。P－１４０を切る。

（石井淳平）
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３ 遺構出土の遺物（図２７３・図２７４、図版２３０・２３１）

P－１３２

１は深鉢の胴部片。器面には LRの縄文が施される。胎土には多量の砂粒を含む。２はヤスリツ

ノガイの一種、ヨコヤマツノガイ（Fissidentalium Yokoyamai）の殻頂部の化石である（北海道

開拓記念館赤松守雄氏の鑑定による）。この種類のヤスリツノガイの化石は、２０００万～５００万年前の

新生代新第三紀の地層から産出しており、現在でも本州～九州にかけて生息している。褐色のざら

ざらした縦肋のある殻表は剥がれ落ち、なめらかで光沢のある貝の内側の形だけが残っている。外

殻は自然に剥がれ落ちたと考えられるが、縄文人が意図的に加工して剥がした可能性も考えられる。

内部は空洞で、透明な鉱物に石化している。２３は１９９５年の千歳市美々４遺跡の調査での類例である。

縄文時代後期堂林期に相当する包含層から出土している。内部は石化して詰まっており、空洞部分

はない。表面はやはりなめらかになっているが、殻表の縦肋が磨耗しきれずに若干残っている部分

が確認できる。いずれにしても、ヤスリツノガイはもともと５～６
以上はある種類で、２例とも

意図的に先端部分のみを切り取って使用していたと考えられる。道内でのヨコヤマツノガイの化石

の産出地は厚田村の望来海岸のみであることから、２点とも望来海岸産の化石の可能性が高く、縄

文時代後期の人々の行動ルートのひとつとして、望来－キウス・美々ルートが考えられる。

P－１３３

３は口縁部片で、口唇にも RLの縄文が施される。口縁には縦長の刺突文が施される。胎土には

砂粒を多量に含む。４は小形の無文土器で、口唇断面は尖る。胎土に砂粒はあまり含まれないが、

その作りから後期前葉の破片と考えている。

P－１３４

５の器面と口唇には RLの縄文が施される。胎土には砂粒を多量に含み、口縁部には縦長の刺突

文が施される。

P－１３６

６は胴部片。器面は著しく剥離している。７は安山岩製の石皿。皿状にくぼむ使用面に、数本の

溝も認められる。

P－１３９

８は胴上部片で、刺突文が施される。９は胴部片。いずれの胎土にも砂粒が多く含まれる。なお、

８、９は別個体である。

P－１４０

この遺構からは、土器囲い炉が検出されたが、そこで利用された土器片は、被熱のため細かく割

れた状態のものがほとんどであった。１０、１１は同一個体で、１０は被熱している。口縁部には刺突文

が施される、胎土には砂粒を多量に含む。１２～１４も同一個体片で１２、１３は口縁部片、１４は胴部片で

ある。１５、１６は黒曜石製の石槍。１７～２２は黒曜石製の有茎の石鏃。いずれも茎部と基部の区別が明

瞭でない。これらの石器はすべて、その出土状況から、後期前葉のものと考えている。

（土肥 研晶 新家 水奈）
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表４６ 遺構出土掲載石器一覧

遺 構 名 掲載
 層 位 図
 図版
 分 類 長さ×幅×厚さ（cm） 重さ（g） 石 材
P－１３２（タプコプ） ２ 覆土 図２７３ ２３０ 石製品 （２．９）×１．１×０．８ １．２４ ──
P－１３６（竪穴） ７ 覆土２ 図２７３ ２３０ 石 皿 （２２．７）×（２０．４）×（１１．１） ３８６０．０ 安山岩
P－１４０（竪穴） １５ 覆土２ 図２７４ ２３０ 石槍またはナイフ ７．５×３．２×０．７ １４．８０ 黒曜石

１６ 覆土２ 図２７４ ２３１ 石槍またはナイフ ５．５×２．０×１．２ １０．４５ 黒曜石
１７ 覆土２ 図２７４ ２３１ 石 鏃 （３．３）×１．３×０．７ ２．５６ 黒曜石
１８ 覆土２ 図２７４ ２３１ 石 鏃 ３．４×１．０×０．６ １．７２ 黒曜石
１９ 覆土２ 図２７４ ２３１ 石 鏃 （３．５）×１．１×０．６ １．９０ 黒曜石
２０ 覆土２ 図２７４ ２３１ 石 鏃 （３．５）×１．１×０．６ １．７９ 黒曜石
２１ 覆土２ 図２７４ ２３１ 石 鏃 （３．６）×１．２×０．５ １．５９ 黒曜石
２２ 覆土２ 図２７４ ２３１ 石 鏃 ４．０×１．５×０．５ ２．２５ 黒曜石

美々４遺跡 ２３
�B－�
トレンチ

図２７４ ２３１ 石製品 （３．０）×１．１×０．８ ２．３８ ──
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� その他の時期の遺構と遺物

概要

本章では、これまで掲載した、後期後葉、前葉の時期以外の遺構と遺物の報告を行う。遺構は全

て所属時期が不明である。 （石井淳平）

１ 時期不明の土壙

P－１４２

平面形は楕円形で壙底は丸い。壙底と壁面の境界が明瞭でなく、壙底から緩やかに湾曲しながら

立ち上がる。土層１、２は柱穴などの別の掘り込みの可能性がある。土層３～８は En－aローム

を主体とする暗褐色～褐色土で、En－aパミスや黒褐色土を含んでおり、埋め戻しによるものと

考える。遺構の性格は墓壙である可能性が高いと考えている。 （石井淳平）

P－１４３

平面形は楕円形で、壙底はやや丸みをもつ。ほぼ垂直に立ち上がる。埋土は下層が黒褐色土主体、

図２７５ 時代不明の土壙配置図
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上層が En－aロームを主体とする褐色～暗褐色土で、どちらも En－aパミスを含む。埋土は埋め

戻しによるものと考えている。柱穴又は墓壙の可能性があるが、付近に他の柱穴が見つかっていな

いことから、墓壙の可能性が高い。 （石井淳平）

P－１４４

平面形は楕円形で、壙底は平らである。開き気味に立ち上がる。土層１～４は盛土遺構の土で、

En－aパミス、炭化物を含む。土層５、６は En－aパミスを含まない黒褐色土である。P－１４４が

埋まりきらないうちに盛土の造営が開始され、最終的には盛土遺構の土で埋め戻されている。

（石井淳平）

P－１４５

平面形は楕円形で、壙底はやや丸みをもつ。開き気味に立ち上がる。浅い土壙である。埋土は�、

�層土起源の暗褐色～黄褐色土が主体で、En－aパミスを少量含む。 （石井淳平）

P－１４６

平面形は楕円形で、壙底は平らである。開き気味に立ち上がる。浅い土壙である。埋土は�、�

層土起源の暗褐色～黄褐色土が主体で、En－aパミスを少量含む。 （石井淳平）

P－１４７

平面形は上端が南北に広がる楕円形で、下端は円形である。壙底は平らで、ほぼ垂直に立ち上が

り、壙底から検出面にむかって１／４ほどで開き気味に立ち上がる。埋土は En－aローム起源の

黄褐色土が主体となる。埋め戻しの可能性がある。 （石井淳平）

P－１４８

平面形は楕円形で、壙底はほぼ平らである。開き気味に立ち上がる。浅い土壙である。埋土は�

層と�層の混土が主体の暗褐色～明褐色土で、シルト質である。 （石井淳平）

P－１４９

平面形は楕円形で、壙底は平らである。壙底の北側に長径約２０	で楕円形の浅いくぼみがある。

浅い土壙で、開き気味に立ち上がる。埋土は黒褐色土を主体とし、En－aパミスを少量含む。

（石井淳平）

P－１５０

平面形は楕円形で、壙底はほぼ平らである。壙底の北側に長径約２０	で楕円形の浅いくぼみがあ

る。埋土は黒褐色土と少量の En－aロームの混土である。 （石井淳平）

P－１５１

平面形は楕円形で、壙底は丸い。壙底と壁面の境界は明瞭ではなく、壙底から湾曲しながら立ち

上がる。埋土は�層土が主体の褐色土で、En－aパミスを少量含む。P－１５２と隣接し、規模、形

状、埋土の様子が似る。 （石井淳平）
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P－１５２

平面形は楕円形で、壙底は北側が深く、西側が浅い。埋土は�層土主体の黒褐色～暗褐色土で En

－aパミスを少量含む。P－１５１と隣接し、規模、形状、埋土の様子が似る。 （石井淳平）

P－１５３

平面形は円形で、壙底は丸い。壙底と壁面の境界は明瞭ではなく、壙底から湾曲しながら立ち上

がる。埋土は�層土が主体で、En－aパミスを少量含む。P－１５４と隣接し、規模、形状、埋土の

様子が似る。 （石井淳平）

P－１５４

平面形は円形で、壙底は丸い。壙底と壁面の境界は明瞭ではなく、壙底から湾曲しながら立ち上

がる。埋土は�層土が主体で、En－aパミスを少量含む。P－１５３と隣接し、規模、形状、埋土の

様子が似る。 （石井淳平）

P－１５５

平面形は円形で、壙底は平らである。開き気味に立ち上がる。小型の土壙で、石皿が突き刺さる

ように立った状態で出土した。意図は不明であるが、人為的に石皿を埋納したものと判断した。遺

構の検出面は�層～�層にかけてであるが、実際の掘り込み面は�b層上面、又は�b層中であろ

う。埋納当時、石皿が地面に直立した状態にあったのか、完全に埋没していたものかは判断できな

い。 （石井淳平）

２ 遺構出土の遺物（図２７９、図版２３１）

P－１４４

出土した遺物は遺構上部に落ち込んだ盛土中に入っていたもの。１は図１３４－１０３１で掲載した注

口土器である。頚部片の１点が、遺構上から接合しており、その他の破片は近隣グリッドの盛土か

ら接合した。２、３は深鉢の口縁部片。４は鉢の口縁部と考えられる。

P－１４８

５は後期後葉の深鉢胴部片で、沈線が施される。

P－１５０

６は後期後葉の深鉢胴下部片。

P－１５２

７は後期後葉の底部片。注口土器か新しい時期の深鉢片と考えられる。

P－１５４

８は後期後葉の中でも新しい時期の深鉢胴部片。

P－１５５

９は安山岩製の台石である。いかり石の類か。
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その他の時期の遺構一覧表

表４８ その他の時期の遺構遺物

遺構名 掲載
 層位 図
 図版
 分 類 長さ×幅×厚さ（cm） 重さ（g） 石 材

P－１５５ ９ � 図２７９ ２３１ 台 石 ３６．４×２４．２×１０．５ １３１４．０ 安山岩

表４７ その他の時期の遺構一覧表

遺構番号 旧番号 分 類 上端長径 上端短径 下端長径 下端短径 深さ
P－１４２ P－１１７４ 土壙 ０．８８ ０．６８ ０．６７ ０．４４ ０．７８
P－１４３ P－１１８０ 土壙 １．０６ ０．７４ ０．８８ ０．５９ ０．５９
P－１４４ P－１１６３ 土壙 ０．６９ ０．５８ ０．５２ ０．４２ １．４３
P－１４５ P－７９ 土壙 １．７６ １．４１ １．２３ ０．９３ ０．５２
P－１４６ P－８１ 土壙 １．８９ １．４０ １．４２ １．０２ ０．３３
P－１４７ P－９０ 土壙 １．３４ ０．９８ ０．６０ ０．５９ ０．８９
P－１４８ P－８２ 土壙 ０．９７ ０．７３ ０．６８ ０．３６ ０．４１
P－１４９ P－８３ 土壙 ０．９６ ０．８６ ０．７５ ０．７０ ０．３３
P－１５０ P－８４ 土壙 １．０５ ０．８８ ０．７９ ０．６２ ０．２５
P－１５１ P－３８ 土壙 １．２２ ０．９８ ０．８１ ０．６２ ０．３７
P－１５２ P－３９ 土壙 １．１４ ０．９２ １．０２ ０．６６ ０．４３
P－１５３ P－３３ 土壙 ０．７２ ０．６４ ０．５０ ０．４５ ０．２５
P－１５４ P－３４ 土壙 ０．８１ ０．７４ ０．５２ ０．４５ ０．２７
P－１５５ P－１１６７ 土壙 ０．３５ ０．３４ ０．２０ ０．１８ ０．３２
P－１５６ P－１１５１ ローム質埋土 ０．５２ ０．４７ ０．２４ ０．２４ ２．２５
P－１５７ P－１１５２ ローム質埋土 ０．９０ ０．８８ ０．３２ ０．３０ ２．５８
P－１５８ P－１０８９ ローム質埋土 １．０４ １．０２ ０．６７ ０．６４ １．８２
P－１５９ P－１０９０ ローム質埋土 ０．６４ ０．５８ ０．４８ ０．４２ １．９９
P－１６０ P－１０９１ ローム質埋土 ０．７３ ０．６１ ０．３６ ０．３４ ２．０４
P－１６１ P－１０３８ ローム質埋土 ０．６４ ０．６０ ０．４４ ０．３９ １．９１
P－１６２ P－１０３７ ローム質埋土 ０．６４ ０．５８ ０．４３ ０．４０ １．９２
P－１６３ P－１０３６ ローム質埋土 ０．８２ ０．６８ ０．６２ ０．５７ １．９５
P－１６４ P－１０３４ ローム質埋土 ０．５２ ０．４４ ０．４０ ０．３４ １．８４
P－１６５ P－１０３５ ローム質埋土 ０．７４ ０．６２ ０．３８ ０．３４ １．８８
P－１６６ P－１０９２ ローム質埋土 ０．５２ ０．４６ ０．３４ ０．３０ １．７４
P－１６７ P－１０４２ ローム質埋土 ０．４９ ０．４５ ０．２６ ０．２５ ２．０４
P－１６８ P－１０３９ ローム質埋土 ０．４４ ０．４４ ０．３０ ０．２４ １．６３
P－１６９ P－１０４９ ローム質埋土 １．１８ １．００ ０．８７ ０．７２ １．８６
P－１７０ P－１００２ ローム質埋土 １．０９ １．０９ ０．４２ ０．３２ ２．０２
P－１７１ P－１１００ ローム質埋土 １．１１ １．０４ ０．６２ ０．６１ ２．００
P－１７２ P－１０９９ ローム質埋土 ０．９０ ０．７８ ０．５４ ０．３６ ２．０３
P－１７３ P－１１０２ ローム質埋土 ０．９２ ０．９０ ０．４４ ０．４０ ２．１８

単位＝m
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３ ローム質埋土の土壙

概要

�層上面で、En－aローム主体の円形のプランを確認した。埋土に黒褐色土が全く含まれない

こと、遺物が全く含まれないことから、遺構の可能性は低いと考えたが、プランを検出したものに

ついては全て半裁して調査を行った。本稿では「土壙」と呼称するが、これらの土壙が人為的なも

のかどうかの検証を経ずに使用している。

これらの土壙に共通する特徴は

１）埋土が�層と同じ純粋な En－aロームで構成されること

２）底面が�層と�層の境界に一致すること

３）遺物が全く出土しないこと

４）配列に規則性がみられず、ランダムに分布すること

である。

上記の特徴からは、これらの土壙が人為的なものか自然のものかは判断できない。ただし、壁面

が崩落したと思われる痕跡をもつ土壙があること、土層が中央がくぼむ堆積をしていることから、

土壙を充填している En－aロームは自然に堆積したものと考える。類似する土壙はキウス７遺跡、

キウス４遺跡 I地区でも検出されている。キウス周辺の他の調査での検出例が少ないのは、埋土が

�層土主体であるため、�層上面で終了する通常の調査では検出が難しいためと考える。これまで

行われることの少なかった�層上面の精査を行えば、検出例は増えるであろう。したがって、この

図２８０ ローム質埋土の遺構配置図
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ような土壙はは少なくともキウス周辺には普遍的に存在する可能性が高い。

なお、平成１０年度 G地区の調査では日程、排土場所の都合から調査区全体を�層まで掘削でき

ず、A２地区に続く北西の一角のみ、�層上面まで掘り下げて調査を行った。ここで P－１５７、１５８、

２８６～２８８の５基のローム質埋土の土壙を検出した。P－２８６～２８８は概略の平面図以外の記録を残し

ていないため、個別の図面は掲載していない。 （石井淳平）

P－１５６

平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。壙口が狭く、ほぼ垂直に立ち上がる。 （石井淳平）

P－１５７

平面形はほぼ円形で、西側がわずかにオーバーハングする。壙底は丸みをもち、開き気味に立ち

上がる。 （石井淳平）

P－１５８

平面形は円形で、壙底は平らである。ほぼ垂直に立ち上がり、壙口付近で開き気味となる。土層

６は En－aパミス主体で、壁面の崩落土である可能性がある。 （石井淳平）

P－１５９

平面形は円形で、壙底はやや丸みをもつ。やや開き気味に立ち上がり、中位で最も径が大きくな

り、壙口付近でわずかにすぼむ。 （石井淳平）

P－１６０

平面形は楕円形で、壙底は丸みをもつ。壙底付近はすぼまりながら立ち上がり、壙口付近で開き

気味になる。 （石井淳平）

P－１６１

平面形は円形で、壙底は平らである。ほぼ垂直に立ち上がる。土層１は外側に不自然に膨らんだ

部分に En－aパミスが堆積しており、壁面の崩落土である可能性がある。 （石井淳平）

P－１６２

平面形は円形で、下端は南西側がオーバーハングする。壙底はほぼ平らで、垂直に立ち上がる。

（石井淳平）

P－１６３

平面形は円形で、下端はオーバーハングする。壙底は南側が深く、丸みをもつ。土層１、４は

オーバーハング部分を充填しており、En－aパミス主体である。壁面の崩落土の可能性がある。

（石井淳平）

P－１６４

平面形は円形で、下端は西側がオーバーハングする。壙底は丸みをもち、ほぼ垂直に立ち上がる。
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土層１は En－aパミス主体で、En－aローム主体の土層２～４を囲むように堆積する。壁面の崩

落土の可能性があると考えたが、土壙に充填された En－aロームの影響で土質が若干変化したも

のかもしれない。 （石井淳平）

P－１６５

平面形は北東～南西方向がわずかに長い楕円形で、下端はやや丸みをもつ。ほぼ垂直に立ち上が

り、壙口付近でわずかに開き気味になる。 （石井淳平）

P－１６６

平面形は南北方向がわずかに長い楕円形で、壙底はやや丸みをもつ。ほぼ垂直に立ち上がる。

（石井淳平）

P－１６７

平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。やや開き気味に立ち上がるが、中位でいったんすぼま

り、壙口付近で再び開き気味となる。 （石井淳平）

P－１６８

平面形は円形で、壙底は平らである。ほぼ垂直に立ち上がり、壙口付近でわずかに開き気味とな

る。 （石井淳平）

P－１６９

平面形は不整形な楕円形で、南北方向に長い。壙底は平らである。断面図は作成していない。

（石井淳平）

P－１７０

平面形は円形で、壙底はほぼ平らである。断面図は作成していない。 （石井淳平）

P－１７１

平面形は円形で、壙底は平らである。ほぼ垂直に立ち上がるが、北側が中位で内側に張り出し、

南側は凹形に湾曲する。 （石井淳平）

P－１７２

平面形は東西がわずかに長い楕円形で、壙底はやや丸みをもつ。垂直に立ち上がり、中位以上で

は開きながら立ち上がる。 （石井淳平）

P－１７３

平面形は円形で、壙底はやや丸みをもつ。壙底付近ではほぼ垂直に立ち上がり、上方ほど開き気

味になる。特に北側が大きく開き、壁面に段差をもつ。 （石井淳平）
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４ 包含層出土の遺物（その他の時期の遺物）（図２８６～図２８８、図版２３１～２３５）

この章の土器、土製品、石器は、盛土遺構や、その上下の層から出土した、後期後葉以外の時期

と考えられる遺物である。土器は年代が古いものから順に掲載した。土製品、石器の時期は、出土

地区やその形状から、後期後葉のものではないと考えられる。１は縄文時代早期前葉の「暁式」相

当の破片と考えられる。キウス４遺跡から本時期の破片が出土したのは初めてである。近い時期の

遺物では、平成９年度の D地区（北埋調報１４４）で出土した「物見台式」相当の破片がある。なお、

暁式相当の住居趾群が、隣のキウス５遺跡 A地区（北埋調報９２・１２５）で、調査されている。胎土

には、砂粒を含み、器面にはヘラなどによる調整痕が見られる。２～１９は「東釧路�式」相当の破

片である。２～７は口縁部片で、縄の側面圧痕や、編紐圧痕文が見られる。口唇は平らに調整され、

そこを縄で刻むものも見られる。８～１７は胴部片で、１３・１５には粘土紐の貼付けが施される他、１０

・１２・１７には絡縄体圧痕文、１２・１５には縄文が施される。２０～２５は「東釧路�式」相当の破片であ

る。器面には編み紐の圧痕文、絡縄体、縄文等が施される。２１の縄文の上下には、櫛歯状工具か押

型文による圧痕が施されるが、詳細は不明である。２２には撚りの異なる２条の縄の絡縄体で、文様

が作られている。この時期の遺物は平成１０年度の J１地区（北埋調報１４４）で、焼土とともに破片

が多数出土している。２６～２８は縄文時代前期の破片と考えられる。２６は「花積下層式」相当、２７・

２８は「綱文式」相当と考えられる。この時期の住居跡が、平成９年度の A１地区（北埋調報１３４）

で調査されている。２９～３５は縄文時代中期の破片と考えられる。この時期２９～３１は「円筒土器上層

式」相当の破片と考えられる。２９の肥厚する口縁部には波状の貼付けが施される。３２・３３は「天神

山式」相当の破片と考えられる。３２の口縁部には、半截竹管状工具内面による押し引き文が施され

る。３３の器面には貼付帯が施され、口唇と共に半截竹管による刻みが施される。３４・３５は「柏木川

式」相当の破片と考えられる。３４の口唇と口縁部には円形刺突文が施される。３５の口縁部や胴部に

は、半截竹管状工具内面による押し引きが施される。３６～５３は後期前葉の破片である。３６の胎土は

他の破片と比較して砂粒が少ない。口唇にも縄文が施されるものが多く、口縁部には縄や棒状工具

による刺突文が施されることが多い。４５・４６・５０の口縁部内側にも縄文が施される。４３・４４は同一

個体で、３７と共にまとまって出土した。４８は小型の鉢片である可能性もある。５０は口縁部に突起状

の貼付帯が縦につけられ、それに縄の圧痕が施される。５１・５２は胴部片５３は底部片である。５４は後

期中葉の「手稲式」相当の破片である。５５～５９は擦文期の遺物である。５５は甕の口縁部で、口縁に

は横走沈線が施される。５６は坏の口縁部片で、内面は黒色。５７・５８は胴部片。５９は底部片で、内面

はハケ目調整される。６０は縄文時代中期後半～後期前葉の時期に属するスタンプ形土製品と考えら

れる。胎土には砂粒を含み、円形のスタンプ面は平らに調整され、柄の部分にはにぎった指の痕跡

が残る。縦の長さは約１４	ある大きなものである。これと類似する資料が、千歳市丸子山遺跡（千

歳市教育委員会１９９４）や、キウス５遺跡 C地区（北埋調報１１６）で出土している。６１～６３はいずれ

も頁岩製の石槍またはナイフで、出土地点から６０のスタンプ形土製品と同時期の可能性がある。６４

・６５は砂岩製のすり石。いわゆる‘北海道式石冠’の一部。６６は砂岩製のすり石で、半円形に近い

横長扁平礫の長軸上の両端と使用面周辺を打ち欠いた上、１辺をすり面としている。６７は安山岩製

の石錘。両端に打ち欠きがある。

（土肥 研晶 新家 水奈）
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表４９ 出土土器一覧表

遺物
 図
 図版
 分 類 層 位 調 査 区 文様その他

１ 図２８６ ２３１ �a‐１ N１３，�b M‐８０，N‐７９ 暁式土器に相当．胎土には砂粒を含む
２ 図２８６ ２３１ �b‐１ N２６ O‐８２ 組紐圧痕文．短縄文
３ 図２８６ ２３１ �b‐１ N１３ O‐７９ 口縁部に短縄文
４ 図２８６ ２３１ �b‐１ N３３ L‐７５ 口縁・口唇に短縄文
５ 図２８６ ２３１ �b‐１ �a L‐７８ 組紐圧痕文．短縄文
６ 図２８６ ２３１ �b‐１ N１３，N２７ O‐８３，P‐８０ 短縄文．口唇に縄端圧痕文
７ 図２８６ ２３１ �b‐１ N４ N‐７２ 組紐圧痕文
８ 図２８６ ２３１ �b‐１ N１３ P‐７５ 組紐圧痕文
９ 図２８６ ２３１ �b‐１ �b M‐８３ 縄文．短縄文
１０ 図２８６ ２３１ �b‐１ �b R‐７７ 絡条体．絡条体圧痕文
１１ 図２８６ ２３１ �b‐１ N２６，� M‐８４，N‐８１ 組紐圧痕文
１２ 図２８６ ２３２ �b‐１ �b P‐６８ 縄文．絡条体圧痕文
１３ 図２８６ ２３２ �b‐１ N６ P‐７３ 粘土の貼付帯．縄文．短縄文
１４ 図２８６ ２３２ �b‐１ N２６ L‐７８ 絡条帯
１５ 図２８６ ２３２ �b‐１ � R‐８６ 縄文．粘土の貼付帯
１６ 図２８６ ２３２ �b‐１ N４ M‐７７ 短縄文．組紐圧痕文
１７ 図２８６ ２３２ �b‐１ N１３ N‐７８ 絡条体．絡条体圧痕文
１８ 図２８６ ２３２ �b‐１ �b M‐７１ 底面に編紐圧痕文
１９ 図２８６ ２３２ �b‐１ N１３，N２６ L‐８０，O‐７６ 短縄文．底部のヘリに刻み
２０ 図２８６ ２３２ �b‐４ R‐７２ 絡縄体
２１ 図２８６ ２３２ �b‐４ �b O‐６７ 縄文．押引き文
２２ 図２８６ ２３２ �b‐４ � G‐７８ 絡縄体．編紐圧痕文
２３ 図２８６ ２３２ �b‐４ 撹乱 Q‐１０８ 絡縄体
２４ 図２８６ ２３２ �b‐４ N１４ Q‐７３ 絡縄体
２５ 図２８６ ２３２ �b‐４ N４ S‐６５ 絡縄体
２６ 図２８６ ２３２ �a‐１ � R‐８７ 花積下層式
２７ 図２８６ ２３２ �a‐１ � H‐８０ 綱文式
２８ 図２８６ ２３２ �a‐１ N８ N‐７４ 綱文式
２９ 図２８６ ２３２ �a �b L‐７４ 円筒上層式
３０ 図２８６ ２３２ �a � I‐６９ 円筒上層式．口縁部に粘土の貼付
３１ 図２８６ ２３２ �b‐１ N３２ O‐８３ 円筒上層式．突起部
３２ 図２８６ ２３２ �b‐１ N２６ K‐７９ 天神山式．半栽竹管内面による押引き
３３ 図２８６ ２３２ �b‐１ N４，N１４，� M‐７２・７３・７６ 天神山式．口唇部・貼付帯に刻み
３４ 図２８６ ２３２ �b‐２ � I‐７６ 柏木川式．口唇・口縁部に円形刺突文
３５ 図２８６ ２３２ �b‐２ N３６ N‐７３ 柏木川式．口唇部・胴部に半栽竹管内面による押引き
３６ 図２８６ ２３２ �a �b R‐８８ 余市式
３７ 図２８６ ２３３ �a �b O‐８１ タプコプ式．口縁部に刺突文．タガ状の胴部
３８ 図２８６ ２３２ �a � S‐７４ タプコプ式．口縁部に刺突文
３９ 図２８７ ２３３ �a � J‐７１ タプコプ式．口縁部に刺突文
４０ 図２８７ ２３３ �a � J‐７２ タプコプ式．口縁部に綱による刺突文
４１ 図２８７ ２３３ �a N１４ P‐８１ タプコプ式．口縁部に刺突文
４２ 図２８７ ２３３ �a J‐７３ タプコプ式．口縁部に刺突文．タガ状の胴部
４３ 図２８７ ２３３ �a �，�b O‐８０・８１ タプコプ式．口縁部に刺突文
４４ 図２８７ ２３３
４５ 図２８７ ２３３ �a N２ Q‐６５ タプコプ式．口縁部に綱による刺突文
４６ 図２８７ ２３４ �a � J‐７１ タプコプ式
４７ 図２８７ ２３４ �a �b P‐８０ タプコプ式．タガ状の胴部
４８ 図２８７ ２３４ �a N１３ Q‐８７ タプコプ式．縄文
４９ 図２８７ ２３４ �a �b Q‐８７ タプコプ式．口縁部角形で肥厚
５０ 図２８７ ２３４ �a �，� R‐１１９ タプコプ式．口縁部に縦に貼付け
５１ 図２８７ ２３４ �a � タプコプ式．胴部片
５２ 図２８７ ２３４ �a �b P‐８１ タプコプ式．胴部片
５３ 図２８７ ２３４ �a N５ O‐７７ タプコプ式．底部片
５４ 図２８７ ２３４ �b ９５F地区 手稲式相当
５５ 図２８７ ２３４ � �，撹乱 J‐８２，K‐８１・８２ 擦文式
５６ 図２８７ ２３４ � � Q‐７１ 土師器口縁部
５７ 図２８７ ２３４ � � R‐７２ 擦文式
５８ 図２８７ ２３４ � � K‐７６ 擦文式
５９ 図２８７ ２３４ � �，� I‐８３，Q‐７０・７１ 擦文式
６０ 図２８８ ２３５ �スタンプ形土製品 F‐８３，G‐８３ スタンプ面は平らで無文

表５０ 包含層出土の掲載石器一覧

掲載
 層 位 図 No. 図版 No. 発掘区 分 類 長さ×幅×厚さ（cm） 重さ（g） 石 材
６１ � 図２８８ ２３５ L‐７７ 石槍またはナイフ ９．２×３．６×１．０ ２９．２１ 頁 岩
６２ トレンチ 図２８８ ２３５ L‐８１ 石槍またはナイフ １０．４×３．８×０．９ ３５．３０ 頁 岩
６３ � 図２８８ ２３５ F‐８８ 石槍またはナイフ １２．０×３．８×１．０ ４３．５０ 頁 岩
６４ 盛土１３層 図２８８ ２３５ N‐７７ 石槍またはナイフ （１０．４）×３．７×１．０ ２９．４６ 頁 岩
６５ 盛土１３層 図２８８ ２３５ O‐７８ すり石 （５．７）×（６．５）×（５．７） ２１６．７ 砂 岩
６６ 盛土４層 図２８８ ２３５ S‐６７ 石 錘 ４．７×３．０×１．９ ３４．０８ 安山岩
６７ 盛土１４層 図２８８ ２３５ N‐７７ すり石 ９．０×１３．７×２．７ ４７６．７ 砂 岩
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� まとめ

１ 遺構

今回報告を行った、平成７・９・１０年度の調査では、北側盛土遺構、建物２１軒、柱穴１０７３カ所、

土壙墓１４基、フラスコ状ピット３基、焼土２２２７カ所、竪穴遺構６基、その他の土壙５７基を検出した。

時期の判明している遺構のうち、竪穴遺構６基と土壙４基が縄文時代後期前葉である以外は、全て

縄文時代後期後葉に属する。

盛土遺構は、平成８年度調査の L地区で検出した北側盛土遺構の東側にあたり、耕作による削

平のため、残存状況はよくないものの、１００万点を越える遺物が出土した。盛土遺構は上層が En

－aローム起源の黄褐色土、下層が�～�層起源の黒褐色土で構成され、上層と下層では遺物の出

土点数や出土状況が異なることが確認できた。

建物・柱穴群は盛土遺構の南側に分布する。同じく平成１０年度に調査が行われた Q・R地区でも

同様の建物・柱穴群が検出されており、南北の盛土遺構に挟まれた空間には、多くの住居や建物が

存在していた状況が明らかになった。建物は四本の主柱穴を方形に配置するもので、直径１m前

後の主柱穴をもつ大型の建物と、直径３０～９０cmの主柱穴に、壁柱穴や出入り口を伴う中・小型の

建物が存在する。Q・R地区地区も含めて、これまで調査された建物、住居跡は全て掘り込みが確

認できず、平地式の建物であったと考えている。

土壙墓は盛土遺構の直下および北側で検出した。時期の判明する遺物はほとんど出土していない

が、盛土遺構構築の直前に埋め戻されていること、墓壙の規模や形態が、D地区で検出された周

堤墓の墓壙と類似していることなどから、縄文時代後期後葉に位置づけられると判断した。周堤墓

の墓壙とは、形状や長軸方向は類似するが、墓壙の規模が若干小さいものが多い。また、埋土は周

堤墓の墓壙が En－aパミスやロームを主体とするのに対し、F・G地区で検出した土壙墓では、En

－aパミスを含む黒褐色土が主体となる。

フラスコ状ピットは平成７年度調査の L地区に近い、調査区の西側で検出した。検出した３基

は非常に接近した位置に構築されている。ほぼ等間隔を保っていることから、同時に存在したか、

またはごく近い時期に営まれたものと考える。周囲にはフラスコ状ピットの掘り上げ土と思われる、

En－aパミスを含む黒褐色土が広がる。後期後葉の遺物を相当量含むため、当初は盛土遺構の一

部と考えていた。この掘り上げ土はフラスコ状ピットの西側に分布しており、フラスコ状ピットの

掘削で生じた掘り上げた土を、より標高の低い西側へ排土したようである。

焼土は盛土遺構中およびその直下の２２２７カ所で検出した。このうち、３９９カ所の焼土を盛土遺構

中で検出した。盛土遺構の焼土に、廃棄されたものが多いのに対し、�b層の焼土はその場で焼成

されたものが多い。盛土遺構中で検出した焼土については後期後葉に形成されたことが確実である

が、盛土遺構直下の�b層で検出した焼土に関しては、年代を決定できるものはほとんどない。今

回の報告では�b層の焼土は、全て後期後葉の遺構として一括して扱ったが、�b層の焼土の中に

は後期前葉の土器が出土しているものも存在し、全てが後期後葉に属するものではない。しかし、

盛土遺構の範囲と焼土の分布域はかなり重複しており、両者の形成は互いに関連性があると考えら

れることから、�b層の焼土のほとんどは盛土遺構の構築が始まる直前に形成され、後期後葉の時

期幅におさまる可能性が高いと判断した。

なお、盛土遺構の範囲と�b層の焼土の分布域に、何らかの関連性を認めた場合、その原因とし

て、１）焼土、盛土遺構の少なくともいずれか一方の形成・構築が、相手の存在を意識して行われ
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たため分布域が重複した、２）�b層の焼土は本来盛土遺構と無関係に存在したが、盛土遺構に覆

われた部分のみが消失を免れた、という２つの可能性が考えられる。前者には盛土遺構の構築に伴

う儀礼行為の結果として焼土が形成された場合などが考えられるが、今のところ�b層焼土と儀礼

行為との関連を示すような遺物や検出状況は確認できない。一方で、後者に対する積極的な根拠も

見いだせず、盛土遺構の範囲と�b層焼土の分布域の重複に人為的な要因が存在しない場合の、一

つの仮説にすぎない。

竪穴遺構は調査区の中央からやや西よりの位置で６基検出した。それぞれごく近くに位置し、一

部は重複している。浅い皿状のくぼみとして検出しており、住居跡を想定しながら調査を進めた。

P－１４０では後期初頭のタプコプ式土器を用いた土器囲い炉を検出した。このような土器囲い炉は、

道央部のこの時期の住居によくみられるもので、ユカンボシ E７遺跡やオサツ１４遺跡などでも検出

されている。

ここまで取り上げた遺構以外に、時期・用途ともに不明な土壙が存在するが、それらの中でも特

徴的なローム質埋土の土壙について、調査結果をまとめる。事実記載部分の繰り返しになるが、こ

の土壙の特徴は、１）埋土が�層と同じ純粋な En－aロームで構成されること、２）底面が�層

と�層の境界と一致すること、３）遺物が全く出土しないこと、４）配列に規則性がみられずラン

ダムに分布すること、である。同様の遺構はキウス４遺跡 I地区、キウス７遺跡でも検出されてい

る。キウス７遺跡の調査を担当した皆川は、En－a火山灰の降下により埋没し、立ち枯れした木

の痕跡である可能性と、縄文時代早期の遺構群の一部とする見解を示し、積極的には支持していな

いものの、後者の可能性が高いことを指摘している（北埋調報１２７）。今回報告するキウス４遺跡 F

・G地区では、縄文時代早期の遺物が少ないこと、土壙の配列に規則性がみられないことなどから、

縄文時代早期に属する遺構の可能性は低いと考える。また、土壙の底面が例外なく�層と�層の境

界に一致することも、人為的な要因で形成されたものとは考えにくい。以上の理由から、ローム質

埋土をもつ土壙の形成要因は自然現象による可能性が高いと考える。また、自然現象と考えた場合、

地表に円形の痕跡を残す地質学的な現象は考えにくく、皆川が推測したとおり、En－a火山灰の

降下により埋没した立木の痕跡とする解釈が今のところ最も妥当性が高いと考える。（石井淳平）

２ 建物・柱穴群

今年度の調査では大小合わせて１０７３カ所の柱穴を検出した。これらの多くは縄文時代後期後葉の

建物を構成する主柱穴、壁柱穴、出入り口である。図２８９に出入り口であることが明らかな９カ所

の柱穴を除いた、１０６４カ所の柱穴の上端短径と深さの度数分布図を示した。上端短径では０．３mと

０．７m、深さでは０．５mと１．０mに分布の断絶がある。特に、上端短径では０．３m、深さでは０．５mで

急激な変化がみられる。これは上端短径０．３m、深さ０．５mを境に壁柱穴と主柱穴が分化するため

である。また、上端短径０．７m、深さ１．０mにも小さな断絶があるが、これは大型の建物の主柱穴

と、中・小型の建物の主柱穴とが分化するためである。図２９０にすでに判明している建物の、壁柱

穴と主柱穴の、上端短径と深さの散布図を示した。壁柱穴は上端短径０．３m、深さ０．５m以下に集

中し、主柱穴では上端短径０．３m、深さ０．５m以上に分布することがわかる。

次に建物の規模と主柱穴の規模の関係をみるために、図２９１に柱間距離と主柱穴の上端短径によ

る散布図を示した。柱間距離からみた中型の建物と小型の建物の分化は明瞭ではなく、主柱穴の上

端短径にも大きな差がないことがわかる。一方、中・小型の建物と大型の建物の分化は非常に明瞭

であり、主柱穴の上端短径も０．７mを境にはっきりと分化している。したがって、中・小型の建物
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と大型の建物の間には、建物の規模、主柱穴の規

模ともに、大きな格差があることがわかる。主柱

穴の規模は、それが支える上部構造によって決ま

ると考えられ、中・小型の建物と大型の建物の間

には、上部構造に質的な違いが存在した可能性が

高いと推測する。大型の建物を構成する主柱穴に

は抜き取りの痕跡が見られ、さらにいくつもの柱

穴が重複することから、同じ場所で何度も建て替

えを繰り返したことがわかる。このことは大型の

建物の選地に強い規制が存在したことをうかがわ

せ、大型の建物が中・小型の建物と比べて、特殊

な存在であったことを裏付けるものと考える。

（石井淳平）
図２９１ 柱間距離と主柱穴の規模の法量散歩図
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３ 出入り口をもつ建物について

今回報告する F・G地区をはじめ、H・K・Q・R地区も含めた南北盛土間では、多数の建物・

柱穴群を検出した。これらの建物は様々な規模のものが存在するが、出入り口と思われる柱穴をも

つ建物が、一定数存在する。建物に伴う出入り口と推定したものは、０．５～１．０m程度の間隔を持

つ２基１対の柱穴で、長さ０．３～１．０mの細長いものが多い。これらの出入り口は円形にめぐる壁

柱穴や四本柱の主柱穴と組合わさり、建物（以下、出入り口付き住居）を構成する。こうした出入

り口付き住居は縄文時代中期末～晩期にかけて、北海道から中部・関東地方に及ぶ東日本全域に分

布する。ここでは岩手県、秋田県以北の北日本の事例を集成し、時期毎の分布を示す。

出入り口付き住居の出現は中期末葉にさかのぼる。出入り口付き住居は関東・中部地方では中期

末に出現する柄鏡形住居や敷石住居からの系譜が考えられているが（菅谷１９９５）、北海道を含めた

北日本の事例の中で、柄鏡形住居、敷石住居との系譜を確認できる事例は存在せず、中期末に位置

づけられる丹後谷地遺跡の第３５、４２号竪穴住居跡がもっとも古い事例である。

一方、出入り口付き住居の終末ははっきりとはわからないが、今回の集成では晩期中葉の大洞 C

１式に位置づけられる右ェ門次郎窪遺跡の第３竪穴住居跡が、もっとも新しい事例である。関東地

方などでもこの時期以後住居跡の検出例が減少し、出入り口付き住居を確認できなくなることから、

出入り口付き住居の終末時期はおよそ晩期中葉と考えてよいと思う。

表５１に北日本の出入り口付き住居の一覧表を示した。検出数は後期前葉から後葉にかけて増加し、

晩期に入り急激に減少する。特に後期後葉に爆発的に増加しているのがわかる。一方、出入り口付

表５１ 出入り口付き住居検出遺跡一覧

遺跡名 所在地 中期末 後期前葉 後期中葉 後期後葉 晩期
船泊遺跡 北海道礼文町 ２
ユカンボシ E８遺跡 北海道恵庭市 １
ユカンボシ E３遺跡 北海道恵庭市 ６
西島松１５遺跡 北海道恵庭市 １
柏木川１１遺跡 北海道恵庭市 ２
キウス４遺跡 北海道千歳市
梅川３遺跡 北海道千歳市 １
浜松５遺跡 北海道八雲町 ３
釜谷２遺跡 北海道南茅部町 １０
新道４遺跡 北海道木古内町 １ ２
尻高（４）遺跡 青森県平舘村 ４
大石平遺跡 青森県六ヶ所村 ２
上尾駮（２）遺跡 青森県六ヶ所村 ２
神明町遺跡 青森県金木町 １
砂沢遺跡 青森県弘前市 １
十腰内（１）遺跡 青森県弘前市 １
丹後平遺跡 青森県八戸市 １ ３
田面木平遺跡 青森県八戸市 ４
鶉窪遺跡 青森県八戸市 １
風張（１）遺跡 青森県八戸市 １４
丹後谷地遺跡 青森県八戸市 ２ ３ ９ ３
右ェ門次郎窪遺跡 青森県南郷村 １
叺屋敷�a遺跡 岩手県軽米町 １
大日向�遺跡 岩手県軽米町 ５
馬場野�遺跡 岩手県軽米町
大湯環状列石 秋田県鹿角市 １
検出数合計 ２ １８ ２４ ４１ ３
遺跡数合計 １ ８ ８ ９ ３
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き住居を検出した遺跡数をみると、中期末と晩期初頭が少ないのは遺構数の場合と変わらないが、

後期前葉から後葉にかけて、遺跡数に大きな変化はないことがわかる。これは後期後葉にはキウス

４遺跡や風張遺跡などの、出入り口付き住居が多数検出された、大規模な集落遺跡が出現すること

が原因と考える。

出入り口付き住居の分布を、後期前葉から晩期にかけて時期別にみると（図２９２）、後期前葉は馬

淵川流域にあたる岩手県と青森県の県境、小川原湖周辺、道南に分布する。ほぼ全て太平洋側に分

布しており、日本海側に位置する大湯環状列石は、今回集めた事例の中で唯一秋田県の遺跡である。

中期末葉には馬淵川下流の丹後谷地遺跡でしか確認されていなかった出入り口付き住居が、道央以

北を除いた北日本全域に分布するようになる。

後期中葉になると出入り口付き住居の分布は道央から、道北の礼文島まで広がる。北海道では特

に千歳市、恵庭市を中心とした道央部の石狩低地帯に集中する。逆に道南ではこの時期の出入り口

付き住居は検出されていない。次の後期後葉には道南にも出入り口付き住居が存在する事から、こ

の時期に道南で出入り口付き住居が無くなるのではなく、未だ発見されていないものと理解したい。

後期後葉の出入り口付き住居は、道央ではキウス４遺跡のみとなり、道南では２遺跡で確認でき

る。先述したとおり、この時期はキウス４遺跡や風張遺跡などのように、出入り口付き住居が多数

検出された遺跡が現れるため、検出数の増加と比較し、遺跡数は必ずしも増えていない。また、道

央での出入り口付き住居の検出はキウス４遺跡のみとなるが、キウス４遺跡から南へ１０数 kmのと

ころに位置する美沢川流域の遺跡では、美々４遺跡を中心に P字形ピットとして報告された柱穴

状の土壙や、盛土遺構、周堤墓などが検出されており、キウス４遺跡と似た遺跡構造が確認できる。

これらのことから、美沢川流域の遺跡にも出入り口付き住居が存在した可能性がある。

晩期では遺跡数が急激に減少し、北海道ではこの時期の出入り口付き住居は検出されていない。

この時期をもって北日本の出入り口付き住居はなくなるものと考えられる。この時期以降、擦文時

代まで、北海道では住居跡の検出数そのものが減少し、当時の社会システムそのものが大きな変革

を遂げたのではないかと推測する。

以上、出入り口住居の分布を時代毎に概観した。出入り口付き住居の分布は、凡時代的に馬淵川

流域、小川原湖周辺、石狩低地帯に集中する。馬淵川流域は特に遺跡数が多く、この地域が北日本

の縄文社会における一つの拠点として機能していたものと推測する。日本海側では大湯環状列石で

１例確認した以外は、東北地方、北海道ともに確認できない。後期の遺跡そのものは、北海道、東

北地方の日本海側でも少なからず確認されていることから、出入り口付き住居は太平洋側を中心に

分布していたと考えられる。また、太平洋側でも道南と道央の中間に当たる内浦湾沿岸では、出入

り口付き住居が検出されていない。内浦湾沿岸では、後期の遺跡そのものが少ないことから、キウ

ス４遺跡をはじめとする道央部で検出されている出入り口付き住居は、道南を経ずに、馬淵川流域

や小川原湖周辺の遺跡との交流を通して受容された可能性が高い。縄文時代後期には隣接地域相互

の直接的な交流よりも、各地に存在する拠点的な集落を媒介とする、複雑なネットワークが機能し

ていたのではないかと推測する。キウス４遺跡は、道南地域との直接的な交流よりも、馬淵川流域、

小川原湖周辺の遺跡を媒介とする交流の中で、道央部の拠点集落としての位置づけを高めていった

ものと考える。また、このような、拠点集落を媒介として遠隔地を結ぶネットワークは、翡翠や赤

彩土器などの威信材の流通とも関わるものと考えられる。 （石井淳平）
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４ キウス４遺跡の構造と建物の配列について

キウス４遺跡は墓域である周堤墓、捨て場としての盛土遺構、南北盛土遺構間の建物・柱穴群で

構成される。図２９８にキウス４遺跡の全体図と、東西南北および夏至、冬至の日の出、日の入りの

方位を示した。また、建物の主軸方位と、周堤墓および周堤墓外の土壙墓の長軸方向の平均値と標

準偏差を示した。ストライプのトーンをかけた範囲が、標準偏差の範囲となる。また、周堤墓外の

土壙墓と周堤墓の墓壙の長軸方向の平均値もそれぞれ示した。盛土遺構の長軸方向と建物群の主軸

方位はほぼ平行しており、いずれも東西方向が意識されている。これに対して、周堤墓の墓壙を含

む土壙墓の長軸方向はほとんどが北西－南東方向であり、建物とは異なる方位を意識していたこと

をうかがわせる。

周堤墓の墓壙と周堤墓外の土壙墓の長軸方向の平均値には差があるようにも見えるが、統計的に

有意な差はなく（p＝０．０７９）、どちらの土壙墓も同じ方位を意識した可能性が高いと推測する。

建物の方位の平均値は N－‐１１．３２°－Wであるが、分布をみると正規分布にはならず、N－０°

－Wから N－‐２０°－Wまで、ほぼ同数分布し、N－‐２０°－Wより西、N－０°－Wより東で

は急激に減少する（図２９７）。当初、建物の方位は、東西南北に平行するとの見通しをもっていたが、

平均値の９５％信頼区間は N－‐１１．３２°－W±２で、真北はこの範囲に含まれていない（表５２）。

この場合、建物の方位の平均値と真北が一致する確率は、５％以下であり、建物の方位が真北を基

準とした可能性はきわめて低いといえる。したがって、建物群の方位は必ずしも絶対的な方位を基

準にしたのではなく、東西南北を意識しながらも、盛土遺構など、周囲の状況に合わせて任意に決

められた可能性が高い。キウス４遺跡は低湿地へと続く舌状に張り出した台地上に位置しており、

遺跡の広がりもこうした地形の制約を受けているものと考える。

一方、土壙墓の長軸方向は北西－南東方向である。巨大な盛土遺構やそれに規制される建物群と

は異なり、土壙墓の長軸方向の決定が地形の制約によるものとは考えにくく、何らかの方位観が存

在したものと考える。周堤墓を含む縄文後期末の土壙墓の長軸方向に北西－南東方向が多いことは

美々・美沢（N－W°）

平均 ４５．４２
標準偏差 ２５．６４
分散 ６５７．６２
最小 ０
最大 ９５
標本数 １３１
信頼区間（９５．０％） ４５．４２±４．４３

柏木B（N－W°）

平均 ６４．５１
標準偏差 １９．６６
分散 ３８６．５４
最小 １１．４
最大 ９５．５
標本数 ５８
信頼区間（９５．０％） ６５．５１±５．１６

末広（N－W°）

平均 ５８．３６
標準偏差 ２０．６８
分散 ４２７．６７
最小 １０
最大 ８６
標本数 ２２
信頼区間（９５．０％） ５８．３６±９．１６

全ての周堤墓（N－W°）

平均 ５４．１５
標準偏差 ２５．０２
分散 ６２５．８４
最小 ０
最大 ９９
標本数 ２４０
信頼区間（９５．０％） ５４．１５±３．１８

表５２ 建物の主軸方位（N－W°）

平均 －１１．３２

標準偏差 １５．６７

分散 ２４５．５８

最小 －４５

最大 ７５

標本数 ２３９

信頼区間（９５．０％） －１１．３２±１．９９

図２９７ 建物の方位ヒストグラム

表５３ 周堤墓の墓壙の方位の分布

３８１



40 45 50 55 60 65 70 75 80 85 90 95 100 105 110 115 120 125 130 135 140 145

So

Xo

C

H

M

R

W

b

g

l

q

v

i

j

図２９８ キウス４遺跡集落構造
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これまでにも指摘されており（乾１９８１、藤本１９７１）、絶対的な方位の基準が存在した可能性が高い。

この場合、方位の基準となりうるものは山や木や岩など地表の目標物ではなく、太陽や月などの天

体であった可能性が高い。キウス４遺跡の緯度を北緯４３度とした場合、夏至の日没方位はおよそ

N－５８゚ －Wとなる。キウス４遺跡の周堤墓内の墓壙を含む土壙墓の方位の平均は N－６９．３９゚ －

Wとなり、夏至の日没方向とは１０°以上のずれがある。また、土壙墓の長軸方向の平均値の９５％

信頼区間は、N－６９．３９゚ －W±６．６１となり、夏至の日没方位を含まない。したがって、キウス４

遺跡では、土壙墓の長軸方向が夏至の日没方位を基準とした可能性は低いと考えなければならない。

しかし、縄文時代後期末から晩期初頭の墓壙の方位に北西－南東方向をとるものが多いことは事実

であり、方位に対する何らかの基準が存在した可能性は非常に高いと考える。先述したように、天

体の運行を基準にしているものと思われるが、単純に冬至、夏至の日没、日の出方位を基準にした

図２９９ 建物の配列
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だけではなく、季節毎の日の出、日の入りの位置や、月の運行などが方位の基準として用いられた

可能性も考えられる。美々・美沢遺跡、末広遺跡、柏木 B遺跡の周堤墓の墓壙でも同様の作業を

試みたが、墓壙の長軸方向の平均値には遺跡毎にばらつきがあり、見通しを得ることができなかっ

た（表５３）。ただし、キウス４遺跡の土壙墓と周堤墓の墓壙、および上記の３遺跡の全ての周堤墓

の墓壙の平均値は N－５４．１５゚ －Wとなり、夏至の日没方位により近い値となる。

次に南北盛土遺構間で検出された建物群の配列について考察する。柱間距離５m前後で、主柱

穴の直径が１mを越える大型の建物は、同じ場所で何度も建て替えを繰り返しており、選地に強

い規制があったことをうかがわせる。発掘調査中から建物の分布に粗密があることは調査担当者の

間で意識されていたが、具体的な配列を考えるには至らなかった。整理作業が進み、全ての建物を

同一図面上で比較することによって、建物の配置の規則性について考えることができた。

図２９９は建物群の配置図と３０m×１５mのメッシュを重ね合わせたものである。メッシュの方向は、

建物の方位とほぼ等しい N－９゜－Wに設定した。柱穴が非常に密集すること、建物の一部が調

査範囲外に広がること、年度を越えて調査が行われたことなどの理由で、建物を復元しきれなかっ

たため、グリッドの交点に建物が存在しない箇所もあるが、重複を繰り返す大型の建物の多くは、

このグリッドの交点に位置する。南北盛土遺構間の広場は大型建物が規則的に配置され、その周囲

に小型の建物が分布するという景観を示していたようである。また、大型の建物の間には通路が存

在していたと推測するが、大型の建物の周囲には小型の建物や、その存在を示す小柱穴が多数存在

するため、具体的な通路を復元することはできなかった。R地区の調査を担当した和泉田は柱穴の

稀薄部分に注目し、道が存在した可能性を指摘している（北埋調報１４８）。

発掘された結果からは南北盛土遺構間の広場は、無数の柱穴が一面に広がり、建物群が無秩序に

重複しているように見えるが、これはキウス４遺跡における活発な活動の累積結果であり、実際に

は整然とした秩序をもって建物が配置されていたものと考える。こうした秩序は建物の配置のみに

とどまらず、盛土遺構や周堤墓を含むキウス４遺跡全体が一定の原理原則をふまえた上で構築され

ていた可能性が高いと推測する。

本稿では方位や配置といった単純で幾何学的な概念をもとにキウス４遺跡の構造を推測した。こ

のような手法は、環状列石や大規模集落の構造を明らかにする手段として、これまで様々な遺跡で

試行されており、一定の成果を上げているようである（古屋敷１９９６）。今回の分析によりキウス４

遺跡の構造の一部は明らかにできたと思うが、墓壙の長軸方位や建物の方位については説明できな

い部分が多く、はっきりとした結論を導き出すことができなかった。 （石井淳平）
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５ 土器

（１）搬入品の土器

F、G地区からは、平成９年度に報告済の L地区、平成１０年度の A１、I地区、平成１１年度の D

地区に引き続き微隆線をもつ、赤彩された搬入品の土器が盛土遺構から検出された。器形は注口土

器と考えられる破片が多いが、その他に巻貝形土器（巻貝形土製品等の記述もあるが、ここでは片

口形土器の変形と考えている）の破片や土偶片も確認されている。これらの遺物は、個体数が限ら

れているうえ、赤彩されて目立つ遺物であるため、報告済の地区で出土した資料や、まだ整理中で

ある R地区の遺物と比較しやすい状況にあった。これらの資料を比較検討した結果、離れた地点

で接合することや、同一個体の破片が広域に分布することが確認された。まだ R地区の整理は継

続中ではあるが、本地区の整理終了時点で確認された状況を記す。

《出土状況》

図３００上段には南側盛土遺構（以下「南盛土」）を含む広域の範囲での接合した状況を示した。実

測図の下にある数字は掲載番号で、青色の数字は土製品で掲載した番号である。９３の土偶の右足片

は、指の表現が施される足首から先と、未接合の胴部片が北側盛土遺構（以下「北盛土」）から出土

し、残りの破片はすべて南盛土から出土した。土製品８８の土偶と考えられる破片の一片が、南盛土

の破片と接合したが、これはベンガラが塗布された在地のものと考えられる。３３７の注口土器の頸

部から上の破片では、本地区から出土の破片が L地区の破片と接合し、さらに南盛土の破片が接

合した。１３５２の巻貝形土器片は、殻頂部が南盛土から、破片下端が北盛土から出土している。

図３００下段には、未接合ではあるが、同一個体と確認した３個体分の破片の分布状況を示した。

ここでは、報告済の I、L地区の遺物も掲載し、報告書名を記入した。出土地点が近く煩雑なので、

個体ごとのシンボルを変えた。また、図中の実線部は接合したもの、破線部は未接合の破片である。

●で示した個体は、小さい破片が多数出土しているが、接合するものが少ないため、器形は不明で

ある。赤褐色の土器地肌と、幅１／２ミリメートル以下の細い線で刻まれた文様帯が特徴となって

いる。○で示した個体は、すでに A１地区と R地区で接合したことから、南北盛土間の接合例の

一つとなったが、本地区との接合関係がないので、R地区の報告で掲載する。器形は丸い胴部に半

球形が重なる瓢形の注口土器と考えられる。黄褐色の地肌と胎土から同一個体片と判断した。■で

示した個体は、砂粒混じりの胎土と、底部無文帯と胴部の文様帯の境に施される格子目状の細かい

沈線文が特徴となっている。これらの遺物は、現時点では同一個体の確認までしか進まなかったが、

R地区の整理が進めば、新たな接合関係が生ずる可能性がある。

図３０１には本地区から出土した搬入品と考えられる土器の出土状況を示した。○で示した遺物は

出土地点を測量していない遺物で、●（赤丸も含む）は測点した遺物である。復元できた３７６は、

頂部に大きな装飾が施され、口縁部が斜めの位置に付けられる瓢形の注口土器で（口縁部が上に付

く注口の良好な資料が岩手県長倉�遺跡から出土している。図３０２－１）、３３７も同様の器形と考え

られる。同じ器形のものは、キウス４遺跡でこの他に２例報告されている（図３０２－３）。３７６

（２）の装飾部片は、体部側面に付けられる貼瘤と考えられ、類似する形の貼瘤が施された土器が、

岩手県長倉�遺跡で出土している（図３０２－２）。ただし、この貼瘤片と本体は未接合なので、別個

体の可能性もある。１４５８も注口土器である。注口部の先端と、斜めに付けられた口縁部の破片が無

く、その形状は不明であるが、破片資料の１４６１と似た、刻みが施された二列の隆帯が数列巡る文様

だった可能性がある。この土器の破片は、一部が割れてから被熱しており赤色顔料と割れ口に黒ず

んだ変色が見られる。３７６、１４５８の注口土器は北盛土の破片だけで復元でき、出土範囲も比較的ま
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線上にも、ヘラ調整で付けられた小さな瘤が施される。刻まれた隆帯を持たない時期の資料には、

微隆線上に明確な貼瘤文を施した資料がある（図３０２－２）ことから、これらの貼瘤文の簡略化さ

れたものが、新手の資料に施されたと考えている。

《巻貝形土器》

１３５２、１３５３は巻貝形土器である。両者とも右巻で、前者は外面、後者は内外面に朱が塗られてい

る。巻貝形土器は、北海道では初の出土例で（タカラ貝、イモ貝、アワビも巻貝の仲間で、イモ貝

を利用した製品を模造した土製品、石製品は北海道でも存在する。ここで使う「巻貝」には、先に

ふれた３種類の貝類は含まないものとする）、さらに、複数で出土した遺跡は、全国的にも新潟県

上山遺跡とキウス４遺跡の２例だけである。ただし、破片から巻貝形土器を判断することは難しく、

各地で出土している破片の中に潜在的に存在している可能性はある。全体の器形がわかる巻貝形土

器は、重文に指定されている新潟県上山遺跡出土の土器をはじめ、宮城県岩ノ入遺跡、岩手県近内

中村遺跡、岩手県中神遺跡（図３０２－４）出土の完形品に近い４例があるが、これらの数少ない資

料を比較しても、上山、近内中村遺跡の土器は巻きの方向は異なるが、巻貝のイメージをそのまま

形にしたものであるのに対し（ボウシュウボラ等の具体的な種に触れている報告もあるが、考古学

雑誌第４７巻第３号で上原甲子郎氏が述べているように巻貝の類型をイメージしたものと考えてい

る）、岩ノ入、中神遺跡の資料には、上げ底の底部が付いており（岩ノ入遺跡の資料の底部は欠損

しているが、文様構成から見ても底部が付く可能性は大きい）、器としての様相も色濃く残してい

るなどの違いが見られる。

本遺跡から出土した２例のうち殻頂部片の１３５２の器形は不明だが、やや強引に復元した１３５３には

底部は無いが、２点の殻頂部の内面を比較すると、１３５２は注口土器の胴上部のように、外側のみの

整形で作られたような粗い調整となっているのに対し、１３５３は丁寧に磨かれ、赤彩された痕跡があ

る。このことから、殻口部に当たる口縁が殻頂部に接近した構造であることと、調整する際の手が

入る広さを持つことが推測された。これらの条件で復元した個体には、器としての様相が残った。

貝殻の水管溝に当たる片口状の部位が先端まで残っている資料には、近内中村、中神遺跡の２例が

あるが、どちらも器長（殻高）の１／４～１／３程度の長さで作られており、他の資料も同様の長

さがあった可能性が高い。

《土偶》

土製品の９３に掲載した土偶の右足片は、文様の特徴から巻貝形土器などの新手の資料と同時期の

ものと考えられる。残存する破片は腰から下の主に右足側半分で、膝を折り中空の作りとなってい

る。膝頭には他の部位が接していた欠損部があることから、東北各地から出土している、腕の一部

が膝に接し腰をおろした姿勢の屈折土偶（座産土偶）と考えられ、道内では初の出土例である。青

森県八戸市の風張遺跡から出土した「合掌する土偶」（これは中空土偶ではない）の臀部には円形

の刺突が施されるのと同様に、この土偶の臀部にも貫通孔が１か所空けられ、再生を象徴している

ようである。

同様の文様を持つ土器には、山形県宮の前遺跡（図３０２－５）や、秋田県鹿爪遺跡、狐森遺跡で人

面付土器が出土しているが、土偶と考えられる破片で、さらに、中空の屈折土偶の出土は全国的に

も初の出土例である。

《道内での出土例》

道内で出土している赤彩された搬入品の土器は、『キウス４遺跡（２）』（北埋調報１２４）で阿部が

ふれているが、馬追丘陵の西斜面や、美沢川流域に集中している。この地域は国指定史跡キウス周
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堤墓群をはじめ、堂林式土器の標識遺跡である長沼町幌内堂林遺跡も含む後期後葉の遺跡が集中す

る地域である。具体的には、遺跡の立地条件や遺物の出土状況から盛土遺構であった可能性も考え

られる長沼町１２区 B遺跡で異形環状土器（図３０２－６）が、千歳市美々４遺跡で注口土器片、図３０２

－８～１０が、苫小牧市美沢１遺跡でも注口土器と考えられる破片、図３０２－７が出土している。図

３０２－１０は、収蔵遺物の再整理の際に美々４遺跡出土の遺物中で発見された未報告の注口土器で、

この個体の口縁部と考えられる破片が図３０２－９である。また、この地域では、本遺跡の東側に隣

接するキウス５遺跡で加曽利 B１式併行の注口土器が出土しているほか、美沢川流域の遺跡群にお

いても、具体的な説明はされていないが、同様の資料が出土しており、後期中葉から遠隔地との交

流が行われていたようである。このほか、道内の最近の出土例では、平成１２年の道南の八雲町野田

生１遺跡で微隆線の施された赤彩された注口土器がほぼ完品で出土した。道内の出土例はまだ地域

がかぎられているが、キウス４遺跡と同時期の遺跡調査自体が道内の他地域では少ない状況にあり、

今後調査例が増えれば、道東北域にも赤彩された土器が出土する可能性は十分にあると考えられる。

《南北盛土遺構間の接合》

赤彩された土器が、故意に細かく砕かれて廃棄されている可能性があることは先にも触れたが、

出土している遺物の中には、石棒や在地の土器も故意に割られた可能性があるものがあった。特に

石棒は、墓の副葬品として出土する場合は完形に近いが、本遺跡で調査された後期後葉の墓壙（周

堤墓を含む）では石棒の副葬例がなく（墓壙の副葬品も全般に少ない）、石棒はすべて盛土遺構か

ら頭部片や体部片として検出した。石棒も広域に廃棄されている可能性が高い遺物として注意して

いたが、今のところ離れた地区との接合関係は生じていない。一方で整理が進むにつれ南北盛土間

で接合する在地の土器が確認された。現時点での接合例と同一個体片が確認されたものを図３０３の

上下段にまとめた。なお、この図中の実線で結ばれた地点は接合例で、破線部は同一個体片の確認

地点である。図中には、石器で唯一南北盛土間で接合したオロシガネ状石製品の出土地点も示した。

破片ごとの具体的な接合状況は、１１は破片の大部分が北盛土から出土しているが、同一個体片の１

片が南盛土の破片と接合した。４９５は北盛土でまとまって出土した大きな口縁部片に、I地区で報

告された底部付近の破片が接合した。４９９では口縁部３片がすべて南盛土から出土し、未掲載の同

一破片では逆に口縁部が北盛土から、下部が南盛土から出土し接合した。７５６は胴部片２点が南盛

土から接合したほか、破片が数点出土している。北盛土の同一個体片は、東西約４０メートルの範囲

に散在した。７６１は口縁部片同士の接合で、南盛土からはこの他に複数の口縁部片が出土している。

１０４４は注口土器の頸部片で、うち１点が南盛土から接合し、この他に数点の同一個体片が北盛土で

出土している。未接合の破片では、５０２の口縁部片１点と１９４の口縁部片多数が南盛土から出土し、

破片の一部は『キウス４遺跡（３）』で報告されている。５５、５１６はそれぞれ胴部片が、南盛土から

出土している。

現時点で接合あるいは同一個体を確認している土器は、やや古手の資料で時期にまとまりがあり、

赤彩された巻貝形土器や土偶が出土した層とは時期が異なる。また、在地の個体が接合した地域は

南盛土では、平成９年度調査の I地区側に集中しているほか、掲載された４９５の同一個体片が D地

区の直線状盛土からも確認されている（図３０７下段）。このことから南北盛土間で接合した在地の土

器は、盛土遺構の東側に広く散布していることが予測される。接合が集中する盛土の間は、建物跡

と考えられる柱穴群や、盛土下の焼土群も途切れているようで（図１０参照）、集落の周りに生活廃

棄などの要因で自然発生的に生じた初期の盛土遺構（この中にも廃棄儀礼的な出土をした遺物があ

る）もこの範囲に収まっていたと考えられる（北盛土は特に地形の制約を受けないため、建物跡や
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墓壙、焼土、盛土の分布域が重複する場所がある）。南北接合した土器の分布は、それよりも東側

に拡がり、これが盛土の形成過程の痕跡を示すものとすると、これらの資料の時期に、盛土遺構は

一挙に整備され、墓域（周堤墓）や道跡を含む最終的なキウス４遺跡の全体像に近づいた可能性が

ある。建物の集中する地域の北側の盛土は、その後祭祀的な場としての性格が強まる傾向がみられ、

搬入品の巻貝形土器や土偶の南北盛土間接合例は、その活動の痕跡と考えている。これらの遺物は

主に盛土の褐色土層（比較的新しい層）より出土しており、同じ層からは赤彩された注口土器の１４５８

が出土している。この土器が出土した周辺では、土製品、石器、石製品が並んで出土するなどの特

殊な出土状況が確認された。それらの出土状況は図３０４の上下に示した。この図中の赤番号は石器

で掲載された番号を示す。土玉、垂飾品類は、同形の製品が数点まとまって出土する傾向が盛土の

各所で見られる。特に ABCDで囲んだエリアでは、長径２０センチ強の偏平な円礫が三角に並んで

出土し（本遺跡の盛土遺構は全体に礫は少ないため２０センチを越える大きさのものは目を引くサイ

ズである）、そのすぐ脇からは、平面が鼓形の偏平な土製の垂飾品が、３点まとまって出土した

（土玉・垂飾品類には３個ずつ出土する傾向が見られた）。周囲には焼土やフレイク・チップの集

中出土も検出され、人々の活動の跡が見られた。この付近で出土した、赤彩土器、土製品のうち、

注口土器は粉々に壊され、巻貝形土器と土偶が南盛土と接合する状況は、やはり祭祀的活動の痕跡

と考える。

（２）土器の接合状況

ここでは、掲載した土器の出土状況をある程度まとめ、それらから考えられる見解を加える。扱

う資料は、破片の出土地点データの多い復元個体が主となっている。

遺構と関連した重要な接合は、建物１９と盛土の破片の接合例がある。建物跡から検出された土器

敷きの炉に使われていた７個体の土器（一括土器１）のうち、５個体までが、北東に約１５メートル

離れた盛土の破片と接合した。接合状況は図３０５に示した（番号は掲載番号）。具体的に１、１８では
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破片の大部分が盛土から出土し、炉跡からは被熱した口縁部が接合した。６８、６９、では敷きつめら

れた大きな破片である程度形になり、盛土から数点の破片が接合した。２７６は炉跡から大形口縁部

片が出土し、これに盛土から数点接合した。図では未掲載の２個体の一つである７０は炉跡から全体

の約五割の破片が出土し、最後の１１９は口縁部１／３ほどの破片で出土した。この付近はプラウに

よる削平が�b～�層まで達し、残存する盛土と一括土器１の間はほとんど遺物が無かったが（図

５６参照）、１、１８の接合例から、盛土から大きな破片を集め利用した可能性が大と考えているが、

いずれにしても建物１９の土器敷きの炉と最下層の盛土の一部は、ほぼ同時に存在したことが裏付け

られる。このほかの遺構の遺物との接合例には、調査区の南側に集中する柱穴群の覆土の破片が盛

土の遺物と接合する状況がある（図３０７）。柱穴群は柱が抜き取られた後、細かい遺物やパミスを多

量に含む整地層（SE１、２層）で覆われており、柱穴の遺物にも整地層の遺物が混入している可

能性が大きい。そのため、柱穴の遺物と、盛土の破片が接合する状況は、整地層と盛土の関係も考

える必要がある。なお、図３０６に掲載した５４１～５４３と遺構遺物掲載番号５８は同一個体の破片で、破

片ごとにシンボルを変え出土地点を示した。盛土では出土地点が３か所に分散し、どの破片もそれ

ぞれのエリアから接合すことから、この個体は破片の状態で少なくとも３か所に廃棄され、破片の

出土した盛土層も時間的に差がないことが考えられる。図３０７には整地層と盛土間で接合した土器

の出土状況を示した。図中の○は、出土地点を測量していない破片を示す。どの個体も大部分の破

片が盛土から出土し、細かい破片が整地層から数点接合する状況である。盛土に持ちこまれる土器

には祭祀的な活動で利用されたもの、盛土上の焼土で煮炊きに利用されたもの、盛土の内側で使用

された土器が破損し、廃棄されて盛土に移動したもの等が考えられ、この様な接合状況は、廃棄時

の残片が接合したと考えるのが、ごく通常かもしれない。しかし、出土している層が整地層となる

と、その層を成す土砂の出所も問題である。盛土遺構は、南北盛土間の土を削って形成されたと見

られ、盛土の新しい層は�層起源の土が主体となっている。このことから、盛土の内側に黒色土は

無い状態まで削平は進んでいる。最終的なキウス４遺跡の姿は、建物の設営で掘られた柱穴が埋め

戻されたさら地状態だったと考えられる。（今のところ自然埋没した柱穴跡が見つかっていない）

また、整地層から出土する破片には、盛土の形成された期間の遺物よりも新しい資料が混じり、盛

土層よりも新しい層である可能性がある。これらのとから、盛土の土砂を再利用していることも視

野にいれて検討する必要があると考えている。

図３０８～３１７には、掲載した土器の出土状況を示した。個々の出土状況には、ある程度まとまって

いる個体（整理終了時点の結果であり、破片の無い部分は不明である）と、分散した個体があるこ

とが解った。これには、土器が盛土に持ちこまれる際の状況や、盛土の形成過程などが影響してい

ると考えられる。

図３０８～３１１にはまとまった出土状況の土器をまとめた。破片を探せなかった場合も含まれている

が、復元できた個体の多くは、結果的には狭い範囲にまとまってる例が多く見られた。中でも図３１１

の注口土器の出土状況中★で示した個体は、完品またはその状態が潰れて出土したものである。３７１

は、盛土の最下層より口縁部を下に向けて出土し、土器の中には土も流入していなかった。この注

口土器は注口部の先端を欠くほかは破損が無く故意に逆さに置き、すぐに埋められたものと考えら

れる。ミニチュアの注口土器や１４３９の香炉に似た特殊な口縁部が付く注口土器は、多数の土器片に

紛れ出土している。掲載した注口土器には口縁部の無い個体と口縁部だけの資料が目立つ。これは

口縁部が破損しやすい構造であることと、廃棄に時間差があるためか、それぞれの部位が離れて散

布していることを示していると考える。注口部は破損しやすく、その破片だけで本遺跡内で数百点
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は出土しているほか、アスファルトで接着した痕跡のある破片もしばしばみられる。

図３１２に示した３個体は、集中して出土した大部分の破片に、はなれた地点から破片が接合した

例である。この様な例は、本来土器の廃棄された場所から当時の人々の活動によって二次的に一部

の破片が移動した結果だと考えている。掲載した６３は底部片が約３０mはなれて出土しているほか、

４７７も底部を欠いている。底部を先に欠損したほうが、残りの胴部がつぶれやすく破片もまとまり

やすいのかもしれない。

図３１３～３１６には分散して検出された個体の出土状況を示した。多量に出土した破片の中で、この

様な出土状況が確認出来たものは、文様などに目立った特徴がある個体に片寄る結果となった。ま

た、図ごとに破片の散布状況がある程度類似する資料を集め、意図的にその傾向を強調している。

図３１３には東西方向に破片の散布する個体を集めた。この図に掲載した個体のうち、１６、２２、２６、

６２、６５、４５４、４５５、４５７の破片はグリッド番号M～O－７２～７９の間で東西方向（グリッドは約１９度

図３０８ 接合状況図（４）
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東偏する）に類似した分布をする。本文に掲載した土器の時期は異なるが、

この状況は盛土の形成過程にかかわる現象と考えている。４９、５２は上記の破片よりやや西寄りに破

片の集中がみられる。図３１４の上下には、破片をまき散らした様な分布をする個体を集めた。上段

に掲載した５、１１、１９８、５７５はグリッド番号 N－７７～８０付近を囲みながら北西側に流れるように

破片が分布する。また、前記のグリッドに集中域をもつ個体の破片も北西に流れている傾向が見ら

れる（図３１５）ことから、ある時点までこの付近に盛土遺構の高まりがあり、そこから破片が流れ

たものか、あるいは、後にその付近が均された可能性がある。図３１５の上段には、南東の方向に破

片が接合する個体を集めた。これらの個体は、調査区内の盛土の東側に集中し、盛土遺構の伸びる

方向に沿って破片も分布する。同図下段には離れた２地点で破片が接合した例をまとめた。この様

例は、調査区の中央に集まる結果となった。図３１６の上段には盛土の中央部と西端で接合した例を

集めた。１７６、８０６、８２１、図３１４－１９８、注口土器の９６２は大きく削平された地域をまたいで接合して

図３１１ 接合状況図（７）
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（３） 粘土ピット

土器製作に関連した遺構では、盛土から「粘土ピット」が２基検出された。遺構の規模は双方と

も長径約５０
、短径約４０
、深さ約１５
の楕円形の掘込みで、それにきめの細かい均一な質の灰褐

色の粘土をピット全体に詰めたものである。遺構の立地状況から貯蔵などの生業に関する遺構では

なく、盛土中に完品の土器を意図的に置くなどの儀礼的行為に類する遺構と考えられる。遺構内の

粘土はそのまま土器製作が出来るほどによく練られた状態で、砂粒はまったく含まれていなかった。

在地の土器にはほとんど砂粒が含まれているため、混和材は粘土とは別に採取したと見られる。で

は、はたしてこの粘土で本当に土器が焼けるのか、また、混和剤に砂を用いることで何か違いがあ

るのか、次のような方法で試してみた。まず、比較のため出土したままの粘土と、砂（市販されて

いるマチエル材料を使用）を重量比で約１割混ぜた混土で１×１×１０
の棒状のテストピース１と

８×４×０．７
のプレート状のテストピース２をそれぞれに製作し、乾燥時、焼成後のサイズと重

量の変化を計測（０．１
未満は四捨五入）した。計測値は以下のとおりである。

サイズ 乾燥時 焼成後

テストピース１ 粘土 ０．９×０．９×８．８
 ０．９×０．９×８．７


混土 ０．９×０．９×９．１
 ０．９×０．９×９．１


テストピース２ 粘土 ６．９×３．５×０．５
 ６．８×３．４×０．５


混土 ７．３×３．７×０．５
 ７．２×３．６×０．５


重 量 製作時 乾燥時 焼成後

テストピース１ 粘土 ２１．０g １５．４g １２．９g

混土 ２１．８g １７．５g １５．２g

テストピース２ 粘土 ３４．５g ２５．３g ２１．１g

混土 ４１．０g ３３．４g ２８．９g

重量の変化は、含まれていた水分の量と考えられる。また、乾燥時と焼成後の収縮率は、双方と

も１％未満で、大きさや形状に特に変化は見られなかった。最も大きな変化がみられたのは、製作

時から乾燥時までの間で、混土で約９％、粘土で約１４％の収縮があり、さらに後者のプレ－ト状の

テストピースには形の反りも生じた。乾燥は屋内の日の当たらない場所で６月下旬に行ったもので、

極端に乾燥しているわけでもない環境下でのこの様な反りの発生は、土器の乾燥時に割れを生じさ

せる原因になりかねない。混ぜる砂の量での差を比較するまでには至らない単純な実験だが、適量

の砂をまぜることには、収縮率を低下させ、土器の生産能率を上げる効果があることが理解できた。

これと同時に、混土を用いて遺跡から出土した土器の模造品を製作した。モデルとしたものは、

『キウス４遺跡（５）』図�－５－３で掲載した周堤墓の周堤外側から一括で出土した注口土器と、

本報告書に掲載した１４３９と１４５８である。乾燥時までに約１割が収縮するため、大きさを揃えるのは

思いのほか困難であったが、焼成後の器面の質感など酷似したものができ（図版２３６）、遺構出土の

粘土は、土器製作に十分使えるものであることが解った。
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（４）編年

図３１８には、日本考古学協会１９９９年度釧路大会の資料集 に関連資料として掲載した編年図に若

干の修正を加えたものである。これは千歳市、苫小牧市で報告済の資料にキウス４遺跡出土の新資

料を加え、縄文時代後期後半～縄文時代晩期前葉までの土器を�～�期に分類してみたものである。

７期に区分した理由は、盛土遺構から出土した土器を�～�期の３時期に区分し、この後に貼瘤文、

爪形文が施される�、�期の２つの時期を加えた。�～�期の五つの時期は周堤墓が造られる期間

と重なると考え、その前後の時期に相当する�、�期までを扱ったためである。周堤墓の規模の変

化や新旧関係からその変遷をたどった論考（藤原 ２０００）で、周堤墓は五つの時期に分けられる結

果が得られており、土器の分類との整合性はともかく当該期を五つの時期に分けることは、現時点

では妥当であると考える。各時期の様相を簡単にまとめた当時の原文に補足と修正を加え下記にま

とめる。なお、本地区の北側盛土遺構は主に�～�期までに形成され、�～�期の遺物は盛土の最

上層や、盛土遺構内外の包含層 層から少量が検出されるだけであった。ただし、近隣のキウス１

遺跡では�～� 期に相当する盛土遺構が調査されている。

�期： �澗式と呼ばれる土器の新しい段階で、口縁部や、頸部の刻みが２段になり細かくなる傾

向が現れる時期。体部の文様は充填縄文となり、入組帯縄文などが施され、底部近くは広く磨り消

される古手の文様を引き継ぐものもある。�期に掲載した２点の深鉢は、無文の頸部を有するが、

このような土器は、後期中葉の土器が層位的に出土した忍路土場遺跡（北埋調報５３）でエリモ B

式並行の突瘤文の施されない土器群にたいして仮称した忍路 A式（田口 １９８９）以降に出現する

ようで、中葉の土器の中でも新しい様相と考えられる。千歳市末広遺跡（千歳市教育委員会

１９８２）で検出された後期の焼土遺構 SM－１、２からも突瘤文が施される個体をほとんど含まない

土器群が出土している。この中には胴上部が膨らみ口縁部が花弁状に開く深鉢や、注口土器、香炉

形、下部単孔土器など多様な器種を含んでいる。末広遺跡の資料には古い様相の土器も含まれてい

るが、報告されている年代測定値からも、おおよそ�期の後期中葉末～後葉初頭の土器に相当する

ものと考えられる。

�期： 口縁部や頸部の刻みが衰退し始める時期。文様では、充填縄文の入組帯縄文が沈線文化す

る傾向が現れ、この他に多重の山形沈線文・弧線文、縦位の鋸歯状沈線文などの在地的な文様が多

く現れる。器形では、壺形土器が極端に少なくなる。キウス４遺跡の盛土はこの時期から営まれ始

め、周堤墓も造られ始めると考えられる。この時期の本州からの搬入品に、微隆線の施された朱塗

りの注口土器が確認されている。�期には本文の図６０～図９２の資料が相当する。�期以降、深鉢、

鉢形土器の口縁部に突瘤文が施されるようになるが、充填縄文の施される個体や、頚部を有する深

鉢では突瘤文の無い個体が目立つ。突瘤文の施されない土器はその後の新しい時期の資料にも混

じって存在し続けるが、土器のサイズや器種ごとに施文される傾向の分化が比較的明確になること

や、古手の資料には外からの突瘤文も見られることから、この時期の突瘤文は文様要素としてはま

だ不安定なものだったのかもしれない。口縁部や頚部の刻みは、口縁か頚部のどちらかしか施され

ないもの（掲載番号５、１５、２２、２３）や、途中までしか施されないもの（図８７－３２１）、２条の沈線

だけで刻みが施されないもの（３、９、１１他）、最初に刻みを加え、それを沈線で二段に区切る施

文順が逆のもの（図６３－１９）などが混在することから、衰退する方向にある文様要素と考えた。そ

の他、この時期の土器には底部付近の無文帯の幅が狭くなる傾向や、壺形や土器や胴上部と口縁部
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で括れ花弁状の口縁をもつ深鉢が衰退する傾向が見られる。

�期： この時期には本文の図９３～図１３５に掲載した時期の土器が相当する。掲載した土器は現地

調査での分層と接合関係から、掲載数は最も多いが内容的にはまとまりに欠ける結果となった。全

体の特徴としてあげられるのは、口縁部や頚部の刻みがなくなること、充填縄文の衰退と文様の沈

線化、突起の数の増加、口縁部に３条以上の沈線が施される個体の増加などがある。口縁に並行す

る沈線と平行な沈線が同時に施される文様もこの時期の後半から現れると考えられる。突起の数は

それまでは５か所が主流だったのが増える傾向にあり、頚部の括れは突起数が５か所の個体ほど強

く、数の多い個体では、緩やかな調整となる傾向がある。�期にしばしば見られた縦位の鋸歯状沈

線もこの時期でほぼなくなる。

�期： �期には本文の図１３６～図１６０に掲載した時期の土器が相当する。掲載遺物は盛土遺構上位

の著しく撹乱を受けた層から出土したもので、復元された個体は少ない。この時期の文様は多重の

山形沈線文・弧線文が少なくり、図５９、文様模試図の１５－３、１５－４に示した入組帯縄文が直線的

に変化した文様やクランク状の沈線が特徴的に現れる時期である。また、文様中の細かい無文部に

磨消し縄文が用いられるもの（１３３５、１３４０、１３４５、１４０７、１４２３、１４３７他）個体ようになる。頚部の

磨消し帯の幅は広がる傾向があり、口唇に刻みや縄文を施した個体が増える。この時期の搬入品に

は、微隆起線文と細かい刻みが施された隆帯をもつ朱塗りの注口や、土偶、巻貝形土器が確認され

ている。F・G地区の北側盛土遺構は、ほぼこの時期まで営まれる。

�期： �期は器面に貼瘤文の施される時期とし、F・G地区では、盛土遺構より上位の層と整地

層から出土する。編年図に掲載した土器も�期と�期の区別を貼瘤文の有無で便宜的に分けている

が、図３１９－１～１０に掲載した千歳市美々４遺跡�B－１、２、３層（北埋調報１１３）出土の頚部を

有する貼瘤文の施されない深鉢には、無文帯の幅がさらに広くなり、突起の数も多い個体が含まれ

る。また、頚部の無い深鉢には、小波状の口縁をもつ個体が混じることから、�期に示した資料よ

りも若干新しい�期に相当する資料と考えられ、本文で�期とした土器の中にも、�期に相当する

資料が若干混じるかもしれない。器形では、壺形の土器が増え、上げ底の底部も現れる。文様では

指で摘まんだ突瘤文も現れる。図３１９－７～９には突起が施されるようで、小波状口縁は突起が増

えたものではなく口縁部の刻みが変化した形のようである。

�期： 爪形文の施される時期。口縁部の突瘤文は衰退し始め、器形では、底部が小さくなる傾向

がある。文様には A状的な突起や三叉文が現れる。�期には爪形文が施される時期の土器とし、

周堤墓から出土した資料の中から新しいものを選び、それに美々４遺跡や柏原５遺跡の資料で補強

した。

�期： 周堤墓が造られなくなる時期の土器。口縁部の突瘤文は無くなり、爪形文も刻みに変化す

る傾向が見られる。�期には周堤墓以降の墓壙の遺物として、美々４遺跡のマウンドを持つ墳墓出

土の土器を当てはめた。

編年図掲載土器の出典 １、苫小牧市美沢２遺跡 AH－１床面（美沢川流域の遺跡群�） ２、

苫小牧市美沢３遺跡包含層（北埋調報６２） ３、キウス４遺跡北側盛土遺構（北埋調報１２４） ４

４１０



４１１



～１３、１５～２３、２６、２７、３１、３５、千歳市キウス４遺跡北側盛土遺構 １４、千歳市キウス４遺跡南側

直線状盛土（北埋調報１４４） ２４、キウス４遺跡 X１０周堤（北埋調報１４４） ２５、キウス４遺跡包含

層（北埋調報１４４） ２８、３３千歳市美々４遺跡 BS－３（北埋調報３） ２９、千歳市美々４遺跡 BS

－４（北埋調報３） ３０、３７千歳市美々４遺跡包含層（北埋調報１１３） ３２千歳市キウス５遺跡包

含層（北埋調報１２５） ３４、千歳市美々４遺跡 BS－３・P－１５（北埋調報３）、 ３８～４１苫小牧市

美沢１遺跡 JX－３・P－１０６（美沢川流域の遺跡群�） ３６、４４苫小牧市柏原５遺跡包含層 ４２、

４３、千歳市美々４遺跡 X－３１０（北埋調報１４） ４５～５４千歳市美々４遺跡�B層墳墓M－５（美沢

川流域の遺跡群�）

時期ごとの土器の変化には、従来指摘されてきたように器壁が古手ほど厚く、新しくなるにつれ

て薄くなる傾向は見られる。切出形の口唇は�期ぐらいまで見られ、その断面は、新しくなるほど

浅い角度になり、口唇からの幅も広くなる傾向が見られる。�期以降はキウス４遺跡では資料が少

ないが、口唇断面は、角形あるいは緩やかな切出口縁に変化するようである。また、�期以降の頚

部を有する深鉢の形状は編年図の３６、４５の様な頚部から上の口縁部が短い形に変化し、やがて頚部

の括れも衰退するようである。頚部を有する深鉢で各時期ごとを比較したのが図３１９の下段である。

図中 aは口縁部の文様、bは頚部無文帯の上位にくる沈線文、cは無文帯、dは無文帯の下位に施

される文様を表す。古手の土器は頚部無文帯下位に刻みを施す場合が多く、刻みの施されない場合

でも下位の沈線の数が多いようである。中間の時期には無文帯の上下に同数程度の沈線が施され、

口縁部には並行する沈線と平行沈線が現れる。前半期の口縁部の文様は aと bの間に施される。

�期以降には頚部無文帯が広がり、その上位に施される沈線 bが衰退する傾向が現れる、中には

無文帯 cに文様を施す個体も柏原５遺跡で出土している。�期以降はそれまでの頚部無文帯が口縁

部の文様帯に置き変わる。文様の下地が無文の例が多いのも、それまでの文様帯のなごりと考えら

れる。

キウス４遺跡からは、後期中葉から後葉にかけての間をつなぐ口縁部や頚部に刻みを有する資料

が豊富な器種とともに出土し、堂林式土器の成立時から前半までを説明するには十分な資料数がそ

ろった。ただし、その資料の時期的な裏付けの根拠は、現場での出土層位だけではやや弱く、今後、

土器などに付着する炭化物などを用いた自然科学的分析も必要と考えられる。後半の資料は本地区

からの出土量が少ない上、出土する層は撹乱を受けており、編年図では他の遺跡からの資料を当て

はめたため、新旧関係については、さらに弱いものとなった。また、新たに浮上した問題は、それ

まで言われてきた後期中葉から後葉にかけての土器形式をどの段階に当てはめるか、特に堂林式土

器に関しては、その前半をどの時点からあてはめることができるか、�期の資料にエリモ B式を

当てはめることが妥当なのかである。エリモ B式を実見したかぎりでは、口縁部や頚部の刻みは

太く、�澗式に突瘤文が施された印象が強かった。また、キウス４遺跡から出土した古手の資料は

質、量共に過去の調査で出土した同時期の資料を上回るもので、形式を分けるのであれば、その基

準は本遺跡から求めるべきだと考える。堂林式土器が設定された長沼町幌内堂林遺跡や１２区 B遺

跡出土の資料は編年図の�期以降のものと考えられる。また、近年苫小牧市の柏原５遺跡で設定さ

れた、柏原�～�式のうち、当該期の細分である�、�式も、編年図の�期以降の資料が多いよう

である。後にキウス４遺跡の中で最も多くの土器がプライマリ－な層から検出された R地区の報

告が控えており、その整理結果をふまえたうえで、粗削りではある後期後半の編年も見直す必要が

あると考えている。
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（５）動植物遺存体の出土状況

盛土遺構の土壌や焼土を水洗選別やフローテーションをした結果、多くの動植物遺存体が検出さ

れた。ただし、これらの遺存体の多くは小さな人工遺物を採集する目的で全ての盛土土壌を５mm

メッシュで水洗選別（９５年調査の F地区を除く）した折りに得られたものが多く、微細な遺存体

のデータ（動物遺存体ではサケ科、コイ科、植物遺存体ではヒエ属、キク科、タデ科、ブドウ属な

ど）に偏りが生じたことが指摘された（�章３・４pp．４６５‐５０１）。それらのことを踏まえた上で、

ここでは比較的回収方法による差が生じていないと考えられるニホンジカ、イノシシ、ヒグマ、イ

ヌ、植物遺存体ではユリ、クリ、コナラ、クルミの出土状況の概要を図３２０の上下にまとめてみた。

図では、焼土や盛土遺構の区別無く・、それらの遺存体が出土したグリッドにシンボルを載せた。

この図には平成８年度に調査した隣接する L地区の盛土データもあわせて掲載した。なお、グ

リッド P、Q列の６８～７２付近は耕作による撹乱で、盛土が失われた地域である。

動物遺存体の出土状況を図５６に示した遺物出土状況図と比較すると、遺物が集中して出土してい

る地域とこれらの分布がきわめて類似しており、その状況は L地区にまで続いていることが見て

とれる。種別に出土している層を確認してみたが、いずれの種も盛土の上層から下層まで、土器の

時期では�期～�期（図３１８参照）までの期間で出土している。出土しているエリアをみると、多

数の柱穴が検出されたことから居住城と考えられる F地区南側や、土器の接合状況からある時期

に一挙に整備され、生活空間のしきり的な役割をしていると考えられる８０ラインより東側の盛土域

ではほとんど回収されておらず、このような分布状況も復元可能な大形の破片が集中して出土した

地域とほぼ一致する。これは食物として消費された動物の骨が土器（多くの場合は消耗した土器）

と同様の扱いを受けていたことの現れかもしれない。

これにたいし植物遺存体の出土状況にはやや異なる傾向が見られる。まず、出土している層位を

比較すると、コナラ属、クルミ属の種実はおおむね盛土遺構の全層から検出されているが、クリ属

の種実は盛土の中位から上層にかけての検出例が多く、これに対してユリ科の鱗茎は盛土中位から

下位にかけての検出例が多くみられ、種類により出土時期の違いがあるようである。さらに、その

分布域は動物遺存体とは異なり、水洗選別をした盛土の全域に広がっているほか、ユリ科は他の植

物遺存体とは異なり、居住城と考えられる F地区の南側に広がる整地層からは全く検出されない

結果となった。

これらの状況から考えられることとして、まずこれらの植物遺存体は盛土中に分布する焼土など

で直接焼かれたものか、廃棄された焼土や炭などに混入していたものと考えられるが、少なくとも

動物遺存体とは異なる扱いであった可能性があることである。また、ユリ科の検出状況から考えら

れることは、クリ属やコナラ属などのように食物として持ち込まれたものではなく、本来この地域

に自生していたものが、盛土の構築が進むのに伴い、その内側の黒色土とともに盛土に運ばれたも

のが、偶然に焼けた可能性があることである。

土状況からは、その可能性は薄れたものと考えられる。 （土肥 研晶）

土器の出土状況や接合状況から、盛土の構築された時期やその後の盛土の性格に差があることを

予測していたが、動植物遺存体の出土状況からもほぼ同様な結果が得られた。動物遺存体の分布城

は盛土内側の柱穴群や、盛土下に広がる焼土群の分布とほぼ重なっており、盛土が形成される以前

から集落が存続される期間この地域は日常的あるいは祭祀的な場として保守的に利用され続けてい

たと考えられ、その東側の盛土は、上部にあたらしい土砂が盛られていくが、その内容の違いから

も居住域と外部とのしきり的な役割に変化が生じていないようである。また、整地層と盛土の関係

では、土器の接合関係から盛土土壌の再利用の可能性があることを指摘したが、これら遺存体の出
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（財）北海道埋蔵文化財センター １９９５ 『オサツ２遺跡（１）・オサツ１４遺跡』北埋調報９６

（財）北海道埋蔵文化財センター １９９７ 『美沢川流域の遺跡群	�』北埋調報１１３

（財）北海道埋蔵文化財センター １９９９ 『ユカンボシ E７遺跡』北埋調報１３２

佐藤智雄 １９９８ 「北海道の動植物を意匠する製品」『東北民俗学研究』第６号 東北学院大学 OB

会

静内町教育委員会 １９８４ 『御殿山遺跡とその周辺における考古学的調査』

志間泰治 １９６６ 「貝形土器」『考古学雑誌』第五十二巻 第一号 日本考古学会

菅谷通保 １９９５「竪穴住居から見た縄文時代後・晩期－房総半島北部（北総地域）を中心とした変

化について－」『帝京大学山梨文化財研究所研究報告』第６集

須藤 隆 １９９７ 「東北地方における弥生文化成立過程の研究」『歴史』第８９号 東北史学会

千歳市教育委員会 １９８１ 『末広遺跡における考古学的調査（上）』千歳市文化財調査報告書�

千歳市教育委員会 １９８２ 『末広遺跡における考古学的調査（下）』千歳市文化財調査報告書�

千歳市教育委員会 １９８６ 『梅川３遺跡における考古学的調査』千歳市文化財調査報告書	�

戸井町教育委員会 １９８８ 『釜谷２遺跡�』

戸井町教育委員会 １９８８ 『釜谷２遺跡�』

東北大学文学部考古学研究室・岩手県花泉町教育委員会 １９９７ 『中神遺跡の調査』

栃木県竜率博物館 １９９０ 『化石の科学』
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八戸市教育委員会 １９８７ 『田面木平遺跡（１）』八戸市埋蔵文化財調査報告書第２０集
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八戸市教育委員会 １９８８ 『丹後平遺跡（２）丹後谷地遺跡（４）笹子遺跡（３）』八戸市埋蔵文化

財調査報告書第２７集

八戸市教育委員会 １９９１ 『風張（１）遺跡』八戸市埋蔵文化財調査報告書第４０集
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要旨）

日下和寿 １９９８ 「岩手県内の動植物形土製品の集成」『東北民俗学研究』第６号

北海道教育委員会 １９７７ 『美沢川流域の遺跡群』�

北海道教育委員会 １９７８ 『美沢川流域の遺跡群』�

北海道教育委員会 １９７９ 『美沢川流域の遺跡群』�

高橋一樹・藤原秀樹 １９９９ 「北海道的墓制の成立－周堤墓から御殿山系墓－」『日本考古学協会

１９９９年度釧路大会研究発表要旨』

高橋 学 １９９８ 「秋田県における動植物を意匠文とする土器・土製品」『東北民俗学研究』第６号
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日高教育研究所 １９５３ 『エリモ遺跡』

弘前市教育委員会 １９９０ 『砂沢遺跡』

福田友之 １９９８ 「青森県域出土の先史動・植物意匠遺物」『東北民俗学研究』第６号

藤本英夫 １９７１ 『北の墓』

藤原秀樹 １９９９ 「北海道における後期後葉から晩期初頭にかけての集団墓地について」『日本考
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古屋敷則雄 １９９６ 「環状土壙群・列石の方位と配置の規則性について」『動物考古学』６号

八雲町教育委員会 １９９５ 『浜松５遺跡』

山形県埋蔵文化財センター １９９５ 『宮の前遺跡』

山口 晋 １９９８ 「福島県内出土の動植物意匠をもつ縄文時代の遺物」『東北民俗学研究』第６号

吉本洋子 ２０００ 「座産土偶」『季刊考古学』 第７３号

礼文町教育委員会 １９９９ 『礼文町船泊遺跡発掘調査報告書』

渡辺 誠 ２０００ 「人面・土偶装飾付土器の体系」『季刊考古学』第７３号
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別表１ 土器一覧

層 位 �
� a

－１

� b

－１

� b

－２

� b

－３

� b

－４
� �a � � �a �b �c Va � � 合 計

� １１９，０８８ １８ １１９，１０６

� ２ ７，４３４ １３ ７，４４９

� １ ４ １０，９８５ ３ １０，９９３

� １０ １ １０ １ ３ ８ ２８１ ３ １２，７０７ １ １３，０２５

�a ７ １ １ １９，９０９ １９，９１８

�b １ １ ５ ７ １２８ ６ ５２６ １９，６４９ ２０，３２３

� １ １ １ ２，３２１ ２，３２４

� ８８ ８８

盛土３４層 １４，６２３ １４，６２３

盛土３５層 ３６，５５７ ３６，５５７

盛土５層 １ ２ ９５，９５４ ９５，９５７

盛土２６層 ５ ２ ２ １ ８ ７２，３３９ ７２，３５７

盛土２７層 １ １，３６９ １，３７０

盛土１７層 １，７４８ １，７４８

盛土２８層 ８２２ ８２２

盛土１９層 １ ３，２４２ ３，２４３

盛土２２層 ６３２ ６３２

盛土１３層 １ １０ １ ８ １１９，３４６ １１９，３６６

盛土２３層 ４８３ ４８３

盛土３３層 ２ ３０，９４７ ３０，９４９

盛土３６層 ２ ２７ ４６，１１９ ４６，１４８

盛土１層 １ １５，４１１ １５，４１２

盛土２９層 ５１５ ５１５

盛土１４層 １ １ １ ９ ７９，０８２ ７９，０９４

盛土３層 １ ５ ３１，２８０ ３１，２８６

盛土３０層 １，３６１ １，３６１

盛土４層 ５７ ２ １ ７ １０３，７７１ １０３，８３８

盛土３１層 ２，６１７ ２，６１７

盛土３２層 １，３２２ １，３２２

盛土３７層 １ ４０３ ４０４

SE１層 ３８，３５７ ３８，３５７

SE２層 ３６，３４７ ３６，３４７

９５年盛土１ ９ ７ １ １，０７６ １，０９３

９５年盛土２ ２ ２

９５年盛土３ ２２ ２５ ５ ７ ６ １，７３２ ６ １，８０３

９５年盛土４ １ １ ４０ ４２

盛土層位不明 ４ １ １ １ ２３ １９，４５２ １９，４８２

掘り上げ土 ５，７４８ ５７４８

トレンチ等 ２ ４ ３６ ３ ２１，１０８ ２１，１５３

遺構 ９ ４ ４，５３０ ５，２１５ ３０ ９，７８８

合 計 １ ２ １４７ ２ １ ６３ ３ １３６ ５０ ５ ５，４４９ １４ ９８１，２０１ ３１ ６ ３４ ９８７，１４５
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別表２ 剥片石器一覧

層 位
石槍・

ナイフ
石鏃 石錐

つまみ

付きナ

イフ

スクレ

イパー

R . U フ

レイク

フレイク

チ ッ プ

（黒曜石）

フ レ イ ク

チップ（黒

曜石以外）

ピエス

・エス

キーユ

石核 原石 合 計

� ２３ ５１６ ６０ ７ １１７ ２３３ １３，０３７ ６４３ ３ ２５５ １４，８９４

� ５ ３７ ５ １ １０ １１ ６６７ ６０ １７ ８１３

� １ ３７ ２ １３ １４ ７５６ ５４ ２３ ９００

� ４ ８２ ５ ２ ２３ ３４ １，０１５ １１５ ２ ３２ １，３１４

�a １ ５４ ５ １１ １７ １，７４６ １１６ ２２ １，９７２

�b １０ ８８ ７ ４ ２３ ２３ ２，４０６ １１５ １ ２ １６ ２，６９５

� ４ １１ １ ６ ３ ２２１ ８ １ ２５５

� １ １ １ ２４ ２７

盛土３４層 ５３ ９ ２ ５ ４ １，７０３ １４０ ５ １，９２１

盛土３５層 ４ １４３ １０ ２ １２ １５ ４，７６９ ４７６ ２９ ５，４６０

盛土５層 ８ ３８１ ３３ ３ ３３ ６３ １４，２０９ １，２３４ １ ７１ １６，０３６

盛土２６層 ６ ２７５ １９ ７ ５０ ６３ ６，０６６ ９３２ １ ７９ ７，４９８

盛土２７層 １ ５ １ １ １ ２０４ ２１ ３ ２３７

盛土１７層 １１ １ ２ １２２ １７ １５３

盛土２８層 ２ １ ２ ３１ ８ ４４

盛土１９層 １７ １ ０ １６０ ４６ ２２４

盛土２２層 ２ ０ ２５ ５ ３２

盛土１３層 １４ ４９５ ５２ １３ ９０ ９７ １８，２８２ １，４５６ １ １０９ ２０，６０９

盛土２３層 ２ ０ ２３ ３ ２８

盛土３３層 １ １３２ １２ １ ２９ ３７ ３，１１６ ８４７ ４０ ４，２１５

盛土３６層 １０ ２０４ １６ ４ ２７ ３６ ５，８０９ １，０８６ ５０ ７，２４２

盛土１層 ２ ３１ ３ ８ ２７ ２，０２０ １１４ １２ ２，２１７

盛土２９層 １ ０ ２２ ５ ２８

盛土１４層 ６ ３５７ ２６ ８ ６４ ７８ ７，２６７ １，０５４ ９０ ８，９５０

盛土３層 ３ １００ １４ ３ １７ ５１ ３，４３１ ２５９ ３７ ３，９１５

盛土３０層 １ ３ １ １ ８２ ９ ９７

盛土４層 １５ ３８５ ３７ ６ ５４ ７３ １０，７２６ １，９３３ １１７ １３，３４６

盛土３１層 １３ １ １ １６４ ２４ １ ２０４

盛土３２層 ７ １ ３ ３ １２９ ２４ １ １６８

盛土３７層 ５ １ １ １ ８６ ２７ １２１

SE１層 ４ １２６ ５ ３ ２４ ２０ ６，２９９ １９５ ３ ５１ ６，７３０

SE２層 ５ １６２ ８ ２ １４ ３０ ７，１６６ ２４５ ２ ５６ ７，６９０

９５年盛土１ １ ７ ２ １０ ３９ ４ ６３

９５年盛土２ ０ ０

９５年盛土３ １ ３ １ ５ １３ ６４ ３ ３ ９３

９５年盛土４ ０ ４ ４

盛土層位不明 １０ １０１ ９ ３ ３７ ３３ １，３０３ ８２ ２７ １，６０５

掘り上げ土 １３ １ ５ ２ ３８７ ８６ ５ ４９９

トレンチ等 ４ １１８ １０ ４ ２５ ４９ ３，６１８ ４９７ １ ５０ ４，３７６

盛土包含層合計 １４４３，９８０ ３５６ ７９ ７０８ １，０４８ １１７，０９１ １２，０４３ １０ １７１，１９９ １３６，６７５

遺構 １０ ５５ ５ １ １６ ３６ ７，２２０ ９１ ０ １ ２５ ７，４６０

合 計 １５４４，０３５ ３６１ ８０ ７２４ １，０８４ １２４，３１１ １２，１３４ １０ １８１，２２４ １４４，１３５
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別表３ 礫石器一覧

層 位 石斧
石斧

原材
すり石 石鋸

たたき

石
台石 石皿 砥石 石錘 礫 合 計

� １５２ ５ ６０ ２１７ ５ １２８ １，１５３ １，７２０

� ６ １ ５ １７ ６ １３３ １６８

� １３ ２ ８ １５ １ １０ １８９ ２３８

� ２９ １０ ３３ １２ ３９８ ４８２

�a ２５ １ ９ １８ １ １ １７ ２９０ ３６２

�b ２８ １４ １ ４４ ３２ ５５０ ６６９

� ２ １ ２ ６ ８８ ９９

� ０

盛土３４層 ３ １ ９ １３ ５８ ８４

盛土３５層 ５ ２１ ２ ８ １２１ １５７

盛土５層 ４１ １８ ９５ ４ ３７ ４０４ ５９９

盛土２６層 ４８ １ ９ ６３ １ ６０ １，４５２ １，６３４

盛土２７層 １ １ １２０ １２２

盛土１７層 ２ １ ７７ ８０

盛土２８層 １ ２ ４９ ５２

盛土１９層 １ ３ ２ ３ ３４５ ３５４

盛土２２層 ２ １９ ２１

盛土１３層 １２５ １ ５０ １ １２０ ４ １ １０５ １ ２，０７４ ２，４８２

盛土２３層 ３ １ １ １５ ２０

盛土３３層 ２０ １ ３３ １３ １ ５６ ５９９ ７２３

盛土３６層 ３８ ３ ５５ １ ３７ ２４７ ３８１

盛土１層 １６ １ ７ １８ ３ ３５５ ４００

盛土２９層 １ １ １ ２６ ２９

盛土１４層 ４７ １ １５ ５９ １１９ １，２２９ １，４７０

盛土３層 ５７ ９ １ ２８ １６ ３２５ ４３６

盛土３０層 ２ １ ８７ ９０

盛土４層 ８２ ２ １６ １２２ １ ８０ １ ９９３ １，２９７

盛土３１層 １ １ １ ５ １３５ １４３

盛土３２層 ４ １ １ ３５ ４１

盛土３７層 ２ １ ２ ７ １２

SE１層 ４ ２ ２１ ３ １，２４４ １，２７４

SE２層 １３ ２ ２５ ４ １，７６４ １，８０８

９５年盛土１ ３ ２ ５ １ ３ １６３ １７７

９５年盛土２ ０

９５年盛土３ ５ １ ５ ５ １８２ １９８

９５年盛土４ ２ ２

盛土層位不明 ２１ ３２ ６０ ３５ ５１６ ６６４

掘り上げ土 １ ２ ５ ３ １２９ １４０

トレンチ等 ２３ ８ ２９ ２４ ３１９ ４０３

盛土包含層合計 ８２０ １６ ２９２ ４ １，１３９ ３３ ５ ８２８ ２ １５，８９２ １９，０３１

遺構 １０ ０ ５ ０ ３１ ２ １０ １０ ０ ６６５ ７３３

合 計 ８３０ １６ ２９７ ４ １，１７０ ３５ １５ ８３８ ２ １６，５５７ １９，７６４

４２３



別表４ その他の遺物一覧

層 位 土製品
スタンプ

形土製品

燃成粘土

塊
石製品 石棒

擦り切り

残片
陶磁器 その他 合計 遺物総計

� ８ ２８ １ ３７ １３５，７５７

� ２ １ ３ ８，４３３

� ２ ２ １２，１３３

� ２ １ ３ ６ １４，８２７

�a １ １ ２ ２２，２５４

�b ５ ５ ２３，６９２

� １ １ ２，６７９

� ０ １１５

盛土３４層 １ ５ ６ １６，６３４

盛土３５層 １１ １ １２ ４２，１８６

盛土５層 ５ ２ ３６ １４ １ ５８ １１２，６５０

盛土２６層 １２ ２２ ２ ３６ ８１，５２５

盛土２７層 ０ １，７２９

盛土１７層 ０ １，９８１

盛土２８層 ０ ９１８

盛土１９層 １ １ ３，８２２

盛土２２層 ０ ６８５

盛土１３層 ４ ３５ ３９ ２ ８０ １４２，５３７

盛土２３層 １ １ ５３２

盛土３３層 ３ １ １２ ６ ２２ ３５，９０９

盛土３６層 ４ １９ １４ ３７ ５３，８０８

盛土１層 １ １ ２ １８，０３１

盛土２９層 ０ ５７２

盛土１４層 １ ２ ８６ ４０ ２ １３１ ８９，６４５

盛土３層 １ ６ ７ ３５，６４４

盛土３０層 ０ １，５４８

盛土４層 ２ ４２ １７ ５ ６６ １１８，５４７

盛土３１層 １ １ ２，９６５

盛土３２層 ０ １，５３１

盛土３７層 ０ ５３７

SE１層 ５ ５ ４６，３６６

SE２層 １ ３ １ ５ ４５，８５０

９５年盛土１ ０ １，３３３

９５年盛土２ ０ ２

９５年盛土３ １ １ ２ ２，０９６

９５年盛土４ ０ ４８

盛土層位不明 １ ４ １ ６ ２１，７５７

掘り上げ土 １ １ ６，３８８

トレンチ等 ４ ４ ８ ２５，９４０

遺構 １ ０ ０ １１ ０ ０ ０ ４４ ５６ １８，０３７

合 計 ２２ ７ ２７６ ２３３ １ １５ １ ４４ ５９９１，１５１，６４３

４２４



別表５ 遺構出土遺物一覧（１）

遺構名

土器 剥片石器 礫石器 その他

合 計
Ib‐１ � �a �c �a

土器の
小計

石槍また
はナイフ

石鏃 石錐
つまみ
付きナ
イフ

スクレ
イパー

R・Uフ
レイク

フレイク・
チップ（黒
曜石）

フ レ イ ク
（黒曜石以
外）

石核
原石（黒
曜石）

剥片石
器小計

石斧
たた
き石

すり石 砥石
石皿・
台石

礫
礫 石
器小計

土製品 石製品
その
他

その他
小計

P‐１ ６ ６ １ １ １ １ ０ ８
P‐２・８ ５ １３５ １４０ １ １ １４ １６ ２ １ １ ７ １１ ０ １６７
P‐３ １ ４２５ ４２６ １ ３ １ １ ４６ ２ ２ ５６ １ ８ ９ １ １ ４９２
P‐４ ３ ３ １ １ ０ ０ ４
P‐５ １２ １２ １ １ １ １０ １３ ０ ０ ２５
P‐７ １ １７ １８ ０ １ １ ０ １９
P‐９ １１ １１ １ １ ４ ６ １ １ １ １ １９
P‐１０ ５ ５ ０ ０ ０ ５
P‐１１ ２１０ ２１０ ３ ５ １ ７ ５３ １ ２ ７２ ２ １２ １４ ２ ２ ２９８
P‐１２ ４４ ４４ １ ４ ５ １ １ ０ ５０
P‐１３ ４２ ４２ ６ ３ ５１ １ ３ ６４ １ ２ １ ４ ０ １１０
P‐１４ ８７ ８７ １ ２５ ２ １ ２９ １８ １８ ０ １３４
P‐１５ １６ １６ １ ２ １９ ２２ ０ ０ ３８
P‐１７ ２０ ２０ ５ １ ６ ０ ０ ２６
P‐１８ ８ ８ １ ３ ４ ０ ０ １２
P‐１９ ２８ ２８ １ ３ １ ２７ １ ３３ １ ２ ２ ５ ０ ６６
P‐２０ ２４ ２４ １ ５ ６ ２ ２ ０ ３２
P‐２１ ２ ２ ０ ０ ０ ２
P‐２２ ２５ ２５ ３ ３ ０ ０ ２８
P‐２３ １ １ １ １ ０ ０ ２
P‐２４ １６ １６ １ ７ １ ９ １ １ １ ３ ６ ３ ３ ３４
P‐２５ ４ ４ ０ ０ ０ ４
P‐２６ １９ １９ ２ １ ８ １ １２ １ １ ０ ３２
P‐２７ ４１ ４１ １４ １ １５ １ ３ ４ ０ ６０
P‐２８ ２９ ２９ １ ５ １ ７ １ １ ０ ３７
P‐３０ ５ ５ １ ６ １ ８ ２ ３ ５ ０ １８
P‐３１ ２１ ２１ ９３ １ １ ９５ １ ３ ４ ０ １２０
P‐３２・９５ １１ １１ ４ ２ ６ １ １ ０ １８
P‐３３ ２６ ２６ １９ １９ ０ ０ ４５
P‐３４ ４ ４ ２ ２ ０ ０ ６
P‐３５ １ １ ０ ０ ０ １
P‐３６ ０ ０ １ １ ０ １
P‐３７ １ １ ０ ０ ０ １
P‐３８ ６ ６ ４ ４ ０ ０ １０
P‐３９ １２ １２ １ １ ３ ３ ０ １６
P‐４０ １３ １３ ０ ２ ２ ０ １５
P‐４１ ９ ９ １ １ １ ３ １ １ １ １ １４
P‐４２ １ １ ０ １ １ ０ ２
P‐４３ ９ ９ １ １ ０ ０ １０
P‐４４ ４ ４ ３ ３ ０ ０ ７
P‐４６ １３ １３ ２４ ２４ １ １ ０ ３８
P‐４７ ２ ２ １ １６ １７ ０ ０ １９
P‐４８ １４ １４ １ ６ ７ ０ ０ ２１
P‐５１ １２ １２ ０ ０ ０ １２
P‐５２ ７ ７ １ ３ １ ５ １ ５ ６ ０ １８
P‐５３ ５ ５ １ １ ２ ０ ０ ７

４２５



別表６ 遺構出土遺物一覧（２）

遺構名

土器 剥片石器 礫石器 その他

合 計
Ib‐１ � �a �c �a

土器の
小計

石槍また
はナイフ

石鏃 石錐
つまみ
付きナ
イフ

スクレ
イパー

R・Uフ
レイク

フレイク・
チップ（黒
曜石）

フ レ イ ク
（黒曜石以
外）

石核
原石（黒
曜石）

剥片石
器小計

石斧
たた
き石

すり石 砥石
石皿・
台石

礫
礫 石
器小計

土製品 石製品
その
他

その他
小計

P‐５５ ２ ２ ０ ０ ０ ２
P‐５６ １ １ ０ ０ ０ １
P‐５８ ２ ２ ３ ３ ０ ０ ５
P‐６０ １ １ ０ ０ ０ １
P‐６１ １ １ ０ ０ ０ １
P‐６２ １ １ ０ ０ ０ １
P‐６３ ９ ９ １ １ ０ ０ １０
P‐６４ １５ １５ １ １ ０ ０ １６
P‐６５ ６ ６ １ ２４ ２ ２７ ０ ０ ３３
P‐６６ ６ ６ ２ １ ３ １ １ ２ ０ １１
P‐６７ １０ １０ １ ５ ６ ０ ０ １６
P‐６８ １ １ ２ ２ ０ ０ ３
P‐６９ １３ １３ ３ １ ４ ０ ０ １７
P‐７０ ３４ ３４ ９１ ９ １００ １ １ ０ １３５
P‐７１ ４９ ４９ ２ ５２ ２ ５６ １ ４ ５ ０ １１０
P‐７２ ４４ ４４ １ １ １１０ ９ １ １２２ １３ １３ ３ ３ １８２
P‐７３ ２３ ２３ １ ２５ ２６ １ ２ ３ １ １ ５３
P‐８１ １ １ ０ ０ ０ １
P‐８５ １ １ ０ ０ ０ １
P‐８８ ２ ２ ０ ０ ０ ２
P‐９０ ３ ３ ２ １ １ ４ ０ ０ ７
P‐９１ １４ １４ １ １ ０ ０ １５
P‐９２ １ ２１ ２２ １ ３ １ ５ ３ １ ５ ９ ０ ３６
P‐９３ １８ １８ １ ５ ６ ２ ２ １ １ ２７
P‐９４ ５ ５ ８ ８ ０ ０ １３
P‐９６ １０ １０ ４ ４ ３ ３ ０ １７
P‐９７ １６ １６ ７ ７ １ １ ０ ２４
P‐９８ ７ ７ １ １ １ ４ ５ ０ １３
P‐９９ ７ ７ １ １ ０ ０ ８
P‐１００ ５ ５ ０ １ １ ０ ６
P‐１０１ ４９ ４９ １６ １６ １ ５ ６ ０ ７１
P‐１０２ ３４ ３４ ２ １ ３ ６ １ １ ０ ４１
P‐１０３・１０４ ５ ５ ２ ２ ０ ０ ７
P‐１０５ １０ １０ ０ １ １ ２ ０ １２
P‐１０６ ３ ３ １ １ ０ ０ ４
P‐１０７ ４ ４ １ １ ０ ０ ５
P‐１１０ ０ ２ ２ ０ ０ ２
P‐１１１ １ １ ０ ０ ０ １
P‐１１２ １ １ ０ ０ ０ １
P‐１１３・１１４ ２４ ２４ １１ １１ ０ ０ ３５
P‐１１６ １ １ ０ ０ ０ １
P‐１１７ ０ １ １ ０ ０ １
P‐１１８ １ １ ０ ０ ０ １
P‐１２０ ３ ３ ６ ０ ０ ２ ２ ８
P‐１２１ １３０ １３０ １ １ ６ １ ９ ２ ５ ７ ２ ２ １４８
P‐１２５ ０ ０ ０ １ １ １

４２６



別表７ 遺構出土遺物一覧（３）

遺構名

土器 剥片石器 礫石器 その他

合 計
Ib‐１ � �a �c �a

土器の
小計

石槍また
はナイフ

石鏃 石錐
つまみ
付きナ
イフ

スクレ
イパー

R・Uフ
レイク

フレイク・
チップ（黒
曜石）

フ レ イ ク
（黒曜石以
外）

石核
原石（黒
曜石）

剥片石
器小計

石斧
たた
き石

すり石 砥石
石皿・
台石

礫
礫 石
器小計

土製品 石製品
その
他

その他
小計

P‐１２７ ２ ２ ０ ０ ０ ２
P‐１２８ １ １ ０ ０ ０ １
P‐１２９ １ ５７ ５８ ４ １ ５ ４ ４ １ ３ ４ ７１
P‐１３０ １ ４１ ４２ ４ １ ５ １ １ ２ ４ ０ ５１
P‐１３１ １ １９６ １９７ ３ １０ ４ １７ １ ２ １４ １７ １３ １３ ２４４
P‐１３２ ４ ４ ０ ０ ０ ４
P‐１３３ ２１ １ ２２ ０ ０ ０ ２２
P‐１３４ ８ ８ １ １ １ １ ０ １０
P‐１３６ １ １４ １５ １ １ １ ８ ９ ０ ２５
P‐１３７ ０ ３ ３ １０ １０ ０ １３
P‐１３８ ３ ２ ３０ ３５ ２ ２ ２ ２ １ １ ４０
P‐１３９ ３ ６ ２２ ３１ ２ ２ １ １ ６ ２ １ ５ ８ ０ ４５
P‐１４０ ４４７４ ３３ ４５０７ ２ ６ １ １０ １９ １ ６ ７ ０ ４５３３
P‐１４１ ８ ８ １ １ ０ ０ ９
P‐１４３ ２ ９ １１ ０ ０ ３ ３ １４
P‐１４４ ２９ ２９ １１ １ １２ ３ ３ ４ ４ ４８
P‐１４８ １ １ ０ ０ ０ １
P‐１４９ ３ ３ ０ １ １ ０ ４
P‐１５０ ４ ４ ０ ０ ０ ４
P‐１５１ ６ ６ １ １ １ １ ０ ８
P‐１５２ １ １ ０ ０ ０ １
P‐１５３ ５ ５ １ ２ ３ １ １ ０ ９
P‐１５４ ３ ３ １ ７ １ ９ ０ ０ １２
P‐１５５ ０ ０ １ １ ０ １
P‐１７４ １７ １７ ９ ９ ０ ０ ２６
P‐１７５ ８ ８ ０ ０ ０ ８
P‐１１７６ ２ ２ １ １ ０ ０ ３
P‐１７７ ３ ３ ２ ２ ０ ０ ５
P‐１７８ ９ ９ １ １ ２ ０ ０ １１
P‐１７９ ９ ９ ０ ０ ０ ９
P‐１８０ ５ ５ ６ ６ １ １ ０ １２
P‐１８１ ３ ３ ２ ２ ０ ０ ５
P‐１８２ ４ ４ ０ ０ ０ ４
P‐１８３ ７ ７ ０ ０ ０ ７
P‐１８５ ２ ２ ４ ４ １ １ ０ ７
P‐１８６ １ １ ０ ０ ０ １
P‐１８７ １ １ ０ ０ ０ １
P‐１８８ ５ ５ ０ ０ ０ ５
P‐１９０ ９ ９ １ １ ０ １ １ １１
P‐１９１ ２ ２ ０ ０ ０ ２
P‐１９２ ０ ０ １ １ ０ １
P‐１９３ ２ ２ １ １ ０ ０ ３
P‐１９５ ２ ２ ０ ０ ０ ２
P‐１９８ ３ ３ ０ ０ ０ ３
P‐２０２ ６ ６ ０ ０ ０ ６
P‐２０５ １ １ ０ ０ ０ １

４２７



別表８ 遺構出土遺物一覧（４）

遺構名

土器 剥片石器 礫石器 その他

合 計
Ib‐１ � �a �c �a

土器の
小計

石槍また
はナイフ

石鏃 石錐
つまみ
付きナ
イフ

スクレ
イパー

R・Uフ
レイク

フレイク・
チップ（黒
曜石）

フ レ イ ク
（黒曜石以
外）

石核
原石（黒
曜石）

剥片石
器小計

石斧
たた
き石

すり石 砥石
石皿・
台石

礫
礫 石
器小計

土製品 石製品
その
他

その他
小計

P‐２０７ ０ １ １ ０ ０ １
P‐２１１ ３ ３ １ １ ０ ０ ４
P‐２１４ ２ ２ ０ ０ ０ ２
P‐２１８ ３ ３ ０ ０ ０ ３
P‐２２４ ２ ２ ０ ０ ０ ２
P‐２２７ ０ ２ ２ ２ ２ ０ ４
P‐２３５ １ １ ０ ０ ０ １
P‐２３６ ２ ２ ０ ０ ０ ２
P‐２３８ ９ ９ １ １ ０ ０ １０
P‐２４６ １ １ ０ ０ ０ １
P‐２５５ １ １ ０ ０ ０ １
P‐２５６ １ １ ０ ０ ０ １
P‐２６９ ２ ２ １ １ ２ ２ ２ １ １ ７
P‐２７０ ５ ５ １ １ ０ ０ ６
P‐２７１ １ １ １ １ ０ ０ ２
P‐２７２ １３ １３ ２ ２ ０ ０ １５
P‐２７６ ３ ３ ０ １ １ ０ ４
P‐２７７ ３ ３ ０ ０ ０ ３
P‐２８５ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐８９ ２ ２ ５ ５ ０ ０ ７
SP‐１０１ １ １ ０ １ １ ０ ２
SP‐１０３ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐１０８ ０ ０ １ １ ０ １
SP‐１２２ ０ ０ １ １ ０ １
SP‐１２４ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐１２５ ２ ２ １ １ ０ ０ ３
SP‐１２８ ５ ５ ０ ０ ０ ５
SP‐１３３ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐１４２ ３ ３ ０ ０ ０ ３
SP‐１６４ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐１７２ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐１８９ ６ ６ ０ ０ ０ ６
SP‐１９０ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐２１７ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐２１８ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐２２９ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐２３７ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐２４６ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐２４７ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐２５１ ０ ０ １ １ ０ １
SP‐２６５ ２ ２ １ １ ０ ０ ３
SP‐２６６ ０ ０ １ １ ０ １
SP‐２６７ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐２６８ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐２７０ ０ １ １ ２ ０ ０ ２
SP‐２７１ １ １ ０ ０ ０ １

４２８



別表９ 遺構出土遺物一覧（５）

遺構名

土器 剥片石器 礫石器 その他

合 計
Ib‐１ � �a �c �a

土器の
小計

石槍また
はナイフ

石鏃 石錐
つまみ
付きナ
イフ

スクレ
イパー

R・Uフ
レイク

フレイク・
チップ（黒
曜石）

フ レ イ ク
（黒曜石以
外）

石核
原石（黒
曜石）

剥片石
器小計

石斧
たた
き石

すり石 砥石
石皿・
台石

礫
礫 石
器小計

土製品 石製品
その
他

その他
小計

SP‐２７３ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐２７５ １ １ ０ １ １ ０ ２
SP‐２７６ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐２９９ １ １ １ １ ０ ０ ２
SP‐３０２ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐３０３ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐３１２ ２ ２ ０ ０ ０ ２
SP‐３１５ ３ ３ ０ ０ ０ ３
SP‐３３３ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐３３５ ３ ３ ０ ０ ０ ３
SP‐３３６ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐３４１ ２ ２ ０ ０ ０ ２
SP‐３６８ ４ ４ ０ ０ ０ ４
SP‐３７２ ４ ４ ２ ２ ０ ０ ６
SP‐３７６ ３ ３ １ １ ０ ０ ４
SP‐３８０ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐３８５ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐３８６ ０ ０ １ １ ０ １
SP‐３９５ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐３９７ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐４００ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐４０３ ５ ５ ０ ０ ０ ５
SP‐４１５ ３ ３ １ １ ０ ０ ４
SP‐４２０ １ １ １ １ ０ ０ ２
SP‐４３８ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐４４２ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐４５７ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐４６９ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐４９０ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐４９１ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐５１４ ４ ４ ０ ０ ０ ４
SP‐５１５ ３ ３ ０ ０ ０ ３
SP‐５１８ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐５３５ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐５３８ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐５４４ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐５４６ １ １ ３ ３ ０ ０ ４
SP‐５５１ ０ ０ １ １ ０ １
SP‐５５４ ０ ３ ３ ０ ０ ３
SP‐５５７ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐５５９ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐５６５ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐５６８ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐５７８ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐５８０ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐５８１ １ １ １ １ ０ ０ ２

４２９



別表１０ 遺構出土遺物一覧（６）

遺構名

土器 剥片石器 礫石器 その他

合 計
Ib‐１ � �a �c �a

土器の
小計

石槍また
はナイフ

石鏃 石錐
つまみ
付きナ
イフ

スクレ
イパー

R・Uフ
レイク

フレイク・
チップ（黒
曜石）

フ レ イ ク
（黒曜石以
外）

石核
原石（黒
曜石）

剥片石
器小計

石斧
たた
き石

すり石 砥石
石皿・
台石

礫
礫 石
器小計

土製品 石製品
その
他

その他
小計

SP‐５８８ ０ ０ １ １ ０ １
SP‐５９３ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐５９７ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐６０７ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐６４１ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐６４２ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐６４４ ０ ０ １ １ ０ １
SP‐６５６ ２ ２ ０ ０ ０ ２
SP‐６６６ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐６８５ ５ ５ ０ ０ ０ ５
SP‐７１４ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐７１５ １ １ ２ ２ ０ ０ ３
SP‐７１８ １ １ １ １ ０ ０ ２
SP‐７１９ ０ １ １ ０ ０ １
SP‐７２４ ４ ４ ０ ０ ０ ４
SP‐７２５ ５ ５ ０ ０ ０ ５
SP‐７５２ ２ ２ ０ ０ ０ ２
SP‐７５７ ０ ０ １ １ ０ １
SP‐７８４ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐８２１ ２ ２ ０ ０ ０ ２
SP‐８４７ １ １ １ １ ０ ０ ２
SP‐８５９ ３ ３ ０ ０ ０ ３
SP‐８６１ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐８８５ ２ ２ ０ ０ ０ ２
SP‐９０６ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐９６６ ２ ２ ０ ０ ０ ２
SP‐９９２ ０ ０ ０ １ １ １
SP‐９９３ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐１０１４ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐１０３０ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐１０４３ １ １ ０ ０ ０ １
SP‐１１３１ ２７ ２７ １ １ ２ ０ ０ ２９
SP‐１１３５ ２ ２ ０ ０ ０ ２
SP‐１１７３ ０ ２ １ ３５ ３８ ０ ０ ３８
F‐１ ０ ７ ７ ０ ０ ７
F‐８ ０ １ １ ０ ０ １
F‐２３ ３ ３ ０ ０ ０ ３
F‐２５ ０ ７ ７ ０ ０ ７
F‐３１ ５ ５ １ ４０ １ ４２ ０ ０ ４７
F‐３３ ３ ３ １ ８ ９ ０ ０ １２
F‐３４ ０ ５ ５ ０ ０ ５
F‐３５ ０ １ １ ０ ０ １
F‐３７ ３ ３ １１ １１ ０ ０ １４
F‐３８ ２ ２ ０ ０ ０ ２
F‐３９ ０ ７ ７ ０ ０ ７
F‐４１ ０ ４ ４ ０ ０ ４

４３０



別表１１ 遺構出土遺物一覧（７）

遺構名

土器 剥片石器 礫石器 その他

合 計
Ib‐１ � �a �c �a

土器の
小計

石槍また
はナイフ

石鏃 石錐
つまみ
付きナ
イフ

スクレ
イパー

R・Uフ
レイク

フレイク・
チップ（黒
曜石）

フ レ イ ク
（黒曜石以
外）

石核
原石（黒
曜石）

剥片石
器小計

石斧
たた
き石

すり石 砥石
石皿・
台石

礫
礫 石
器小計

土製品 石製品
その
他

その他
小計

F‐４２ ０ ０ １ １ ０ １
F‐４４ １１ １１ １６ １６ ３ ３ ０ ３０
F‐４６ ４ ４ １４ １４ ０ ０ １８
F‐４７ ５ ５ ２ ２ ０ ０ ７
F‐６０ ５ ５ ６ ６ １ １ ０ １２
F‐６１ １ １ ０ ０ ０ １
F‐６２ ４ ４ ０ ０ ４ ４ ８
F‐６５ ０ ２ ２ ０ ０ ２
F‐６８ ０ ２ ２ ０ ０ ２
F‐６９ １ １ ０ ０ ０ １
F‐７０ ４ ４ ９ ９ ０ ０ １３
F‐７２ ０ １ １ ０ ０ １
F‐７３ ０ １ １ ０ ０ １
F‐７４ ０ １ １ ０ ０ １
F‐７６ ２ ２ ０ ０ ０ ２
F‐７８ ０ １ １ ０ ０ １
F‐７９ ０ １ １ ０ ０ １
F‐８０ ０ １ １ ０ ０ １
F‐８１ １８ １８ １ ４７ １ ４９ ０ １ １ ６８
F‐８２ ２ ２ ５ ５ ０ ０ ７
F‐８３ １２ １２ １ １９ ２０ ０ １ １ ３３
F‐８４ １ １４ １５ ４５ ４５ ０ ０ ６０
F‐８５ ８ ８ １ １ １ １ ０ １０
F‐８７ ０ １ １ ０ ０ １
F‐８８ ２１ ２１ １ ２３ ２４ ０ ０ ４５
F‐８９ ０ １ １ ０ ０ １
F‐９０ １ １ ０ ０ ０ １
F‐９２ ０ １１ １１ ０ ０ １１
F‐９３ ０ ５ ５ ０ ０ ５
F‐９４ ０ ２ ２ ０ ０ ２
F‐９５ ０ ２ ２ ０ ０ ２
F‐９６ ０ ２ ２ ０ ０ ２
F‐９８ ０ １０ １０ ０ ０ １０
F‐１０１ ８ ８ １１ １１ ０ ０ １９
F‐１０２ ２ ２ ５ ５ ０ ０ ７
F‐１０５ １７ １７ ３１ ３１ １ １ １ １ ５０
F‐１０６ ２ ２ １１ １ １２ ０ ０ １４
F‐１０７ ０ ９ ９ ０ ０ ９
F‐１０８ ０ ２ ２ ０ ０ ２
F‐１１０ １ １ ６ ６ ０ ０ ７
F‐１１１ ０ １ １ ０ ０ １
F‐１１２ １ １ ４ ４ ０ ０ ５
F‐１１５ ２ ２ １ １ ０ ０ ３
F‐１１６ １ １ ５ ５ ０ ０ ６
F‐１１８ １ １ １ １ ０ ０ ２
F‐１２１ ０ １ １ ０ ０ １

４３１



別表１２ 遺構出土遺物一覧（８）

遺構名

土器 剥片石器 礫石器 その他

合 計
Ib‐１ � �a �c �a

土器の
小計

石槍また
はナイフ

石鏃 石錐
つまみ
付きナ
イフ

スクレ
イパー

R・Uフ
レイク

フレイク・
チップ（黒
曜石）

フ レ イ ク
（黒曜石以
外）

石核
原石（黒
曜石）

剥片石
器小計

石斧
たた
き石

すり石 砥石
石皿・
台石

礫
礫 石
器小計

土製品 石製品
その
他

その他
小計

F‐１２３ １ １ ７ ７ ０ ０ ８
F‐１２４ ０ １ ２４ ２５ ０ ０ ２５
F‐１２５ ０ ５ ５ ０ ０ ５
F‐１２６ ０ ６ ６ ０ ０ ６
F‐１３１ ０ １ １ ０ ０ １
F‐１３３ ０ １ １ ０ ０ １
F‐１４１ ０ １ １ ０ ０ １
F‐１４２ ０ １ １ ０ ０ １
F‐１４３ ０ ３ ３ ０ ０ ３
F‐１４４ ０ １ １ ０ ０ １
F‐１４５ ０ １ １ ０ ０ １
F‐１４６ ０ ２ ２ ０ ０ ２
F‐１４９ ０ １ １ ０ ０ １
F‐１５０ ４ ４ １０ １０ ０ ０ １４
F‐１５１ ０ ７ ７ ０ ０ ７
F‐１５２ ０ ３ ３ １ １ ０ ４
F‐１５４ ０ １ １ ０ ０ １
F‐１５６ ３ ３ ０ ０ ０ ３
F‐１５９ １ １ １ １ １ １ ０ ３
F‐１６１ １ １ ０ ０ ０ １
F‐１６６ ２ ２ １ １ ０ ０ ３
F‐１７７ ２６ ２６ ４ ２ ６ ０ ０ ３２
F‐１７９ ０ ５ ５ ０ ０ ５
F‐１８２ ０ １ １ ０ ０ １
F‐１８４ ０ ６ ６ ０ ０ ６
F‐１８９ １ １ ０ ０ ０ １
F‐１９０ ０ １ １ １ １ ０ ２
F‐１９３ ０ ３ ３ ０ ０ ３
F‐１９５ ０ １ １ ０ ０ １
F‐１９６ １ １ ２ ２ ０ ０ ３
F‐１９７ １０ １０ ０ ０ ０ １０
F‐１９８ ０ ３ ３ ０ ０ ３
F‐１９９ ３ ３ ０ ０ ０ ３
F‐２０１ ０ ４ ４ ０ ０ ４
F‐２０２ ０ ０ １ １ ０ １
F‐２０３ ０ １３ １３ ０ ０ １３
F‐２０４ ５ ５ ３ ３ ０ ０ ８
F‐２０５ １ １ ０ ０ ０ １
F‐２１２ ０ ２８ ２８ ０ ０ ２８
F‐２１４ １ １ ０ ０ ０ １
F‐２１５ ０ １ １ ０ ０ １
F‐２２１ ０ １ １ ０ ０ １
F‐２３１ １ １ ０ ０ ０ １
F‐２３５ １ １ ０ ０ ０ １
F‐２３７ １ １ ０ １ １ ０ ２
F‐２５０ ０ １ １ ０ ０ １

４３２



別表１３ 遺構出土遺物一覧（９）

遺構名

土器 剥片石器 礫石器 その他

合 計
Ib‐１ � �a �c �a

土器の
小計

石槍また
はナイフ

石鏃 石錐
つまみ
付きナ
イフ

スクレ
イパー

R・Uフ
レイク

フレイク・
チップ（黒
曜石）

フ レ イ ク
（黒曜石以
外）

石核
原石（黒
曜石）

剥片石
器小計

石斧
たた
き石

すり石 砥石
石皿・
台石

礫
礫 石
器小計

土製品 石製品
その
他

その他
小計

F‐２５５ １ １ ０ ０ ０ １
F‐２６１ １ １ ０ ０ ０ １
F‐２６３ １ １ ０ ０ ０ １
F‐２６４ ０ ０ １ １ ０ １
F‐２６５ ２ ２ ０ ０ ０ ２
F‐２７３ １ １ ０ ０ ０ １
F‐２８１ １ １ ０ ０ ０ １
F‐２９６ ２ ２ ０ ０ ０ ２
F‐２９７ １ １ ０ ０ ０ １
F‐２９９ １ １ ０ ０ ０ １
F‐３０８ ３ ３ １ １ ０ ０ ４
F‐３１０ １６ １６ ３ ３ ０ ０ １９
F‐３２５ １ １ ０ ０ ０ １
F‐３３３ ８ ８ ０ ０ ０ ８
F‐３３４ ７ ７ ０ ０ ０ ７
F‐３４４ ０ １ １ ０ ０ １
F‐３５５ ０ １ １ ０ ０ １
F‐３９１ ５ ５ ０ ０ ０ ５
F‐４１８ １ １ ０ ０ ０ １
F‐５８０ １ １ １ １ ０ ０ ２
F‐７４１ ０ ５７ ５７ ０ ０ ５７
F‐７５５ ０ １ １ ０ ０ １
F‐１１３４ ０ ７ ７ ０ ０ ７
F‐１０３８ ０ １ １ ０ ０ １
F‐１１４３ ０ １１ １１ ０ ０ １１
F‐１２５０ ０ ６ ６ ０ ０ ６
FC‐１ １４ １４ ２ １ ４３３０ １８ ４３５１ ０ ０ ４３６５
FC‐２ ８４ ８４ １１３７ １１３７ ０ ０ １２２１
FC‐３ １３ １３ ５２ ５２ １ １ ０ ６６
一括土器‐４ ７７ ７７ ０ ０ ０ ７７
一括土器‐５ ２０２ ２０２ １ １ ０ ０ ２０３
一括土器‐６ １８１ １８１ ０ ０ ０ １８１
一括土器‐７ １９ １９ ０ ０ ０ １９
一括土器‐８ ８４ ８４ ０ ０ ０ ８４
一括土器‐９ ６７２ ６７２ ０ ０ ０ ６７２
一括土器‐１０ ３９８ ３９８ ４ １ ２ ８ ２ １７ １ ３ ５ ９ ２ ２ ４２６
一括土器‐１１ ６８ ６８ ０ ０ ０ ６８
一括土器‐１２ ３４８ ３４８ ０ ０ ０ ３４８
集石‐１ １ １ ０ ４５ ４５ １ １ ４７
集石‐２ ２５ ２５ ９ ７ １ １７ ４１２ ４１２ ０ ４５４
合計 ９ ４ ４５３０ ５２１５ ３０ ９７８８ １０ ５５ ５ １ １６ ３６ ７２２０ ９１ １ ２５ ７４６０ １０ ３１ ５ １０ １２ ６６５ ７３３ １ １１ ４４ ５６ １８０３７

４３３



別表１４ 出土土器重量一覧（１）
包含層 盛土１層 盛土３層 盛土４層 盛土５層 盛土１３層 盛土１４層 盛土１７層 盛土１９層 盛土２２層 盛土２３層 盛土２６層 盛土２７層 盛土２８層 盛土２９層 盛土３０層 盛土３１層 盛土３２層 盛土３３層 盛土３４層 盛土３５層 盛土３６層 盛土３７層 SE１層 SE２層 堀り上げ土 その他 ９５F地区 合計

B‐６１ ２３ ２３
B‐６２ ３６ ３６
B‐６５ ６ ６
C‐６０ １２０ １２０
C‐６１ ７９ ７９
C‐６２ ２４７ ２４７
C‐６３ ５３ ５３
C‐６４ ３９ ３９
C‐６６ ７ ７
C‐６７ １７ １７
C‐６９ ２６ ２６
C‐７５ １９ １９
C‐７９ ３１ ３１
C‐８０ ８ ８
C‐８１ ２０ ２０
C‐８３ １０ １０
D‐６０ ８１ ８１
D‐６１ ３０２ ３０２
D‐６２ １９５ １９５
D‐６３ １０５ １０５
D‐６４ ７７ ７７
D‐６５ １３ １３
D‐６６ １８ １８
D‐６８ ７３ ７３
D‐６９ ３２ ３２
D‐７４ １７ １７
D‐７６ ２１ ２１
D‐７７ ６２ ６２
D‐７８ ４８ ４８
D‐７９ ４３ ４３
D‐８０ １０５ １０５
D‐８１ ３２ ３２
D‐８２ １２４ １２４
D‐８３ ６８４ ６８４
D‐８４ ４７０ ４７０
D‐８５ ５２ ５２
D‐８６ ４５ ４５
E‐６０ ５０３ ５０３
E‐６１ ２５２ ２５２
E‐６２ １６１ １６１
E‐６３ １２７ １２７
E‐６９ ４７ ４７
E‐７０ ２２ ２２
E‐７１ １７ １７
E‐７２ ３４ ３４
E‐７４ ３６ ３６
E‐７５ １０７ １０７
E‐７７ ７２ ７２
E‐７８ １１２ １１２
E‐７９ １０ １０
E‐８０ １６ １６
E‐８１ ２８６ ２８６
E‐８２ ５３ ５３
E‐８３ ２８５ ２８５
E‐８４ １０ １０
E‐８５ ３５ ３５
E‐８６ １９ １９
E‐８８ ３４ ３４
F‐６０ １８１ １８１
F‐６１ １１２ １１２
F‐６２ ３４ ３４
F‐６８ ８ ８
F‐６９ １１ １１
F‐７０ １２ １２
F‐７５ １４８ １４８
F‐７７ ３６０ ３６０
F‐７８ ４１ ４１
F‐７９ ７８ ７８
F‐８０ ３０ ３０

単位＝�

４３４



別表１５ 出土土器重量一覧（２）
包含層 盛土１層 盛土３層 盛土４層 盛土５層 盛土１３層 盛土１４層 盛土１７層 盛土１９層 盛土２２層 盛土２３層 盛土２６層 盛土２７層 盛土２８層 盛土２９層 盛土３０層 盛土３１層 盛土３２層 盛土３３層 盛土３４層 盛土３５層 盛土３６層 盛土３７層 SE１層 SE２層 堀り上げ土 その他 ９５F地区 合計

F‐８１ ５０ ５０
F‐８３ ６５ ６５
F‐８４ ９５ ９５
F‐８５ ３５ ３５
F‐８６ ３８ ３８
F‐８７ １８ １８
F‐９７ ２４ ２４
G‐６６ ５４ ５４
G‐６７ ２０ ２０
G‐６８ ６８ ６８
G‐６９ ５７ ５７
G‐７２ １８ １８
G‐７３ ３１ ３１
G‐７４ ８６ ８６
G‐７５ ３５９ ３５９
G‐７６ ３８５ ３８５
G‐７７ ２５９ ２５９
G‐７８ ６９３ ６９３
G‐７９ ６５ ６５
G‐８０ ２９３ ２９３
G‐８１ １１５ １１５
G‐８２ １３４ １３４
G‐８３ ６９ ６９
G‐８４ ５６４ ５６４
G‐８５ １，２６８ １，２６８
G‐８６ ５１ ５１
G‐８７ ５１ ５１
G‐８８ ３８ ３８
G‐９８ １０７ １０７
H‐６６ ４０ ４０
H‐６７ ５２ ５２
H‐６８ １５１ １５１
H‐６９ １３９ １３９
H‐７０ ２６ ２６
H‐７１ ９２ ９２
H‐７２ ２８ ２８
H‐７３ ２５８ ２２ ２８０
H‐７４ ５３３ ７５４ ６２４ １，９１１
H‐７５ ４０３ ４０３
H‐７６ ４２６ ４２６
H‐７７ ６５９ ６５９
H‐７８ ４４３ ４４３
H‐７９ ３３６ ３３６
H‐８０ ４７２ ４７２
H‐８１ ６６ ４５ １１１
H‐８２ ７９ ７９
H‐８３ ２２４ ２２４
H‐８４ ４３３ ４３３
H‐８５ ８５１ ８５１
H‐８６ ６５６ ６５６
H‐８７ ４３ ４３
I‐１２９ ７６ ７６
I‐６６ ２０ ２０
I‐６７ １００ １００
I‐６８ ４７ ４７
I‐６９ １３６ １３６
I‐７０ ５７ ５７
I‐７１ １０５ ８ １１３
I‐７２ ７５ ７５
I‐７３ ７６ ７６
I‐７４ ６８６ ６８６
I‐７５ ６３０ ６３０
I‐７６ １，６８４ １，６８４
I‐７７ ２，０９０ ２，０９０
I‐７８ ２，８０６ ２０ １２４ ２，９５０
I‐７９ ４，７０７ ４，７０７
I‐８０ ７５６ ７５６
I‐８１ ５５ ５５
I‐８２ ２５２ ２５２

単位＝�４３５



別表１６ 出土土器重量一覧（３）
包含層 盛土１層 盛土３層 盛土４層 盛土５層 盛土１３層 盛土１４層 盛土１７層 盛土１９層 盛土２２層 盛土２３層 盛土２６層 盛土２７層 盛土２８層 盛土２９層 盛土３０層 盛土３１層 盛土３２層 盛土３３層 盛土３４層 盛土３５層 盛土３６層 盛土３７層 SE１層 SE２層 堀り上げ土 その他 ９５F地区 合計

I‐８３ １１９ １１９
I‐８４ ２２３ ２２３
I‐８５ １３８ １３８
I‐８６ １３１ １３１
J‐６６ ３１２ ３１２
J‐６８ １８８ ７３ ２６１
J‐６９ １９９ １９９
J‐７０ ２２９ ２２９
J‐７２ ３８６ １２ １７ ２８ ４４３
J‐７３ ２，０４８ ６５９ ９４ ２，８０１
J‐７４ ６４０ ９５ ９ ３５ ７７９
J‐７５ ３，５３０ ３，２４９ ６，７７９
J‐７６ ５，４３７ ２，５１７ ５０７ ８，４６１
J‐７７ ６，４５１ ５，０４０ ５６ １１，５４７
J‐７８ ４，３２３ ９，７２２ ６７ １４，１１２
J‐７９ ９，４５１ ３，７７７ ９７０ １４，１９８
J‐８０ １，５４７ １，５４７
J‐８１ ７７０ １２ ７８２
J‐８２ ３９３ ３９３
J‐８３ ２２１ ２２１
J‐８４ ２０２ ２０２
K‐６５ ２４１ ２４１
K‐６６ ７０７ ７０７
K‐６７ １９６ １９６
K‐６８ ２７９ ６８ ３４７
K‐６９ ６８９ １１ ７００
K‐７０ １，０３３ １，０３３
K‐７１ １，５０９ ３，５００ ７ １１７ ５，１３３
K‐７２ ５７２ ３，４００ ２３ ７５０ ４，７４５
K‐７３ １，０６７ ６５ １，１３２
K‐７４ ５，２６５ ３７５ ６２ ３６ １，７４６ ６９ ３１４ ７，８６７
K‐７５ ４，２５０ ４，４４１ ３，１３９ １，０１４ ３５５ ３，７５０ １０，６５６ １，５３１ ２９，１３６
K‐７６ ５，８２８ ６，６２０ ７４８ ６，２８３ ９ ２，９９８ １，５０８ １，１５０ ３，２１０ ２８，３５４
K‐７７ ６，２１６ １６ ２７ １５，４４５ ２０ ３，０００ ２４，７２４
K‐７８ １１，５９６ １６ ２７，２４３ ２，７２３ ４１，５７８
K‐７９ １０，６８１ ２４１ ２３ １７，８５０ ４８６ １，９１５ ３１，１９６
K‐８０ ４，６０１ ２，７６７ ７，３６８
K‐８１ ５３３ ５３３
K‐８２ ５６８ ５６８
K‐８３ ２，３９７ ２，３９７
K‐８４ ４２７ ４２７
K‐８５ ４５ ４５
K‐８９ ３０９ ３０９
L‐６５ ５，８４５ ４７ ５，８９２
L‐７０ ８２６ ６８１ ７７１ ２，２７８
L‐７１ １０，９８６ １３，５５０ １２ ３３４ ２４，８８２
L‐７２ ３２５ ２７，２６１ ４３ ２，４０４ ３０，０３３
L‐７３ ５，６５９ ７，９５０ １２ １，３７０ ４７７ １５，４６８
L‐７４ ４，７７２ ５，６９９ ５，０４６ １６ １９８ ６０８ ２３，９４７ ４０，２８６
L‐７５ ３，７２９ ４１５ ４，５００ ５，６３４ ７，９３２ ３，１６０ ２２，２４７ ２３，１００ ３，７３５ ７４，４５２
L‐７６ ８，１１７ １９，９１８ ７７ ４，２５０ ２，９００ ６，６１８ １，７５９ １，４３４ ５７ ４，７００ ４９，８３０
L‐７７ ５，５９３ ４，７０７ ６，５２８ １１，６３４ ２，４５７ ４，７００ ６ １，３０４ ３６，９２９
L‐７８ ６，７３９ １，１６９ １８，３１５ ５ ５，３３８ ３１，５６６
L‐７９ ３，６０８ ３６ １１，７６５ １１ １，５８０ ５４０ １７，５４０
L‐８０ ４，７８０ ８，１３３ １２，９１３
L‐８１ ２，７８１ ８６４ ４７８ ４，１２３
L‐８２ ２，５３９ ２１１ ２，７５０
L‐８３ ３，３２７ ３，３２７
L‐８４ １，０７１ ２６ １，０９７
L‐８５ ２４ ２４
M‐６５ ３７７ ３７７
M‐６６ ８８８ ８８８
M‐６７ １，９４５ ４１ １，９８６
M‐６８ ７，２９７ １４８ ７，４４５
M‐６９ ３，３５２ ３４３ ３，６９５
M‐７０ ３，９４４ ５，７３０ ２０ ９，６９４
M‐７１ ４，９１４ １１，０２０ １７ １５，９５１
M‐７２ ４，８４４ １４，７３７ ６７ １０ ２，４２０ ２２，０７８
M‐７３ ２，５２５ ２１，５９６ １５３ ８ ３８０ ６，４６４ １，４００ ３２，５２６

単位＝�

４３６



別表１７ 出土土器重量一覧（４）
包含層 盛土１層 盛土３層 盛土４層 盛土５層 盛土１３層 盛土１４層 盛土１７層 盛土１９層 盛土２２層 盛土２３層 盛土２６層 盛土２７層 盛土２８層 盛土２９層 盛土３０層 盛土３１層 盛土３２層 盛土３３層 盛土３４層 盛土３５層 盛土３６層 盛土３７層 SE１層 SE２層 堀り上げ土 その他 ９５F地区 合計

M‐７４ ４，１６２ ４５５ ４０ ４４ ９，７８５ １５１ ３９７ ３３，８４９ ５，８８６ ５４，７６９
M‐７５ １０，３００ ６４ ９，３０９ ３４０ １２，７３３ ９ ６，１３７ １，８００ ２８，２７２ ２８，９３８ ９，７５０ １０７，６５２
M‐７６ ７，６２８ ３６ １４，０９１ １７５ １２，４４１ ３７ ２４，２５１ １，４３３ ３１ ９，９１４ ７０，０３７
M‐７７ ７，３７３ １３，０１２ ３，４４０ １７，３７５ １２，７１２ ８０１ ４，７０４ ５９，４１７
M‐７８ ５，００４ ８ ４，７２４ ３，３３０ ５，９０９ １４，２８５ ６６ ５，２２４ ３９ １５ ８４３ ３９，４４７
M‐７９ ２，７２３ ４５８ ３，９６５ ６８ ７，６０７ ３，８２３ ２，０２２ ２０，６６６
M‐８０ ３，６６８ ７２ ２，９７５ １０，７２９ ３１３ １７，７５７
M‐８１ ４，３１９ ３７３ １０，６８９ ６７０ ３，８２８ １９，８７９
M‐８２ ２，７４５ １７，７３５ ４４３ ２０，９２３
M‐８３ ５，７６４ １７６ ６，９６０ ４，４８０ １７，３８０
M‐８４ ２，９４０ ２５７ ３，１９７
N‐６５ ８２７ ８２７
N‐６６ ２，４０１ ２，４０１
N‐６７ ６，８４２ ６９３ １１ ２８ ７，５７４
N‐６８ ８，４１５ １１，８４３ １，５７９ ２１，８３７
N‐６９ ４，６７７ １８，１７１ ２２，８４８
N‐７０ ３，１４１ ２２，１９３ １８ ９ ２５，３６１
N‐７１ ３，８３８ ２１，３１９ ５３ ２５，２１０
N‐７２ ５，７９８ １３，４８４ ９７３ ２０，２５５
N‐７３ １１，２０１ ７，１０４ １７８ ２９ ３，００３ ７，３８２ １７ ２８，９１４
N‐７４ １０，０４６ １，１００ ２，１００ １４，７７２ １５６ ７５１ １０，９０５ ３９，８３０
N‐７５ １２，２４８ ４１ ２，１３５ ２７，５２８ １２，４６２ ７，５８０ ２０，６２８ １９，３５０ ４，１３０ １０６，１０２
N‐７６ １９，１７７ ２９，３５６ ４２，８１８ １０，５１０ １５，２６３ ８，３３１ ２９ ９，９９１ １３５，４７５
N‐７７ ８，７２９ ３３ ３６，０３６ １１，４２２ １５，６０８ １４，６７４ １５ ４９ ４，００１ ９０，５６７
N‐７８ ４，４５５ ２３ ２８，５１０ １９，９９５ ４，０８４ ２６８ １０５ ４，０５７ １０ ４６ ５，６５０ ６７，２０３
N‐７９ ２，８０３ ２４ １９，８１０ ９，９７４ １０ ３１０ ４８６ ３，８５０ ３７，２６７
N‐８０ １，０７８ ８，８５４ １５，４４０ １，８０３ ３０ １７１ ２７，３７６
N‐８１ １，６４８ ２，６０１ ３６３ １０ ８，８７６ ８０ ４，１６９ １７，７４７
N‐８２ １，５８８ １，７６７ ９，５８６ ２，３７７ １，５８７ １６，９０５
N‐８３ ９６２ １９ ６３ ３５ １２，２５０ ２５９ ５，３４６ １８，９３４
N‐８４ ２，７３２ ５，６１０ ７９５ ９，１３７
N‐８５ ５０３ ５２４ ６７２ １，６９９
O‐６３ ０
O‐６５ ２，３４４ ９８８ ３，３３２
O‐６６ ３，９０３ ２８ ６７４ ７７９ ５，３８４
O‐６７ ２，８４３ ２，０３３ １１，７４２ １６，６１８
O‐６８ ５，９７４ １１，５６５ ３９９ ２，８１８ ２０，７５６
O‐６９ ５，６１４ １１，４１０ １７，０２４
O‐７０ ５，９６３ ９，６０９ ４９ １５７ １５，７７８
O‐７１ ６，３１２ ４，９０４ ２２ ５３ ３５６ ５７ １１，７０４
O‐７２ ９，０３７ １，５３５ ４３ １１２ ２，５７６ ８０３ １４，１０６
O‐７３ ９，９５６ ５，１３３ ３，２８３ １８，３７２
O‐７４ ９，７２３ ２３，４１６ ９，８５６ ４２，９９５
O‐７５ ２１，０１５ ２０ ７７ ３２，３４７ １０，３０９ ４，１７７ １，４７３ ２０４ ２０ ６９，６４２
O‐７６ ９，６８８ ８，３２９ ３２，７７４ ８，０７９ ４，８４１ ８５ ４２２ １０，３２８ ７４，５４６
O‐７７ ８，５１２ １，１１２ ７６４ １３，３９２ ３０，６５５ ８，５７９ ３，８１６ １０１ ６６，９３１
O‐７８ ５，３７０ １１，８０５ １７，８６４ ６３７ ３５，６７６
O‐７９ ４，３１８ １４，６７０ １１，５１７ ８２ ２，１８９ ３２，７７６
O‐８０ ４，３１２ １１０ ８，７６７ １５，３０５ １６４ ２０ ４，０５２ ３２，７３０
O‐８１ ２，６２４ ２５７ ７，４０５ １，７１８ ８０ ２７ ２７ ７，２４５ １９，３８３
O‐８２ １，０５４ ６１８ １，４４２ １，９５４ ９８３ １，２９５ １，６７１ ９，０１７
O‐８３ ５１６ ２８ ３２ ３，６７８ １，３００ ２１３ １０４ １，１５５ ５２ ７，０７８
O‐８４ １，２７３ ５５ ６，８２５ ５５６ ４３２ １１２ １，１８１ １０，４３４
O‐８５ ２０２ ３８ １，６６３ １１２ ２，０１５
O‐８７ １９６ １９３ ３８９
P‐６０ ９５ ９５
P‐６５ ７，４０３ ３８ ５，６９４ ５０ １３，１８５
P‐６６ ４，５２１ ９４４ ７１ ５７２ ２６ ３，５９３ ９，７２７
P‐６７ ６，４２１ ７，０３９ ６１０ ２，１９０ １，３５４ １７，６１４
P‐６８ ５，１２６ ２７４ １０４ １，５５２ ９７８ ８，０３４
P‐６９ ５，７６７ １０ ３６８ ６，２９７ １２，４４２
P‐７０ １０，１２１ １，４６８ ７２ ２９ ２，８３３ １４，５２３
P‐７１ １４，１９８ １９ ７０９ １４，９２６
P‐７２ ６５０ ９２４ ２，０１２ ２，００９ ５，５９５
P‐７３ ８，０６２ ４，４６９ ５２０ １３，０５１
P‐７４ １１，２９２ ２０，７２３ ３，９９６ ３６，０１１
P‐７５ １４，１０３ １０，８２２ ２，４６１ １７ ２７，４０３
P‐７６ ８，３７２ １，６９１ ７，７２０ ２，７８６ ８，８８２ ２９，４５１
P‐７７ ６，３８５ ５３７ ２，６４７ １０，８９２ ２，７１４ ２３，１７５

単位＝�４３７



別表１８ 出土土器重量一覧（５）
包含層 盛土１層 盛土３層 盛土４層 盛土５層 盛土１３層 盛土１４層 盛土１７層 盛土１９層 盛土２２層 盛土２３層 盛土２６層 盛土２７層 盛土２８層 盛土２９層 盛土３０層 盛土３１層 盛土３２層 盛土３３層 盛土３４層 盛土３５層 盛土３６層 盛土３７層 SE１層 SE２層 堀り上げ土 その他 ９５F地区 合計

P‐７８ ５，７３０ ３２９ ６，４５０ １１５ １２，６２４
P‐７９ １，９３６ ５，３４９ ７，２８５
P‐８０ ２，８２１ ５，２３６ ２３ ２５ ２３ １，５５９ ９，６８７
P‐８１ ２，５９３ ３，８０４ ２８２ ３７３ ９５６ ８，００８
P‐８２ １，４０７ ６ １１８ １，２７２ １，００５ １７７ ３９３ ２，４５９ ９５ １，３７４ ８，３０６
P‐８３ １９９ ３，１４８ １，６５８ ５，００５
P‐８４ １，０４８ ５５９ ３３２ １，５２８ １０８ １，１３７ ８５ ７２３ ５，５２０
P‐８５ ６７ ４７ １６６ ２７１ ４４３ ４６０ １，４５４
P‐８６ ６１ ９３ ６３ ９５ ３１２
P‐８７ １０２ ５ ２５ １９５ １６４ ４９１
Q‐６５ ６，０７９ ２０６ ２６ ６，６４３ １２，９５４
Q‐６６ ２，８８７ ４，８８６ ５６５ １，５２８ ５４４ ５２ １０，４６２
Q‐６７ ５，９０８ ５，１３１ １１，２２７ ３，１３６ ２０ ２５，４２２
Q‐６８ １０，９２３ ５８ １，６０５ １，７２５ ２，３７８ １６，６８９
Q‐６９ １３，０１８ ９６３ １９３ １４，１７４
Q‐７０ １８，４０８ １５６ １０８ １８，６７２
Q‐７１ １３，８３２ １，４０９ １５，２４１
Q‐７２ ４，６６５ １２４ ３，９１４ １０ １，７１１ １０，４２４
Q‐７３ ６，２４０ ２，３０５ ８６８ ５３０ ９，９４３
Q‐７４ ９，０４９ ２，９５９ １，３３８ ２６ １３，３７２
Q‐７５ ９，４９０ １６ １，５７４ ４，３３１ １，５５２ １６，９６３
Q‐７６ ５，７６０ １，２６３ １，８７６ １，４４８ １０，３４７
Q‐７７ ５，８３３ ８３２ １，３９４ １８ ８，０７７
Q‐７８ ２，９３１ １７２ ４２１ ９７ ３，６２１
Q‐７９ １，９１９ ３０８ ２，２２７
Q‐８０ １，５９７ ４８ ７０８ ５９ ６２１ ３，０３３
Q‐８１ ４，０２４ ４４１ ９９ ２５６ １５ ４，８３５
Q‐８２ ２，１６６ ２６７ １，２２２ ６１２ ４１４ ４，６８１
Q‐８３ １，１７８ １３９ ２，１３８ ３９ ２４ ７５７ １，３３５ ５，６１０
Q‐８４ １，１２１ １，０４９ ２，２２２ ２０ １４ ２，０１０ １５ ２８ ６，４７９
Q‐８５ ５９１ ２４０ １，５９９ ９１１ ８３ ４０ ４６４ ５２５ ４，４５３
Q‐８６ ６３５ ２２ ４８ ２，２７６ １，１１５ １３５ ６９８ １，４１４ ６，３４３
Q‐８７ ３９６ ３５ ２１３ １８９ ３８５ ６７２ ２，００１ ３，８９１
R‐６１ ０
R‐６５ ８，０４７ ２，０４６ ２，８５６ ７，９０９ １０６ ８１８ ４，４３２ ２６，２１４
R‐６６ ８，１８２ ４，６５９ １１，７４４ ９，０８７ ２０９ ５，３９６ ３９，２７７
R‐６７ ９，６８３ ５４４ １４，４４７ ４，２５０ １，３２６ ５，９７８ ３６，２２８
R‐６８ ９，５９５ ６，３３８ ７４９ １６ ７，２０７ ２３，９０５
R‐６９ １３，８５３ １，１１７ ９，３９６ ３６ ５０ ５，０３５ ２９，４８７
R‐７０ １２，１９９ ３，０８９ ８１３ ５，６１５ ２１，７１６
R‐７１ ３，９５５ １，０６５ ２，０９７ ２，６３３ ９，７５０
R‐７２ ３，６２４ １３ ２，５８６ ２，７４０ ８，９６３
R‐７３ ３，７１２ ３，５４８ ８７ １，６２８ ８，９７５
R‐７４ ４，９２０ ２，１８９ １，７１４ ８，８２３
R‐７５ ６，３８５ ３，１３１ ３，１０５ １２，６２１
R‐７６ ３，３６７ ８９ ２，９８６ １，９６６ １，８１９ １０，２２７
R‐７７ ２，３７６ ３２ ８３０ ３，２３８
R‐７８ ４，７５８ ６４ ５４７ ５，３６９
R‐７９ １，９５２ １１８ １４ ２８７ ２，３７１
R‐８０ ９６０ １４３ １，１０３
R‐８１ １，６３５ ７０ １，７０５
R‐８２ １，０６６ ４４ １，１１０
R‐８３ １，７２４ ３６ ９３ １，８５３
R‐８４ １，１０４ ４８２ １，５８６
R‐８５ １，５０１ ２５８ ５８ ３６ １，８５３
R‐８６ １，９１５ １，６９６ １，７２０ ２１２ ８６ ５，６２９
R‐８７ １，４５７ ２０ １，４９６ １，９９２ １，８３１ ２５５ ２７２ ７，３２３
R‐８８ １６０ ４０７ ７２ １，０５３ ８ １，７５８ ３，４５８
S‐６５ １４，２２０ ７，２６５ ３，８９７ ２４，２４１ ５８４ １８９ ５０，３９６
S‐６６ １６，９９９ ６，９９９ ２４，４７４ １０，７８２ １９８ ５９，４５２
S‐６７ １３，８８８ ２８０ ２７，３２４ ８，６１４ ９９ ５０，２０５
S‐６８ ６，６０５ ３５ ７，０３４ ２，１２４ ４，１４９ １９，９４７
S‐６９ ９，８３３ ６３３ ６，０５０ １６，５１６
S‐７０ ６，７２０ ３６５ ７５ ７，１６０
S‐７１ ３，４３３ ８２７ ４，２６０
S‐７２ ３，３３３ １５ １１ １，３１２ １０ １，２２３ ５，９０４
S‐７３ ３，２５２ ３，８３４ ７，０８６
S‐７４ ５，２６４ ５５６ ３，１８１ ９，００１
S‐７５ ５，０００ ２１ ７３８ ５，７５９
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別表１９ 出土土器重量一覧（６）
包含層 盛土１層 盛土３層 盛土４層 盛土５層 盛土１３層 盛土１４層 盛土１７層 盛土１９層 盛土２２層 盛土２３層 盛土２６層 盛土２７層 盛土２８層 盛土２９層 盛土３０層 盛土３１層 盛土３２層 盛土３３層 盛土３４層 盛土３５層 盛土３６層 盛土３７層 SE１層 SE２層 堀り上げ土 その他 ９５F地区 合計

S‐７６ ４，９８８ １７ ８７７ ３８ ５，９２０
S‐７７ ２，８７５ １１ ２，８８６
S‐７８ ２，６４３ ２１ ３０ ２，６９４
S‐７９ １，２２３ ３８ １１ １，２７２
S‐８０ １，４９７ ２５ １，５２２
S‐８１ ９７１ ９７１
S‐８２ １，０２７ １，０２７
S‐８３ ６４３ ６４３
S‐８４ ８２１ １０ ８３１
S‐８５ １，０１９ １，０１９
S‐８６ ９３０ ９３０
S‐８７ １５０ １５０
S‐８８ ７４３ ７４３
S‐８９ ５９７ １３７ ７３４
T‐６２ ０
T‐６５ １７１ ２７７ ４４８
T‐６６ ８１ ４３ １２４
T‐７５ ４３ ３５ ７８
T‐７６ ２，６６５ ５０ １７ ２２ ２，７５４
T‐７７ ２，８３１ １，４７０ ４，３０１
T‐７８ １，３７６ ９８８ ２，３６４
T‐７９ １，４０７ １９０ １，５９７
T‐８０ １，７１４ １，７１４
T‐８１ １，４１７ １，４１７
T‐８２ ５４２ ５４２
T‐８３ ４７３ ４７３
T‐８４ ６１２ ６１２
T‐８５ ５２４ ５２４
T‐８６ ４２０ ４２０
T‐８７ ３７３ ３７３
T‐８８ ６７６ ６７６
U‐７４ ７６８ １，６２２ ９９５ ２２７ ３，６１２
U‐７５ １，２５９ １，６０２ ８１５ ４４３ ４，１１９
U‐７６ ８４８ １，１６５ ９８６ ７７ ３，０７６
U‐７７ ８４７ ７５０ ２，０３２ ３，６２９
U‐７８ ９５０ １，３１９ ３，３６３ ４０ ５，６７２
U‐７９ １，１８８ １，９７８ ３１ ３，１９７
U‐８０ １，５１６ ５８ １，５７４
U‐８１ １，８３０ １，８３０
U‐８２ ７８９ ７８９
U‐８３ ４３ ２２９ ２７２
U‐８４ ６３６ ６３６
U‐８５ ３０７ ３０７
U‐８６ １９７ １９７
U‐８７ ３９３ ３９３
U‐８８ ２９５ ８ ３０３
V‐７１ ２９ １８ ４７
V‐７２ ５９ ５２ ２９２ ４０３
V‐７３ １，０２９ ８６３ ９３８ ２９５ ３，１２５
V‐７４ １，２９４ ２，６６２ ２，２７０ ６，２２６
V‐７５ １，１７１ １，９４３ ２，４８２ １２７ ５，７２３
V‐７６ ６６３ １，６８３ ８２６ ３，１７２
V‐７７ １，０５１ ３，０２９ ４，１１０ ８，１９０
V‐７８ ９４７ １，６５８ ２，８９６ ３４ ５，５３５
V‐７９ ６１７ ２６０ １，６２３ ２，５００
V‐８０ ８１８ ５７ ４４９ １３ １，３３７
V‐８１ ８３８ ３７１ １，２０９
V‐８２ ３２１ ３２１
V‐８３ １３２ １３２
W‐７１ ８０ ２０２ ３４ ３１６
W‐７２ １，１３７ １，８５６ ２，１９７ ３７２ ５，５６２
W‐７３ １，１３７ １，４６８ ４，１９７ ６，８０２
W‐７４ １，３２４ ３，５０８ ３，９４１ ８，７７３
W‐７５ ８０２ ２，３７３ ３，００２ ６，１７７
W‐７６ ３１７ ５３７ ５６２ ２００ １，６１６
W‐７７ ４３２ ２，０７１ １，７６５ ４，２６８
W‐７８ ５５１ ２９ １，０６７ １，０５８ ３００ ３，００５
W‐７９ ２７５ ７２ ９８８ ６６ １，４０１
W‐８０ ２４０ １０８ ３４８

単位＝�４３９



別表２０ 出土土器重量一覧（７）
包含層 盛土１層 盛土３層 盛土４層 盛土５層 盛土１３層 盛土１４層 盛土１７層 盛土１９層 盛土２２層 盛土２３層 盛土２６層 盛土２７層 盛土２８層 盛土２９層 盛土３０層 盛土３１層 盛土３２層 盛土３３層 盛土３４層 盛土３５層 盛土３６層 盛土３７層 SE１層 SE２層 堀り上げ土 その他 ９５F地区 合計

W‐８４ １９９ １９９
X‐７０ ５２ ２８ ２５ １０５
X‐７１ １，２７４ １，８１０ ６６４ ２１０ ３，９５８
X‐７２ ８２３ ２，２６３ ２，６６８ ４５ ５，７９９
X‐７３ １，８３７ ３，４６１ ６，１１５ １１，４１３
X‐７４ １，８２９ ２，８６７ １，７３１ ２８４ ６，７１１
X‐７５ １，００３ ３，０１９ ４，３４６ ５６６ ８，９３４
X‐７６ ５９８ ８２６ １，３３７ ２，７６１
X‐７７ １０５ ９２５ ３９７ １５１ １，５７８
Y‐７０ １６６ １６６
Y‐７１ １，０２５ ６５１ ５８６ ２，２６２
Y‐７２ １，３５６ ３，２２７ ２，１０９ ６，６９２
Y‐７３ ２，４６９ ３，５１２ ５，９７７ １１，９５８
Y‐７４ １，０６４ ３，１６８ １，１０６ ８９ ５，４２７
Y‐７５ ９０８ ２，５６５ ２，６６６ ７１２ ６，８５１
Y‐７６ ２２６ ３０９ ４７ ５８２
Z‐７１ １３７ ７０ ２０７
Z‐７２ ８００ １，１１５ １，００９ １４１ ３，０６５
Z‐７３ １，５７８ ３，５２６ ２，３３５ ７３０ ８，１６９
Z‐７４ １，０５５ ２，０４２ ３，０９１ ５８０ ６，７６８
Z‐７５ ４８ １９７ ２２４ ４６９
a‐７２ １１ １９４ ２０５
a‐７３ ８１ ５０ １３１
a‐７４ １０ １０
不明 ９，９０７ １６，０７８ ２２，９２８ ４８，９１３
合計 １，０５３，７８７ ４２，６７７ １１５，８２２ ３７９，１１５ ２６８，３９３ ４１４，１８４ ２４７，５１３ ６，２１２ １４，１５４ ３，２１０ ３，１０７ ２７１，８７６ ５，３２０ ２，６４６ １，３００ ３，９３５ １０，２８０ ５，３０８ １１０，８０５ ４７，２４４ ９７，８７２ １６１，２９９ １，３３５ ６７，３４３ ８５，５１７ １９，５３２ ２６２，４６９ ２２，９２８３，７２５，１８３

単位＝�
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別図１ �群C類土器出土分布図

別図２ 石槍またはナイフ出土分布図
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別図３ 石鏃出土分布図

別図４ 石錐出土分布図
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別図５ つまみ付ナイフ出土分布図

別図６ スクレイパー出土分布図
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別図７ R・Uフレイク出土分布図

別図８ フレイク類出土分布図
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別図１１ たたき石出土分布図

別図１２ 石皿・台石出土分布図
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� 自然科学的分析
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１ 放射性炭素年代測定結果

�地球科学研究所

放射性炭素年代測定の依頼を受けました試料について、別表の結果を得ましたのでご報告申し上

げます。

（１）報告内容の説明
１４C age（y BP）：１４C年代測定値

試料の１４C／１２C比から、単純に現在（１９５０年 AD）から何年前（BP）かを計算し

た年代。半減期として５５６８年を用いた。

補正１４C age：補正１４C年代値

（y BP） 試料の炭素安定同位体比（１３C／１２C）を測定して試料の炭素の同位体分別を知り
１４C／１２Cの測定値に補正値を加えた上で、算出した年代。

δ１３C（permil）：試料の測定１４C／１２C比を補正するための１３C／１２C比。

この安定同位体比は、下式のように標準物質（PDB）の同位体比からの千分偏

（‰）で表現する。

δ１３C（‰）＝
（１３C／１２C）［試料］－（１３C／１２C）［標準］

（１３C／１２C）［標準］
×１０００

ここで、１３C／１２C［標準］＝０．０１１２３７２である。

暦 年 代 ：過去の宇宙練強度の変動による大気中１４C濃度の変動に対する補正により、暦年

代を算出する。具体的には年代既知の樹木年輪の１４Cの詳細な測定値により、補

正曲線を作成し、暦年代を算出する。（Stuiver et al．，１９９３；Vogel et

al．，１９９３，；Talma and Vogel，１９９３）

ただし、この補正は約１０，０００yBPより古い試料には適用できない

測定方法などに関するデータ

測定方法 AMS ：加速器質量分析

Radiometoric ：液体シンチレーションカウンタによる β－線計数法

処理・調製・その他 ：試料の前処理、調製などの情報

前処理 acid－alkali－acid：酸－アルカリ－酸洗浄

acid washes：酸洗浄

acid etch：酸によるエッチング

調製、その他

Bulk－Low Carbon Material：低濃度有機物処理

Bone Collagen Extraction：骨、歯などのコラーゲン抽出

Cellulose Extraction：木材のセルローズ抽出

Extended Counting : Radiometrioによる測定の際、測定時間を延長する

graphite : AMS測定の際、最終的に試料を石墨に調製する

benzene : Radiometrioによる測定の際、最終的に試料をべンゼンに調製する

分析機関 ：BETA ANALYTIC INC.

４９８５SW７４Court, Miami, Fl．３３１５５，U.S.A.
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（２）測定結果

測定番号 試料名 試料種 １４C age δ１３C 補正１４C 暦年代

（y BP） （permil） （y BP）

採取地点 Q－８５区 �b層�

Beta－１１３９２３KS４B１ charred materia１３４００±６０－２７．１３３７０±６０ 交点 BC１６６０

2SIGMA BC１７６５～１５１０

９５％probability

1SIGMA BC１７３０～１５９０ BC１５８０～１５４０

６８％probability

整理番号７３１４ 測定方法 Radiometoric 処理・調製・その他 acid－alkali－acid

bebzene

採取地点 P－８４区 �b 層�

Beta－１１３９２４KS４B２ charred materia１３２２０±６０－２５．６３２１０±６０ 交点 BC１４５０

2SIGMA BC１６１５～１３８５

９５％probability

1SIGMA BC１５２０～１４１５

６８％probability

整理番号７３１５ 測定方法 Radiometoric 処理・調製・その他 acid－alkali－acid

bebzene

採取地点 N－８３区 盛土２６層�

Beta－１１３９２５KS４B３charred materia１３２１０±４０ミ２５．７３２００±４０ 交点 BC１４４０

2SIGMA BC１５２５～１４００

９５％probability

1SIGMA BC１５０５～１４２０

６８％probability

整理番号７３１６ 測定方法 Radiometoric 処理・調製・その他 acid－alkali－acid

bebzene

採取地点 O－８０区 盛土１３層�

Beta－１１３９２６ KS４B４ charred materia１３２９０±５０ミ２８．３３２４０±５０ 交点 BC１５０５

2SIGMA BC１６２０～１４１０

９５％probability

1SIGMA BC１５３０～１４３５

６８％probability

整理番号７３１７ 測定方法 Radiometoric 処理・調製・その他 acid－alkali－acid

bebzene
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２ キウス４遺跡 F・G地区出土玉類の産地分析

藁科哲男 （京都大学原子炉実験所）

はじめに

一般的に、玉類の鑑定は肉眼観察で岩石の種類を決定する。そして、それが真実のように思われ

ているのが実態である。それぞれの岩石の命名定義に従って岩石名を決定するが、非破壊で命名定

義を求めるには限界があり、命名の主定義の結晶構造、屈折率などを正確には求められない。そこ

で若干の傷を覚悟して硬度、光沢感、比重、結晶性、主成分組成などを求めることになる。石製玉

類の原材料としては、硬玉、滑石、軟玉（角閃石）、蛇紋岩、結晶片岩、碧玉などが推測される。

しかし原石名が決定されたのみでは考古学の資料としては不完全で、どこの産地の原石が使用され

ているかの産地分析が行われて初めて、考古学に寄与できる資料となる。

遺跡から出土する勾玉、管玉など玉類の産地分析というのは、玉類がどこの玉造遺跡で加工され

たかを調査するのではない。何か所かあるヒスイ（硬玉、軟玉）や碧玉の原産地のうち、どこの原

産地の原石を使用しているかを明らかにするのが産地分析である。

日本の玉類の原産地がどこかについては、糸魚川市でヒスイが発見されるまでは中国、雲南、ビ

ルマ説が主であったが、発見後は、専ら国内説である。分析方法としては、岩石学的方法１）および

非破壊の蛍光 X線分析で行う元素比法２、３、４）による分析が報告されている。また、碧玉製管玉の系統

的な産地分析研究として、蛍光 X線分析法と電子スピン共鳴法を併用し、産地分析をより正確に

行った例５）が報告されている。

玉類の原石の産地を明らかにすることは、考古学上重要な意味をもっている。石鏃などの石器と
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玉類などの石製品はそれぞれ使用目的が異なるため、それぞれの産地分析で得られた結果の意味も

異なる。

（１）石器は生活必需品であるため、石器の原材産地推定で明らかになる、遺跡から石材原産地

までの距離、活動範囲は、生活上必要な生活圏と考えられる。

（２）玉類は古代人が生きるために必ずしも必要なものではない。勾玉、管玉は権力の象徴、御

守り、お祭・占いの道具、アクセサリーとして、精神的な面に重要な作用を与えると考えられる。

従って、玉類の産地分析で明らかになるヒスイ製玉類の原石の分布範囲は、権力の象徴としての玉

類であれば、権力圏を表しているかもしれない。御守りやお祭・占いの道具であれば、同じような

習慣を持つ文化圏が考えられる。このように、玉類の原産地分析から、石器の原材産地分析では得

られない貴重な結果を考古学の分野に提供することができる。

今回分析を行った玉類は千歳市キウス４遺跡 F・G地区出土の３０点で、表１に調査区、層位、分

類名を示す。

非破壊での産地分析の方法と手段

原産地推定の第一歩は、原産地間を区別する、人間で言えば指紋のような、その原産地だけにし

かない指標を見つけることである。その指標は鉱物組成の組合わせ、比重の違い、原石に含有され

ている元素組成の違いなどにより、原産地同士を区別できるものでなければならない。個々の原産

地の指紋が明らかになれば、遺跡から出土する遺物の指紋をそれらと比較し、指紋の一致する原産

地が、遺物に使用されている原石の原産地であると判定する。

ヒスイ、碧玉製勾玉、大珠、玉などは、国宝、重要文化財級のものが多く、非破壊で産地分析が

行なえる方法でなければ発展しない。そこで石器の原材産地分析で成功している４）蛍光 X線法を用

いて、玉類に含有されている元素を分析する。この方法は、遺跡から出土した大珠、勾玉、管玉な

どを水洗いして、試料ホルダーに置くだけの、完全な非破壊の産地分析である。

ヒスイ製玉類は蛍光 X線分析法で元素の種類と含有量を求めた後、試料の形や大きさの違いに

よる影響を打ち消すために、分析された元素同士で含有量の比を測り、この元素比の値を原産地を

区別する指紋とする。また、碧玉製玉類は ESR法を併用する。これは試料を全く破壊することな

く、碧玉に含有されている常磁性種を分析し、その信号から碧玉産地間を区別する指標を見つけて、

産地分析に利用する方法である５）。

ヒスイの原産地

分析したヒスイ原石は、日本国内産では（１）新潟県糸魚川市と、それに隣接する同県西頸城郡

青海町から産出する糸魚川産、（２）軟玉ヒスイと言われる北海道沙流郡日高町千栄の日高産６）、

（３）鳥取県八頭郡若桜町角谷の若桜産、（４）岡山県阿哲郡大佐町の大佐産、（５）長崎県長崎市

三重町の長崎産であり、さらに（６）西黒田ヒスイと呼ばれている静岡県引佐郡引佐町の引佐産の

原石、（７）兵庫県養父郡大屋町からの原石、（８）北海道旭川市神居町の神居コタン産、（９）岐

阜県大野郡丹生川村の飛�産原石。また、肉眼的にヒスイに類似した原石で玉類等の原材になった

のではないかと考えられる（１０）長崎県西彼杵郡大瀬戸町雪浦からの原石である。国内産のヒスイ

原産地は、これでほぼつくされていると思われる。これら原石の原産地を図１に示す。これに加え

て外国産として、ミャンマー産の硬玉と台湾産軟玉および韓国、春川産軟玉などのヒスイの分析も

行われている。
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ヒスイ試料の蛍光 X線分析

ヒスイの主成分元素はナトリウム（Na）、アルミニウム（Al）、珪素（Si）などの軽元素７）で、

次いで比較的含有量の多いカルシウム（Ca）、鉄（Fe）、ストロンチウム（Sr）である。また、ヒ

スイに微量含有されている、カリウム（K）、チタニウム（Ti）、クロム（Cr）、マンガン（Mn）、

ルビジウム（Rb）、イットリウム（Y）、ジルコニウム（Zr）、ニオビウム（Nb）、バリウム（Ba）、

ランタニウム（La）、セリウム（Ce）の各元素も分析した。主成分の珪素など軽元素の分析を行わ

ないときには、励起線源の X線が試料によって散乱したピ－クを観測する。そのピークの大きさ

は主に試料の分析面積に比例するので、含有元素と同じく産地分析の指標として利用できる。Na

元素はヒスイ岩を構成するヒスイ輝石に含有される重要な元素で、出土した遺物が硬玉か否かを判

定するには直接ヒスイ輝石を観測すればよい。しかし、ヒスイ輝石を非破壊で検出できる方法が確

立されるまでは、蛍光 X線分析で Na元素を分析し、間接的にヒスイ輝石の存在を推測する方法

にたよる他ないのではなかろうか。

各原産地の原石のなかで、確実に Na元素の含有が確認されるヒスイ産地は糸魚川、大屋、若桜、

大佐、神居コタン、長崎の各原産地の原石で、これらは硬玉に属すると思われる。Na元素の含有

量が分析誤差範囲の産地は日高、引佐、飛�の各産地の原石である。糸魚川産原石のうち緑色系の

硬玉に肉眼的に最も似た原石を産出する産地は、他の硬玉産地よりも後述する日高、飛�、引佐の

原石に見られる。これら各原産地の原石は同じ産地の原石であっても、原石ごとに元素の含有量に

は異同がある。したがって、一つの原産地について多数の原石を分析し、各元素の含有量の変動の

範囲を求めて、その産地の原石の特徴としなければならない。各原産地の原石の他の特徴を以下に

記述する。

若桜産のヒスイ原石は Srのピ－クが Feのピ－クに比べて相当大きく、また Zrの隣に非常に小

さな Nbのピ－クが見られ、Baのピ－クも大きい。糸魚川産では見られない La、Ceのピ－クも

観測されている。この Ceのピ－クは大佐産と長崎産ヒスイ原石のスペクトルにも見られ、これら

Ceを含有する原石の産地は、糸魚川の産地と区別するときに有効な判定基準になる。

長崎産ヒスイは、Tiの含有量が多く、Yのピ－クが見られるのが特徴である。

日高産、引佐産、飛�産ヒスイ原石は、Caピークに比べて Tiと K、また Feピークに比べて Sr

などのピ－クが小さいのが特徴で、糸魚川産のものと区別するときの判断基準になる。

春川軟玉原石は、優白色の工芸加工性に優れた原石で、軟玉であるが、古代では勾玉などの原材

料となった可能性も考えられることから分析を行った。この原石には、Sr、Zrのピークが全く見

られないため、糸魚川産などの Sr、Zrを含有する原石と容易に区別できる。

また、長崎県雪浦のヒスイ類似岩もヒスイの代替品として勾玉、大珠などの原材料に使用されて

いる可能性が考えられるため、分析を行った。この岩石は比重が２．９１と小さく、比重により他の産

地のものと区別できる。また、砒素（As）のピークが見られる個体が多いのも特徴である。

糸魚川産のヒスイは、白色系が多いが、緑色系の半透明の良質のもの、青色系、コバルト系、お

よびこれらの色が白地に縞となって入っているものなど様々である。分析した糸魚川産原石の比重

を調べると、硬玉の３．２０～３．４０の範囲のものと、３．２０に達しない軟玉に分類される原石がある。

分析した若桜産、大佐産の原石には、半透明の緑色のものはないが、全体が淡青緑がかった乳白

色のような原石が多い。大屋産も乳白色のものが多い。分析した大佐産、大屋産の原石では比重が

３．２０に達したものはなく、これらの原石は比重からは軟玉に分類される。しかし、ヒスイ輝石の含

有量が少ない硬玉とも考えられる。分析できた長崎産のヒスイ原石は３個のみであるが、良質のも
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のである。このうち１個は濃い緑色、他の２個は淡い緑色で、少々ガラス質である。日高産ヒスイ

の原石は肉眼観察では比較的糸魚川産のヒスイに似ている。ミャンマー産のヒスイ原石は、質、種

類とも糸魚川産のヒスイ原石と同じものが見られ、肉眼で両産地の原石を区別することは不可能と

考えられる。分析した台湾産のヒスイは軟玉に属するもので、暗緑色のガラス質の原石である。

これら各原産地の原石の分析結果から各産地を区別する判断基準を引き出し、産地分析の指標と

する。

ヒスイ原産地の判別基準

原石産地の判定を行なうときの判断基準は原石の分析データーから引き出すが、分析個数が少な

いため、必ずしもその原産地の特徴を十分に反映したと言えない産地もある。表２－１、２に各原

産地ごとの原石の比重と元素比量をまとめた。元素比量の数値は、分析した原石の中での最小値と

最大値の範囲を示し、その原産地の判定基準（１）とした（表２－１）。ヒスイで比重が３．１９未満

の軽い原石は、硬玉ヒスイではない可能性があるが、糸魚川産の原石で比重が３．１９未満のものも分

析を行った。大佐産のヒスイは比重が３．１７未満であった。したがって、遺物の比重が３．３０以上を示

す場合は判定基準（１）により大佐産のヒスイでないと言える。日高産、引佐産の両ヒスイでは Sr

/Feの比の値が小さく、糸魚川産と区別する判定基準（１）になる。表２－２の判定基準（２）で

は Cr、Mn、Rb、Y、Nb、Ba、La、Ceの各元素の蛍光 X線ピ－クが観測できた個体数を％で示

した。例えば、遺物を分析して Baのピ－クが観測されなかったとき、その遺物は若桜、大佐、長

崎産のヒスイではないといえる。

図２はヒスイ原石の Sr/Feの比の値と Zr/Srの比の値の分布範囲を各原産地ごとにまとめて示し

たものである。●は糸魚川産のヒスイで、分布の範囲を実線で囲み、この枠内に遺物の測定点が入

れば糸魚川産の原石である可能性が高いと判断する。□はミャンマー産のヒスイの分布で、その範

囲を短い破線で囲む。糸魚川の実線の範囲とミャンマーの破線の範囲の大部分は重なり、両者は区

別できないが、ミャンマーと糸魚川が区別される部分が Sr/Feの値（横軸）２．５０以上の範囲で見ら

れる。この範囲の中に遺物の測定点が入れば、糸魚川産である可能性の方が高いと考えられる。▲

は大佐産、△は若桜産、▽は大屋産のヒスイの分布を示している。糸魚川と大佐、若桜、大屋のヒ

スイが重なる部分に遺物の測定点が入った場合、これら複数の原産地を考えなければならない。し

かしこの遺物に Baの蛍光 X線スペクトルのピ－クが見られなかった場合、表２－２の判定基準

（２）に従えば糸魚川産または大屋産のヒスイであると判定でき、その遺物の比重が３．２０以上であ

れば大屋産ではなく、糸魚川産と推定される。■は長崎産ヒスイの分布で、独立した分布の範囲を

持っており、他の産地のヒスイと容易に区別できる。台湾産の軟玉はグラフの左下に外れる。★印

の日高産および＊印の引佐産ヒスイの分布の一部分が糸魚川産と重なり、区別されない範囲がみら

れる。しかし、Ca/Si比と Sr/Fe比を指標とすることにより（図３）、糸魚川産ヒスイは日高産お

よび引佐産の両ヒスイと区別することができる。各原産地の原石について Na/Si比とMg/Si比の

分布を示すことにより（図４）、遺物がどこの原産地の分布内に帰属するか、硬玉か軟玉かの判別

の手段の一つになると考えられる。

キウス４遺跡 F・G地区出土の玉類の分析結果

これら玉類の比重は３．０以上（アルキメデス法）のものは硬玉の可能性の範囲に入り、分析番号

６４２０３～６４２０６、６４２０８、６４２１５～６４２１８の９個の玉はヒスイと判定した。これらが硬玉ヒスイであれ
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ば蛍光 X線スペクトル（図１１～１４、１６、２３～２６）には硬玉の主成分の一つの Na元素が観測され

るが、今回分析した玉は小さく、また表面風化も比較的進んでいることから、分析精度が悪かった。

Na、Mgの元素について１０時間連続分析したが、痕跡程度で、十分なカウント数を得ることがで

きなかった。痕跡をピークとするにはさらに１０倍、１００時間以上分析しなければならない。分析で

きた含有元素の結果を表３に示した。これらヒスイ製玉類の原産地を明確にするために、分析値を

各原産地の原石の元素比量 Sr/Fe対 Zr/Srの分布範囲と比較すると、全ての丸玉は糸魚川産の範囲

に入る。分析番号６４２０５、６４２１８は若桜、大屋、大佐産の、６４２０６、６４２１５は日高産原石の範囲にも入

り、それぞれの原石産地のヒスイである可能性を示す（図５）。また Sr/Fe対 Ca/Siでは分析番号

６４２０３、６４２０６、６４２０８、６４２１６の玉は糸魚川産の範囲に入るが、６４２０５は糸魚川、若桜の重なる範囲

に、６４２１８はさらに大佐の範囲にも重なっている。分析番号６４２０４、６４２１５、６４２１７はどこの原石範囲

にも入らなかった。硬玉の風化が進行すると Ca/Si比が大きくなる傾向にあり、本来糸魚川産の範

囲に入っていたものが風化のために範囲外に出たと推測される（図６）。今回 Na、Mg元素の分析

ができなかったため、図４の Na/Si対Mg/Siを用いた判定ができず、比重のみで玉がヒスイの可

能性を示す判断をすることになる。しかし、これら玉類の直径は１１ 以下で ESR分析が可能な大

きさなので、ESR分析を試み、結果を図１０に示した。糸魚川・青海産硬玉ヒスイ原石の ESR分析

結果を図７、若桜、大佐、大屋、神居コタン産の硬玉ヒスイは図８に、また日高、飛◎、引佐産の

軟玉ヒスイの分析結果を図９に示した。ESR信号での硬玉と軟玉の違いは、硬玉原石は０～３０mT

（ミリテスラー）の零磁場付近で ESR共鳴がみられ、軟玉原石には観測されない点である。そこ

で、遺物の零磁場共鳴とスペクトル全体の比較から原石産地を推測した。ESRの信号は試料全体

から得られるため、風化で新しく ESR信号が生成、消滅しない限り、風化の影響は受けない。図

１０の玉類の ESR信号とヒスイ原石の信号を比較すると、分析番号６４２１９、６４２２０は零磁場共鳴がな

い（硬玉でない）が、他の玉類の信号には、零磁場共鳴がみられ硬玉と推測される。玉類原材の産

地については、ESR信号が大屋、大佐と大きく異なり、大屋、大佐産の可能性はないと推測され、

糸魚川・青海産硬玉に非常に似ていて、これら玉類の原石産地を糸魚川産としても ESR分析の結

果と矛盾しない。しかし若桜、神居コタン産にも信号の基本的な形が似ていることから、ESR信

号からは若桜、神居コタン産の可能性も考慮し、さらに分析個数を増やしてから ESR信号での分

類を考える。今回の ESR信号での判定結果は、糸魚川産硬玉と若桜、神居コタン産の可能性も考

慮したものを表４の ESR判定の欄に記し、さらに蛍光 X線分析の結果を加えて、総合判定の欄に

原石産地を示した。

ヒスイ以外の玉類の蛍光 X線分析スペクトルを図１１～４０の中に示し、元素比の分析値および比

重結果を表５に示した。これら玉類の中でMg/Siの比が大きい、マグネシウムが主成分の岩石は

透角閃石、陽起石など軟玉の可能性が推測されるが、今回分析した遺物では比重が軟玉に達するも

のが見られない。多くの玉類は比重と成分から、超塩基性岩に由来する蛇紋石か、非常に柔らかい

滑石の玉類と推測される。分析番号６４２０７はMg元素の分析精度が悪く岩石判定に入れられないが、

砒素を含み比重も軽く、他の玉類と異なる組成である。６４２２７、６４２２８、６４２２９には Rb、Sr、Y、Zr

が含有され、他の超塩基性岩の玉類と異なる。ヒスイ（硬玉、軟玉）以外の玉類の石材産地は原石

産地が不明のものが多く産地が特定できないが、非破壊の元素分析でも岩石名を特定する場合の誤

判定を避ける非常に貴重な資料となるため、組成分析はできる限り実行することが大切である。定

形試料用の逐次元素分析法の結果は、精密分析値の様に計算されるが、いくら分析者が正確な分析

を強調しても、試料が少しでも動くと分析値が大きく変動するため、元素間ピ－クの相対的な高さ
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の関係すら不確実になるのが実態であり、不定形の非破壊分析には同時多元素分析法でなければな

らない。同時多元素分析では原理的に変動の影響が少ないのが特徴である。岩石名決定には最低条

件として組成分析結果との整合性を考慮すべきと思われる。

結 論

今回分析したキウス４遺跡 F・G地点出土の縄文時代後期の比重が３．０以上の玉９個の中で、ESR

分析と蛍光 X線分析の結果が糸魚川・青海産硬玉と矛盾しない結果を示す玉類は遺物番号１、３

～６、１４、１６の６個で、これらは糸魚川産ヒスイの使用が確認された。また、ESR分析では糸魚

川・青海産に同定され、風化の影響で蛍光 X線分析の判定で糸魚川に同定できなかった玉類につ

いては風化の影響が解明されるまで判定は保留する。また、蛇紋岩か滑石と思われる玉類について

は、多数の同種の岩石製の玉類のデ－タが蓄積された段階で新たな考古学資料になると思われる。

糸魚川産ヒスイが縄文時代後期に使用されている遺跡は、本遺跡以外に抜粋して示すと、北海道

千歳市美々遺跡から青森県大石平遺跡、岩手県大日 遺跡、山梨県石堂遺跡、岐阜県西田遺跡、愛

知県白石遺跡、三重県森添遺跡、大分県二反田遺跡、熊本県ワクド石遺跡、宮崎県学頭遺跡まで日

本全国におよび、これらの遺跡では糸魚川産ヒスイが尊重される共通の基盤があったと思われる。

糸魚川産地から遠くなるにしたがって、希少価値が増すと予想され、本遺跡がヒスイの玉類を入手

できる力（経済力）が大きかったことが推測される（図１）。
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図４ ヒスイ原石の元素比値Na/Si 対 Mg/Si の分布および分布圏
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図41 キウス４遺跡 F・G 地区出土分析試料
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３ 北海道キウス４遺跡（D・F・G地区）から出土した縄文時代の炭化植物種子

吉崎昌一・椿坂恭代

１）遺跡と調査の概要

遺跡の名称 ：キウス４遺跡 D・F・G地区（A－０３－９２）

遺跡の所在 ：北海道千歳市中央２０８－２ほか

調査の機関 ：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査担当者 ：高橋和樹ほか

調査期間 ：平成９年（１９９７年）５月６日～１０月２８日

平成１０年（１９９８年）５月６日～１０月２８日

遺跡の立地 ：千歳市の北東約８km，馬追丘陵の西側に広がる緩斜面の標高４～１９mに位置

している。この緩斜面は、キウス川によって浸食縦断され、その末端はオルイカ川に接

している。

遺跡の年代・検出遺構：

D地区；縄文時代後期後葉の周堤墓、直線状盛土、道跡、土壙、焼土跡が検出された。

F地区；盛土遺構、焼土群、貯蔵穴、墓壙、柱穴、小ピットが検出されている。縄文時

代早期から晩期に渡る遺物が検出されたが、縄文時代後期後葉の堂林式に相当

するものが最も多い。

G地区；縄文時代後期後葉の堂林式土器の時期に相当するものが主体の盛土遺構、焼

土、墓壙、柱穴、竪穴状遺構が検出されている。

２）扱った資料

分析資料として扱った炭化植物は、縄文時代後期後葉の D地区、F地区、G地区の各遺構から

土壌を採取しフローテーション法と水洗選別法で処理し、第一次選別を経て送付されてきた。これ

らの資料について実体顕微鏡と走査型電子顕微鏡で観察並びに撮影を行った。検出された植物種子

の計測表及び出土表は表１に示しておいた。

３）各地区から検出された種子

コナラ属 Quercus L． （図版１－１～１１、２－１２～１９）

柱穴、N盛土、盛土遺構の焼土とその周辺から総量３９７．５１g出土している。資料はすべ果皮が取

り除かれた子葉部分である。半割の状態で約７０片、その他は細片で検出されている。比較的保存状

態の良い資料を計測し観察を行った。図版１・２の資料１１～１９の子葉は長楕円形の形態で、コナラ、

ミズナラの形態に近い。資料５～１０に示す子葉は球形または長楕円形状球形で、カシワに近い形態

を示す。１～４の子葉は小型で、ミズナラ、コナラ、カシワのいずれの形態にも該当するであろう。

検出された資料が子葉部分だけだと炭化による変形などに利用される分類の指標情報が少なくなり、

種までの分類は困難である。しかし、総体的に見てコナラ・ミズナラであった可能性が強い。おそ

らく、当時の遺跡周辺にはミズナラ Quercus crispula Blume．、コナラ Quercus serrata Mur-

ray．、カシワ Quercus dentata Thunb．の分布が見られたのであろう。参考までに現生のミズナ

ラ子葉（自然乾燥処理）１個の重さは約１．７g、カシワで約１．６gである。

クリ属 Castanea Mill． （図版３－２０～２７）
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柱穴、N盛土とその周辺から総量１０４．３８g出土している。扁円形で長さより幅が広く、一側が膨

れ、縦に溝状の皺がある。いずれも果皮が取り除かれた子葉部分が検出されている。保存状態の良

いものは１０片ほどで，ほとんどが細片の状態で出土した。現生のクリ子葉（自然乾燥処理）１個の

重さ約６．０gである。計測値は表３に示す。

ユリ科 LILIACEAE （図版４－２８～３２）

墓（G区）、貯蔵穴の覆土、N盛土遺構とその周辺から鱗茎の部分が２２．４５g検出されている。完

形の資料は少量であった。鱗茎は、やや円形もの（図版４－２８・２９）、広卵形（図版４－３０・３１・

３２）の形態を示すものと、その基部部分の形態の相違から、大まかに２種類に分類することがでる。

大きさは大小様々である。手元にある現生資料で、鱗茎の基部部分の形態の違いなどを中心に観察

を行ってみた。しかしながら、現生の比較資料が少なく、鱗茎そのものの個体差が大きいなどで、

種の特定はできなかった。円形の形態を示す鱗茎にはノビル Allium grayi Regel、ヒメニラ Allium

monanthum Maxim．などがある。他に広卵形の鱗茎を持つキバナノアマナ属 Gagea Salisb．な

どが知られるが、詳細は不明。出土量を個数に換算すると総量で１５９個、（円形タイプが６７個、広卵

形タイプは９２個）となる。図示した資料２８：長さ７．５７mm、幅８．４３mm（N盛土 N－７５，N１４から出

土）。２９：長さ８．４８mm、幅８．４３mm（N盛土 N－７２、�bから出土）。３０：長さ１１．１９mm、幅１０．８９

mm（N盛土 P－８２、�bから出土）。３１：長さ１１．９５mm、幅９．０５mm破損、（N盛土 P－８２、N２７

から出土）。３２：長さ１４．８４mm、幅１２．６５mm。（N盛土 O－８１、N１３から出土）。

ブドウ科 VITIDACEAE （図版４－３３：F８４－焼土�bから出土）

F８４の焼土�bから１粒出土。種子は倒卵形、背面には不明瞭な倒へら形の凹みがある。腹面の

中線は陵をなし、その両側は長楕円形の相対する凹みがあり、ブドウ属 Vitis L．の特徴を持つ。

エビズル Vitis ficifolia Bunge，ツタ Parthenoissus tricuspidata Planch．などの種子も形態が類

似するが，分布域などから判断するとヤマブドウ Vitis coignetiae Pulliat．の可能性が高い．図示

した資料は長さ４．１mm，幅３．３mm厚さ２．５mm.

キハダ属 Phellodendron Rupr． （図版４－３４：G区－N盛土３５から出土）

N盛土、N３５から果実の破片が１片出土。破損のため計測はできなかった。

ヒシ属 Trapa L．（図版４－３５：N盛土 N８０，N５．３６：J７９，N２６．３７：K７８，N２６から出土）

N盛土遺構から核果の破片３片出土。核果の特徴である鋭い刺部分は破損していたが、その一

部が検出された。いずれも破片のため計測は不可能であった。ヒシは沼沢地に生える１年生草本で

ある。子葉は多肉でゆでて食用にされる。

モクレン属 Magnolia L． （図版４－３８：R１０７－
層から出土）

R１０７－
層から未炭化（酸化した状態）で１粒出土。所属時期不明。種子は横広楕円形で、背

面に浅く細い縦溝がある。腹面の正中線上に幅広の浅い縦溝があり、ホオノキMagnolia hypoleuca

Sieb.et Zucc．の特徴を持つ．図示した資料は長さ９．６mm，幅９．４mm.

クルミ属 Juglans L． （図版４－３９：N盛土M７５－N３６から出土）

墓以外の各遺構から砕片（外果皮）で総量１９０．８２g出土している。
層及び	層・撹乱からは未

炭化（酸化した状態）で検出されている。内果皮のいくつかに残存している表面模様の特徴から、

オニグルミ Juglans ailanthifolia Carr．であろう。参考までに現生オニクルミ（自然乾燥）１個

の重量は平均で約６．５gである。

ヒエ属 Echinochloa Beauv． （図版５－４０：F－１０５焼土�bから出土）

F－１０５焼土�bから２粒、F－１６１焼土�bから１粒、合計３粒出土。いずれも穎果（穎を取り除
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いた）の状態で出土している。種子はやや胴部が膨らみ栽培型に近い形態を示す。図示した資料は、

長さ１．５５mm、幅１．０５mm、厚さ０．７mm。

キク科 COMPOSITAE （図版５－４１：F－８３焼土�bから出土）

焼土�b層、F－７４１の焼土から９７６粒出土している。キク科の種子は、種類が多く今のところ詳

細な分類は困難である。出土した種子を観察すると、ヨモギ属 Artemisia L．に類似している。ヨ

モギ痩果の場合、加熱されると表面の薄い果皮が破れて種子がでてくる。出土した資料は、おそら

く加熱により薄い果皮が焼けて消失し、種子だけが残ったものであろう。図示した資料は計測値：

長さ１．７mm、幅０．６mm。

タデ属 Polygonum L． （図版５－４２：周堤墓内の墓（GP－１０１３）西柱３層から出土）

GP－１０１３（墓）、焼土�b層から合計８７粒出土。痩果ほとんどが三稜の形態を持つが、扁平の形

態を示すものも若干あった。タデ属の仲間は、同じような形態を示す種子が多い。資料の保存状態

がよほど良好でない限り形態からだけでは種類を特定するのは困難である。図示した資料は、長さ

１．５mm、幅１．３mm。

不明種子１ （図版５－４３：F－１０５，焼土�bから出土）

F－１０５・１０６・１０７・７４１の焼土�b層から合計２５粒出土している。資料はやや球形で表面に網状

の組織構造は持つが、その一部分に穴があいている。形態から見て、これがはたして植物種子と言

えるのかどうか判断しかねる。この種のものについて情報があれば御教示願いたい。図示した資料

は長さ１．５mm、幅１．２mm。

不明堅果、不明種子２については資料の保存状態が悪いため同定できなかった資料である。

４）若干のコメント

（A）フローテーション法と水洗選別法の差

今回の分析ではいくつかの問題が残った。第一に注目されるのは、この遺跡から得られた種子の

サンプリングに２種類の相違する手法が用いられたことである。つまり、フローテーション法と水

洗選別法とである。前者は土壌中に含まれている種子類を水面に浮上させて０．４２５ミリメッシュの

スクリーンで採取するが、後者は水中の５ミリメッシュのスクリーン中で土壌を攪拌して土砂を流

し去り、その残渣から種子を選び出す手法である。次に、両手法によって採集された種子標本に差

が見られるかどうか検討しよう。

表１で、P－３７を除く資料 No．８、資料 No．９～７８、集石２－盛土を除く資料１２１以外の大部分の

土壌は水洗選別法で植物種子が検出されている。これら手法の相違に基づいて検出された種子を見

てみると、フローテーション法が採用された標本からは、ヒエ属 Echinochloa、キク科 COMPOSI-

TAE、タデ科 POLYGONACEAE、ブドウ属 Vitis L．が抽出されているが、水洗選別法が採用さ

れた標本からはこうした小型の種子が全く抽出されていない。この結果を見る限り、種子抽出の結

果にきわめて大きな偏りが生じていることがわかる。キウス４遺跡の今回の発掘調査では、盛土を

形成している土壌を大量に運び、土器や石製品などの人工遺物を採集する目的で水洗選別が用いら

れ予期された成果が得られていた。しかし、小型の植物種子は殆ど得られなかった、と言う結果と

なった。おそらくかなりの量の小型種子は、スクリーンの目から流れ出たのであろう。こうした２

種類のサンプリング法に見られた標本の差は、栽培植物や環境復元のためには大きな影響となるの

ではないだろうか。たしかに、マンパワーと調査時間の関係で、全ての土壌にフローテーション法

による作業を実施する事は困難である。こうした問題を解決するためには、新しいシステムを開発
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する必要があるように思う。現在の状況では、他の多くの遺跡調査で普遍的に採用されているこう

した水洗選別作業による結論が、縄文文化を理解する上に誤解を生むことを懸念したい。

（B）コナラ属 Quercus L． について

北海道でドングリと俗称されるのはコナラ属 Quercus L．の堅果である．その仲間で北海道に分

布しているものはミズナラ Quercus crispula Blume）、コナラ Quercus serrata Murray）、カシワ

Quercus dentata Thunb．）の３種類であるが、しかしながら殻斗がともなわない出土炭化種子の

子葉だけでは、これらを分類するのが、きわめて難しい。堅果の粒形や大きさだけで分類できそう

にも見えるが、成育地によって変異が激しいらしく、ここでは属レベルの分類で止めておいた。山

田によれば明瞭なコナラは石狩低地帯にまでしか知られていない、と言う（山田：１９９０）。キウス

遺跡 Q地区の植物種子の報告でも述べたとおり、アイヌ民族の説話に残されたドングリは、主と

してカシワ Quercus dentata Thunb．でありミズナラ Quercus crispula Bl．が僅か、コナラ Quer-

cus serrata Thunb．と断定できる資料はないらしい。この点に関してはキウス遺跡 Q地区の植物

種子の報告に詳しく述べておいたので参照されたい（吉崎・椿坂：２００１）。ただし、最近の DNA

レベルの研究によれば、コナラ属 Quercus L．の分類が可能になったらしい（鈴木三男，佐藤洋一

郎氏からの情報による）。

（C）ヒシの出土に関連して

アイヌ語ではペカンベとよばれ、結実期の秋に舟を出して採集、これをゆでて乾燥し保存用にし

ていた。食べる際には皮をむきサヨ（お粥）にプクサ（ギョウジャニンニク）の乾燥貯蔵した葉な

どともにいれたという。また、ゆでて乾燥した栗と同様にそのまま食べた例も多い。筆者はイオマ

ンテ（クマ送りの儀式）の際に祭壇に供物にされた例を目撃している。こうした例でもわかるよう

に、ヒシはアイヌ民族の食糧源として重要であった。特に北海道東部には、ヒシに関する説話がよ

く残っている。例えば釧路管内塘路湖周辺のコタン（村）で古くから行われていたぺカンベカムイ

ノミ（ペカンベの神に対する感謝の儀礼）が有名である（白老民族文化伝承保存財団編１９６４）。

（D）キク科 COMPOSITAE ヨモギの出土

ヨモギはアイヌ名でノヤといい、アイヌ民族の中では、食用、薬用あるいは儀礼用に利用されて

いた（白老民族文化伝承保存財団編１９６４）。アイヌ民族では若い葉を採集、シト（団子や餅）の中

に入れて食用にしていた。乾燥保存したものも同様である。そのほか疫病神を払うためのタクサ

（手草）や儀礼的な矢柄などに使用されている。

（E）ヒエ属 Echinochloa について

総計で３粒検出されている。図版５－４０に図示したように丸く太っている。栽培されたものであ

る可能性が強い。出土数が少ないのは、水洗選別の際のスクリーンのメッシュが粗すぎ、抽出でき

なかったからではないだろうか。残念である。
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表１ キウス４遺跡（D・F・G地区）炭化植物出土表 未炭化（酸化した状態） H９種子

NO. 遺構名 調査区 地区 層 位 時期
ユリ科
（g）

クリ属
（g）

コナラ属
（g）

クルミ属
（g）

ヒシ属
（g）

キハダ属
（g）

モクレン属
（g）

不明堅果
（g）

ヒエ属
（粒）

キク科
（粒）

タデ科
（粒）

ブドウ科
（粒）

不明１
（粒）

不明２
（粒）

１ GP－１０１３ N－１０ D 墓 西柱３層 縄文後期 ２４
２ LP－２ S－１１３ D 墓 床 縄文後期

LP－２ D 墓 遺体部・茶 縄文後期
３ LP－３ S－１１３ D 墓 遺体部�黒 縄文後期

LP－３ D 墓 遺体部�黒 縄文後期
LP－３ D 墓 遺体部�黒 縄文後期
LP－３ D 墓 遺体部�黒 縄文後期
LP－３ D 墓 遺体部�黒 縄文後期 １
LP－３ D 墓 遺体部�黒褐 縄文後期
LP－３ D 墓 遺体部�黒褐 縄文後期
LP－３ D 墓 遺体部�黒褐 縄文後期
LP－３ D 墓 遺体部�黒褐 縄文後期

４ LP－７ R－１１０ D 墓 床 縄文後期
LP－７ D 墓 遺体部�茶 縄文後期
LP－７ D 墓 遺体部�茶 縄文後期
LP－７ D 墓 遺体部�暗褐 縄文後期

５ LP－８ R－１１０ D 墓 遺体部�茶 縄文後期
６ LP－１１ R－１１０ D 墓 遺体部�茶 縄文後期
７ LP－１２ S－１１０ D 墓 遺体部�頭部骨 縄文後期

LP－１２ D 墓 遺体部�頭部骨 縄文後期
LP－１２ D 墓 遺体部�身体骨 縄文後期
LP－１２ D 墓 遺体部�身体骨 縄文後期
LP－１２ D 墓 西柱２層・２５
 縄文後期
LP－１２ D 墓 西柱３層・５
 縄文後期
LP－１２ D 墓 西柱３層・３０
 縄文後期
LP－１２ D 墓 遺体部・黒褐 縄文後期

８ P－７ V－７８ F 柱穴 覆土３・東 縄文後期 ０．６４
P－７ F 柱穴 覆土４・東 縄文後期 ２．６１
P－７ F 柱穴 覆土７ 縄文後期 ０．０６
P－９ X－７３ F 柱穴 覆土 縄文後期 ０．５７ ０．４４
P－３７ U－７９ F 柱穴 覆土（上） 縄文後期 １．３１
P－３７ F 柱穴 覆土３ 縄文後期 ２．９１
P－１９１ Y－７４ F 柱穴 覆土 縄文後期 ０．０５

９ P－８０４ P－６６ F 貯蔵穴 覆土 縄文後期 ０．２２ １
Fc－１ M－７６ F フレーク・チップ集中 縄文後期

１０ F－６ R－６７ F 焼土 トレンチ 縄文後期 １
１１ F－１５ R－６６ F 焼土 トレンチ 縄文後期
１２ F－２３ O－８０ F 焼土 トレンチ 縄文後期 １
１３ F－６８ S－６６ F 焼土 �b 縄文後期 １
１４ F－７０ S－６５ F 焼土 �b 縄文後期 ６
１５ F－７１ R－６５ F 焼土 �b 縄文後期
１６ F－７２ R－６５ F 焼土 �b 縄文後期 １ １
１８ F－７４ R－６５ F 焼土 �b 縄文後期
１９ F－８１ R－６７ F 焼土 �b 縄文後期 ２４ １
２０ F－８２ R－６７ F 焼土 �b 縄文後期 ２３
２１ F－８３ R－６７ F 焼土 �b 縄文後期 １１７ ３
２２ F－８４ R－６７ F 焼土 �b 縄文後期 ４９６ ４ １ １６
２３ F－８５ R－６７ F 焼土 �b 縄文後期 ４８ ７
２４ F－８６ R－６８ F 焼土 �b 縄文後期 ３
２５ F－８７ R－６８ F 焼土 �b 縄文後期 ３
２６ F－８８ R－６８ F 焼土 �b 縄文後期 ５３ １３
２７ F－８９ S－６８ F 焼土 �b 縄文後期 ３
２８ F－９０ S－６８ F 焼土 �b 縄文後期 １ ６
２９ F－９１ S－６８ F 焼土 �b 縄文後期 １ １
３０ F－９２ S－６８ F 焼土 �b 縄文後期 ５ １
３１ F－９３ S－６８ F 焼土 �b 縄文後期 １
３２ F－９５ S－６８ F 焼土 �b 縄文後期 １ ２
３３ F－９８ S－６７ F 焼土 �b 縄文後期 １ １
３４ F－１０１ S－６７ F 焼土 �b 縄文後期 ４
３５ F－１０２ S－６７ F 焼土 �b 縄文後期 ３
３６ F－１０３ S－６７ F 焼土 �b 縄文後期 ２
３７ F－１０５ S－６６ F 焼土 �b 縄文後期 ２ ７２ ３ ７
３８ F－１０６ S－６７ F 焼土 �b 縄文後期 １４ ３ １
３９ F－１０７ S－６７ F 焼土 �b 縄文後期 ６ １
４０ F－１０８ S－６７ F 焼土 �b 縄文後期 ２
４１ F－１１２ Q－６８ F 焼土 �b 縄文後期 ４
４２ F－１１６ P－６８ F 焼土 �b 縄文後期
４３ F－１２３ P－６８ F 焼土 �b 縄文後期 ４６
４４ F－１２４ P－６８ F 焼土 �b 縄文後期 ４８
４５ F－１２５ ０－６８ F 焼土 �b 縄文後期 ２１
４６ F－１２６ P－６７ F 焼土 �b 縄文後期 ７
４７ F－１２７ P－６７ F 焼土 �b 縄文後期 １０
４８ F－１２８ Q－６７ F 焼土 �b 縄文後期 ２
４９ F－１２９ Q－６６ F 焼土 �b 縄文後期 ２８
５０ F－１３０ Q－６６ F 焼土 �b 縄文後期 ６
５１ F－１３３ Q－６６ F 焼土 �b 縄文後期 ４ ２
５２ F－１３５ Q－６５ F 焼土 �b 縄文後期 ２
５３ F－１４１ Q－６５ F 焼土 �b 縄文後期 ４
５４ F－１４２ Q－６５ F 焼土 �b 縄文後期 １

４６９



NO. 遺構名 調査区 地区 層 位 時期
ユリ科
（g）

クリ属
（g）

コナラ属
（g）

クルミ属
（g）

ヒシ属
（g）

キハダ属
（g）

モクレン属
（g）

不明堅果
（g）

ヒエ属
（粒）

キク科
（粒）

タデ科
（粒）

ブドウ科
（粒）

不明１
（粒）

不明２
（粒）

５５ F－１４３ P－６５ F 焼土 �b 縄文後期 ７
５６ F－１４４ P－６５ F 焼土 �b 縄文後期 １ ６
５７ F－１５０ Q－７２ F 焼土 �b 縄文後期 ６ ５
５８ F－１５１ Q－７２ F 焼土 �b 縄文後期 １ ２ １８
５９ F－１５３ Q－７２ F 焼土 �b 縄文後期 ４
６０ F－１５５ Q－７２ F 焼土 �b 縄文後期 １ ３ １９
６１ F－１５９ P－７２ F 焼土 �b 縄文後期 ４
６２ F－１６１ P－７２ F 焼土 �b 縄文後期 １ ５
６３ F－１６２ P－７２ F 焼土 �b 縄文後期 ２
６５ F－１６６ P－７２ F 焼土 �b 縄文後期 １
６６ F－２１０ P－７２ F 焼土 �b 縄文後期 ２ １
６７ F－２４４ R－６７ F 焼土 �b 縄文後期 ０．０８
６８ F－２６６ P－６７ F 焼土 �b 縄文後期 １ ３
６９ F－２８８ O－７７ F 焼土 �b 縄文後期 ３ １
７０ F－３４３ Q－８５ F 焼土 トレンチ 縄文後期 １
７１ F－３５８ O－７２ F 焼土 �b 縄文後期 ０．０７
７２ F－３５９ P－８２ F 焼土 �b 縄文後期 １
７３ F－３６５ P－８３ F 焼土 トレンチ 縄文後期 ２
７４ F－３６７ P－８３ F 焼土 トレンチ 縄文後期 １
７５ F－３８６ Q－８７ F 焼土 トレンチ 縄文後期 ６
７６ F－３８８ N－８３ F N盛土 N２６ 縄文後期 １
７７ F－３９１ N－８４ F N盛土 N２５ 縄文後期 ２
７８ F－８０２ M－６８ F 焼土 �b 縄文後期 ２
７９ N盛土 M－８１ F MT 縄文後期 １．８１

N盛土 M－８３ F N２６ 縄文後期 ０．３３
８０ N盛土 O－８０ F N１３ 縄文後期 ０．１

N盛土 N－８２ F N１３ 縄文後期 ０．１１
N盛土 N－８２ F N３２ 縄文後期 ０．２１
N盛土 N－８４ F N２６ 縄文後期 ０．０９

８１ N盛土 O－６９ F N４ 縄文後期 ０．２６ ０．０５
８２ N盛土 O－７３ F N１４ 縄文後期 ０．０９

N盛土 O－７４ F N１３ 縄文後期 ０．０５ ０．３３
N盛土 O－７５ F N１３ 縄文後期 ０．４７

８３ N盛土 O－７５ F N１４ 縄文後期 ０．０５
N盛土 O－７８ F N１３ 縄文後期 ０．６９ ０．２６
N盛土 O－７９ F N１３ 縄文後期 ０．２３ ０．０１ ０．０７
N盛土 O－８０ F N１３ 縄文後期 １．５２
N盛土 O－８０ F N３０ 縄文後期 ０．２

８４ N盛土 O－８１ F N１３ 縄文後期 １．０４
８５ N盛土 O－８２ F N１３ 縄文後期 ０．１１
８６ N盛土 O－８２ F N３２ 縄文後期 ０．６６
８７ N盛土 O－８３ F N２６ 縄文後期 ０．１９

N盛土 O－８３ F N３２ 縄文後期 ０．０９ ０．１１
N盛土 O－８４ F N２６ 縄文後期 ０．２４ ０．０５
N盛土 P－６７ F N３ 縄文後期 ０．１
N盛土 P－６８ F N４ 縄文後期 ０．０２

８８ N盛土 P－７３ F N１３ 縄文後期 ０．３４
N盛土 P－７４ F N１４ 縄文後期 ０．０９ ０．０９
N盛土 P－７５ F N１３ 縄文後期 ０．７１

８９ N盛土 P－７５ F N１４ 縄文後期 ２．３６ ０．０６
P－７７ F 	層・撹乱 ？ ０．８５

N盛土 P－７９ F N１３ 縄文後期 ０．０５
９０ N盛土 P－８０ F N１３ 縄文後期 ０．１８

P－８１ F �b層 縄文後期 ０．１６
N盛土 P－８１ F N３１ 縄文後期 ０．１９

９１ P－８２ F �b層 縄文後期 ０．９５
９２ N盛土 P－８２ F N２７ 縄文後期 ０．３９
９３ N盛土 P－８２ F N３１ 縄文後期 ０．２９

N盛土 P－８３ F N２６ 縄文後期 ０．１８
N盛土 P－８３ F N３０ 縄文後期 ０．１

９４ N盛土 P－８３ F N３１ 縄文後期 ０．９６
N盛土 P－８４ F N２７ 縄文後期 ０．０６

９５ N盛土 P－８４ F N３０ 縄文後期 ０．１２
９６ N盛土 P－８５ F N３０ 縄文後期 ０．０８ ０．０６
９７ N盛土 P－８６ F N３０ 縄文後期 ０．０４

N盛土 Q－６５ F N１ 縄文後期 ０．７３ ０．４６
N盛土 Q－６６ F N３ 縄文後期 ０．４７ ０．２９
N盛土 Q－７２ F N１３ 縄文後期 ０．０３

９８ N盛土 Q－７３ F N１４ 縄文後期 ０．０６
９９ N盛土 Q－７５ F N１４ 縄文後期 ０．２２
１００ N盛土 Q－７７ F N１３ 縄文後期 ０．０７

N盛土 Q－８２ F N３１ 縄文後期 ０．１４
N盛土 Q－８４ F N１９ 縄文後期 ０．１

１０１ N盛土 Q－８４ F N２９ 縄文後期
１０２ N盛土 Q－８６ F N１９ 縄文後期 ０．０３

N盛土 R－６５ F N１ 縄文後期 ０．０４
N盛土 R－６５ F N４ 縄文後期 ０．０６
N盛土 R－６６ F N１ 縄文後期 ０．１４ ０．２ ０．１
N盛土 N－８４ F N３ 縄文後期 ０．５４ ０．０９

１０３ N盛土 R－６７ F N３ 縄文後期 ３．２７ ２．８６ ０．４
N盛土 R－６８ F N３ 縄文後期 ０．０７ １．１８ ０．１９

H９種子

４７０



NO. 遺構名 調査区 地区 層 位 時期
ユリ科
（g）

クリ属
（g）

コナラ属
（g）

クルミ属
（g）

ヒシ属
（g）

キハダ属
（g）

モクレン属
（g）

不明堅果
（g）

ヒエ属
（粒）

キク科
（粒）

タデ科
（粒）

ブドウ科
（粒）

不明１
（粒）

不明２
（粒）

N盛土 R－６９ F N４ 縄文後期 ０．１２ ０．０６
１０４ N盛土 R－７０ F N４ 縄文後期 ０．１

N盛土 R－７３ F N１４ 縄文後期 ０．０３
１０５ N盛土 R－７５ F N１４ 縄文後期 ０．３１
１０６ N盛土 R－８２ F N３１ 縄文後期 ０．１１

R－１０７ F 
層 ？ ０．０８
R－１１０ F 	層・撹乱 ？ ２．７９

N盛土 S－６５ F N１ 縄文後期 ０．０７
N盛土 S－６５ F N４ 縄文後期 ０．１９ ０．１１
N盛土 S－６５ F N１４ 縄文後期 ０．１８
N盛土 S－６６ F N１ 縄文後期 ０．１２ ０．５ ０．６２

１０７ N盛土 S－６６ F N３ 縄文後期 ０．２６ ０．１２ ０．１１
N盛土 S－６７ F N１ 縄文後期 ０．０４

１０８ N盛土 S－６７ F N３ 縄文後期 ９．６６ ７．９９ ０．８９
N盛土 S－６８ F N１ 縄文後期 ０．０７
N盛土 S－６８ F N３ 縄文後期 ０．８８ ２．３２
N盛土 S－６８ F N４ 縄文後期 ０．１８

１０９ N盛土 S－６９ F N３ 縄文後期 ０．２４
S－７８ F �a層 縄文後期 ０．０３

N盛土 U－７４ F N１０ 縄文後期 ０．０１
N盛土 U－７７ F N８ 縄文後期 ０．０６ ０．０３
N盛土 U－７７ F N１０ 縄文後期 ０．３４
N盛土 U－７８ F N１０ 縄文後期 ０．８６
N盛土 U－７９ F N１０ 縄文後期 ０．０９ ０．０４
N盛土 V－７３ F N１０ 縄文後期 ０．３９
N盛土 V－７４ F N８ 縄文後期 ０．０５
N盛土 V－７４ F N１０ 縄文後期 ０．０２

１１０ N盛土 V－７５ F N１０ 縄文後期 ０．１２
N盛土 V－７６ F N８ 縄文後期 ０．０４
N盛土 V－７７ F N１０ 縄文後期 ０．０６
N盛土 V－７８ F N８ 縄文後期 ０．０３
N盛土 V－７８ F N１０ 縄文後期 ０．０５ ０．０９
N盛土 W－７２ F N１０ 縄文後期 ０．０４

１１１ N盛土 W－７３ F N８ 縄文後期 ０．２４ ０．２ ０．０５
１１２ N盛土 W－７３ F N１０ 縄文後期 １．６９ ０．４４ ０．０６

W－７４ F 
層 ？ ０．１ ０．０７
N盛土 W－７４ F N８ 縄文後期 ０．１ ０．０３ ０．０３
N盛土 W－７４ F N１０ 縄文後期 ０．３７
N盛土 W－７５ F N１０ 縄文後期 ０．０４
N盛土 W－７８ F N１０ 縄文後期 ０．０８
N盛土 X－７２ F N８ 縄文後期 ０．０７
N盛土 X－７２ F N１０ 縄文後期 ０．７４ ０．５１ ０．１６

１１３ N盛土 X－７３ F N８ 縄文後期 １．５３ ０．６６ ０．２９
１１４ N盛土 X－７３ F N１０ 縄文後期 ０．６８

N盛土 X－７４ F N８ 縄文後期 ０．３２
N盛土 X－７５ F N８ 縄文後期 ０．０７

１１５ N盛土 X－７５ F N１０ 縄文後期 ０．１９ ０．０６
１１６ N盛土 X－７６ F N１０ 縄文後期 ０．３８
１１７ N盛土 Y－７１ F N８ 縄文後期 ０．０３
１１８ N盛土 Y－７２ F N８ 縄文後期 ０．０９

N盛土 Y－７３ F N１０ 縄文後期 ０．１７ ０．０９
N盛土 Y－７４ F N８ 縄文後期 ０．０８
N盛土 Y－７５ F N８ 縄文後期 ０．２２ ０．１２

１１９ N盛土 Z－７２ F N１０ 縄文後期 ０．８６ ０．２１
N盛土 Z－７３ F N８ 縄文後期 ０．２３ ０．０４
N盛土 Z－７３ F N１０ 縄文後期 ０．３ ０．０７
N盛土 Z－７４ F N８ 縄文後期 ０．２５
N盛土 Z－７４ F N１０ 縄文後期 ０．０３
N盛土 Z－７５ F N１０ 縄文後期 ０．０４

１２０ P－１１６８ M－７８ G 墓 覆土 縄文後期 ０．０９
P－１１６８ G 墓 覆土 縄文後期 ０．３

１２１ F－７４１ M－９４ G 焼土（N１４） 縄文後期 ２２ ２ ２８
F－７５５ M－７５ G 焼土（N５） 縄文後期 １．７４
集石２ M－７６ G N３３ 縄文後期 ０．１３

E－６３ G 	層・撹乱 ？ ０．３７
N盛土 J－７４ G N３７ 縄文後期 ０．２１

１２２ N盛土 J－７５ G N４ 縄文後期 ０．１ ０．１２ ０．２１
N盛土 J－７７ G N２６ 縄文後期 ０．１１ ０．３１

J－７８ G 
層 ？ １．９９
N盛土 J－７８ G N２６ 縄文後期 ０．９７ １．１２

１２３ N盛土 J－７９ G N２６ 縄文後期 ０．０９ ０．１１ ０．４８ ０．０２
１２４ N盛土 K－７１ G N４ 縄文後期 ０．３９ ０．０３

N盛土 K－７３ G N３７ 縄文後期 ０．２３
N盛土 K－７４ G N３７ 縄文後期 ０．０５
N盛土 K－７５ G N４ 縄文後期 ０．５１ ０．４９
N盛土 K－７５ G N５ 縄文後期 ０．２２ ０．３６ ０．１５
N盛土 K－７５ G N１４ 縄文後期 ０．１３
N盛土 K－７５ G N３４ 縄文後期 ０．１１ ０．１７
N盛土 K－７５ G N３５ 縄文後期 ０．４６ ０．４３ ０．６ ０．０６

１２５ N盛土 K－７６ G N５ 縄文後期 ０．８ １．２４ ０．６１
１２６ N盛土 K－７６ G N１４ 縄文後期 ０．０６

↑
H９
H１０
↓

H９・H１０種子

４７１



NO. 遺構名 調査区 地区 層 位 時期
ユリ科
（g）

クリ属
（g）

コナラ属
（g）

クルミ属
（g）

ヒシ属
（g）

キハダ属
（g）

モクレン属
（g）

不明堅果
（g）

ヒエ属
（粒）

キク科
（粒）

タデ科
（粒）

ブドウ科
（粒）

不明１
（粒）

不明２
（粒）

１２７ N盛土 K－７６ G N２６ 縄文後期 ０．０４ ０．３７ ０．２８ ０．１５
N盛土 K－７６ G N３４ 縄文後期 ０．１４
N盛土 K－７６ G N３５ 縄文後期 ０．１８
N盛土 K－７７ G N２６ 縄文後期 ０．８３ ０．２４ ２．３２
N盛土 K－７７ G N３４ 縄文後期 ０．０５ ０．０２

１２８ N盛土 K－７８ G N２６ 縄文後期 ２．０５ ０．８１ １０．４ ０．０２
N盛土 K－７８ G N３４ 縄文後期 ０．２６ ０．２２

K－７９ G �層 ？ ０．０４
N盛土 K－７９ G N４ 縄文後期 ０．０７ ０．０４ ０．３
N盛土 K－７９ G N２６ 縄文後期 ０．１ １．４７ ３．４４
N盛土 K－７９ G N３４ 縄文後期 ０．０６
N盛土 L－７１ G N４ 縄文後期 ０．０７ ０．１７ ０．２９ ０．１７
N盛土 L－７２ G N４ 縄文後期 ０．１５ ０．９３ ０．４２ １．７ ０．１４

１２９ N盛土 L－７３ G N４ 縄文後期 ０．１２ ０．１４ ０．１６ ０．３
N盛土 L－７３ G N３６ 縄文後期 ０．３８ ０．１
N盛土 L－７４ G N１４ 縄文後期 １．１２ ０．８７
N盛土 L－７４ G N３４ 縄文後期 ０．０８
N盛土 L－７４ G N３５ 縄文後期 ０．４１ ０．３６ ０．０１
N盛土 L－７４ G N３６ 縄文後期 ２．８２ ６６．７７ ６．６２

L－７４ G 	層・撹乱 ？ ３．０７
N盛土 L－７５ G N４ 縄文後期 ０．１５
N盛土 L－７５ G N５ 縄文後期 １．３８ ０．７９ １．１６ ０．１６
N盛土 L－７５ G N１４ 縄文後期 ０．１７ ０．０４ ３．７３
N盛土 L－７５ G N３３ 縄文後期 ０．２３ ０．９２ ６．９２
N盛土 L－７５ G N３４ 縄文後期 ０．１５ ０．０５
N盛土 L－７５ G N３５ 縄文後期 ６．０１ ２．６２ １．６５

１３０ N盛土 L－７５ G N３６ 縄文後期 １．５４ ５ １．９７ ２．０５
１３１ N盛土 L－７６ G N５ 縄文後期 ４．２８ ２．７５ １．３７

N盛土 L－７６ G N１４ 縄文後期 ２．０４ ０．３７
N盛土 L－７６ G N２６ 縄文後期 ０．１５ ０．３１ ０．１３ ０．０３
N盛土 L－７６ G N３３ 縄文後期 ０．７２ ０．８１ ０．４６
N盛土 L－７６ G N３４ 縄文後期 ０．０４
N盛土 L－７６ G N３５ 縄文後期 ０．０９ ０．０４
N盛土 L－７７ G N５ 縄文後期 ０．３７ ０．１１ ０．１６
N盛土 L－７７ G N１４ 縄文後期 ０．０４ ０．０７
N盛土 L－７７ G N２６ 縄文後期 ０．１９ １．４２ ０．１３
N盛土 L－７７ G N３３ 縄文後期 ２．５９
N盛土 L－７７ G N３４ 縄文後期 ０．０７ ０．０６
N盛土 L－７８ G N１４ 縄文後期 ０．０３
N盛土 L－７８ G N２６ 縄文後期 ０．３７ ０．３３ ２．３４
N盛土 L－７８ G N３４ 縄文後期 ０．０９
N盛土 L－７９ G N２６ 縄文後期 ０．１ ０．１ ０．０７ ２．６９

１３２ N盛土 L－８０ G N２６ 縄文後期 ４．４４ ０．２ ０．１９ ０．１１
N盛土 L－８１ G N２６ 縄文後期 ０．０９
N盛土 M－６９ G N４ 縄文後期 ０．２５

M－７０ G 	層・撹乱 ？ ０．１４
N盛土 M－７０ G N４ 縄文後期 ０．０９ ０．６５

１３３ N盛土 M－７１ G N４ 縄文後期 ０．０８ ０．４２ １．２ ０．６１
１３４ N盛土 M－７２ G N４ 縄文後期 ０．３８ ０．４４ ３．５７

N盛土 M－７３ G N４ 縄文後期 ０．５６ ０．１７
N盛土 M－７３ G N３６ 縄文後期 ０．２８ ０．７５ ０．３５ ０．４２
N盛土 M－７４ G N４ 縄文後期 ０．２１ ０．１９

１３５ N盛土 M－７４ G N１４ 縄文後期 １．１４ ０．１２ ０．９１ ０．８
N盛土 M－７４ G N３６ 縄文後期 ０．０９ １６．６ ３８．６ ４．５３
N盛土 M－７５ G N５ 縄文後期 ０．６８ ２．０７ ０．２９
N盛土 M－７５ G N１４ 縄文後期 ０．３４ ０．６１ １４．０７
N盛土 M－７５ G N３３ 縄文後期 ０．２９ １２．６２ ０．３９
N盛土 M－７５ G N３５ 縄文後期 ０．１５ ２．９１ １．３１
N盛土 M－７５ G N３６ 縄文後期 ２．０３ ９．６１ ２．２３

M－７６ G 	層・撹乱 ？ ０．０９
N盛土 M－７６ G N５ 縄文後期 ３．２８ １５．９３ ０．５７

１３６ N盛土 M－７６ G N１４ 縄文後期 ０．１５ ０．１２ ０．２ １．２８ １．３４
N盛土 M－７６ G N３３ 縄文後期 ８．６１ ０．７
N盛土 M－７７ G N４ 縄文後期 ０．４３ ０．２５
N盛土 M－７７ G N５ 縄文後期 ０．４１ １２．５ ０．５
N盛土 M－７７ G N１３ 縄文後期 ０．７９ ７．７５ １．３３
N盛土 M－７７ G N１４ 縄文後期 ０．２３ １．１９ １．４５
N盛土 M－７７ G N３３ 縄文後期 ０．２６ １１．６ ２．５
N盛土 M－７７ G N３４ 縄文後期 ０．０４
N盛土 M－７８ G N５ 縄文後期 ０．２４ ３．１７ ０．１５
N盛土 M－７８ G N１３ 縄文後期 ０．１３ ０．１５
N盛土 M－７８ G N１４ 縄文後期 ０．０６ ０．９８
N盛土 M－７８ G N２６ 縄文後期 ０．６８ １．８ ２．４２
N盛土 M－７８ G N３４ 縄文後期 ０．２１ ０．１７
N盛土 M－７９ G N１３ 縄文後期 ０．０５ ０．０９ ０．１１

１３７ N盛土 M－７９ G N２６ 縄文後期 ０．１８ ０．４８ １．０６ ０．１１
N盛土 M－７９ G N３４ 縄文後期 ０．０６ ０．１
N盛土 M－８０ G N１３ 縄文後期 ０．０９ ０．０９ ０．０８
N盛土 M－８０ G N２６ 縄文後期 ０．３６ １．０８
N盛土 M－８０ G N３４ 縄文後期 ０．０３
N盛土 M－８１ G N１３ 縄文後期 ０．６６ ０．６３

H１０種子

４７２



NO. 遺構名 調査区 地区 層 位 時期
ユリ科
（g）

クリ属
（g）

コナラ属
（g）

クルミ属
（g）

ヒシ属
（g）

キハダ属
（g）

モクレン属
（g）

不明堅果
（g）

ヒエ属
（粒）

キク科
（粒）

タデ科
（粒）

ブドウ科
（粒）

不明１
（粒）

不明２
（粒）

N盛土 M－８１ G N２６ 縄文後期 ０．３７
N盛土 N－６７ G N４ 縄文後期 ０．１５
N盛土 N－６８ G N４ 縄文後期 ０．１２ ０．１
N盛土 N－６９ G N４ 縄文後期 ０．２７ １．４４ ３．８２

１３８ N盛土 N－７０ G N４ 縄文後期 ０．１２ １．７２ ２．６ ０．１１
N盛土 N－７１ G N４ 縄文後期 ０．１４ ０．４９ ０．８９

１３９ N－７２ G �b層 ？ ０．１１
N盛土 N－７２ G N４ 縄文後期 ０．１５ ０．７５ ０．５３
N盛土 N－７３ G N４ 縄文後期 ０．０５ ０．１１
N盛土 N－７３ G N１４ 縄文後期 ０．１９ ０．１４ ０．４３
N盛土 N－７３ G N３６ 縄文後期 ０．６６ ０．９６ ０．４７
N盛土 N－７４ G N４ 縄文後期 ０．５１ ０．２９
N盛土 N－７４ G N１３ 縄文後期 １．１３ ０．３２

１４０ N盛土 N－７４ G N１４ 縄文後期 ０．６７ ０．１１ １．１３ ０．９２
N盛土 N－７４ G N３６ 縄文後期 ０．５７ １．５８ ０．６１
N盛土 N－７５ G N１３ 縄文後期 ０．５８ ２．６８
N盛土 N－７５ G N１４ 縄文後期 ０．２１ ０．０７ １１．３７ ０．８６
N盛土 N－７５ G N３３ 縄文後期 ０．４３ ０．３９ ０．５３
N盛土 N－７５ G N３５ 縄文後期 ０．２３ ０．５ ２．７８
N盛土 N－７５ G N３６ 縄文後期 ０．０５ ０．７９ ２．４２

N－７６ G 	層・撹乱 ？ ０．４６
N盛土 N－７６ G N５ 縄文後期 １．１６ ７．３１ ２．７３
N盛土 N－７６ G N１３ 縄文後期 ０．７５ ９．０５ ８．６５ ０．１４

１４１ N盛土 N－７６ G N１４ 縄文後期 ０．６３ ０．２７ ０．４５ ２．５５ ０．７３
N盛土 N－７６ G N３３ 縄文後期 ３．０３ １．１７
N盛土 N－７６ G N３５ 縄文後期 ０．２６ ０．６ ０．４２
N盛土 N－７７ G N５ 縄文後期 ２．２６ ７．８９ １．３９
N盛土 N－７７ G N１３ 縄文後期 ０．８５ ０．５３
N盛土 N－７７ G N１４ 縄文後期 ０．３３ ０．６１
N盛土 N－７７ G N３３ 縄文後期 ３．５３
N盛土 N－７８ G N５ 縄文後期 ２．２ ２１．１５ ０．４２

１４２ N盛土 N－７８ G N１３ 縄文後期 ０．１１ １．１３ ０．５６
N盛土 N－７８ G N１４ 縄文後期 ０．０６ ０．０４ ０．３３ ０．０４
N盛土 N－７８ G N３４ 縄文後期 １．０４ ０．１２

１４３ N盛土 N－７９ G N５ 縄文後期 ０．５４ ２．９９ ０．１
１４４ N盛土 N－７９ G N１３ 縄文後期 ０．４７ ０．１９ ０．２１ ２．０９ ０．０９

N盛土 N－８０ G N５ 縄文後期 ０．８ １．５１ ０．６３ ０．０２
１４５ N盛土 N－８０ G N１３ 縄文後期 ０．３４ ０．１２ ０．２１ ５．０２ ０．０２

N盛土 N－８０ G N２６ 縄文後期 ０．０８
N盛土 N－８１ G N１３ 縄文後期 ０．１４ ０．１３
N盛土 N－８１ G N２６ 縄文後期 ０．２ ０．２８
N盛土 N－８１ G N３１ 縄文後期 ０．０８ ０．０５
N盛土 O－６５ G N２ 縄文後期 ０．１３
N盛土 O－６７ G N４ 縄文後期 ０．２ ０．０３
N盛土 O－６８ G N４ 縄文後期 ０．０６
N盛土 O－６９ G N４ 縄文後期 ０．１７ ０．０６ ０．４２
N盛土 O－７０ G N４ 縄文後期 ０．０６ ０．３１ ０．１４ ０．２２
N盛土 O－７１ G N４ 縄文後期 ０．０８ ０．０８ ０．２９ ０．２２
N盛土 O－７２ G N４ 縄文後期 ０．０６ ０．０８ ０．１６

１４６ N盛土 O－７３ G N１３ 縄文後期 ０．１
N盛土 O－７３ G N１４ 縄文後期 ０．１８ ０．１７ ０．２５ ０．２４
N盛土 O－７４ G N１５ 縄文後期 ０．１９ １．５８
N盛土 O－７４ G N１４ 縄文後期 ０．９７ ０．６
N盛土 O－７５ G N１３ 縄文後期 ６．０２ ２．１８

１４７ N盛土 O－７５ G N１４ 縄文後期 ０．６７ ０．２６ ８．４４ ０．２９
N盛土 O－７５ G N３５ 縄文後期 ０．７２ ０．２３
N盛土 O－７６ G N５ 縄文後期 ０．１７ ０．３６ ０．０６
N盛土 O－７６ G N１３ 縄文後期 １．２３ ０．６９
N盛土 O－７６ G N１４ 縄文後期 ０．１２ １．３５
N盛土 O－７６ G N３３ 縄文後期 ０．５３

O－７６ G ベルト 縄文後期 ０．１２
N盛土 O－７７ G N５ 縄文後期 １．１ ２．１９ １．２１

１４８ N盛土 O－７７ G N１３ 縄文後期 ４．８６ ８．１７ １．９８
N盛土 O－７７ G N１４ 縄文後期 ０．０５ ０．１７ ０．６７ ０．２８
N盛土 O－７７ G N３３ 縄文後期 １．９２ ４．８７ １．８６ ０．０６
N盛土 O－７８ G N５ 縄文後期 ０．０５ １４．７６ １．４５

１４９ N盛土 O－７８ G N１３ 縄文後期 ０．０３ １．１３ １．１４ １．１ ０．０５
１５０ N盛土 O－７９ G N５ 縄文後期 ０．１５ １．６ ０．５７

N盛土 O－７９ G N１３ 縄文後期 ０．０６ ０．７２
N盛土 O－８０ G N５ 縄文後期 ０．８７ ０．７１ ０．２２
N盛土 O－８０ G N１３ 縄文後期 ０．１ ０．１７ １．６２
N盛土 O－８１ G N１３ 縄文後期 ０．２
N盛土 O－８１ G N３１ 縄文後期 ０．１２

g－１５３ G �層 ？ ０．１２
h－１３６ G 
層 ？ ２．２
排土 G ？ ０．３９ ０．０９

２２．４５１０４．３８ ３９７．５１ １９０．８２ ０．０６ ０．０６ ０．０８ １０．６１ ３ ９７６ ８７ １ ６４ ２１２

H１０種子

４７３



表２ コナラ属子葉計測

キウス４遺跡

No. L（mm） W（mm） 資料 NO・調査区名 図版番号
１ １１．３４ １０．１２ NO．１０８ S６７，N３
２ １４．１８ １３．１９ NO．１０８ S６８，N３
３ １１．８７ １０．５６ NO．１１２ X７２，N１０ 図版１－８
４ １５．１４ １０．１４ NO．１２９－� L７５，N３５ 図版２－１８
５ １４．０８ １１．６３ NO．１２９－� L７５，N３５
６ １４．３８ ９．９２ NO．１２９－� L７４，N３６ 図版２－１７
７ １４．９３ １２．８２ NO．１２９－� L７４，N３６ 図版１－１１
８ １４．４３ １０．４６ NO．１２９－� L７４，N３６ 図版２－１４
９ １５．０２ １０．８７ NO．１２９－� L７４，N３６ 図版２－１５
１０ １３．３６ ９．９４ NO．１２９－� L７４，N３６
１１ １３．７１ １０．９８ NO．１２９－� L７４，N３６
１２ １３．０１ １０．４８ NO．１２９－� L７４，N３６ 図版１－１０
１３ １２．０５ １０．１６ NO．１２９－� L７４，N３６
１４ １１．２６ １１．４７ NO．１２９－� L７４，N３６ 図版１－５
１５ １６．９３ ８．９７ NO．１３３ M７１，N４ 図版２－１９
１６ ９．１９ ９．１３ NO．１３４ M７３，N３６ 図版１－３
１７ １５．８２ １０．７７ NO．１３５－� M７４，N３６
１８ １４．７２ ８．６４ NO．１３５－� M７４，N３６
１９ １５．２ １０．４６ NO．１３５－� M７４，N３６
２０ １３．３９ １０．４４ NO．１３５－� M７４，N３６
２１ １２．０６ １２．３２ NO．１３６－� M７７，N１３
２２ １１．５１ １０．９７ NO．１３６－� M７７，N１３ 図版１－７
２３ １３．３６ １２．０６ NO．１３６－� M７７，N１３
２４ １１．３７ １２．１８ NO．１３６－� M７７，N３３ 図版１－９
２５ １３．０２ １０．０４ NO．１３６－� M７７，N３３
２６ １１．９５ １１．０６ NO．１３６ M７７，N５
２７ １２．８９ １０．９６ NO．１４０－� M７４，N１４
２８ １５．４２ ８．５ NO．１４０－� M７４，N１４
２９ １２．１４ ９．０２ NO．１４０－� M７４，N１４
３０ １２．９３ ９．４６ NO．１４０－� M７４，N１４
３１ １３．３５ ９．３３ NO．１４１－� N７８，N５
３２ １４．５２ １１．８ NO．１４１－� N７８，N５
３３ １５．８４ １０．９９ NO．１４１－� N７８，N５
３４ １３．９２ ９．７３ NO．１４１－� N７８，N５
３５ １３．９６ １０．４１ NO．１４１－� N７８，N５
３６ １４．４６ １１．５７ NO．１４１－� N７８，N５
３７ １３．５４ １０．５３ NO．１４１－� N７７，N５ 図版２－１３
３８ １１．４４ １０．１６ NO．１４１－� N７７，N５
３９ １１．６９ ８．４５ NO．１４１－� N７７，N５
４０ １５．８４ ９．７８ NO．１４６－� O７５，N１３
４１ １１．１８ １０．０９ NO．１４６－� O７５，N１３ 図版１－６
４２ ９．６８ ８．４８ NO．１４６－� O７５，N１３ 図版１－４
４３ １１．５５ ８．１６ NO．１４６ O７４，N１４
４４ １４．４８ ９．０１ NO．１４７－� O７５，N１４
４５ １２．７６ ９．１３ NO．１４７－� O７５，N１４ 図版２－１２
４６ ８．６３ ７．１６ NO．１４７－� O７５，N１４ 図版１－１
４７ ９．６２ ８．０３ NO．１４７－� O７５，N１４ 図版１－２
４８ １５．３８ １０．７６ NO．１４８－� O７７，N１３ 図版２－１６
４９ １３．７５ ９．８２ NO．１４８－� O７７，N１３
５０ １４．７６ １０．４３ NO．１４８ O７８，N５
平均 １３．２２ １０．２３
分散 ３．４ １．５７

標準偏差 １．８６ １．２７
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表３ クリ属子葉計測

キウス４遺跡

No. L（mm） W（mm） 資料 NO・調査区名 図版番号
１ １４．１５ １２．０３ NO．１０８ S６７，N３ 図版３－２５
２ １２．９７ １３．１４ NO．１２９－� L７４，N３６ 図版３－２４
３ １０．１６ ８．３６ NO．１２９－� L７４，N３６ 図版３－２０
４ １１．１２ １４．７２ NO．１２８－� K７９，N２６ 図版３－２７
５ １０．２９ １０．６１ NO．１２８－� K７９，N２６ 図版３－２１
６ １３．５４ １４．２７ NO．１４１ K７８，N５ 図版３－２６
７ １２．３８ １３．５７ NO．１４８－� O７７，N１３ 図版３－２２
８ １２．０５ １１．６２ NO．１４８－� O７７，N１３
９ １１．５４ １２．８１ NO．１５０ O８０，N５ 図版３－２３
平均 １２．０２ １２．３５
分散 １．７１ ３．４７

標準偏差 １．３９ １．９８
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図版１ 出土コナラ属子葉

１．（計測資料 No．４６－�） ２．（No．４７－�） ３．（No．１６）

４．（No．４２－�） ５．（No．１４－�）

６．（No．４１－�） ７．（No．２２－�）

８．（No．３） ９．（No．２４－�）

１０．（No．１２－�） １１．（No．７－�）
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図版２ 出土コナラ属子葉

１２．（No．４５－�） １３．（No．３７－�）

１４．（No．８－�） １５．（No．９－�）

１６．（No．４８－�） １７．（No．６－�）

１８．（No．４－�） １９．（No．１５）
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図版３ 出土クリ属子葉

２０．（計測資料 No．３） ２６．（No．６）

２１．（No．５） ２７．（No．４）

２２．（No．７） ２４．（No．２）

２３．（No．９） ２５．（No．１）

４７８



図版４

２８．ユリ科 ２９．ユリ科

３０．ユリ科 ３１．ユリ科

３２．ユリ科 ３３．ブドウ科

３４．キハダ属果実 ３５．ヒシ属 ３６．ヒシ属 ３７．ヒシ属

３８．モクレン属 ３９．クルミ属

４７９



図版５

４０．ヒエ属

４１．キク科 ４２．タデ属

４３．不明
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４ 千歳市キウス４遺跡D・F・G地区出土動物遺存体

高橋 理／千歳サケのふるさと館

太子夕佳／札幌国際大学大学院

遺跡と調査の概要

遺跡の名称 ：キウス４遺跡 D・F・G地区（A－０３－９２）

遺跡の所在 ：北海道千歳市中央１１９０－３ほか

調査の機関 ：財団法人北海道埋蔵文化財センター

調査担当者 ：高橋和樹ほか

調査期間 ：平成９年（１９９７年）５月６日～１０月２８日

平成１０年（１９９８年）５月６日～１０月２８日

遺跡の立地 ：千歳市の北東約８km，馬追丘陵の西側に広がる緩斜面の標高４～１９mに位置

している。この緩斜面は、キウス川によって浸食縦断され、その末端はオルイカ

川に接している。

遺跡の年代・検出遺構：

D地区；縄文時代後期後葉の周堤墓、直線状盛土、道跡、土壙、焼土跡が検出された。

F地区；盛土遺構、焼土群、貯蔵穴、墓壙、柱穴、小ピットが検出されている。縄文時

代早期から晩期にわたる遺物が検出されたが、縄文時代後期後葉の堂林式に相

当するものが最も多い。

G地区；縄文時代後期後葉の堂林式土器の時期に相当するものが主体の盛土遺構、焼

土、墓壙、柱穴、竪穴状遺構が検出されている。

はじめに

千歳市北部に所在するキウス遺跡群は、北海道高速横断道路およびそれに付帯する建設工事にと

もなう事前調査としてここ数年にわたって広域な調査が行われてきた。

平成９年および１０年にはキウス４遺跡の D・F・G地区の調査が行われ、縄文時代後期の焼土遺

構、土壙覆土等より多量の動物遺存体が検出された。これらの動物遺存体はフロテーションプロセ

スや水洗選別によって回収されたものである。遺跡分析の機会を与えられた第２調査課高橋和樹氏

およびスタッフの方々に心より御礼申し上げます。

動物遺存体

出土・回収された動物遺存体はつぎのとおりである。また各遺構、包含層の出土状況は表１

（PP．４８６－５０１）を参照されたい。

軟骨魚綱 Chondrichthyes

ネズミザメ科 Lamnidae

ホホジロザメ Carcharodon carcharias

硬骨魚綱 Osteichthyes

サケ科 Salmonidae
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コイ科 Cyprinidae

ウグイ属 Triborodon sp.

鳥綱 Aves

哺乳綱 Mammalia

イヌ科 Canidae

クマ科 Ursidae

ヒグマ Ursus arctos

シカ科 Cervidae

ニホンジカ Cervus nippon

イノシシ科 Suidae

イノシシ Sus scrofa leucomystax

海棲哺乳類 Marine Mammal

これらの動物遺存体はすべて火を強く受けており、白色化・細片化・変形・収縮が著しい。同定

にいたらなかった遺存体が少なくないが、ニホンジカが多数をしめていることから、それらの多く

もニホンジカ遺存体に帰属する可能性は高い。またイノシシは哺乳類ではニホンジカにつぐ出土数

であった。これらイノシシ遺存体は大型の成獣に帰属するものが少なくない。

魚類ではサケが最も多かったが、椎骨に比較して歯の出土が際だって少ない。キウス４遺跡出土

のサケ遺存体については、以前の調査においても遺構間や出土部位・量に偏在が認められたことが

あり、その解釈を試みたことがあった。しかし今回の遺物ついては、サンプリング土壌の処理方法

によって遺構間のデータ比較ができない可能性が生じている。出土種子の分析においてもこの指摘

がなされている（吉崎・椿坂２００１、pp．４６５－４６８）。これについては後述する。

考察

平成９・１０年度のキウス４遺跡 D・F・G地区の調査によって、縄文時代後期の多くの動物遺存

体が検出された。それらの多くがニホンジカ Cervus nippon、ヒグマ Ursus arctos、イノシシ

Sus scrofa leucomystax、を主体とする哺乳類という結果が得られた。特に北盛土遺構を形成する

土壌では、膨大なサンプリング量にもかかわらず哺乳類のみが出土した。これに対して焼土遺構か

らは、哺乳類に混じって細かいサケ科魚類の遺存体が少なからずみつかっている。またそのすべて

が椎骨であり、出土部位に著しい偏りを看ることができる。やや保存状態がよい椎骨片から判断し

て、サケ科魚類の多くはサケ属 Oncoryhnchus のサケ（シロザケ） Oncoryhnchus keta ある

いはサクラマス Oncoryhnchus masou masou であったらしい（以後「サケ」と表記する）。

既述したように、サケの出土が椎骨に偏る場合のあることは以前の分析において指摘してきたと

ころであり（高橋・太子１９９８、高橋１９９９、高橋２０００など）、その背景にこの魚種に対する保存処

理の存在や、ヒエ属 Echinochloa 種子の出土状況も考慮して、その目的としての儀礼を推定した

ことがあった。少なくとも焼土遺構内において、今回も出土部位が椎骨（および鰭）に大きく偏っ

ており、焼土遺構が既に保存処理されたサケを消費する場であった可能性をあらためて指摘するこ

とができる。また吉崎・椿坂の種子分析によれば、焼土遺構（１０５・１６１）よりヒエ属 Echinochloa

種子が３点出土しているという（吉崎・椿坂前出 pp．４６５－４６８）。この文脈からいえば、何らかの

儀礼の結果として焼土が形成されたと推定することもできよう。
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イノシシ Sus scrofa leucomystax は F・G地区においてシカに次ぐ出土数を示した。かねてよ

り、北海道の縄文遺跡のイノシシの出土例が増えていることや成獣がむしろ多いことを指摘してき

た（高橋・太子前出、高橋前出）。しかし、イノシシが北海道において独自に個体群を維持し、さ

らに群サイズを大きくしていったことをトレースすることはできない。北海道の特に冬季における

自然環境がそれを許容しなかったことが第一の要因であろう。したがって、

１．イノシシは需要に応じてその都度本州地域から搬入されていた。

２．イノシシは何らかの形でヒトの「庇護」下にあり、その「消費」が達成

されるまでの時間は、（ごく短い）複数世代にわたった。

という二つの仮説を設定することができる。

筆者らはこれまで島嶼から出土する縄文イノシシのデータ収集を行ってきた。正式報告はこれか

らであるが、例えば伊豆諸島のイノシシは明らかに本州のニホンイノシシの系統であるにもかかわ

らず、形態に著しい小型化を指摘することができた（山崎・遠藤・高橋・菅原２０００）。そのメカニ

ズムの詳細は明らかでないが、「島嶼隔離効果」のストレスが「島嶼化」という形態の小型化を生

み出すことが知られている。しかし、北海道の縄文イノシシには現在までのところ小型化を認める

ことができず、本州地域の同期のイノシシとのあいだにサイズの違いが見いだせない。この事実は、

北海道においては小型化が現象する前の段階で（＝ごく短い複数世代にわたって）イノシシが消費

されていたことを示すものかもしれない。

一方で縄文イノシシは、道南から噴火湾沿岸、石狩低地帯中南部、上川・空知・日高・十勝・釧

路という広汎な地域の遺跡より見つかっており、その事実を第一仮説だけで説明することも困難で

ある。したがって現段階では第二仮説を考えておきたい。

ところで、最近まで北海道へのイノシシの移入がはじまったのは縄文時代後期前半とされてきた。

筆者がイノシシを実見してきた遺跡も後期前半から晩期末であった。しかし、平成１２年に調査され

た白老町虎杖浜２遺跡において、縄文時代前期円筒下層 a式期を主体とする時期の盛土遺構や焼

土遺構よりイノシシが出土していたことがわかった（高橋・太子２００１『白老町虎杖浜２遺跡』in

press）。これによって、北海道へのイノシシの移入の開始は、従来考えられてきた時期を大幅にさ

かのぼることとなった。今後その要因や対象地域などを究明していかなくてはならないだろう。

若干の提言

サンプルの処理方法の違いが、遺物データにどのように影響するのかについて若干提言したい。

土壌サンプルの処理プロセスをみると、焼土サンプルについてはフローテーション作業による

０．４２mmメッシュを使用した遺物回収を行っている一方、盛土を形成する土壌サンプルについて

は５mmメッシュによる水洗選別のみを行っていたことがわかった。既述したように、サケは盛

土遺構からはまったくみつからず、焼土遺構のみから出土していた。少なくとも筆者が分析を依頼

された資料についてはそのように判断された。しかし、サケの破損した微細な骨片は長さや直径が

２～３mmのサイズがほとんどであり、５mmのメッシュサイズによる水洗選別では、それらの

ほとんどが流失してしまった可能性が否定できない。

問題点はサケが本来盛土にあったのか、なかったのかの判断が不可能となってしまったことであ

る。かつて分析した盛土にはサケが含まれていたケースと含まれていないケースの双方があり、そ

れぞれにその意味を考えることができた。遺跡・遺構のより正確な解釈に近づくためには、作業段

階の人為的なバイアスは可能な限り排除されなければならない。時間と労力には限界があるが、省
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力化・効率化の優先がデータの解釈に大きな誤謬をもたらす危険性を内包することを強く認識しな

ければならない。
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植物種子」『千歳市キウス４遺跡（８）』 pp．４６５－４８０

付記

今回の分析にともなって掲載した動物遺存体写真の現像については、北海道大学埋蔵文化財調査

室の椿坂恭代氏より暗室提供などの便宜をはかっていただいた。ここに記して心より御礼申し上げ

ます。

４８４



図版１ キウス４遺跡D・F・G地区出土動物遺存体

１ サケ科魚類 椎骨（破片） ２ ニホンジカ 第１手根骨 ３ ニホンジカ 果骨

４ ニホンジカ
第２or５指趾 末節骨

５ ヒグマ 中節骨 ６ ヒグマ 末節骨

７ イノシシ 上腕骨 ８ イノシシ 尺側手根骨 ９ イノシシ
第２or５中手・中足骨

骨針１０ イノシシ 距骨
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キウス４遺跡D・F・G地区出土動物遺存体（平成９年度調査）

No. 遺構名 調査区名 層 位 動 物 遺 存 体
種 名 部 位 出 土 部 位 数 量 重 量 備 考

１ X‐１０ N‐１１３ �b層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １８ ０．７１ 被熱
不明 部位不明 fr. ０．５８ 被熱

２ P‐８０４ P‐６６ 覆土 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．４７ 被熱
不明 部位不明 fr. ０．０１ 被熱

３ P‐９９２ R‐６９ 覆土 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．２８ 被熱
不明 部位不明 fr. ０．０２ 被熱

４ F‐１ R‐６９ 覆土１層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２５ ０．６７ 被熱
サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. ４ ０．０１ 被熱
サケ科 Salmonidae non det. 鰭棘 他 fr. ３ ０．０２ 被熱

覆土２層 サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. ８７ ０．４５ 被熱
サケ科 Salmonidae non det. 鰭棘 他 fr. １７ ０．０８ 被熱
サケ科 Salmonidae non det. 鰭棘 他 fr. ２７０ ０．０８ 被熱
魚綱 Osteichthyes？ spp. 部位不明 fr. ２ ０．０１＞ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １５５ ３．８７ 被熱

覆土３層 小型哺乳綱 Mammalia sp. 橈骨？ fr. １ ０．０１ 被熱なし
哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．０４ 被熱
不明 sp. 部位不明 fr. １ ０．０１ 被熱

５ F‐２ R‐６９ 覆土１層 サケ科 Salmonidae spp. 椎骨 fr. ２ ０．０１＞ 被熱
小型イヌ科 Canidae sp. 下顎骨歯槽部 fr. １ ０．１４ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．０２ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７ ０．１３ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. ３ ０．０３ 被熱

６ F‐８ Q‐６８ 焼土 哺乳綱 Mammalia？ sp. 部位不明 fr. １ ０．０１ 被熱
７ F‐１２ R‐６８ 焼土 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．１２ 被熱
８ F‐６０ S‐６５ 焼土 サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. ５ ０．０１＞ 被熱

サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. ５ ０．０１＞ 被熱
魚綱 Osteichthyes non det. 鰭棘？ fr. ２ ０．０１＞ 被熱
魚綱 Osteichthyes non det. 部位不明 fr. ５ ０．０２ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. １０ ０．０７ 被熱

９ F‐６２ S‐６６ 焼土 サケ科 Salmonidae sp. 椎骨 fr. １ ０．０１＞ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．０５ 被熱

１０ F‐７０ S‐６５ 焼土 哺乳綱 Mammalia？ sp.. 部位不明 fr. １ ０．０２ 被熱
１１ F‐７８ R‐６７ 焼土 サケ科 Salmonidae sp. 椎骨 fr. ２ ０．０１ 被熱

不明 spp. 部位不明 fr. ２ ０．０１ 被熱
１２ F‐７９ R‐６７ 焼土 サケ科 Salmonidae sp. 椎骨 fr. １ ０．０１＞ 被熱

不明 spp. 部位不明 fr. ２ ０．０１＞ 被熱
１３ F‐８１ R‐６７ �b層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．０９ 被熱
１４ F‐８１ R‐６７ 焼土 サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. ６ ０．０２ 被熱

魚綱 Osteichthyes sp. 椎骨？ fr. １ ０．０１＞ 被熱
魚綱 Osteichthyes spp. 椎骨 fr. ２ ０．０１＞ 被熱
魚綱 Osteichthyes spp. 部位不明 fr. ２ ０．０１ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２４ ０．６１ 被熱

１５ F‐８３ R‐６７ �b層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．５４ 被熱
１６ F‐８３ R‐６７ 焼土 サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. １０ ０．０１ 被熱

哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．０２ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. ６ ０．０２ 被熱

１７ F‐８４ R‐６７ 焼土 サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. １６ ０．０５ 被熱
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No. 遺構名 調査区名 層 位 動 物 遺 存 体
種 名 部 位 出 土 部 位 数 量 重 量 備 考

魚綱 Osteichthyes sp. 部位不明 fr. 1 ０．０１＞ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. 50 １．４ 被熱

１８ F‐８８ R‐６８ 焼土 サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. 12 ０．０５ 被熱
サケ科 Salmonidae？ sp. 歯 fr. 1 ０．０１＞ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. 23 ０．１７ 被熱

１９ F‐９１ S‐６８ 焼土 サケ科 Salmonidae sp. 椎骨 fr. 1 ０．０１＞ 被熱
哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. 2 ０．０８ 被熱

２０ F‐９８ S‐６７ 焼土 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. 1 ０．１５ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. 27 ０．１ 被熱

２１ F‐１０１ S‐６７ 焼土 サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. 4 ０．０１ 被熱
哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. 2 ０．１１ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. 5 ０．０１ 被熱

２２ F‐１０２ S‐６７ 焼土 サケ科 Salmonidae spp. 椎骨 fr. 3 ０．０１ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. 1 ０．１８ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. 4 ０．０１ 被熱

２３ F‐１０５ S‐６６ �b層 不明 non det. 部位不明 fr. 5 ０．０４ 被熱 他に微細片
２４ F‐１０５ S‐６６ 焼土 サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. 3 ０．０１ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon？ 末節骨？ 遠位先端？ 1 ０．２１ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. 3 ０．１４ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. 18 ０．０９ 被熱

２５ F‐１０６ S‐６７ 焼土 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. 113 ２．４５ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. 9 ０．０５ 被熱

２６ F‐１０７ S‐６７ 焼土 サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. 10 ０．０３ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. 8 １．６４ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. 105 ０．８１ 被熱

２７ F‐１０８ S‐６７ 焼土 サケ科 Salmonidae spp. 椎骨 fr. 2 ０．０１＞ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. 3 ０．１６ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. 6 ０．０１ 被熱

２８ F‐１１２ Q‐６８ 焼土 サケ科 Salmonidae spp. 椎骨 fr. 2 ０．０１ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. 2 ０．０１＞ 被熱

２９ F‐１４３ P‐６５ 焼土 イノシシ Sus scrofa leucomystax 上腕骨 遠位滑車 fr. 1 ５．８７ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. 4 ０．８８ 被熱 他に微細片

３０ F‐１７７ P‐７１ 焼土 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. 2 ０．０５ 被熱
３１ F‐１９７ Q‐６９ 焼土 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. 2 ０．０３ 被熱

不明 non det. 部位不明 fr. 4 ０．０１ 被熱
３２ F‐２０３ Q‐６９ 焼土 サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. 14 ０．０２ 被熱

不明 sp. 部位不明 fr. 1 ０．０１＞ 被熱
３３ F‐２０４ Q‐６９ 焼土 サケ科 Salmonidae sp. 椎骨 fr. 1 ０．０１＞ 被熱

不明 non det. 部位不明 fr. 3 ０．０１ 被熱
３４ F‐２０７ P‐６９ 焼土 サケ科 Salmonidae sp. 椎骨 fr. 1 ０．０１＞ 被熱

不明 non det. 部位不明 fr. 4 ０．０１ 被熱
３５ F‐２１２ Q‐６９ 焼土 サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. 6 ０．０２ 被熱

コイ科 Cyprinidae sp. 第一頚椎 完形 1 ０．０１ 被熱
哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. 2 ０．０３ 被熱
不明 sp. 部位不明 fr. 1 ０．０１＞ 被熱

３６ F‐２４４ R‐６７ 焼土 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. 2 ０．０４ 被熱
３７ F‐３３４ R‐６９ 焼土 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. 3 ０．３２ 被熱
３８ F‐３７１ P‐８４ 焼土 サケ科 Salmonidae sp. 椎骨 fr. 1 ０．０１＞ 被熱
３９ F‐４０９ R‐６９ 焼土 サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. 311 ０．８７ 被熱
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No. 遺構名 調査区名 層 位 動 物 遺 存 体
種 名 部 位 出 土 部 位 数 量 重 量 備 考

サケ科 Salmonidae non det. 部位不明 fr. ３０７ ０．６９ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 中手 or中足骨 近位端 １ ０．０８ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３１１ ９．８３ 被熱

４０ J‐８１ �層 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．３３ 被熱 他に微細片
４１ N盛土 M‐８１ N２７ 哺乳綱 Mammalia？ spp. 部位不明 fr. ２ ０．２２ 被熱
４２ N盛土 M‐８２ N２６ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．４５ 被熱
４３ N盛土 N‐８１ N２６ 不明 spp. 部位不明 fr. ２ ０．０６ 被熱
４４ N盛土 N‐８１ N２６ 哺乳綱 Mammalia？ sp. 部位不明 fr. １ ０．１３ 被熱

不明 non det. 部位不明 fr. １６ ０．４１ 被熱
４５ N盛土 N‐８１ N２６ 不明 non det. 部位不明 fr. １０９ ２．３６ 被熱
４６ N盛土 O‐６５ N２ 哺乳綱 Mammalia？ spp. 部位不明 fr. ３ ０．４８ 被熱
４７ N盛土 O‐６６ N２ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １１ １ 被熱
４８ N盛土 O‐６７ N１ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．２１ 被熱
４９ N盛土 O‐６８ N１ 不明 spp. 部位不明 fr. ２ ０．０７ 被熱
５０ N盛土 O‐６８ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５ ０．５６ 被熱
５１ O‐６８ トレンチ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５ １．８９ 被熱
５２ N盛土 O‐６９ N４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．２４ 被熱
５３ N盛土 O‐６９ N４ 不明 non det. 部位不明 fr. ８ ０．２６ 被熱
５４ N盛土 O‐７０ N４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．５３ 被熱

不明 spp. 部位不明 fr. ２ ０．１ 被熱
５５ N盛土 O‐７１ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ １．０７ 被熱

不明 spp. 部位不明 fr. ２ ０．４７ 被熱
５６ N盛土 O‐７３ N１３ 不明 non det. 部位不明 fr. ７ ０．１４ 被熱
５７ N盛土 O‐７３ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６ １．２４ 被熱

不明 non det. 部位不明 fr. １５ ０．１２ 被熱
５８ N盛土 O‐７３ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５ ０．８４ 被熱

不明 non det. 部位不明 fr. ５ ０．２６ 被熱
５９ N盛土 O‐７４ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ １．１３ 被熱

不明 non det. 部位不明 fr. １６ １．３５ 被熱
６０ N盛土 O‐７４ N１３ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．５４ 被熱

不明 sp. 部位不明 fr. １ ０．５７ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon？ 中節骨？遠位端 fr. １ ０．１９ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. ８ １．３８ 被熱

６１ N盛土 O‐７４ N１３ イノシシ Sus scrofa leucomystax？ 中節・末節骨？近位端 fr. １ ０．５７ 被熱
哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．４３ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５２ １１．４９ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. ‐ ０．１３ 被熱

６２ N盛土 O‐７４ N１４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．４４ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. ７３ ２．１ 被熱

６３ O‐７５ �層 不明 sp. 部位不明 fr. １ ０．０２ 被熱
６４ O‐７５ イヌ科 Canidae？ sp. 膝蓋骨 ほぼ完形 １ ０．２８ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６９ ７．５２ 被熱
６５ N盛土 O‐７５ N１３ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ １．２１ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３７ ６．６６ 被熱
不明 non det. 部位不明 fr. １ ０．０７ 被熱

６６ N盛土 O‐７５ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６９ ９．０７ 被熱
６７ N盛土 O‐７５ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ １．１６ 被熱

哺乳綱 Mammalia sp. 基節・中節骨 遠位端 fr. １ ０．８９ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７ １．１ 被熱
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No. 遺構名 調査区名 層 位 動 物 遺 存 体
種 名 部 位 出 土 部 位 数 量 重 量 備 考

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３７ ４．４２ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 種子骨 完形 １ ０．２ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ８ １．４８ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １０ ５．２６ 被熱

６８ N盛土 O‐７５ N１４ 哺乳綱 Mammalia？ non det. 部位不明 fr. １３ ２．２８ 被熱他に微細片
６９ O‐７６ �a層 不明 sp. 部位不明 fr. １ ０．０４ 被熱
７０ N盛土 O‐７６ N５ ニホンジカ Cervus nippon？ 距骨 足根骨関節滑車？ 内側？ fr. １ １．４１ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４１ ５．０８ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １０ １．７３ 被熱他に微細片

７１ N盛土 O‐７６ N５ ニホンジカ Cervus nippon？ 距骨 足根骨関節滑車？ 外側？ fr. １ １．１ 被熱
哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．６７ 被熱

７２ N盛土 O‐７６ N１３ ニホンジカ Cervus nippon 果骨 fr. １ １．１３ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 第２or５指趾 末節骨 完形 １ ０．２７ 被熱
哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ５９ １０．５６ 被熱

７３ N盛土 O‐７６ N１３ ニホンジカ Cervus nippon 第２or５指趾 中節骨 完形 １ ０．６６ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５４ ６．７８ 被熱

７４ N盛土 O‐７６ N１４ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．１７ 被熱
７５ N盛土 O‐７７ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ ０．８８ 被熱
７６ N盛土 O‐７７ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４２ ４．１７ 被熱 他に微細片
７７ N盛土 O‐７７ N１４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１ 被熱
７８ N盛土 O‐７８ N５ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１８ 被熱
７９ N盛土 O‐７８ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ ０．５１ 被熱
８０ N盛土 O‐７８ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １３ ３ 被熱
８１ N盛土 O‐７９ N５ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．０８ 被熱
８２ N盛土 O‐７９ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．７３ 被熱
８３ N盛土 O‐８０ N５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６ ０．０６ 被熱
８４ N盛土 O‐８０ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４３ ３．４２ 被熱
８５ N盛土 O‐８０ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２６ １．６ 被熱
８６ N盛土 O‐８１ N１３ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．７ 被熱
８７ N盛土 O‐８１ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ９ ０．８ 被熱
８８ N盛土 O‐８１ MT 不明 non det. 部位不明 微細片 ‐ ０．２２ 被熱
８９ N盛土 O‐８２ N３２ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１６ 被熱
９０ N盛土 P‐６５ N１ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１３ 被熱
９１ N盛土 P‐６５ N２ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６３ ７．８９ 被熱
９２ N盛土 P‐６６ N１ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．０７ 被熱
９３ N盛土 P‐６６ N２ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３５ ２．６２ 被熱
９４ N盛土 P‐６６ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５ ０．４２ 被熱
９５ N盛土 P‐６７ N１ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １８ ２．５４ 被熱
９６ P‐６７ �b層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．０４ 被熱
９７ N盛土 P‐６８ N１ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １０ ０．７４ 被熱
９８ N盛土 P‐６８ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １８ ２．３８ 被熱
９９ N盛土 P‐６８ N杭 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ９ ０．３６ 被熱
１００ N盛土 P‐６９ N４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１４ 被熱
１０１ P‐７０ �・攪乱 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １５ ５．６４ 被熱
１０２ N盛土 P‐７０ N４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．２３ 被熱
１０３ N盛土 P‐７１ N４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１４ 被熱
１０４ N盛土 P‐７１ N１４ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．３１ 被熱
１０５ N盛土 P‐７２ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １３ １．５４ 被熱
１０６ N盛土 P‐７２ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５ ０．７９ 被熱
１０７ P‐７２ �b層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ９ ０．１ 被熱

４８９
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１０８ P‐７３ �a層 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．０４ 被熱
１０９ N盛土 P‐７３ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ ０．３９ 被熱
１１０ N盛土 P‐７３ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １４ ２．６６ 被熱
１１１ N盛土 P‐７３ N１４ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．４３ 被熱
１１２ N盛土 P‐７４ N１３ イノシシ Sus scrofa leucomystax 基節骨 遠位（頭）一部 １ ０．３８ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １１ １．７５ 被熱
１１３ N盛土 P‐７４ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５ １．７４ 被熱
１１４ N盛土 P‐７４ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２４ ３．２９ 被熱
１１５ N盛土 P‐７４ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １１ １．４７ 被熱
１１６ P‐７４ �b層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２６ ０．３１ 被熱
１１７ N盛土 P‐７５ N１３ ニホンジカ Cervus nippon 第１手根骨 左 ほぼ完形 １ ０．６ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６ ０．６１ 被熱
１１８ N盛土 P‐７５ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２２ ３．４５ 被熱
１１９ N盛土 P‐７５ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １３ １．２２ 被熱
１２０ P‐７６ �a層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１４ 被熱
１２１ N盛土 P‐７６ N５ ニホンジカ Cervus nippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 １ ０．２９ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２３ ３．１４ 被熱
１２２ N盛土 P‐７６ N１３ ニホンジカ Cervus nippon 第２or５指趾 末節骨 完形 １ ０．５２ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １２ ２．３ 被熱
１２３ N盛土 P‐７６ N１３ イノシシ Sus scrofa leucomystax 尺側手根骨 左 fr. １ ０．５６ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon 第２or５指趾 中節骨 ほぼ完形 １ ０．５３ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２７ １．９ 被熱

１２４ N盛土 P‐７６ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ ０．８４ 被熱
１２５ N盛土 P‐７７ N５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４１ ６．７５ 被熱
１２６ N盛土 P‐７８ N３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １９ ３．２５ 被熱
１２７ N盛土 P‐７９ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １３ ２．３１ 被熱
１２８ N盛土 P‐８３ N３１ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．４１ 被熱
１２９ N盛土 Q‐６５ N１ イノシシ Sus scrofa leucomystax 種子骨 完形 １ ０．４１ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５ ０．４４ 被熱
１３０ N盛土 Q‐６５ N２ ニホンジカ Cervus nippon？ 中節骨 近位端？ １ ０．４８ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １６ １．６５ 被熱
１３１ N盛土 Q‐６６ N１ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５ ０．７４ 被熱
１３２ N盛土 Q‐６６ N３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ８ ０．３２ 被熱
１３３ N盛土 Q‐６６ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ ０．１６ 被熱
１３４ N盛土 Q‐６７ N１ ニホンジカ Cervus nippon 中手・中足骨？ 滑車一部？ １ ０．８４ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２２ ２．８４ 被熱
１３５ N盛土 Q‐６７ N１ ニホンジカ Cervus nippon？ 中手・中足骨？ 滑車一部？ １ ０．２７ 被熱

哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．０８ 被熱 他に微細片
１３６ N盛土 Q‐６７ N３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ８２ ９．２１ 被熱
１３７ N盛土 Q‐６７ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７ ０．７１ 被熱
１３８ Q‐６７ �b層 ヒグマ Ursus arctos 中節骨 ほぼ完形 １ １．７６ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７ ０．３２ 被熱
１３９ N盛土 Q‐６８ N１ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．０５ 被熱
１４０ N盛土 Q‐６８ N３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．１９ 被熱
１４１ N盛土 Q‐６８ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３７ ４．６２ 被熱
１４２ Q‐６９ �層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４３ １．８９ 被熱
１４３ N盛土 Q‐６９ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １５ ０．３４ 被熱
１４４ N盛土 Q‐６９ N４ 哺乳綱 Mammalia sp. 種子骨？ fr. １ ０．３８ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １７ ０．８４ 被熱

４９０
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１４５ N盛土 Q‐６９ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １２ １．３５ 被熱
１４６ Q‐７０ �層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６７ ９．３９ 被熱
１４７ N盛土 Q‐７０ N１４ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．４３ 被熱
１４８ N盛土 Q‐７１ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．１３ 被熱
１４９ Q‐７１ �b層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １１ ０．７６ 被熱
１５０ Q‐７１ �層 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．４８ 被熱
１５１ N盛土 Q‐７２ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．５９ 被熱
１５２ Q‐７５ �a層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．３６ 被熱
１５３ N盛土 Q‐７５ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．６２ 被熱
１５４ N盛土 Q‐７９ N１３ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．０７ 被熱
１５５ Q‐８０ �a層 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．１１ 被熱
１５６ N盛土 R‐６０ N３ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．２８ 被熱
１５７ N盛土 R‐６５ N１ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２０ １．９２ 被熱
１５８ N盛土 R‐６５ N２ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．５１ 被熱
１５９ N盛土 R‐６５ N３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５６ ９．６ 被熱
１６０ N盛土 R‐６５ N４ 哺乳綱 Mammalia sp. 中節・基節骨？ 遠位（頭）一部 １ ０．２５ 被熱

哺乳綱 Mammalia sp. 種子骨 完形 １ ０．４２ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 種子骨 完形 １ ０．６２ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 踵骨 右 果骨関節面 １ １．１２ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 踵骨 右 中心第四足根骨関節面 １ ０．７７ 被熱 上と同一個体？
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １００ １２．４８ 被熱

１６１ N盛土 R‐６５ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ８ ２．０５ 被熱
１６２ R‐６６ �層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ９ ３．２ 被熱
１６３ N盛土 R‐６６ N１ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １２０ １６．８４ 被熱
１６４ N盛土 R‐６６ N３ ニホンジカ Cervus nippon 果骨 左 踵骨関節面周辺 １ １ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon 第２or５指趾 末節骨 近位（底）一部 １ ０．２３ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４０４ ５６．６５ 被熱

１６５ N盛土 R‐６６ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２６１ ４９．９９ 被熱
１６６ R‐６７ �層 ヒグマ Ursus arctos 種子骨 ほぼ完形 １ ０．９５ 被熱

哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．３５ 被熱
１６７ N盛土 R‐６７ N１ ニホンジカ Cervus nippon 膝蓋骨 右？ fr. １ ０．８５ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １１ １．２４ 被熱
１６８ N盛土 R‐６７ N３ 骨器 骨針 fr. ２ ０．２６ 被熱

ヒグマ Ursus arctos 手根骨？ fr. １ ２．０５ 被熱
ヒグマ Ursus arctos 手根骨？ fr. １ １．６９ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 種子骨 ほぼ完形 １ ０．２８ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １９８ ３４．６５ 被熱
コイ科 Cyprinidae？ 頚椎 ほぼ完形 １ ０．０５ 被熱

１６９ N盛土 R‐６７ N４ サケ科 Salmonidae sp. 顎骨 歯１点および歯槽 １ ０．０５ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １４２ ２１．４９ 被熱

１７０ N盛土 R‐６７ MT 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ９ １．９７ 被熱
１７１ R‐６７ �b層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １４ １．７６ 被熱
１７２ R‐６８ �層 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．６ 被熱
１７３ N盛土 R‐６９ N３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５９ ８．６８ 被熱
１７４ N盛土 R‐６８ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２２ ３．６４ 被熱
１７５ N盛土 R‐６８ N１３ ニホンジカ Cervus nippon 中手・中足骨 背側縦溝一部 １ ０．２８ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３２ ４．５３ 被熱
１７６ R‐６９ �層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５ １．５１ 被熱
１７７ N盛土 R‐６９ N３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３１ ３．１３ 被熱

４９１
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１７８ N盛土 R‐６９ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４８ ５．４ 被熱
１７９ N盛土 R‐６９ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３０ ３．８５ 被熱
１８０ R‐６９ トレンチ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １７ １．０３ 被熱
１８１ R‐６９ �b層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２０ ０．５６ 被熱
１８２ R‐７０ �層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．９２ 被熱
１８３ N盛土 R‐７０ N４ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．３２ 被熱
１８４ N盛土 R‐７０ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ ０．４２ 被熱
１８５ N盛土 R‐７０ MT 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １１ ０．７３ 被熱
１８６ N盛土 R‐７１ N１４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１８ 被熱
１８７ N盛土 R‐７３ N１０ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １６ ０．１２ 被熱
１８８ R‐７６ �a層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．０５ 被熱
１８９ N盛土 S‐６０ N４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．４８ 被熱
１９０ S‐６５ �層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １２３ １２．１８ 被熱
１９１ N盛土 S‐６５ N１ ニホンジカ Cervus nippon 種子骨 完形 ２ １．１４ 被熱

哺乳綱 Mammalia sp. 種子骨 ほぼ完形 １ ０．４ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２０７ ３１．２２ 被熱

１９２ N盛土 S‐６５ N３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １４２ ２２．２２ 被熱
１９３ N盛土 S‐６５ N４ ニホンジカ Cervus nippon 基節骨 近位（底） １ ２．１３ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon 中節骨 ほぼ完形 １ ４．４７ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 種子骨 完形 １ ０．４７ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 第２or５指趾 末節骨 完形 １ ０．４８ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 上腕骨 遠位滑車一部 ２ ２．４７ 被熱 同一個体
ニホンジカ Cervus nippon 種子骨 ほぼ完形 １ ０．２３ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 第２・３手根骨 左 fr. １ ０．６６ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 基節骨 遠位（頭）一部 １ ０．５５ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 基節骨 近位（底）一部 １ ０．５４ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 末節骨 fr. １ ０．５５ 被熱
イノシシ Sus scrofa leucomystax 中節骨 遊離近位関節面 １ ０．２ 被熱
イノシシ Sus scrofa leucomystax 種子骨 完形 １ ０．４８ 被熱
イノシシ Sus scrofa leucomystax 尾椎 近位端 １ ０．８ 被熱
ヒグマ Ursus arctos 末節骨 遠位端 １ ０．２７ 被熱
ヒグマ Ursus arctos 中節骨 近位（底）一部 １ ０．６１ 被熱
ヒグマ Ursus arctos？ 末節骨？ 近位（底）一部？ １ ０．２４ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５６７ ９４．２９ 被熱

１９４ N盛土 S‐６５ N１４ ニホンジカ Cervus nippon 基節骨 近位（底）一部 １ ０．６５ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 基節骨 遠位（頭）一部 １ ０．８ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 末節骨 近位（底）一部 １ ０．３６ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 末節骨 ほぼ完形 １ ２．０９ 被熱
イノシシ Sus scrofa leucomystax 基節骨 近位（底）一部 １ １．１８ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４３ ６．３６ 被熱

１９５ S‐６５ �b層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３５ １．８２ 被熱
１９６ S‐６６ �層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．３５ 被熱
１９７ N盛土 S‐６６ N１ イノシシ Sus scrofa leucomystax 中手・中足骨 遠位滑車一部 １ ０．９８ 被熱

イノシシ Sus scrofa leucomystax？ 末節骨 骨体一部 １ ０．９６ 被熱
ヒグマ Ursus arctos 末節骨 先端一部 １ ０．５５ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 下顎？歯槽 歯槽一部 １ ０．１１ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 下顎？歯槽 歯槽一部 １ ０．４ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６６ ２６．１ 被熱

１９８ N盛土 S‐６６ N３ ニホンジカ Cervus nippon 膝蓋骨 fr. １ ３．６８ 被熱

４９２



No. 遺構名 調査区名 層 位 動 物 遺 存 体
種 名 部 位 出 土 部 位 数 量 重 量 備 考

ニホンジカ Cervus nippon 中足骨 背側一部 １ ０．８６ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon？ 膝蓋骨 fr. １ ３．２８ 被熱
ヒグマ Ursus arctos 中節骨 近位（底）一部 １ ０．２５ 被熱
ヒグマ Ursus arctos 基節骨 遠位（頭） １ ０．６７ 被熱
イノシシ Sus scrofa leucomystax？ 中手・中足骨 遠位滑車一部 １ ０．４ 被熱
イノシシ Sus scrofa leucomystax 踵骨 右 第４足根骨関節面周辺 １ １．９ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６０８ ９９．９６ 被熱

１９９ N盛土 S‐６６ N４ イノシシ Sus scrofa leucomystax 膝蓋骨 左 fr. １ ０．９６ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５１７ ８０．４２ 被熱

２００ N盛土 S‐６６ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５ ０．８２ 被熱
２０１ S‐６６ �b層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ８ ０．９３ 被熱
２０２ S‐６７ �b層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５２ ３．１３ 被熱
２０３ N盛土 S‐６７ N１ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １０ １．１ 被熱
２０４ N盛土 S‐６７ N３ ニホンジカ Cervus nippon 第２・３足根骨 右 ほぼ完形 １ ０．８１ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon 角 fr. １ ０．７１ 被熱
イノシシ Sus scrofa leucomystax 踵骨 左 第４足根骨関節面周辺 １ １．４２ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３９５ ５８．６１ 被熱

２０５ N盛土 S‐６７ N４ コイ科 Cyprinidae ウグイ属 Triborodon sp. 椎骨 完形 １ ０．０３ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 膝蓋骨 右 fr. １ ０．５６ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 １ ０．２８ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １８１ ２５．８１ 被熱

２０６ S‐６７ �b層 ニホンジカ Cervus nippon 中足骨 近位端一部 １ ０．４７ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３０ ７．６ 被熱

２０７ S‐６８ �層 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．５３ 被熱
２０８ N盛土 S‐６８ N３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １８ ２．３１ 被熱
２０９ N盛土 S‐６９ N３ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．２２ 被熱
２１０ N盛土 S‐６９ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ １．２６ 被熱
２１１ N盛土 S‐６９ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １０ １ 被熱
２１２ N盛土 S‐７２ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７ ０．９９ 被熱
２１３ S‐７７ �層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．６２ 被熱
２１４ N盛土 U‐７４ N８ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１１ 被熱
２１５ N盛土 U‐７６ N８ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．８５ 被熱
２１６ N盛土 U‐７９ N１０ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．０７ 被熱
２１７ N盛土 V‐７８ N１０ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．２３ 被熱
２１８ N盛土 W‐７４ N８ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．４ 被熱
２１９ N盛土 W‐７５ N１０ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．０６ 被熱
２２０ N盛土 W‐７６ N１０ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．２ 被熱
２２１ N盛土 W‐７７ N８ ニホンジカ Cervus nippon 第２・３手根骨 左 fr. １ ０．７３ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon 脛骨 遠位端一部 １ １．８７ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １３２ ２０．２８ 被熱

２２２ N盛土 X‐７３ N１０ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ ０．７６ 被熱
２２３ N盛土 X‐７５ N８ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １３ ０．６３ 被熱
２２４ N盛土 X‐７６ N８ イノシシ Sus scrofa leucomystax 中手・中足骨 遠位滑車 １ ０．９７ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １０ １．７１ 被熱
２２５ N盛土 X‐７６ N１０ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．２９ 被熱
２２６ N盛土 Y‐７４ N１０ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．０９ 被熱
２２７ ？ ？ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．４２ 被熱
２２８ N盛土 ？ N１ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １４ ３．６５ 被熱
２２９ N盛土 ？ ？ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１ 被熱

４９３



キウス４遺跡D・F・G地区出土動物遺存体（平成１０年度調査）

No. 遺構名 調査区名 層 位 動 物 遺 存 体
種 名 部 位 出 土 部 位 数 量 重 量 備 考

１ F‐７４１ M‐７４ 焼土 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ９４ ２．２３ 被熱
２ F‐７５５ M‐７５ 焼土 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １８ ０．１５ 被熱
３ F‐１０３８ N‐７４ 焼土 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３４ ０．５１ 被熱
４ F‐１１４３ N‐７５ N３６ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．１８ 被熱
５ F‐１２５０ N‐７５ 覆土１層 サケ科 Salmonidae non det. 椎骨 fr. ２８ ０．０９ 被熱

サケ科 Salmonidae sp. 脱落歯 １ ０．０１＞ 被熱
サケ科 Salmonidae non det. 部位不明 細片 ７６ ０．１５ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５１ １．０５ 被熱

６ P‐１１５８ N‐８０ 覆土 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６ ０．０６ 被熱
７ E‐６０ �層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２０ ０．７５ 被熱 他に微細片
８ I‐７８ トレンチ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．２５ 被熱
９ N盛土 J‐７６ N２６ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．２２ 被熱
１０ N盛土 J‐７７ N２６ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．２１ 被熱
１１ N盛土 K‐７１ N４ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．１４ 被熱
１２ N盛土 K‐７２ N４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１ 被熱
１３ N盛土 K‐７３ N３７ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．２３ 被熱
１４ K‐７５ �層 ニホンジカ Cervus nippon 距骨 左 中心第四足根骨関節滑車内

側
１ １．５ 被熱

１５ N盛土 K‐７５ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７ １．２６ 被熱
１６ N盛土 K‐７５ N５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２９ ５．４９ 被熱
１７ N盛土 K‐７５ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．６３ 被熱
１８ N盛土 K‐７５ N３４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ ０．６９ 被熱
１９ N盛土 K‐７５ N３５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６１ １０．１６ 被熱
２０ N盛土 K‐７６ トレンチ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １２ １．１８ 被熱
２１ N盛土 K‐７６ N５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３４ ９．２３ 被熱
２２ N盛土 K‐７６ N１４ イノシシ Sus scrofa leucomystax？ 第二中手骨 近位端？ １ ０．０８ 被熱

哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．０８ 被熱
２３ N盛土 K‐７６ N２６ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ８ １ 被熱
２４ N盛土 K‐７６ N３４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．２８ 被熱
２５ N盛土 K‐７６ N３５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １２ １．９８ 被熱
２６ N盛土 K‐７７ N２６ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１６ 被熱
２７ N盛土 K‐７８ N２６ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．２２ 被熱
２８ N盛土 L‐７１ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ ０．４８ 被熱
２９ N盛土 L‐７２ N４ ヒグマ Ursus arctos 基節骨 遠位（頭） １ ０．８ 被熱

ヒグマ Ursus arctos 基節骨 遠位から骨幹 １ １．７４ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon？ 末節骨 近位端 １ ０．６８ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２１２ ３７．５６ 被熱

３０ L‐７３ �層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．０３ 被熱
３１ N盛土 L‐７３ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６７ １１．８２ 被熱
３２ N盛土 L‐７３ N３６ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．４９ 被熱
３３ N盛土 L‐７４ N４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１４ 被熱
３４ N盛土 L‐７４ N１４ 骨器 骨針 fr. １ ０．０８ 被熱

ヒグマ Ursus arctos？ 中手・中足骨？ 遠位滑車？ １ ０．０１ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７７ １２．２９ 被熱

３５ N盛土 L‐７４ N３４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１２ 被熱
３６ N盛土 L‐７４ N３５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６ ０．６５ 被熱
３７ N盛土 L‐７４ N３６ ニホンジカ Cervus nippon 末節骨 遠位端 １ ０．４１ 被熱

４９４



No. 遺構名 調査区名 層 位 動 物 遺 存 体
種 名 部 位 出 土 部 位 数 量 重 量 備 考

ヒグマ Ursus arctos 中節骨 近位（底）一部 ２ ０．４２ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １３８ １７．７ 被熱

３８ L‐７５ トレンチ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３４ ６．３５ 被熱
３９ N盛土 L‐７５ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ ０．８１ 被熱
４０ N盛土 L‐７５ N５ 海棲哺乳類 Marine Mammal sp. 前頭骨 左 眼窩口周辺 １ ０．５９ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４９ ７．０６ 被熱
４１ N盛土 L‐７５ N１４ ヒグマ Ursus arctos 中節骨 近位（底）一部 １ ０．３６ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １２１ ２０．９１ 被熱
４２ N盛土 L‐７５ N３３ ニホンジカ Cervus nippon 踵骨 右 中心第四足根骨関節面 １ ２．５５ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 顎骨 歯槽一部 ３ １．８４ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 肩甲骨 肩甲窩 １ １．０４ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２１０ ３６．３８ 被熱

４３ N盛土 L‐７５ N３４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １３ ２．４１ 被熱
４４ N盛土 L‐７５ N３５ ニホンジカ Cervus nippon 踵骨一部 fr. １ ０．５１ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon 踵骨 左 中心第四足根骨関節面 １ ０．５５ 被熱 上と接合
イノシシ Sus scrofa leucomystax 中手・中足骨 遠位滑車 ４ １．７６ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２９７ ５４．２４ 被熱

４５ N盛土 L‐７５ N３６ ニホンジカ Cervus nippon 膝蓋骨 左？ fr. １２ ５．２２ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 種子骨 完形 １ ０．５ 被熱
ヒグマ Ursus arctos 中節骨 or基節骨 遠位 or近位 １ ０．６６ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２７０ ５１．２５ 被熱

４６ L‐７６ トレンチ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４６ ３．０５ 被熱
４７ N盛土 L‐７６ N５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １３３ ２６．３５ 被熱
４８ N盛土 L‐７６ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２７ ４．６５ 被熱
４９ N盛土 L‐７６ N２６ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４４ ８．８２ 被熱
５０ N盛土 L‐７６ N３３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４１ ６．３７ 被熱
５１ N盛土 L‐７６ N３４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７ １．１７ 被熱
５２ N盛土 L‐７６ N３５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２６ ５．０１ 被熱
５３ N盛土 L‐７７ N５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ８ ２．４５ 被熱
５４ N盛土 L‐７７ N１４ ニホンジカ Cervus nippon 種子骨 ほぼ完形 １ ０．４５ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４３ ８．８７ 被熱
５５ N盛土 L‐７７ N２６ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １６ ３．５６ 被熱
５６ N盛土 L‐７７ N３３ ヒグマ Ursus arctos 中節骨 遠位（頭）一部 １ ０．３６ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １９ ２．８４ 被熱
５７ N盛土 L‐７７ N３４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５ ０．７４ 被熱
５８ N盛土 L‐７８ N１４ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．４３ 被熱
５９ N盛土 L‐７８ N２６ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １２ ２．９６ 被熱
６０ N盛土 L‐７８ N３４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ １．０３ 被熱
６１ N盛土 L‐８０ N２６ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．３１ 被熱
６２ N盛土 M‐７０ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １５ ２．１９ 被熱
６３ N盛土 M‐７１ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １４ ３．７７ 被熱
６４ N盛土 M‐７２ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １４３ ２２ 被熱
６５ M‐７３ トレンチ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １０ ２．６３ 被熱
６６ M‐７３ �b層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．７４ 被熱
６７ N盛土 M‐７３ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３０７ ４６．８３ 被熱
６８ N盛土 M‐７３ N３６ イノシシ Sus scrofa leucomystax 距骨 右 脛骨関節面周辺 １ １．８２ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４４ ９．７３ 被熱
６９ M‐７４ トレンチ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６ １．９５ 被熱
７０ M‐７４ �b層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．３２ 被熱

４９５
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７１ N盛土 M‐７４ N４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. ４ １．２５ 被熱
７２ N盛土 M‐７４ N１４ イノシシ Sus scrofa leucomystax 中手・中足骨 遠位端 １ ０．６６ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２２２ ３５．０６ 被熱
７３ N盛土 M‐７４ N３６ ニホンジカ Cervus nippon 中足骨 背側一部 １ ０．６ 被熱

ヒグマ Ursus arctos 中節骨 近位（底）一部 １ ０．１７ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 種子骨 ほぼ完形 １ ０．３３ 被熱
骨器 骨針 fr. １ ０．１２ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３７７ ６０．６８ 被熱

７４ M‐７５ �層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １３ ４．７８ 被熱
７５ M‐７５ トレンチ イノシシ Sus scrofa leucomystax 末節骨 骨幹 １ ０．８７ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４９ １５．４８ 被熱
７６ N盛土 M‐７５ N５ イノシシ Sus scrofa leucomystax 第２or５指趾 基節骨 遊離近位端 １ ０．２８ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon 中足骨 背側一部 １ １．０１ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １９２ ５０．２９ 被熱

７７ N盛土 M‐７５ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ １．４１ 被熱
７８ N盛土 M‐７５ N１４ イノシシ Sus scrofa leucomystax 橈側手根骨 fr. １ ０．７７ 被熱

イノシシ Sus scrofa leucomystax？ 前頭骨 左 眼窩口周辺 １ １．７２ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 軸椎 歯突起 １ １．５ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 中足骨 背側一部 １ ０．６１ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４４５ ７３．１８ 被熱

７９ N盛土 M‐７５ N３３ イノシシ Sus scrofa leucomystax 脛骨 左 遠位内果一部 １ ２．６６ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 中手骨 背側一部 １ ０．４２ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 肋骨 骨幹一部 １ １．１９ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７５ １０．５４ 被熱

８０ N盛土 M‐７５ N３５ ヒグマ Ursus arctos 末節骨 近位端から骨幹 １ １．５８ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 踵骨 左 果骨関節部 １ ０．６２ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 踵骨 左 中心第四足根骨関節部 １ ０．５２ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 上腕骨 左 or右？ 遠位滑車外側 １ １．２ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 軸椎 歯突起一部 １ ０．６７ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 果骨 左 １ ０．３９ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 １ ０．５２ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 踵骨 左 果骨関節部 １ ０．９ 被熱
イノシシ Sus scrofa leucomystax 中手・中足骨 遠位滑車 １ ０．４８ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 橈側手根骨 右 １ ０．８９ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 下顎骨 下顎体一部 １ ２．３２ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １０１３ １９７．９８ 被熱

８１ N盛土 M‐７５ N３６ 哺乳綱 Mammalia sp. 椎骨 前関節突起 １ １ 被熱
ヒグマ Ursus arctos 中節骨 近位（底）一部 １ ０．４ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 第１手根骨 左 ほぼ完形 １ ０．６６ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６５３ ９４．５５ 被熱

８２ M‐７６ �層 イノシシ Sus scrofa leucomystax 末節骨 近位端 １ ０．６６ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６ １．２７ 被熱

８３ M‐７６ トレンチ 鳥綱 Aves sp. 部位不明 fr. １ ０．１７ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 顎骨 歯槽一部 １ ０．２１ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７０ ５．２５ 被熱

８４ N盛土 M‐７６ N５ ニホンジカ Cervus nippon 橈骨 右 遠位端一部 １ ０．５８ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 １ ０．６３ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４３７ ７３．６７ 被熱

８５ N盛土 M‐７６ N１４ 哺乳綱 Mammalia sp. 中節・基節骨 遠位（頭）一部 １ ０．２５ 被熱

４９６
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哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １４５ ２６．０４ 被熱
８６ N盛土 M‐７６ N３３ ヒグマ Ursus arctos 中手・中足骨 遠位滑車 １ ０．８６ 被熱

イノシシ Sus scrofa leucomystax？ 第２中足骨 近位端 １ ０．４２ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２８９ ５４．１５ 被熱

８７ N盛土 M‐７６ N３５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２７ ５．８９ 被熱
８８ N盛土 M‐７６ N３６ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．３２ 被熱
８９ M‐７７ トレンチ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５１ ３．４８ 被熱
９０ N盛土 M‐７７ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７ １．１１ 被熱
９１ N盛土 M‐７７ N５ ヒグマ Ursus arctos 基節骨 近位（底）一部 １ ２．２９ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６７ １３．５８ 被熱
９２ N盛土 M‐７７ N１３ ニホンジカ Cervus nippon 中足骨 背側一部 １ ０．２６ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７０ ８．８７ 被熱
９３ N盛土 M‐７７ N１４ イノシシ Sus scrofa leucomystax 踵骨 左 果骨関節部一部 １ １．７８ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７８ １５．４３ 被熱
９４ N盛土 M‐７７ N３３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７ １．４２ 被熱
９５ N盛土 M‐７７ N３４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２ ０．５３ 被熱
９６ N盛土 M‐７８ N５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ８ １．４１ 被熱
９７ N盛土 M‐７８ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １９ ３．３８ 被熱
９８ N盛土 M‐７８ N１４ イノシシ Sus scrofa leucomystax 基節骨 遠位（頭）一部から骨幹 １ ０．３１ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３５ ６．０４ 被熱
９９ N盛土 M‐７８ N２６ 哺乳綱 Mammalia sp. 種子骨 fr. １ ０．３８ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １６ ３．３５ 被熱
１００ N盛土 M‐７８ N３４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７ ０．８６ 被熱
１０１ N盛土 M‐７９ N５ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．８２ 被熱
１０２ N盛土 M‐７９ N１３ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．４９ 被熱
１０３ N盛土 M‐７９ N２６ ニホンジカ Cervus nippon 末節骨 fr. ５ ２．２１ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon 第２or５指趾 末節骨 完形 １ ０．４ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 １ ０．３６ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 種子骨 完形 １ ０．７６ 被熱
イノシシ Sus scrofa leucomystax 基節骨 遠位から骨幹 １ ０．１３ 被熱 骨端遊離欠損
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２０４ ３０．５ 被熱

１０４ N盛土 M‐７９ N３４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ８ ０．９３ 被熱
１０５ N盛土 M‐８０ N１３ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．１７ 被熱
１０６ N盛土 M‐８１ N２６ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．１３ 被熱
１０７ N盛土 M‐８１ N２６ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ３．１ 被熱
１０８ N盛土 N‐６８ N４ ヒグマ Ursus arctos 末節骨 遠位端から骨幹 １ ０．５８ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon 中足骨 背側一部 １ ０．６１ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 種子骨 １ ０．３６ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２１ ４．２２ 被熱

１０９ N盛土 N‐６９ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４５ ９．１４ 被熱
１１０ N盛土 N‐７０ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６７ １０．４２ 被熱
１１１ N盛土 N‐７１ N４ 小型哺乳綱 Mammalia sp. 下顎骨 歯槽一部 １ ０．１２ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６６ １３．０２ 被熱
１１２ N‐７２ トレンチ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５ １．８５ 被熱
１１３ N盛土 N‐７２ N４ ニホンジカ Cervus nippon 中足骨 背側一部 １ ０．３１ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７０ １４．３３ 被熱
１１４ N盛土 N‐７３ N４ ホホジロザメ Carcharodon carcharias？ 歯 歯冠破片 ７ ０．２ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon 膝蓋骨 左 膝蓋骨前面一部 １ ２．８９ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 第２or５指趾 末節骨 １ ０．７５ 被熱

４９７
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イノシシ Sus scrofa leucomystax 第２中足骨 近位端 １ ０．５４ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ９２ １４．５７ 被熱

１１５ N盛土 N‐７３ N１４ ニホンジカ Cervus nippon？ 第四手根骨？ 右？ fr. １ １．３９ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３１ １５．９９ 被熱

１１６ N盛土 N‐７３ N３６ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １２６ １６．５７ 被熱
１１７ N‐７４ �層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．０８ 被熱
１１８ N盛土 N‐７４ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２１ ３．７１ 被熱
１１９ N盛土 N‐７４ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １２６ ２３．６７ 被熱
１２０ N盛土 N‐７４ N１４ コイ科 Cyprinidae ウグイ属 Triborodon sp. 頚椎 fr. １ ０．０６ 被熱

イノシシ Sus scrofa leucomystax 踵骨 左 脛骨関節滑車 内側一部 １ ０．８５ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 踵骨 右 果骨関節部一部 １ １．２２ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 膝蓋骨 右 膝蓋骨前面一部 １ ２．５５ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３１１ ５４．６４ 被熱

１２１ N盛土 N‐７４ N３６ ニホンジカ Cervus nippon 第２or５指趾 末節骨 １ ０．３４ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 第２・３足根骨 右？ fr. １ ０．９５ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７５ １３．３５ 被熱

１２２ N‐７５ �層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．４８ 被熱
１２３ N‐７５ トレンチ ニホンジカ Cervus nippon 中足骨 背側一部 １ ０．６６ 被熱

哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. ３３ ５．０４ 被熱
１２４ N盛土 N‐７５ N１３ ニホンジカ Cervus nippon 尺骨 滑車切痕一部 １ ０．３６ 被熱

イノシシ Sus scrofa leucomystax 橈骨手根骨 右 fr. １ ０．６５ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 椎骨 関節突起 １ １．６７ 被熱
イヌ科 Canidae sp. 中手・中足骨 遠位滑車 １ ０．１２ 被熱
イヌ科 Canidae sp. 中節骨 完形 １ ０．０６ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５７９ １０４．０７ 被熱

１２５ N盛土 N‐７５ N１４ ニホンジカ Cervus nippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 １ ０．４４ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 距骨 脛骨関節滑車内側 １ ０．６８ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 第２or５指趾 末節骨 完形 １ ０．２７ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 第２・３手根骨 fr. １ ０．５ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 下顎骨 左 舌側第三後臼歯歯槽 １ １．９８ 被熱
ヒグマ Ursus arctos 中手・中足骨 遠位滑車 １ １．２９ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 種子骨 １ ０．２４ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４７７ ７３．７ 被熱
鳥綱 Aves sp. 尺骨 近位端 １ ０．１４ 被熱

１２６ N盛土 N‐７５ N３３ ニホンジカ Cervus nippon 踵骨 右 中心第四足根骨 １ １．２６ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 膝蓋骨 右？ 膝蓋骨尖 １ ０．７６ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２２５ ３６．８２ 被熱

１２７ N盛土 N‐７５ N３５ イノシシ Sus scrofa leucomystax？ 中節骨？ 近位（底） １ ０．８６ 被熱
イノシシ Sus scrofa leucomystax？ 中手・中足骨？ 遠位滑車？ １ ０．５２ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 １ ０．２３ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 顎骨 歯槽一部 １ ０．５３ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４２９ ７４．４１ 被熱

１２８ N盛土 N‐７５ N３６ ニホンジカ Cervus nippon 基節骨 近位（底）一部 １ ０．３９ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３６９ ４２．３９ 被熱

１２９ N‐７６ トレンチ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２１ １．４４ 被熱
１３０ N‐７６ �層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ ０．０６ 被熱
１３１ N盛土 N‐７６ N５ ニホンジカ Cervus nippon 中手骨 背側一部 １ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon 中足骨 背側一部 １ ０．７１ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 第２・３手根骨 右 fr. １ ０．５１ 被熱

４９８
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ニホンジカ Cervus nippon 距骨 中心第四足根骨内側 １ ０．４７ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 脛骨 左 内果ヒラメ筋線部 １ １．７ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３４６ ６９．２６ 被熱

１３２ N盛土 N‐７６ N１３ イノシシ Sus scrofa leucomystax 尺側手根骨 右 １ ０．７ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 中手骨 背側一部 １ ３．５４ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 中手骨 底側一部 １ ０．７６ 被熱
哺乳綱 Mammalia spp. 種子骨 ２ ０．８８ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５３３ ８５．１５ 被熱

１３３ N盛土 N‐７６ N１４ ニホンジカ Cervus nippon 軸椎 歯突起 １ １．３５ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 橈骨手根骨 右 １ ０．９７ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 肩甲骨 肩甲窩 １ ０．９４ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５７８ ３２．３ 被熱

１３４ N盛土 N‐７６ N３３ ニホンジカ Cervus nippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 １ ０．７１ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 中足骨 背側一部 １ ０．４２ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２０９ ３７．１７ 被熱

１３５ N盛土 N‐７６ N３５ ニホンジカ Cervus nippon 中手骨 底側一部 １ ０．４７ 被熱
哺乳綱 Mammalia sp. 下顎骨 下顎頚一部 １ ０．３５ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １３９ ２８．５７ 被熱

１３６ N‐７７ トレンチ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．６８ 被熱
１３７ N盛土 N‐７７ N５ 哺乳綱 Mammalia sp. 種子骨 １ ０．２２ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １５４ ２５．１１ 被熱
１３８ N盛土 N‐７７ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２２ ２．３８ 被熱
１３９ N盛土 N‐７７ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２９２ ３４．８８ 被熱
１４０ N盛土 N‐７７ N３３ イノシシ Sus scrofa leucomystax 第２or５中手・中足骨 遊離遠位端 １ ０．５ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２２ ３．９４ 被熱
１４１ N‐７８ トレンチ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ １．１１ 被熱
１４２ N盛土 N‐７８ N５ 哺乳綱 Mammalia sp. 種子骨 １ ０．０９ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７４ １２．１ 被熱
１４３ N盛土 N‐７８ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７７ １６ 被熱
１４４ N盛土 N‐７８ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６２ ２．２８ 被熱
１４５ N盛土 N‐７８ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ９ １．５７ 被熱
１４６ N盛土 N‐７８ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７８ １２．２７ 被熱
１４７ N盛土 N‐７８ N３４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ９ １．５２ 被熱
１４８ N盛土 N‐７９ N５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２０ ３．０２ 被熱
１４９ N盛土 N‐７９ N１３ イノシシ Sus scrofa leucomystax 第２or５指趾 中節骨 完形 １ ０．３８ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４．５８ 被熱
１５０ N盛土 N‐７９ N２６ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ １．２４ 被熱
１５１ N盛土 N‐８０ N５ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．４２ 被熱
１５２ N盛土 N‐８０ N１３ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ８１ １５．４６ 被熱
１５３ N盛土 N‐８０ N２６ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．２４ 被熱
１５４ N盛土 N‐８１ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．２６ 被熱
１５５ N盛土 N‐８１ N２６ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３ ０．６７ 被熱
１５６ N盛土 O‐６７ N４ イノシシ Sus scrofa leucomystax 第２or５指趾 中節骨 完形 １ ０．５４ 被熱

ヒグマ Ursus arctos？ 基節骨？ 遠位（頭）？ １ ０．６７ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ １．５６ 被熱

１５７ O‐６８ �層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１８ 被熱
１５８ N盛土 O‐６８ N４ 哺乳綱 Mammalia sp. 種子骨 １ ０．１４ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １９ ３．７３ 被熱
１５９ O‐６９ �b層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．５９ 被熱

４９９
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１６０ N盛土 O‐６９ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４０ ６．３２ 被熱
１６１ O‐７０ �層 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．５７ 被熱
１６２ N盛土 O‐７０ N４ ニホンジカ Cervus nippon 第２・３手根骨 左 fr. １ ０．９４ 被熱

哺乳綱 Mammalia sp. 種子骨 １ ０．３７ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２６ ６．９１ 被熱

１６３ N盛土 O‐７１ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ９ １．３５ 被熱
１６４ O‐７２ �層 イノシシ Sus scrofa leucomystax 軸椎 歯突起尖 １ ０．７４ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ９ ３１．５ 被熱
１６５ N盛土 O‐７２ N４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １１ １．７６ 被熱
１６６ N盛土 O‐７２ N１４ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．２３ 被熱
１６７ O‐７３ �層 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ５ ２．２ 被熱
１６８ N盛土 O‐７３ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４ ０．８９ 被熱
１６９ N盛土 O‐７３ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １０ １．８９ 被熱
１７０ O‐７４ �層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １８ ２．７７ 被熱
１７１ N盛土 O‐７４ N１３ ニホンジカ Cervus nippon 中手・中足骨 遠位滑車一部 １ １．４７ 被熱

哺乳綱 Mammalia sp. 基節骨？ 近位（底）？ １ ０．８６ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １１７ ２３．６７ 被熱

１７２ N盛土 O‐７４ N１４ イノシシ Sus scrofa leucomystax 第２or５指趾 中節骨 遊離近位端 １ ０．１４ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５０ ８．２３ 被熱

１７３ O‐７５ �層 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．３８ 被熱
１７４ N盛土 O‐７５ N１３ イノシシ Sus scrofa leucomystax 中手・中足骨 遠位滑車一部 １ ０．５８ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon？ 踵骨 脛骨関節部内側一部 １ １．０４ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １９９ ３５．１１ 被熱

１７５ N盛土 O‐７５ N１４ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４７ １０．０３ 被熱
１７６ N盛土 O‐７５ N３３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２５ ２．６８ 被熱
１７７ N盛土 O‐７５ N３５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３２ ５．８５ 被熱
１７８ O‐７６ �層 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６ １．０４ 被熱
１７９ O‐７６ ベルト 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．１１ 被熱
１８０ N盛土 O‐７６ N５ ヒグマ Ursus arctos？ 中節骨 遠位（頭）一部 １ ０．１４ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon？ 踵骨 脛骨関節部内側一部 １ １．２６ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １４ ３．６１ 被熱

１８１ N盛土 O‐７６ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １８８ ３０．４４ 被熱
１８２ N盛土 O‐７６ N１４ ニホンジカ Cervus nippon 果骨 右 １ ０．９９ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５９ １１．２８ 被熱
１８３ N盛土 O‐７６ N３３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １８ ２．６８ 被熱
１８４ N盛土 O‐７７ N５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １３ ２．９７ 被熱
１８５ N盛土 O‐７７ N１３ ニホンジカ Cervus nippon？ 踵骨 脛骨関節部内側一部 ２ ２．０７ 被熱

哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５６ １０．７８ 被熱
１８６ N盛土 O‐７７ N１４ イノシシ Sus scrofa leucomystax 第２中足骨 右？ 近位端 １ ０．３４ 被熱

ニホンジカ Cervus nippon 踵骨 左 踵骨隆起一部 １ ０．７９ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６５ １１．７２ 被熱

１８７ N盛土 O‐７７ N３３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ２４ ４．８７ 被熱
１８８ N盛土 O‐７８ N５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. １８ ２．０６ 被熱
１８９ N盛土 O‐７８ N１３ ニホンジカ Cervus nippon 果骨 右 fr. １ ０．５８ 被熱

ヒグマ Ursus arctos 中節骨 ５ ０．９９ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７５ ９．２７ 被熱

１９０ N盛土 O‐７８ N１４ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．２８ 被熱
１９１ O‐７９ トレンチ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ４４ ４．９４ 被熱
１９２ N盛土 O‐７９ N５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３３ ３．２４ 被熱

５００
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１９３ N盛土 O‐７９ N１３ ニホンジカ Cervus nippon 角 fr. １ ０．６ 被熱
ニホンジカ Cervus nippon 膝蓋骨 fr. ９ ３．６９ 被熱
哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ８４ １０．８２ 被熱

１９４ N盛土 O‐８０ N５ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ７ １．０９ 被熱
１９５ N盛土 O‐８０ N１３ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ６５ ８．８６ 被熱
１９６ N盛土 O‐８１ N５ 哺乳綱 Mammalia sp. 部位不明 fr. １ ０．３４ 被熱
１９７ N盛土 O‐８１ N１３ 哺乳綱 Mammalia spp. 部位不明 fr. ２ ０．１７ 被熱
１９８ 排土 ？ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ３１ １．２４ 被熱
１９９ 排土 ？ 哺乳綱 Mammalia non det. 部位不明 fr. ５ ３．８５ 被熱
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５ 北海道キウス４遺跡 F地区出土アスファルトの成分分析

小笠原 正明／北海道大学高等教育機能開発総合センター

はじめに

アスファルトは石鏃や土器に付着して出土することが多く、時には塊で出土することもある。縄

文時代には接着剤として重要な役割を果たしていた１）。石油起源の有機物の混合物で、産地は東日

本の日本海沿岸にある石油鉱床地帯に限られるため、その他の地域で見つかるものはこれらの原産

地から持ち込まれたものということになる。複雑な化学組成のため、定量的な分析が可能となった

のはごく最近のことで、パラフィン成分のマススペクトルの Z数解析法を開発してからである２）。

今回その手法を用いて、キウス４遺跡 F地区出土のアスファルト塊６点の分析を行った。

実験

各試料につき、少量をとって元素分析を行った。別に約０．６gずつとり、ベンゼン―メタノール

混合溶媒に溶かした。ろ過の後、液の溶媒部分を減圧蒸留で除き、n‐ヘキサンに溶かした。ろ過

により不溶分のアスファルテンを除き、減圧蒸留で溶媒を除き、残ったオイル分をHPLCにより

パラフィン成分（Fr―P）、１芳香環成分（Fr―M）、２芳香環成分（Fr―D）、極性成分（Fr―PP）に分割した。

このうちパラフィン成分について、FI―MS質量分析計によりマススペクトルを得た。

結果と考察

元素分析の結果を表１に示した。C原子数に対するH原子数の比が１を超えているのがアス

ファルトの特徴とされるが、いずれの試料についても矛盾しない結果が得られた。

マススペクトルの一つを、図１に示した。縦軸がスペクトル強度、横軸が分子量を示している。

他の試料のマススペクトルも同様の形状で、分子量４００付近にピークが存在し、その前後に広がっ

ており、過去に報告されたアスファルトの場合とよく似ている。スペクトル強度をパラフィン環の

数を示す Z数ごとに分割し、Z＝－６（４環）と Z＝－８（５環）のスペクトル強度の比を R値と

して表２に示した。現在分析を終えている２ヶ所の産地の試料との隔たりを示す相対偏差も同表に

示した。相対偏差は、試料の R値から産地の R値の平均を引いて標準偏差で割った値で、絶対値

が３以上ならば実質的に異なるとみなしてよい。

試料の R値が０．６１１～０．７７７と幅広く、相対偏差を見る限り秋田県か新潟県どちらか一方の産地

からのみもたらされたものではないことがわかる。現状では北海道の産地についてデータがないた

め、はっきりとしたことはいえないが、複数の産地からもたらされたと考えるのが妥当である。
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表１：各試料の元素分析結果

試料名 図� 図版� C（％） H（％） N（％） S（％） H原子数／C原子数

エ１９５５３ 図１６８－１１６ 図版２０６ ７８．１９ ８．８２ １．２０ ０．７２ １．３５
エ１９６０９ － － ６９．４２ ７．７８ ０．９８ ０．８３ １．３４

グリッド一括 図１６８－１１８ 図版２０６ ８０．３８ ９．０１ １．２１ ０．７７ １．３５
エ１４１０２ 図１６８－１１９ － ７５．４１ ８．６２ １．２６ ０．７７ １．３７
エ２０７９２ 図１６８－１１７ － ８２．９３ ８．６０ １．４６ ０．７１ １．２４
エ２０１３９ － － ５８．３０ ６．８３ １．０４ ０．４９ １．４１

表２：各試料及び産地の R値と相対偏差

原産地名、遺跡及び試料番号
掲載番号

R値
相対偏差

図� 図版� 新潟県新津市産
試料からの値

秋田県二ツ井産
試料からの値

秋田県二ツ井駒形地区 － － ０．６３２±０．０３６ －３．３８６ ―
新潟県新津市大入地区 － － ０．８３７±０．０６０ ― ５．２７５
キウス４遺跡エ１９５５３（No．１） 図１６８－１１６ 図版２０６ ０．６４８ －３．１２１ ０．４４６

同 エ１９５５３（No．２） 図１６８－１１６ 図版２０６ ０．６２２ －３．５５４ －０．２７２
同 エ１９６０９ － － ０．７７７ －０．９８６ ３．９９０
同 （グリッド一括） 図１６８－１１８ 図版２０６ ０．６７８ －２．６２４ １．２７１
同 エ１４１０２ 図１６８－１１９ － ０．６１１ －３．７３０ －０．５６５
同 エ２０７９２ 図１６８－１１７ － ０．７３１ －１．７５４ ２．７１５
同 エ２０１３９ － － ０．６４１ －３．２３７ ０．２５４

網かけ部分は相対偏差３以上。
相対偏差は３以上ならその産地ではない確立９９．７％以上。
エ１９５５３については大きな塊が２つあったのでそれぞれについて分析した。

図１：キウス４遺跡 エ１９６０９の FI マススペクトル
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